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第 22 回 総 会 


期日 昭和 28 年 4 月 5.6 日 
会 場 市 大 灯 州 大 学 医学 部 講堂 
会 長 宮 崎 一 朗 
第 1 日 4 月 5 日 (午前 8 時 邊 開会 ) 

開会 の 会 長 

演 訟 (午前 の 部 ) 1~20 

示 ( 午 前 の 部 ) 101~107 

評議 員 会 正午 ょ り 

第 4 回 桂 田 賞 授 興 式 ( 財 園 法人 寄生 虫 病 学 励 会 ) 

受賞 者 田部 氏 (岡山 大 学 医学 部 病理 学 
「 症 の 研究 」 
特別 講演 左 午後 2 時 ょ り 3 時 


演 (午後 の 部 ) 21~41 
了 (午後 の 部 ) 108~114 
映 画 の お いた ち (宮崎 一 郎 作 ) 


2. 発 育 史 (長野 寛治 作 ) 
3. 性 腹痛 ( 吉郎 , 田中 茂 作 ) 
と 人 生 ( 長 野 寛治 指導 h) 
2 日 4 月 6 日 (午前 8 了 時折 ) 
演 廃 ( 午 前 の 部 ) 42 へ 62 
示 訟 (午前 の 部 ) 115~123 
評議 員 会 正午 より 
総 会 午後 1 時 
特別 講演 森下 午後 2 時 ょ り 3 時 
(午後 の 部 ) 63~79 
示 訟 (午後 の 部 ) 24~32 
1. ツタ ツウ ガム シ (佐々 学 指導 
3,. Manson’s blood fluke. 
4. The life cycle of Diphyllobothrium latum 
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総会 に 於 ける 決議 事項 


規約 第 5 條 に ょ り 新 た に 次 の 9 氏 を 評議 員 と し て 追加 委嘱 す 。 (ABC 大 ) 
石 井 進 氏 , 一 色 氏 氏 
松村 竜 雄 氏 , 新 美 大 四郎 氏 , 大 森 南 三 郎 氏 
沢田 藤 一 郎 氏 注水 重 氏 , 利 喜 雄 氏 
規約 第 5 條 の 幹事 5 名 を 6 名 と 変更 し , 新 幹 事 を 松林 久吉 氏 に 委嘱 す 。 
次 期 総 会 開催 地 東京 都 
次 期 会 長 松林 久吉 教授 
次 期 総会 宿題 及 担当 「 フ ィ ラ リア 」 北 村 精 一 
第 14 回 日 本 医学 会 総会 の 分 科 会 々 長 に 小林 時 治郎 二 士 を 推薦 委嘱 す 。 
寄生 虫 学 比 誌 刊行 の 人 準備 委員 と し て 次 の 5 氏 に 委嘱 し , 発刊 に 際 し て は 会 費 年 額 800 円 に 増額 
す 。 
寄生 学 誌 刊 行 備 員 (ABC 順 ) 
小宮 義孝 氏 , 松林 久吉 , 長野 寛治 , 
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第 2 人 
3 人 


第 4 人 
第 5 


第 6 條 


第 7 
第 8 條 
第 9 
第 10 條 


第 11 人 


第 12 條 


第 13 條 
第 14 
第 15 條 
第 16 條 
第 17 
第 18 條 
附 始 


日 本 寄生 学会 規 


本 会 は 日 本 寄生 虫 学会 と 称す る 。 
本 会 は 寄生 虫 及び 寄生 虫 病 た 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る を 目的 と す - 
本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 灸 に 次 の 事業 を 行 3 。 
学術 総会 及び 地方 会 を 開催 する 。 
機関 を 発行 する 。 
会 員 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に より 幹事 会 の 承諾 を 経て 入会 する も の と する 。 
本 会 に 次 の 役員 を お く 。 
会 長 1 名 評議 員 若干 名 幹 事 6 名 総会 幹事 1 名 
会 長 は 本 会 の 事務 を 総理 する 。 琴 事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 
評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 笑 議 する 。 総 会 幹事 は 総会 の 事務 に あたる 。 
会 長 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 乏 を 定め る 。 
評議 員 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
幹事 は 評議 員 の 互選 に ょ つて 定め る 。 総 会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 
会 長 及び 総会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 没 事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但 し 重任 は 妨げ な 
い 。 
本 会 に は 名 誉 会 員 を 置く こと が 出来 る 。 名 准 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 総会 に 於 て 推挙 す 
る 。 
本 会 は 総会 の 決議 を 経て 地方 部 会 を 設け る 事 が 出来 る 。 
会 計 
本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 800 円 と する 。 
地方 部 会 は 部 会 費 を 別に 徴集 する こと が 出来 る 。 そ の 和 額 は 各部 会 に 於 て 定め る 。 
会 員 若 し 引続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 電 格 を 失う 。 
名 員 は 会 費 を 名 せら れる 。 
会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 迄 と する 。 
本 規約 は 総会 の 決議 を 経 さ ざれ ば 変更 する こと を 得 な い 。 。 
1, 本 会 の 事務 所 は 東京 都 港 区 予防 衛生 研究 所 肉 に お く 。 
2, 本 会 は 衛生 学会 と な を 保つ て 運営 する こと する 。 
3. 本 会 及び 衛生 昆虫 学会 員 は 互 に 他 の 学会 に 出席 し て 研究 発表 を 行う 資 格 を 有する 。 
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第 1 回 総会 以来 の 開催 地 及 会 長 
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第 6 回 
第 7 回 
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特 別 講 演 
寄生 虫 卵 を 有する 便 の 合理 的 処理 法 の 研究 ・… 山 ( 岡 山大 学 医学 部 虫 学 
治療 の 生物 学 的 研究 森 下 (大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 )・… 
演 説 目 
犬 及び 猫 に お ける Coccidium 保 ( 浪 大 ・ 農 ・ )・…・ 
トリ ュ モ ー ナ ス の 糖 消費 に つい て 寄生 )・… 
Trichomonas vaginalis の 電子 に 内 科 )・… 
Trichomonas tenax ( 阪 大 …… 
こ 関す る 研究 (第 1 報 ) 研 ) 永井 片岡 
赤痢 ー バ の 義 基 内 チ テ 形成 ・ 山 田 英幸 ( 大 ・ 和 寄生 )… 


北海 道 に ける 家 家 虫 病 流行 況 実態 調査 . 次 郎 , 森 (北大 ・ ・ 動 物 )… 


II 札幌 市 内 者 犬 に 就 て の 調査 
愛知 上 過去 三 年 に 見 る 貝 保有 変動 ・……………・ 加 俊 一 (中 部 日 本 寄生 予防 協会 )… 
山形 島 の 生 虫 感染 と 虫 ・ 00 ・ 〇 田 , 小松 周作 (日 医大 病院 )・ ee 
リン 粒 の 分 布 に て ・……・ 細 川 修治 ・ 〇 谷 (大 阪 医大 ・ 病 理 )… 
集 園 検 卵 法 に つい て ・…………・ 〇 宮川 負 郎 , 篠原 準 , 石 若 大 三 , 美田 秀夫 (生物 理化 研 ・ 東 生 病 院 )・… 
cee 倉 (私 大 ・ 外科 )・… 
感光 色素 の 寄生 虫 及び 卵 た 及ぼ す 影 響 ・ ・…O 〇 岡村 一 郎 , 丸田 筐 ( 熊 大 ・ 和 寄生 虫 )・… 
カワ ゲラ 若虫 に する 新 の 発育 ・ 古 賀 造 ( 久 大 ・ 寄 生 虫 )・… 
Lecithodendrid 吸虫 の 1 種 の 発育 に つい て 尾形 藤 治 岡 一 ( 予 研 
吸虫 類 Lecithodendriidae の 分 類 に つい て 尾形 治 (農林 省 家 試 )… 


ナイ トロ フェ ナイ ド (m, dinitro-diphenyl-disulfide 


の 各種 異性 体 の タ シ ジ ッ ム 殺虫 効果 〇 角田 尾形 治 , 太 郎 ( 農 林 省 家 試 )… 
有害 吸虫 の 人 体感 に お ける 所 見 ・………… . 〇 戸川 正岡 千秋 (日 本 寄生 虫 病 研 )・… 
水棲 の 員 を 中 間 宿 主 と す る ジス トマ 類 の 長野 寛治 ( 北 研 
分 離 処理 の 研究 (その 6 ) 化学 に つい て ・・‥ 玉 威 , 〇 原田 , 武藤 ( 川 ) … 


〇 松崎 義 周 , 中 基 ( 横 医大 ・ 寄 生 


を 対 せる 多 の 撲滅 作業 基 二 
一 部 落 全戸 に 設置 せる 改良 便所 ( 便 沢 ) の 効果 に つい て 


The epidemiology of intestinal protozoa in family groups. 


13 


…・D.E. Wykoff, M. Yokogawa, S. Sugiura, Y. Komiya and L.S. Ritchie 


(406th M. G. L, Nat. Inst. of Health, Tokyo, Inst. 0 ee Health, 


‘31 
32 


Tokyo, Yamanashi Med. Research Institute, Kofu)・ 
Schistosoma japonicum in Formosa..・ 


日 本 住 吸虫 の 実験 的 研究 1. 西 美 (大 阪 赤 十字 病院 )・… 
日 本 住 血 吸 虫 感 牛 の 治 療 試験 ・‥O 〇 大 越 伸 , 高橋 男 , 石井 俊雄 (東大 ・ 医 )… 
日 本 住 面 吸虫 の 組織 化学 的 研究 …・ 三 浦 守 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )・… 
肺 生 物 学 的 研究 (1) 体外 実験 に つい て ーー 大 ( 院 )・… 


…H.F. (Nat. Taiwan 
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スト マ の アレ ルギー 本 , 〇 石 森下 代 子 ( 大 ・ 林 内 
北海 道 に ける 包 虫 に つい て (北大 医 ), O 市 川 (北海 道 


條 の 代謝 に 関す る 研究 第 1 報 ……・ 守屋 人 , 高橋 , 犬伏 典子 (大 阪 市 医大 ・ 和 寄生 虫 
オォ オオ ハリ アリ の 腹 内 に 見 られ る 橿原 多 の 虫 の 感 に つい て 田 (奈良 学 大 ・ 生 物 )… 
に 関す る 研究 (第 3 報 ) 特に 潜 に つい て ・………・ 〇 小平 敏子 , 小林 昭夫 ( 群 太 ・ 公 )・…・ 


和郎 , 米沢 士 , 島 英 , 〇 尾辻 義人 , 松山 , ( 鹿 大 ・ 内 科 


リア 了 症 の 集 園 治療 成績 


フィ ラリ ア 症 化学 療法 に 於 け , 大 石 (東農 工大 ・ )・…・ 


アン チ モ ン 剤 と サル フ の 併用 に 


阿部 康男 , 前 原 誠 ( ・ 和 寄生 虫 


地方 の フィ ラリ ア 症 第 5 報 … 〇 林 生 , 佐々 学 ( 依 寄 生 )・…・ 
バン タ ョ フト 仔 内 出現 に 就 い て の ・………………・O 〇 田村 , 峰 大 助 (長大 ・ 研 
に ける イ リヤ 及 の ee 
流行 地 報告 第 8 報 兵庫 (その 2)・ 〇 導 , ト 部 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 )…・ 
小林 治 ( 同 + 


混入 し た 土壌 の 釣 虫 発育 に こ 影響 に 


Trypanosoma gambiense の 名 疫 学 的 変異 に 


・ の 臨床 に 関す る 二 , 三 の 知 見 


アレ ルギー に 関す る 実験 的 研究 


の に 就 て 森下 , 小林 瑞 ( 医大 ・ 和 寄生 虫 
の に 就 て 第 1 報 , 第 2 報 〇 森下 夫 , 小林 同 
クロ ル ・ ア ルキ ルレ ゾル シン の 研究 経過 es ( ・ 


特に その 効果 増強 に 関す る 研究 戚 果 に つい て 


海 人 効 成分 の 研究 . 液体 クロ ・ 放 常松 , 注水 然 ( 阪 大 ・ 学 ) (白石 )・…・ 


グダグダ ラフ イー に 依る 有効 成分 の 分 離 


の 朗 虫 に 関す る 臨床 並 に 実 葵 的 研究 (第 2 


アス ン に よる 集 園 虫 法 〇 篠原 , 石英 大 三 , 宮川 美田 秀夫 (生物 理化 研 ・ 東 生 病 院 )・… 
ノボ 油剤 の 心電図 上 に 及ぼ す 影 に 病理 所 見 本 田 信 義 (日 医大 ・ 一 内 科 )・… 


・ 尾崎 文雄 , 木 正 三 ( 阪 大 所 ) 


美 文 義男 (日 医大 ・ 一 内 )・…・ 


… 大 平 一 郎 , 〇 片田 茂 , 林 力 ( 攻 医 大 ・ 林 内 科 )・…・ 
・ 石 原 國 , 原田 義道 , 〇 森 納 ( 島 大 ・ 二 内 科 )・……・ 
プロ ム ナ フト ー ル に よる 多 帳 定 の 治療 (第 二 報 )… 〇 中 村 逸 朗 , 三浦 桶 楼 , 猪 形 一 保 (大 阪 医大 ・ 内 科 )・…・ 
Ancylostoma duodenale 仔 虫 に ょ る 家 の 物 形 成 に つい て ・…・ 永 井 光 ( 阪 大 ・ 研 
・ に 関す る 研究 皮 内 反 に ・ 〇 沢田 利 貞 , 鈴木 岡 ( 群 大 ・ 寄生 虫 )・…・ 
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サン ト = ン に 依る 実験 (大 阪 医 大 ・ 内 科 ), 〇 柳 治 (大 阪 刑務 所 )・…・61 
70: の 集 園 と その 影響 (大 阪 医 大 ・ 内 科 ), 形 一 保 (南大 阪 病 院 ・ 内 科 )・…・61 
72。 スパ トニ ニン に よる 牛 セ タリ ア の 虫 試 験 ・…………・ 雄 , 上 野 計 , 尾形 治 (農林 省 家畜 )…・63 
73. 感染 予防 の 研究 (第 8 報 ) ・…………・ 村 雄 , 大 沢 正 夫 , 織田 , 中 沢 二 ( 大 ・ 小 )・…・63 
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特別 講演 要 


1. 寄生 を 有する 農家 の 
便 の 合理 的 瑞 理 法 に つい て 


Rational treatment of farmers’ 
nightsoil containing Ascaris 
eggs. Sachu Yamaguchi, Seiichi 
Inatomi, Michiya Kimura. 


岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 数 者 
左 一 木村 道 也 


寄生 虫 ぁ る 農家 の を 合理 的 に 処理 する に は 少 
く と る も 次 の 條 件 が 必要 で ある 。 

1. 寄生 虫 卵 を 確実 に 比較 的 短期 間 に 滅 殺す る こと 。 
自然 を 促 し 肥 を 高 あ る こと 。 
簡易 で 取扱 上 危 陰 の な いこ と 。 
経済 的 で ある こと 。 
季節 的 影響 を 受け な いこ と 。 

6. 作物 に 対し 者 の な いこ と 。 

以上 の 條 件 を 笑 く 完全 に 満足 させ る 方 法 は 今 の と ころ な 
い が わ が 教室 で 行 つ た 研究 の 結果 が や ょ 満足 し 得る も の 
と 信ずる の で 未完 成 で は ぁ る が , この 機会 に 発表 する 次 
第 で ある 。 

従来 行わ れ た 理 大 別 す る と 

1. 処理 

2. 自然 腐 

3. 人 工 

4. 化学 薬品 理 
以上 の 方 法 が ぁ る が 数 室 で は 人 工 腐 熟 法 と 化学 薬品 処理 
法 と が 比較 的 好成績 で あぁ つた 。: そ の 大 要 を は 輝 べ る と , 人 
工 腐 就 法 と し て 既に 各地 で 行わ れ た 酵母 や 大 豆 粉 の Ur- 
ease を 利用 する 方 法 を 試み た が , 枯草 菌 , ペン 酵母 , 魚 
及び 過 次 混入 ょ る アル ヵ リ 性 促 準 が 更 
に 効果 的 で あつ た 。 し か し この アル ヵ » リ 性 秋 理 法 よ りゃ も 
更に 経済 的 な 方 法 と し て 100g に 対し 魚粉 ( 2 
過 野 の に 入 する 酸性 処理 法 が 優 
つて いる と 皿 う 。 こ の 処理 法 は 工 便 内 に すでに 存在 する 
大 腸 利用 し た 方 法 で ある か ら 人 期 に は 値 が 少 
い 。 そ こ で 季節 的 影響 を 受け な い 化 学 工 品 に つい て 試験 
し た と ころ DD (Commercial mixture of Dichloropr- 
opane CsHeCls and Dichloropropene が 野 


に た 屋 尿 に 対し 0.1 度 で 極め て 短 日 に 
る 一 方 便 の 自然 を し な い の で これ に 過 
石 次 を 加え る こと に よ つ て 所 期 の 目的 を 達する こと が 紅 
来る こと を 知っ た 。 DD は 元 来 アメ リ ヵ で 土壌 灯 燕 剤 と 
し て あぁ ある こと が 知ら れ , わが も 輸入 され て い 
る 。 現在 の と ころ 実用 化す る に は や ト ゝ 僕 格 の 上 で 難点 が 
ある が , 将来 日 本 で も 生 導 され , 現在 より も は る か に 床 : 
人 で 販 喜 され る こと が 予想 され る か ら , 広く 一 般 農 家 に 
営 用 され る の も 遠い こと で は な いと 思う ぅ 。 

(本 研究 の 詳し い 内 容 は 衛生 動物 の 小林 時 治郎 博士 古 - 
記 念 に され る 予定 ) 


2. 治療 の 生物 学 的 研究 


Biological studies on Ascaris 
treatment. Kaoru Morishita. 


大 阪 大 学 森 下 


I 前 言 
押 虫 治療 の 効果 に は 極め て 複雑 な 因子 が 関 興 し , これ . 
ら の 因子 に つい て 充分 解明 する こと な し に は , その 治療 :- 
判断 も 正確 に 行う こと が 出来 な い 。 先ず (1) 華 剤 の 條 件 - 
が あぁ ある 。 こ れ に は その 化学 構造 , 物理 化学 的 性 駄 , 作用 
方 法 , 用 量 及び 用 渉 が 関係 し , 殊 と に そ の 物理 学 的 性 短 に 
審 接 な 関連 が ある 。(2) 次 いで 貝 体側 の 條 件 が ある 。 そ 
れ に は その 生理 が 関係 する と 考え られ る が , 生理 
態 は 性 , 成長 度 に ょ つて 異な り , それ は 体 色 と し て も を も 現 
われ て 来る し , 叉 肥 痩 度 に ょ つて を も 異な る こと が 判明 し 


た 。(3) 更 に の 作用 す る 宿主 体 ( 腸 内 ) の 條 件 を 無 


吸 す る こと は 出来 な い 。 華 剤 が 有効 に 作用 する に は 腸 内 
容 の 化学 的 , 物理 的 其 況 が 関 鎧 する こと は 当然 で ある 。 
以上 の 諸 條 件 が 最も 適切 に 組合 わ さ れ た 時 に 始め て 見 事 
な 虫 効果 が 現われ る ある 。 こ れ に は 人 理論 的 な 
点 も 多 < 々 あぁ る が , 近 来 実 貴 的 に 実証 せら れ た 点 も 少な く 
な い 。 こ れ ら に 基 い て 虫 の 理論 が 確立 され つつ ある 。 
著者 は 今日 和 の を 用 いて 治療 の 実験 を 行 
つて 来 た が , それ に よ ょ っ つて 得 ら れ た 実際 の 結果 に つい て 
観察 分 析 し , 又 そ れ ら が 理論 と 何処 守 一 致し て 居る か に 
つい て , 主として 生物 学 的 な 立場 か ら 巡 べ , 同時 に 効果 - 
判定 の 生物 学 的 根拠 に つい て 考察 し た い 。 
II 排 に 於 ける 体 の 態度 の 的 考察 


: 
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4. 


投 後 体 は 如何 な る 和 に いて 排出 され る か 。 こ 
れ を 知る た め 原 則 と し て 二 週 間 ( 時 に 一 週 乃 至 10 日 間 ) 
便 を 控 し て 観 し た 。 

A. 排 貝 開始 の 時 間 的 関係 ・ 投 後 極め て 速 か に 排 由 
を 開始 する も の が あり , 早い も の で は 投薬 後 1 時 間 15 
分 乃至 5 時 間 30 分 に し て 排 虫 が 見 られ て 居る 。 これ に 
対し 8 日 乃至 14 日 後に 開始 する よう な 遅い 場合 も ある 。 
人 か な 開始 排便 と 必ず し ゃ 関係 ず , 最初 の 

B. 持続 個 人 の 場合 は 各 通じ て 
乃至 11 日 で ある 。 一 般 に 3 日 以上 で は 断続 が 普通 で , 
蓮 日 持続 の 最長 は 6 日 (へ キシ ー ル レゾ ど ゾル シン ) で あつ 
た 。 以 上 の 如く 個々 の 場合 は 投 後 種々 な る 時 間 に 始 さ 
り 種 々 な る 日 数 持続 する が , これ ら を 縮 合 する と 排 由 は 
後 相当 長期 に つて 見 られ る 可能 性 が あり, 8 
11 日 に 渡る 場合 が 少な く な いし , 14 日 に 頁 る こと も あ 
る 。 か さく 一 定期 間 持 続 す る が , 排 虫 者 及び 排 虫 数 共 多 く 
は 服 工 後 第 2 日 に 最高 を 基 し , し か ら ざ る 場合 で も す 4 日 
以 肉 で 5 日 以後 に 最高 の こと は 稀 れ で ある 。 排 貝 増加 曲 
線 は 者 高く 排 数 の 多い 場合 に は か で 100 
に 達する 時 間 が 長い (アル キー ルレ ど シン )。 
然るに 排 由 が 少な く て も , 少し づつ 長く か か つて 排 由 さ 
れる 場合 の 曲線 は 同様 綴 か で ある (フェ ニー ル チ オ カル 
バ ミ ン 酸 ェ エス テル 群 )。 こ れ に 対し 曲線 が 委 峰 な る 場合 
は 排 貝 者 及び 排 貝 数 の 少な い の が 普通 で ある ( 海 人 草 笑 
アス カリ ドー ル )。 

II 排 に ける 個々 の 体 の 態度 

A. in vitro 試験 に 於 ける 虫 体 の 熊 度 ・ 体 肉 と に 於 ける 
個々 の 貝 体 の 態度 を 知る こと は 困難 で あぁ る の で , 條 件 を 
革 純化 し 得る in vitro 試験 に つい て 考察 し た い 。 人 告 お 
この 試験 法 は 近 来 改良 が 加え られ 非常 に 高く 評 仁 され て 
練る 。 ア ルキ ー ル レ ど ゲル シ ン 系 業 剤 の 種々 な る 濃度 で 貝 
体 の 致死 時 間 を みる に , その 性 , 成長 度 に ょ つて 態度 を 
し , 更に 体 色 , が これ に 性 を て 居る 
こと が 判明 し た 。(a) 性 と の 関係 それ に つい て は 併 し 
・ 作 ら 同時 に 成長 度 を 考え る 必要 が あり , 性 の み を 鼻 純 な 
條 件 と し て は 考え 々 られ な い 。(b) 成長 度 と の 関係 最も 
軍 要 で ある 。 成長 は 体長 に ょ つて 示さ れ , 体長 と 体重 と 
は 相関 々 係 に ゅ る の で , 此処 で は 裏 ら 体長 に 基 い て 観察 
する に , 雌 虫 の “15 乃至 20 cm の も の の 平均 下 死 時 間 が 
最も 長く , この 前 後 の る も の は これ より 短 か い 。 舘 お この 
長き さ の も の は 雌雄 を 通じ 最も 強い 。 雄 虫 で は 大 体 10 乃 


宣 25 cm の も の は 大 差 な く , それ より 短 か い も の は そ 
れ ら より 。 そ の うぅ うち 10 乃至 15 cm の も の の 
死 時 間 が 他 の も の ょ より 生 ょ 長く , 雄 虫 で は 最も 強い こと 
に な る 。 か ゝ ょ る 事実 は 4000 倍 以 下 の 液 濃度 で 極め て 
現われ る が , 1000 倍 に な る と 個体 は 打 さ れ 
て し を う 。(c) 体 色 と の 関係 然るに 同性 の 同体 長 の も 
の で 体 色 に ょ つて 致死 時 間 が 異な り , 一 般 に 筑 紅 色 , 肉 
紅色 , 肉 紅色 , , 褐色 の 順 で く な る 。(d) 肥 
度 と の 関係 一 般 に 着せ た 虫 体 が 強い 。 

以上 の 如く 虫 体 は その 個々 の 條 件 に ょ つて 薬剤 に 対す 
る 態 摩 を 箕 に する こと が 判明 し た 。 右 は in vitro 試験 
に 於 ける 成績 で ある 示 ,、 上 由 体 の 態度 に 関す る 理論 的 な 基 
と し 得 う 

B. 々 体 の 分 析 然 ら ば の 実際 と 右 の 理論 と 
が どの 程度 一 致す る か を 見 た い 。(1) 排 虫 と 性 と の 記 係 

て の の 場合 も 通じ 体 の 性 比 を みる に , 
に 雄 虫 の 勝る 場合 も ある が 大 部 分 は 雄 虫 が 少な く (その 
比 ほ は 雄 1 雌 1.5) 一 見 雄 虫 が 排出 され に くい ょ うな 印象 
を る 。 併 し , に ょ つて 知り 得る 腸 肉 体 の 
性 比 ほ は 多く 雌 虫 が 勝 り ( 雄 1 雌 1,1~1.8) で 大 体 訴 虫 出 体 
の 場合 と 同様 で ある 。 怒 ち 虫 出 体 は 腸 肉 虫 体 の 性 比 に 
於 いて 排出 され , 特に 雄 が 出 に くい と は 認め られ な い 。 
人 告 お 性 に ょ る 排出 の 時 間 的 関係 に は 一 定 の 傾向 が な い 。 
(2) 受 の 関係 虫 の 受 有無 と の 効果 と の 
間 に ゃ 特別 の 関係 は 見 られ な い 。(3) 排 虫 と 成長 度 と の 
関係 先 づ 排出 貝 体 の 体長 の 度数 分 布 を みる と , * 各 械 剤 
こ 於 て 大 体 同様 の 傾向 を 示し , 雄 で は 16 乃至 19 cm, 
吹 で は 22 乃至 25 cm の も の が 最多 を 示し て 居る 。 こ れ 
を 害 松 に よ ょ つて 得 ら れ た 虫 体 の 場合 と 比較 する に その 傾 
向 は 大 体 同 様 で あぁ る 。 次 に 体長 と 排出 の 時 間 的 関係 を み 
る 。in vitro 試験 に よる と 雄 で は 15 乃至 20cm の も の 
に 致死 時 間 の ! 昌 も 長い も の を 含む が , 平均 致死 時 間 は 
10 乃至 15 cm の も の が 最長 で あり, 由 で は 15 乃至 25 
cm の も の に 致死 時 間 の 最も 長い も の が ある が , 平均 到 
死 時 間 は 15 乃至 20 cm の も の が 最長 で あぁ つた 。 即 ちこ 
れ ら の も の が 最も 遅く 迄 残 つ て 出 て 来る 可能 性 が 考え ら 
れる 。 実際 を みる に この よう な 結果 に な る こと も ある が 
左 様 で な いこ と も ある 。 こ れ は 腸 内 貝 体 の 成長 度 に ょ る 
度数 分 布 が 種々 あり , 又 貝 体 の 統 体 数 が 異な る 他 , 工 剤 の 
拡散 濃度 が 均等 で な いこ と 等 の 因子 が 作用 する た めで , 
必 ら ず し も 一定 の 傾向 を 示し て 居 な い が 夫 は それ と し て 
理解 出来 る 。(4) 排出 貝 体 の 和央 態 排出 時 虫 体 の 生死 の 
鑑別 は 能 蜜 に は 容易 で な い 。 此処 で は 運動 を 停止 し 機械 
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的 刺 戦 に 対し て も 反 座 し な いも の を 一 座 死 と し た 。 排出 
時 の は 薬剤 に よ つ て る が アル キー ルレ ゾル シン 
群 で は 死 が 優越 し , 海 人 草 狗 , アス カリ ドー ル 辞 , フェ 
ニー ル チ オ カル バ ミ ン 酸 エ ニス テル 群 , クロ ー ル カル バク 
ョ ロ ル , スパ トニ ン サ ント = ン 等 で は 生 が 優越 し て 居る 。 こ 
れ に より 前 者 は 殺虫 性 vermicidal 後者 は 叉 虫 性 vermi- 
fugal と する こと が 出来 る が , この 区 別 は 元 ょ り 能 重 な 
も の で は な い 。 成長 度 と 抵抗 性 と の 聞 に 一 定 の 訂 係 が あ 
る と すれ ば , 成長 度 に ょ る 排 貝 時 の 和 其 態 は 如何 今 排出 
持 生 の も の の 体長 分 布 を みる に , 一 部 で は 先 に 最も 強い 

と し た 体長 の も の が 多い こと も ある が 左 様 で な いこ と る 
ぁ り , この 分 布 は 排出 虫 体 ( ち 腸 内 体 ) の 
体長 の 度数 分 布 に 支配 され て 居る と し て 良い 。 叉 虫 体 の 
生死 と 排出 の 時 間 的 関係 は 必ず し ゃ も 一定 し な い が , 叉 貝 
性 の 要 剤 で は 前 御 期 に と 生 の も の の 多い 傾向 が ある 。 

C. 虫 に 於 ける 理論 と 実際 と の 関係 ・ 治療 の 効 
果 に 関す る 因子 に つい て 今日 明 ら か に せら れる 所 が 少な 
く な く , 一 定 の 理論 を 確立 し 得 て 居 る が , 上 刀 の 如く 実 
論 に は 必 ら ず し ゃ 理論 的 に 予想 し た 通り に は 行か な い の 
は 條 件 の 組合 せ に つい て の 偶然 因子 が 強く 作用 する た め 
で ある 。 そ れ に 対し 今日 の 階段 で は 人 久 的 に 如何 と も ゃ し 
が た い 点 が 多い 。 

IV 治療 効果 判 定 の 生物 学 的 考察 


現今 興 虫 治療 の 効果 判定 に は 種々 な る 方 法 が 用 いら れ 
て 居る が , それ に は 多く の 生物 学 的 な 基礎 づけ が 必要 で 
ぁ る 。 

A. 完全 排 貝 に 関連 し た 諸 問 題 ・ 治 療 の 結果 虫 体 が 完 
全 に 原虫 され る こと の ある の は 当然 考え 得る 所 で ある が 
現在 これ を 能 密 に 判定 する 方 法 が な い 。 従 つ て この 点 に 
つい て は 間接 的 に 論ずる 以外 に 方 法 は な い 。(1) 卵 が 陰 
性 と 云う こと , 治療 後 准 便 内 卵 の 検査 と よ つ て 効果 の 判 
が 行わ れる が , これ は 飽く 成就 を 対象 と し た 
の で , 及び に つい て は 何ら 知り 得 な いこ と 
は 云う 迄 も な い 。 然 る に 鉱 が 陰性 で ある 場合 民 * 完全 原 
虫 と 呼ん で 居る が , 正しく は 卵 陰 輔 と 云う 5 べき で ある 。 
ち この 両者 は 理論 的 に は つ た を も つ 。 併 し 
この 両者 の 聞 に は 実際 は どの 位 の 隔 り が ある も の で あろ 
うぅ か, この 問題 の 考察 に は 雄 及び 未 虫 の 治療 に 
する 態度 を 明らか に する 必要 が ある 。(2) 訴 虫 に 於 ける 
雄 虫 の 態度 性 例 た に 投 る と 雄 虫 が 排出 され る こ 
と が あり , 又 , 誠 板 で も 雄 虫 の み が 見 出さ れる こと が あ 
る が , か か る 虫 の 寄生 が 屋 * 治療 に 対す る 虫 の 
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能 度 と 混同 され る 傾向 が ある 。 こ れ は 自然 に 見 られ る 雄 
の 寄生 で ぁ つ て 治療 の 結果 と は 異な る 。 本 題 で 
要 な の は 治療 に 対す る 雄 虫 の 態度 で あぁ る 。 然 る た 雌 礁 何 
れ が 強い か に つい て 両 設 が あぁ る が , 夫々 の 理由 と し て あ 
げ ら れる 点 は 何れ る 論 ある 。 少 く と 今日 で 
は 虫 が 雌 虫 より 強い と う 根 な い 。 に た 

く 虫 体 の 態度 に は 性 の 差異 より も ゃ つと 強力 に 作用 する 修 
えら れる 。 ^3) に ける 未 虫 の 態度 未 
の 寄生 の あぁ る こと は 排出 貝 体 の 体長 の 度数 分 布 か ら も 知 
られ る し , 濾 便 を 行う こと に よ ょ つて 極め あて 小形 の も の が 
得 ら れる こと な どか ら 決 し て 少な く な いこ と が 判る 。 こ 
れ ら の は 治療 に 対す る 態度 に 於 て 成就 の 
ある か か 。 これ に つい て は 先 に vitro 試験 で 
雌 虫 の 15 乃至 20 cm の も の が 最 る 抵抗 性 が 強い こと を 
知 つ た 。 従 つて これ より 小形 の も の は これ より 旭 い と 推 
祭 出 来る 。 然 る に 右 の 大 の 虫 は 開始 し て 間 ゃ も 
な いる の で ある 。 卵 陰性 に な る に は か か る も の る 排出 さ 
れ ね ば な ら ず これ が 排出 され る と すれ ば それ ょ より 小形 の 
の る ふも 当 然 排 出さ れる で ある 。 以 上 の 点 か ら 
と , 卵 を 対象 と し て は その 存在 を 証明 し 得 な い 雄 虫 や 未 
が 特に 強い と 根拠 は な く , これ に 反し , 
病 始 後 の 雌 虫 が 雌雄 を 通じ 最も 強い と 云う 事実 か ら 判 也 
し て , 卵 が 陰性 に な る と 云う こと は , か か る 貝 体 も 排出 
され た こと で あり , 同時 に その 他 の 虫 体 も 総 て 排出 され 
た と 云う 可能 性 が 強い こと に な る 。 

右 の 推察 か ら , 卵 陰 輔 は 大 体 完 倒 虫 に 近い も の と 考 
えて 良い の で は な いか 。 但 し 表現 上 は 人 管 く 迄 卵 陰 輔 牽 で 
あぁ あり , これ を 完全 叉 虫 と 表示 する こと の 不 合理 な の は 云 
う 舌 も な い 。 

B. 効力 剤 判定 ける 生物 学 的 根拠 ・ 治 
療 の 効果 は 種々 な る 條 件 に 支配 され る の で , その 結果 だ 
け に 基 い て 正しい 判定 を 行う こと は 困難 で あぁ ある が , 現在 
用 いら れる 次 の 三 つ の 判定 方 法 に つい て 考察 し た い 。 
(1) 排 の 観 これ に ょ つて 排 貝 者 排 数 な 
ど を 知る の で ある が , 軍 要 な の は 観察 実施 期間 で ある 。 
然るに 排 貝 は 相当 長期 に 渡 つ て 見 られ る こと を 先 に 逃 べ 
た が , それ か ら 判 断 し て 総 て の 華 剤 を 通じ 二 週 間 の 観 妹 
が し いこ と に な る 。(2) 卵 数 少 況 の 排 
が あつ て を も 卵 が 陰 輔 し な い 場 合 , 効果 の 程度 は 卵 数 の 推 
移 に ょ つて 知る こと が 出来 る 。 こ の た め あめ 治療 の 前 後に 於 
て 卵 数 を 計算 し て 比較 する が , 彼 数 に は 相当 日 々 の 動 搭 
が ある の で , 夫々 五 日 間 の 球 均 を と る と E.P.G で あぁ つ 


| 
1 
\ 
も 
5 
3 
) 
3 


16 


て も 正確 度 が 高く な る 。 併 し 実際 に は 1 回 計数 の 値 を 用 
いる こと が 多い が , 多数 例 を 一 群 と し て みる 時 は それ を 
比較 値 と し て 利用 出来 る 。(3) 陰 況 観察 
轄 が 直ちに 完全 叉 虫 を 意味 する も の で な い に し て も を も , 現 
在 で は 卵 陰 輔 を 最高 目標 と せ ね ば な ら ぬ 。 其処 で 問題 に 
な る の は 後 検便 の 時 機 で ある 。 然 る に これ を 決定 する に 
は 次 の 諸点 を 明らか に し て 慎 か ね ば な ら ぬ 。(a) 薬剤 の 
能 に 及ぼ す 影 響 これ に つい て 先 づ in vitro 試 
験 で その を みた 。 太 千 倍 キシ ー ル レゾ ゾル シン に 
30 分 接触 せ し ま る と , 無 虫 体 は 多く な り , 数 も 減 
少 す る 。2 万 倍 液 で 飼育 し て も 同様 で あぁ る 。 既 ち 薬 剤 に よ 
り 導 卵 機能 の 減退 する こと は 間違い な い が , 宿主 体内 で 
も 同様 の こと が 起り , 中 に は それ か ら 以 復 す る も の の あ 
る こと が 推察 出来 る 。 に 投 後 毎日 内 卵 数 計算 


する に , 大 体 10 日 以内 に 最低 と な り , 2 週 乃 至 3 週 以 


肉 に 選 復 する も の の 如く で ある 。( サ ント ェ = ニン 海 人 草 へ 
キシ ー ル ジル シン )。(b) に 完全 排出 と 
肉 の 消長 卵 陰 の 場合 最後 の 雌 虫 が て か ら 内 
卵 の 消失 する 迄 どの 位 時 間 を 要する か 。 こ れ に つい て 投 
後 の 排 虫 態 を 観察 し 毎日 卵 の を みた 結果 , 
中 に は 最後 の 雌 虫 の 排出 する 前 日 に 又は 同日 浴 失 する こ 
と も ある が , 最短 1 日 最長 11 日 と な つて 居り , 全般 的 


に みて 大 体 1 週間 と みて 置け ば 良い と 考える 。(c) 後 検 
時 機 前 の 諸点 か ら み る と , 排 は 投 後 2 週間 


持続 する 可能 性 が あぁ り , 最後 の 雌 虫 が 出 て か ら 卵 が 完 金 
こ 消失 する 迄 更に 1 週間 を 要する と し て 3 週間 後に は 大 
体 陰 輔 する で あり, 虫 が つ て 居 て その 能 が 
業 剤 に ょ よっ つ て 一 時 的 に 影響 され る に し て を 大体 3 週 後 に 
は する と みれ ば , 後 検便 は 投 大 体 3 週間 頃 に 行 
こと が 適当 と 考え る 。 
染 量 と 駆虫 効果 
治療 対象 の 感染 量 が 訴 虫 効果 に 関係 する 。 感 染 量 を 示 
す も の と し て , 区 便 肉 卵 数 を 用 いる こと が 出来 る 。 こ れ 
こ 基 いて , 感染 量 の 大 小 に ょ る 結果 を みる に , 感染 量 が 
大 な る ほど 排 貝 者 及び 排 虫 数 が 大 で , 排 虫 者 率 も 高い 。 
併 し 卵 陰 還 牽 は 低い 。 感染 量 の 小 な る 場合 は その 反対 と 
な る こと が 原則 的 で ある 。 従 つて 一 定 の 穫 剤 の 効力 は こ 
の 点 を 考 慮 し て 判断 する 必要 が ある 。 
VI 結 語 

治療 に は 剤 ・ 宿 主 及び 体側 の 種々 な る 條 が 
興 する こと が 明らか に せら れ , それ に ょ つて 
機 序 に 揚 論 的 根 が 興 え られ る よう に な つた 。 そ れ に も を も 
拘ら ず , 実際 に 見 られ る 現 仁 に は 人 千 お 解釈 の 出来 な いも 
の が 少な く な い の は , 関 豊 する 條 件 の 組合 わせ が 種々 で 
ぁ あり 且つ 今日 で は これ を 完全 に は 制御 し 得 な いか ら で あ 
る 。 併 し 征 ら か か る 理論 方 面 の 発達 は , 実際 方 面 の 進展 
に 寄 こと は な い 所 で , これ に ょ より 今後 治療 
に 一 も た ら す こと が 期待 され る 。 
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演説 


1. 犬 及び 猫 に 散り る 3 Coccidium 症 
に 関す る 実験 的 研究 (第 2 報 ) 


浪 大 農 保 
Experimental studies' on co- 
ccidiosis in the dog and the 
cat. Tamotsu Tomimura 


さき に 第 七 近 例会 に と て Isospora rivolta の 
ォ オ シス ト の , スポ = 及 び 同 の 犬 へ の 感染 
試験 に つい て 報告 セ た が 今回 は 主として 寄生 局所 , 寄生 
態度 シゲ デニ = ニー, ガメ ト マニ = に つい て べ る 。 


発表 する 。 

( 間 ) (宮崎 大 ) 井 上 亡 

(1) Gametogony が Submucosa に 寄生 し て いる 例 
が 多い と の 御所 見 で ぁ る が 袖 寄 生 細 胞 は Epithel で ある 
か (これ が も ぐり こん だ もの) 又は 他 の 細胞 で ある か , 
御 意 見 を 伺い た い 。 ; 

(2) Lieberktinesche GI. に 宏 生 し て いる 例 は ある か 
価 い た い 。 

( 答 ) 富村 保 

(1) Schizogony も Gametogony も submucosa で 殆 
ん で 行わ れる が 税 寄 生 細 胞 の 松 索 は 未だ 詳し く 行 つて い 
な い が 多 分 結合 織 の 細胞 で は な か ら う か と 考え て いる 。 


感染 犬 の 消化 各部 宜 織 に け る 体 検出 成績 


x | | | 

番号 | 番号 | (K) | ( ) 晶 | 指 腸 | 上 部 | 中 部 | 下部 

「 + | | | キ +| ま |- 
4 | 106| |32|09| 10 | 16 | | ま 


表 の 如く 5 頭 の 仔犬 に 成就 オオ シス ト を 試食 感染 せ し 
め 各 期 に 殺し 疹 抹 標 本 と ょ る オオ シス え スト の 検出 で 寄生 局 
所 を 検索 する と 共に 消化 管 各 部 か ら 各 々 数 個 の 組織 片 を 
取り , ホル マリ ン , 立 ァ ン , シャ ィ ャ ツジ ン 等 で 固定 し , 3 々 
の 轄 続 切片 を H-E 或 は ハイ デン ハイ ン 鉄 ヘマ トキ シリ 
ン 色 等 を 施し , 組織 内 寄生 体 の 及び シ ゾ デー= 
ー, ガメ ト デ ざー ニー の 検索 を 行 つ た 。 そ の 成績 は 次 の 通り 
で ある 。 

本 は 上 部 か ら 結 腸 に 至る 範 域 に 生 する が 
特に 下部 及び に 最も で ある 。 

本 主として 皮下 組織 , に 腸 上 細 
肉 で 発育 する 。 

感染 初期 に 殺し た 例 で は 主として シ ゾ 末 期 
の 例 で は 主として ガメ ト デ ー=ー の 像 が 所 見 され た 。 

④ 1 個 の 成熟 シ ゾ ント 肉 に は 8 一 16 稀 に 24 の メロ 
ゾ ィ を 形成 する 。 
シ ゾ び ガ メト =ー- の 詳細 は 追 つ て 誌上 


(2) 殆 ん ど 寄 生 し な いか 極 く 稀 で ある 。 

( 問 ) ( 慶 大 , 寄生 虫 ) 松 林 久 家 

Schizogony の type に 2 型 な き や , Merozoite の 数 
の 少 い も の と , 多い も の と で , Merozoite 自身 の 形態 
に 区 別 が あり , 数 の 多い 方 が Gametogony を 行う と 云 
うこ と が 他 の 種類 と に 認め られ る こと が ある 。 

( 答 ) 富 村 保 

成就 schizont 内 merozoit 数 が 8 18 稀 に 24 の も 
の が ある 事 を 認め た が 形態 の 差異 は 認め な か つた 。 が 人 乱 
お よく 検索 し て 見 た いと 思い ます 。 
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2. 培養 騰 ト リュ モー ナス の 
糖 消費 に つい て 
大 医 寄生 
洪 見 三 
Glucose and other sugar consumption 
of Tr+ichomonas vaginalis in bacteria- 
free cultivation. Keizo Asami 


肉 コ キス , プ ト ン , ス テイ イン, 人 血 注 より 成 
る に 無菌 的 トリ ュ モ ー ナ ス TT。vaginalis を 
, 培地 に 0.2 10 種 の を 夫々 加え て , その 
殖 促 準 力 信 を 比較 松 討 し た 。 levulose を 添加 し た も の 
に 於 て 増殖 は 最大 で あり , 添加 せ に 於 ける も 
の の 約 6 倍 に 達し , 次 で glucose, glycogen に 於 て 高い 
示し た 。maltose は 従来 れ て 来 た な 強い 力 を 
示さ な か つた 。 

する glucose の 到 を 求め た 。 0.5 加え 
た も の に 於 て 最良 の 結果 が 得 ら れ た が , その 條 は 0.2 
に た も の と 大 差 が な く , 適 濃度 は 0.5~0.2 
の 中 間 こ に 在 る も の の 様 で ある 。 

肉 於 て 体 の 増殖 に う て 生ずる glucose 量 
の 渋 少 を 定量 的 に 日 を 追 つ て 測定 し た 。 接 種 前 に 眞 性 ブ 
に て 約 150 mg に glucose を 含ん で いる 
地 5cc に 9000 の 貝 体 を 接種 し , 最大 虫 体 数 を 量 す る 狐 
の 注 費 glucose 量 を 測定 し た 所 約 75 mg で あぁ つた 。 

増殖 と glucose つれ て 培地 が 著しく 酸性 に 
く 事 が 知ら れ て いる 。 族 成 さ れる 酸 の 一 つと し て 季 酸 を 
想定 し , 乏 を 日 を 追 つ て 定量 し た 所 , 増殖 , glucose 減 
少 と つれ 琶 量 が 増加 する 事 が 知ら れ た 。 

( ) (丸大 婦人 科 ) 英 夫 

1. 培地 の 大 切な る 成分 は 血 湾 , アミ ノ 酸 , 糖類 で あ 
は の 代り 全 を 10 に 加え , アミ ノ 酸 の 代用 
に 味の素 を 用 い 類 は 米粉 , maltose, 使用 し 
て いる が 上 発育 が よい 。 氏 は 20 に を 使用 
し て いる が そん な に 大 量 不 必要 で ある が 如何 。 

各 午 成 分 に 対す る 検討 は 前 年 度 の 合 に 於 て 発表 し た 
如く で ある 。 

20 に 血 注 を 加え る 必要 は な く , 更に 少量 の 方 が 継 代 
培養 に は 好都合 で ある 。 

.( ) (丸大 婦人 科 ) 


Garth Johnson と Ray E. Trussel が 1943 年 Proc. 
Soc. Exp. Biol. Med. Vol. 54, 245—249 に 発表 し た 
C.P.L. M. 培地 を 見 氏 は 追試 し 臨床 婦人 科 6 号 
( 昭 27) に も 載せ て いる が 私 は 田辺 , 千葉 培地 , Nelson 
培地 , C.P.L.M. , 並 私 の 考察 せる 一 新 純 
法 に 於 て も 何れ も 糖分 が トリ ュ モ ナス 発育 に 必要 な る を 
認め 原 り を 除い た 見 氏 変 法 は 最も 純 義 に 不適 
当 で ぁ つ た 。 これ は 潤 粉 が 分 解 し て Maltose と な り 更 
に 2 分 子 の 分 解す る この 一 連 の 糖分 を 補う 事 
に より 嫌気 性 要素 並 に 療 分 と し て 完成 する も の で ある 。 

私 の 考案 せる ト リュ モナ スー 新 純 法 

固形 部 と し て 卵 1 個 ( 約 40g) に Locke 民 液 ( 食 
塩化 ル ん シウム 0.2g, 塩化 加里 0.2g, マグ 
ネ シ ュ ー ム 0.01g, 重 M/15 第 2 80 
cc, M/15 第 1 加里 920cc に て p. 5.8) 10cc の 
に 混合 し 各 試 に 分 注 痢 し て と な す 。 液 
体 部 と し て 第 1 液 (Locke 氏 液 50 cc, Peptone. 2g, 味 
の 素 1g, 0.2g, 0.1 2 レン cc の 混合 
液 ) 2 cc を 分 注 減 菌 し , これ に 第 2 液 (滅菌 生理 食塩 
水 40cc, 人 10cc) の 2cc を 分 注 し 結 ベ = シ 
リン 3000-5000 Per.cc。 ス トレ アプ マイシン 3 1 
0 mg Per.cc を えた 。 この 培地 は 均 5 日後 1000 
に 増殖 し 2 週間 生存 し て お り 固形 部 を て も 
すず る 。 

( ) 見 三 

糖類 に 。T, vaginalis の 増殖 を する 強い 力 の あぁ る 
事 に 明らか に 認め られ る が , 生鮮 肝臓 か ら 作 吊 し た inf- 
usion を 使用 すれ ば 特に 糖 を 漂 加 し な く と る も 充分 な 発育 
が 得 ら れる 。 ; 

培地 が 嫌気 的 で ある 事 は 無菌 培 義 に 必須 の 條 件 だ が , 
は 塩酸 ティ イン , 添加 に より 保 た れ て いる も の 
と 思う 。 

(追加 ) 阪 大 研 猪 木 正 三 

vaginalis の 代 に っ いて は 武田 工 研究 所 の 二 
宮 , 鈴置 氏 等 に よる ソー ルプ ル グ ダグ 検 圧 機 を 用 いた 詳細 な 
報告 (]. Bioch., Vol.39, No.4, p.321, 1952) が あ 
る 。 御 参照 され た い 。 
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3. Trichomonas vaginalis 
の 電子 題 よる 観 


慶 大 医 内 科 
長 田 信 


Morphological details of 

chomonas vaginalis revealed 

by electron-microscope. 
Makoto Osada 


人 体 に 生 する 原虫 類 の 電子 題 鏡 ょ る を 企図 
し た が , 電子 題 微 鏡 に 適し た 標本 の 最も 容易 に 得 や すい 
Trichomonas vaginalis を 最初 取り上げる 
な 

この を も の の 純粋 培養 を その 位 , 或いは 10 2 Formalin 
で 同 定 し , 更に それ ら の Positive Replica (Methylm- 
etacrylate-A1l に よ ょ る) を 作り , Crom-Shadow を 施し 
た 。 : 

4 本 の anterior flagella, posteriot flagellum と ac- 
cessory merginal filament を 持つ underlating mem- 
brane, 体 の 後 端 に 突出 する axostyle を 認め る 。 

anterior flagella, posterior flagellum, accessory me- 
rginal filament は 何れ も 太 さ は 相 等 し い 。 

Wenrich に こよ れ ば accessory merginal filament は 
posterior flagellum に て 繊細 で , 且つ 特別 な 
定 , 茶色 の 方 法 に よ ょ ら ね ば 認め 難い と し て いる 。 電子 題 
徴 鏡 に こ ょ れ ば この も の は 存在 する 場合 と , 存在 し な い 場 
合 と ある が , 若 し 存在 すれ ば , その 太 さ は posterior 
flagellum と 等 し い 。 

プシ ン で 化す る こと に より , 毛 は 細い 
繊細 が より 合 つ て 出来 て いる と 思わ れる 像 が 得 ら れ た 。 

肉 部 の 諸 構 造 を と 明か に する に は , 超 潜 才 片 標本 を 作 つ 
て 観察 する 必要 が ある と 考え る 。 

追加 阪 大 木 正 三 

私 T. vaginalis 及び T. foetus の 電子 題 鏡 
を 供覧 いた し ます 。 特 に 縮 毛 の 先端 の 形態 が 明瞭 に 示さ 
れ て いる が . vaginalis で は それ ぞ れ が 人 失 つ て いる が 
T. foetus で は 丸 味 を て いる こと , マツ ス 過 に に 
より し た Trichomonas vaginalis の 先端 が T. 
foetus と 同じ 形 を 示し て いる こと に 注意 され た い 。 叉 
四 索 の 先端 は 膨れ て いる こと を も 興味 ある 所 見 と 起 う 。 

( ) ( 熊 大 ) 岡 一 
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超 薄 切片 と ょ つて 標本 を 御覧 に な つた こと が あり ます 
か , あれ ば 所 見 を うけ た まわ り た い 。 

( ) 長 信 

超 薄 切片 は 作 つ て お りさ ます が よい 和 標本 は まだ 得 て お り 
ませ ん 。 

) (岐阜 医大 ) 森 下 夫 

Trichomonas foetus の 4 本 綿毛 を 分 する も の あり そ 
の 割合 を 今 調査 中 で ある 。 

(追加 ) ( 阪 大 徴 研 ) 猪 木 正 三 

極め あて Trichomonas foetus に も $ 4 本 の を も 
つて いる と 思わ れる も の が あり ます が, それ が 分 裂 途上 
に ある 原虫 で な いと は 断言 紅 来 な い 。 現 在 の 研究 で は ト 
リコ モー ナス の 桜 分 列 と 団 毛 の 基部 に ぁ る 粒子 の 分 再 
(blepharopl!ast) は 同時 性 に は 行わ れ な いと 考え を られ て 
いる か ら .- 


4. Trichomonas tenax に 関す る 研究 
(第 1 報 ) 培養 及び 形態 に つい て 


阪 大 微 研 猪木 正三 中 林 敏 夫 高田 季 久 
阪 大 井 片岡 猛 

4. Studies on Trichomonas tenax 
(1) Cultivation and morphological 
characteristics. Shozo Inoki, Toshio 
Nakabayashi, Suehisa Takada, Iwao 
Nagai, Takeshi Kataoka 


阪 大 歯学 部 外来 患者 の 唱 逐 内 ょ より 探 取 , 分 離し た Tr- 
chomonas tenax を 用 いて 次 の 研究 を 行 つ た 。 

1). 各種 培地 の 比較 , 成績 の 良好 な も の の 順に 並 記す 
る と , (2) Tirovec & Rodova (3) 
Hogue No.1, (4) 同 No.2, (5) 田辺 , 千葉 , (6) 人 
液 血 , (7) 人 液 剤 > 氏 液 , (8) 人 
ク 液 , (9) . vaginalis ( 大 , 氏 に 
る ) (10) て . foetus ( 血 湾 ププ ド ー 糖 ブイ ヨン ) と な る 。 
(1)~(4) は 継 代 が 可能 (5) (8) は 継 代 中 に 
が 消失 し (9) (10) は 堪 状 不能 で あぁ つた 。 (吉川 株 , 37°C) 

2). 培養 渡 度 及び pH, (1) 培地 使用 の 成績 は pH の 
5, 8~8.2 の で 20°C~37°C (pH 7.07.4) の 
増殖 は 良好 で あつ た 。 

3) 共存 細菌 と 原虫 の , 無菌 を える 目的 で 
地 に Penicillin (P.) 及び Streptomycin (S.) ( 各 1000 
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u/ml) を 加え る と , 共存 細菌 の 死滅 と 共に 原虫 も 浴 失 す 
る の が 常 で あつ た 。 吉川 株 継 代 中 に えら れ た P.S. 抵抗 
菌 一 乳糖 非 分 解 で ある が Escherichia Coli commnnior 
に 近い 性 駄 を も つ (片岡 ) 一 を 用 いて 1 種 細菌 の み の 
混合 培 を えた が , この 共存 は 原虫 増殖 に 好 條 と 
な り , 米粉 の 有無 に 拘ら ず 全 原虫 株 に つい て の 培養 は 
て 良好 で あつ た 。 他 面 P. 抵抗 性 黄色 ブ ド ー み 
と の 混合 培 義 成績 は 不良 で あり , 又 Chloranphenycol 
投入 に よる 無菌 培養 も 不可 能 で あぁ つた 。 (吉川 , 柿木 , 
保 , 各 , (1) 培地 ) 

4) 原虫 の 計測 , 米粉 有無 の 各 培 義 例 に つい て 原虫 の 
終 横 径 30 例 に つい て 計測 し た 。 値 は 無 米 
で 終 10.5 1.0, 9.5 米粉 加 培地 で 
14.8 士 2.5m, 横 13.6 1,9 を 示し で の 最 
小 値 は 終 24.68.2., 横 21.8~7.5xm で あぁ つた 。( 
, (1) 培地 48 時 培養) 

5) 形態, 普通 , 位相 , 各 題 鏡 及 び Heiden- 
hain オス ミツ 一 ム ザ 色 本 で の 原 
の 形態 を 観 た 。 前 は 4 本 , 後 は 1 本 で 波 
動 な り そ の 先端 は 後 端 部 まで 達し な い 。 が 
端々 部 より 突出 し て いる の が 特徴 と 言え る 。 

部 人 ( 馬 ) 血 } 等 量 を 混合 , 分 注 , に 
中 性 ブイ ョ ン 高圧 
米粉 120°C1 時 間 , 2~3 日 , 苗 

( 問 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 

各種 に 対す る Trichomonas tenax の 培養 の 
を 比較 され た が , その 成績 は 多く の 株 を 用 いて 得 た も の 
な りや 。 

( 答 ) 中 林 敏夫 

培地 の 比較 は 一 種類 の 線 (吉川 控 ) を 用 いて 行い まし 
た が , 細菌 と の 関係, 件 の 比較 に は 4 株 を 使い ま 
し た 。 田辺 千葉 堪 地 の 検討 は 一 株 に つい て 行 つ た の で あ 
すら 


5. 赤痢 アメ ー ペ の 
基 内 チュ 形 


慶 大 医 寄 生 
英 幸 
Encystation of Entamoeba 
histolytica in vitro. 
Hideyuki Yamada 


Everritt (1950) は 液体 培地 で , Balamuth (1951) は 
多面 を 持つ た 培地 で , 何れ も 良好 な Encystation を 報 
人 向 し た 。 余 は 主として Balamuth の 方 法 に 基き , -- 部 
Everritt の 方 法 も 用 いて Encystation を 試み た 。 

① Cyst の 大 き さ に つい て 

由来 Cyst の 大 き さ は 株 に ょ り 一 定 し て 居る も の と 考 
えら れ て いる が , 由 寺 は in vitro で 出来 た Cyst は そ 
の 株 より 大 きい と 報 , 余 も 三 株 に 於 て , 内 
Cyst と in vitro の Cyst を 60~200 個 計 測 し , in vitro 
の も の が 有無 の 差 を 以 っ て 大 きい こと を 認め た 。 猫 お 塔 
地 の 種 類 が 変っ つて も , 一 度 in vitro で Cyst を 作ら せ 
た も の を 腕 帝 させ て 再び Cyst を 作ら せ て を も , in vitro 
で 出来 た Cyst の 間 に は 有意 の 差 な く , 原 株 と は 異 つ た 
大 き さ で 路 ぇ 一定 の 大 き さ を 保つ こと を 認め た 。 

移 体 数 と Encystation の 

移植 虫 体 数 と 出来 た Cyst 数 と の 間 に は , Everritt の 
云う 如く 5000 以下 で は 余り Cyst を 作ら ず , 余り 多数 
に 接種 し て も , 必ず し も ゃ それ に 應 じ て 多数 の Cyst は 得 
られ ず , 適量 の 出 体 数 で & Cyst を 作ら ぬこ と も ある こ 
と が 認め られ た 。 

後 の 継 代数 と Encystation の 

中 の Cyst も in vitro の Cyst も 義 初代 或 は 
2 の で 時々 4~5 日 目 に 多数 の Cyst を 認 
め た の で , 継 代 数 と 生 導 Cyst 数 の 関係 を 追求 し て みた 
が , 培養 代数 が 若い 程 Cyst が 良く 出来 る と いう ぅ 関係 は 
認め られ な か つた 。 

増殖 し た Amoeba 数 と Cyst 百 分 と の - 

Everritt は Encystation の 最高 時 期 に は , 増殖 し た 
Amoeba 数 に 対す る 生 穴 Cyst の 百分率 は , 増殖 し た 
Amoeba 数 の 対数 に 比例 する と 報告 し て いる が , 余 の 実 
験 に 於 て は 基 か る 傾向 は 認め られ な か つた 。 
代 地内 Encystation の 試み 
Encystation を 起す 因子 を 求め る 仕事 の 一 環 と し て 次 
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て 


の ょ うな 構想 の 下 に 和 実 若 を 行 つ て 見 た 。 

中 の Cyst を 継 代 培 地 で る 時 , よく En- 
cystation を 起す こ と ある に し , エキス , 胆 汗 
を 入れ て みた が , Cyst を 作る 傾向 は 認め られ な か つた 。 
又 Hyaluronidase, Acetylcholin 等 が Encystation を 
起す 因子 か も し れ ぬ と の 考 の 下 に これ ら を 入れ て みた 
が , や は り Cyst を 良く 作る よう に は な ら な か つた 。 叉 
Chang ‘' Encystaticn の 供 く 起 つ た 時 に は , 多数 に 躍 
体 が 増殖 し た 後に , 人 委 激 の 酸化 還元 電位 が 上 昇 し た ” と 
の 報告 に 基き 48 時 間 培 義 し て 虫 体 の 増殖 し た 所 へ , 電 
位 を , Vitamin C, Hz02, 02 等 を 入れ て みた 
が や は り 対 よ り 良 く Cyst を 作る こと は な か つた 。 最 
後に 低 で Amoeba に え て みた が や は り En- 
cystation に 失敗 し た 。 


6. 培養 二 核 ア メー ペ の 培養 各 時 期 
に 於 け る の 大 き 核 数 に て 


能 勢 好 
Size of cells and number of 
nuclei of Dientamoeba fra- 
gilis in various stages of 
cultivation. Yoshio Nose 


2 年 に り 培養 し て 来 た 二 ア メー を 用 いて , 
移植 し て か ら アメ ー ベ が 全く 死滅 する 迄 , 24 時 間 毎 に 
染色 を 行い , 随 細 の 増殖 を 阻止 し た 及び 
それ に 再び 本 来 の 細菌 群 を 随 件 せしめ た 培養 を 行 つ て 4 
8 時 間 毎 に 継 代 し , 継 代 毎 に 固定 薬 色 標 本 を 作り , これ 
ら 三 組 に 於 け る 貝 体 の 大 さ 及び 桜 数 の 変化 を 比較 検討 
し , 合せ て 前 記 標本 より 観察 し た アメ ぇ ー メ バ ベ の 有形 態 に つい 
て 次 の よう な 結論 を 得 た 。 , 

1. 普通 の 培養 で は アメ ぇ ー ぶ 移植 後 log phase の 間 
に , 桜の 虫 体 が 増加 し , 二 も の は 減少 し た 。 二 
の 貝 体 の 比率 は , アメ ー の 最も な 48 時 
間 の 時 に 最も 高く 54.5 祈 で , その 後 は 培養 日 数 を 経る 
に つれ て 減少 し た 。 

2. 障 件 細菌 の 増殖 を 阻止 し た 培養 に 於 て は , 1 代 で 
は 棚 数 と ょ る アメ ュー メ x の 比率 は 普通 培養 48 時 間 の も の 
と 大 差 な か つた が , 継 代 す る に つれ て , 陳 極 の も の が 幾 
分 減少 の 傾向 を 示し , 5 代 で は 四 も の が 高 出現 


も た 。 

3. 前 逃 の 培養 か ら 再 び 本 来 の 細菌 群 を 墜 伴 せ し め る 
と , と こと ょ る アメ ぇ メー メ の 比 , 10 代 で は 元 に 復 し 
て いた 。 

4. 普通 培養 に 於 て は , 培 義 第 一 日 は 虫 体 の 大 き さ は 
凡 て 他 ょ り 大 きい が , 培養 第 二 日 以後 は 虫 体 の 大 き さ の 
変化 に 一 定 の 傾向 を みな か つた 。 : 

5.。 随 件 細菌 の 増殖 を 阻止 し た 培養 に 於 て は , 1 代 で 
は 虫 体 共に その 大 き さ を 増す 。 然 し 継 代 する 
こつ れ て 共に その 大 き さ を 感じ , 5 代 で は 元 の 大 き さ に 

6. 前 日 の 培養 か ら 再 び 本 来 の 細菌 群 を 件 つた 培養 に 
移る と , 1 代 で は 短 径 の み 小 さく な る こと に よっ つて , 10 
代 で は 短 径 は 元 の 大 さ に 復 す る 代り に , 長径 が 元 の 大 さき 
より 大 きく な る 事 に と ょ つて , アメ ー バ は 形 を 
傾向 を 示し た 。 然 し 金 体 と し て 貝 体 は 元 の 大 さよ り , そ 
れ 程 大 きく は な つて いな か つた 。 

7.。 培養 の どん な 時 期 に 於 て も 双 ど ん な 條 件 の 場合 で 
も , 二 虫 体 の 方 が の も の ょ り 大 きか つた 。 

8. 主として 普通 培養 に ょ る 標本 か ら 検 索 し て , 細胞 
分 の 過程 及び 分 の 期 の 段階 を 示す 体 を 観察 す 
る こと が 出来 た 。 

9.。 体 の 異常 に 大 な も の , 小 な も の 及び 3 
個 , 4 個 の を 有する 体 を み , 5 個 の を 有する 
も の を 発見 し た 。 

10. 体 が 一 に 網 は 微細 し , 細菌 
その 他 の 媒 物 を 臓 し た り 他 の アメ ぇ ー バ の 被 胞 前 期 形 態 或 
は 胞 細 を 思わ せる も の を みた が , 胞 で ある と は 考え ら 
れ な か つた 。 


7. 北海 道 に ける 家人 
寄生 躍 病 流行 区 実態 調査 1I. 
札幌 市 内 畜 犬 に 就 い て の 調査 
北大 農 動 物 山下 次 ・ 森 
Epidemiologic snrvey of parasites 
of domestic animals in Hokkaido II. 


A survey of the dogs in Sapporo 
City. Jiro Yamashita, Hansu Mori 


札幌 市 内 5 家 者 診療 所 を 経由 し た 玄 犬 141 頭 中 44 頭 
(31.2 の 中 に 虫 を 認め た 。 寄生 は 
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生後 4 ヵ月 まで の 仔犬 に 多く, 犬 鍋 虫 寄生 は 仔犬 及び 幼 
犬 た , 犬 線 虫 の 寄生 は 生後 6 ヵ月 以上 成 大 に 至る まで 認 
め ら れ 仔 犬 か ら は 全く 検出 され な か つた 。 和 重複 宏 生 は 犬 
と 犬 , 犬 と 犬 虫 の 2 種 寄生 の み が 見 ら 
れ , 犬 多 の 寄生 は 最も 高く 次 で 犬 , 犬 の 
で あつ た 。 デ ヂ ス テム パー 犬 の 約 35 2 が 寄生 虫 を 保有 し , 
大 腸 ヵ 々 タル 犬 の 約 30 祈 が 寄生 虫 を 保有 する こと を 認め 
た 。 近 時 デス テム パー と 寄生 虫 と の が 間 に 考 
られ つつ あぁ る が , 今回 の 調査 に 於 て デス テム ペー 犬 の 3 

5 腸 内 寄生 虫 を 保有 , も 寄生 虫 を 保有 する デス 
テム パー 犬 に 悪性 経過 を と る 事実 を 証明 し た こと か ら , 
我 * は 本 病 の 発病 誘致 乃至 病 其 悪化 と 腸 内 寄生 虫 の 存在 
と の 間 に 一 連 の 関係 を 有する も の の よう に 考え る 。 

卵 査 は 抹 法 (1 に つき 6 回 検査 ) と 
尾 板 氏 集 卵 法 (標本 2 枚 検査 ) を 併用 し た が , 貝 卵 松 出 
例 44 例 中 犬 寄生 犬 に 於 て 2 例 , 犬 寄生 犬 2 例 , 
犬 虫 寄生 犬 2 例 に 於 て 法 で 卵 を 検出 出来 ず , 
尾 板 氏 法 に 於 て の み 検 出し 得 た 。 然し これ ら は 矢尾 板 氏 
法 に 於 て も 何れ る も 2 回 松 中 1 回 のみ 全 中 (18 X 
24 mm ヵ バ ー ダ ラス 使用 ) に 虫 卵 ユー2 コ を 認め た 如き 
極め て 少数 の 虫 卵 の 場合 に 限ら れ た 。 寄生 原虫 類 の 検出 
例 は 1 例 も な か つた 。 

ヂ ス テム バー が 寄生 虫 に 克 する の で すか , 生 
が デス テム バー に 克 する の で すか 。 

現在 の 処 結 論 的 の こと は 申し 上 げ る こと は 出来 ませ ん 
が , 調査 結果 か ら , 保有 が デス テム に 
と 病勢 が 進行 し 易い こと は 想像 出来 る が , 未だ 寄生 虫 保 
有 犬 ダス テム に か どう か に つい て は 殊 に 
不明 で ある 。 


8. 愛知 過去 年 に 見 る 
和 卵 保 有 変動 
中 部 日 本 下 防 協 会 
加 藤 俊 一 

On the distribution of the 
population with parasites-eggs 
in recent three years at Aichi- 
Perfecture. Shunichi Kato 


の 寄生 予防 対策 に つき まし て は 係 当時 者 に 


か れ て も 全力 を 注い で 居 ら れ ま す が , 私 は 落 下 の 保有 其 
況 を 知る た め 昭 和 25. 26 年 .27 年 記 去 3 ヵ年 に 豆 つ て 落 
下 一 円 に つい て 調査 し まし た に ま す 成 績 の 結果 
を 得 ま し た の で 報告 いた し ます 。 

検査 人 員 は 25 年 が 308, 412 名 で 保有 放 は 44.4 2. 26 
年 が 389, 638 名 で 保有 話 49.6 22, 27 年 が 378, 405 名 で 
40.1 22 3 ヵ年 間 の 検査 総 人 員 1 026, 455 名 下 均 保有 放 は 
47.2 で あり まし た 。 

小 中 学 校 の 保有 者 数 を 見 ます と 第 一 位 は 遇 虫 卵 次 に 針 
虫 卵 , 虫 , , 東洋 毛 様 線 虫 卵 , ナナ 條 , 
縮小 條 虫 卵 の 順 で 横川 吸虫 卵 , 有 時 デ スト マ 卵 等 も 私 共 が 
想像 し た ょ り 多 く 栓 出し た 事 は 注目 す べき 事 で あり ま 
す 。 

虫 保有 者 を 幼稚 園 , 小学 校 , 中 学校 , 高等 学 
校 , 会 託 , 一 般 に 分 け て 見 ます と 効 稚 園 , 小学 校 , 中 学 
校 , 工場 等 に 於 て は 年 々 減少 し て お り ま す が 一 般 に 於 て 
は 増加 の 一 途 を て いま す 。 多 於 て も と 
同様 で ある 。 事 業 場 別に 興 虫 卵 保有 者 を 見 ます と 繊維 重 
工業 , 軽工業 , 運 信 と 順に 保有 低く な つて いま 
す 。 釣 由 卵 た に つい て 見 ます と 25 年 は 軽工業 が 最高 で 26 
年 は 繊維 医 係 27 年 は 軽工業 で あり まし た 。 全体 か ら 見 
ます と 年 々 減少 し つつ あり ます 。 横川 吸虫 卵 は 25 年 が 
0.004 2 26 年 が 0.01 2 27 年 が 0.02 2 で あり まし た 肝 
ヂ ス トマ 度 も 同様 25 年 が 0.00322 26 年 が 0.01 22 27 年 
が 0.02 22 で 25 年 は 海部 郡 , 問 海 郡 , 26 年 27 年 は 同様 
地区 矢作 , 木 , 豊川 を 中 心 に と 見 られ まし た 。 

以上 で 3 ヵ年 の 保有 見 ます と 及び 
は 年 々 減少 し っ つつ っ ちり ます が 横川 吸虫 , 時 デ スト ママ 等 は 
反対 に 増 暫 の 傾向 を 示し て 居り ます 。 

( ) ( 予 研 小 宮 

工場 労 者 の 虫 卵 保 有 人 体 の それ に 比 し て や や 
多い よ ょ うだ が 検査 方 法 は 皆 同 様 か ? 

事業 場 の 多 保有 高い の は 長野 九 州 
方 面 の 保有 放 の まま 働き に きた も の と 思わ れ ま す 。 

検査 法 は 私 の 考案 せる (セロ ファ ン ) を 使用 し た 。 


( 問 ) ( 北 研 ) 長 野 寛 治 
肝 に 「 リガ =」 が し て お り ま すか ? 。 


木 苗 川中 心 に は 戦前 に は ザ リ ガ = は 見 うけ られ ませ ん 
で し た が 現在 で は 非常 に 多く 見 られ ます 。 


「 
] 
] 


9. 山形 飛島 の 寄生 と 


日医 大 ・ 酒 田 病院 
隆 小松 周作 
The incidence of parasite 
infection and its therapy in 
Tobishima, Yamagata Pref. 
Takashi Kishida, Shusaku Komatsu 


27 年 6 月 本 学会 関東 部 会 に て 飛島 の 地 の 要 
処理 法 を 紹介 し , 寄生 感染 を 報告 せる 
特に 農 婦 と 漁師 及び 有無 の 世 別 感染 率 
ht も 前 者 の 方 が 高 放 で あぁ る 事 を の べた 。 今回 は その 後 
続き 板 し 卵 陽性 者 に 反 し た 約 生 ヵ年 間 の 経 
過 及 び 新 , 再 感染 並び に 北海 道 漁業 出稼 者 の 帰 島 迄 (7 
月 中 旬 よ り 12 月 中 旬 ) の 感染 有無 の 及び 経 
路 の 一 端 を 報告 する 。 
島民 1, 599 人 中 昨年 6 月 以降 本 年 1 月 に 至る 間 の 検便 
者 1, 347 人 で , 卵 保有 者 786 人 (57.9 
21 人 (1.5 22), 卵 369 人 (27.32), 東洋 様 線 
13 人 (0.922) と な り 純 漁師 に 1 人 の 卵 保有 者 が 
ある 。 年 ヵ年 間 の 興 虫 感 薬 経過 を 対象 と な り 得 た 452 名 
に つい て 観察 する と , 11 月 の 新 感 染 率 3/96 (26.12), 
再 感 り (30.322), 感染 合 計 ) (28.722 
非 感 染 (71,222), 寄生 37/ssz (30.322) 
る 。 獲 別に 出稼 漁師 の 帰 島 者 の 卵 保有 
6 22) で 釣 虫 卵 は 1 人 も な い 。 この 中 7 月 中 旬 以 降 本 年 1 
月 迄 の 出 漁 出 期間 の 感 を 111 人 に つい て み 
る と , 再 感 染 者 7 人 (6.322), 新 感 染 者 13 人 (11.722) 
計 20 人 (1822), 非 感染 者 78 人 (70.22), 不明 者 13 人 
(11.722) と な る , 小 , 中 学生 の 夏 及 び 秋 の 銅 虫 感 染 を 
見 る と 夏 30.2 秋 40.3 な る 。 所 属 部 落 別 に みる 
と , 海 央 の 家 の 前 に 小 茶 園 を 栽培 する 中 村 が 小 中 学 共 に 
夫々 46.4 22, 44 最高 で , 次 いで の 畑 越え て 
学 す る 法 木 の 順 と な る 。 感 泉 程 度 を みる と , 受精 卵 が 常 
に 多い が 6 月 46 が 11 月 24 に 減少 し 1 月 に は 31 2 
に 増加 し , 就 中 受 糖 卵 圭 以 上 の 者 が 6 月 502, 11 月 6 
22, 1 月 に は 23 に 再び 増加 し 如何 に 頻繁 に し て 且つ 
濃厚 感染 で ある か を 物語 る 。 感染 方 法 を み る 一 端 と し 
て , 1 月 に 各所 の 土 20g に つい て 調べ る と , 中 村 の 海 
卵 1 を , 他 の 道端 に 単細胞 期 1 =, 同じ く 共 井 
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に 受精 1 ュ を 発表 し た 。 獲 同島 の 濃厚 感染 所 
央 10 戸 の 漬 茶 ( 体 茶 ) 1 株 づつ を 2 月 上 旬 に 調査 せる も 
1 偏 の 虫 卵 も 証明 し 得 な か つた 。 

以上 より 本 島 の 銅 虫 感染 の 頻 築 な る 事 は 云え る が , 年 
年 間 出 漁 中 の 者 に も 18 祈 の 感染 論 の ある 事 よ り る も , 子 
供 等 の 遊び 場所 も , 漁師 等 の 仕事 場所 も 海 崖 端 の 道路 で 
ある 事 が 大 きい 原因 で は な か つろ うぅ か 。 

( ) (兵庫 上 研 谷 田 英 一 

土 中 の 集 に つい て 。 

( ) 田 

塩化 カル 1350 液 浮 

アテ アンチ フ オ ルミ ン を 使用 


10. 体 内 に ける 広 
瀬 ン 粒 の 分 布 に て 


大 阪 医大 病理 細 川 修 治 
大 阪 医大 病理 大 阪 病院 
谷 
Distribution of choline granule 

in parasiteis. 
Kaoru Tsuliya 


寄生 体内 と ける コリ ン の 存在 に つい て は 未だ 
が な い の で , 広瀬 氏 に ょ り 所 調 広 コ リン 題 
組織 化学 的 に 松 索 し た 。 

新鮮 豚 の 成虫 の 角 皮 層 は 横 沿い 多量 の = 
リン 粒 が あり , 角 下層 は 殆 ん ど な く , 層 に 
は 多い 。 消化 で は 腸 特に 多量 認め られ , 食道 
も 存在 する が 少 い 。 側 線 で は 中 央 索 及 び 角 皮下 層 に 逝く 
存在 し , 隔離 組織 と は 少 い 。 管 子宮 並び 
に 騰 も 少量 ある が , 子宮 内 の に は な い 。 
細胞 , 卵黄 細胞 に ュ リ ン の 存在 する の を 散見 す る 。 還 
丸 , 卵 管 も 少量 存する が , 細胞 に は 目下 の 
認め られ な い 。 


蛇 の 皮 下 り し た マン ッ ン 及び 犬 興 


た マン ン 條 の 新鮮 体 を 同様 に 検索 し た 。 
マン ン 虫 の 成熟 体 節 で は , 子宮 
内 に 最も 多く , 角 は 門 附 近 認め られ , 


. 
学 
学 
Ga 
26 
年 
] 
J 
4 
3 
1 
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, も 存する が , 実質 肉 に は 
の 卵殻 に は 認め られ な い 。 

マン ツン は 成虫 に 比 し い 感 が ちる が 実質 内 
最も 多く , 角 角 皮 下 筋 層 に 存在 する 。 


。 内 


11. 集 園 松 卵 法 に つい て 


生物 理化 研 東生 病院 
進 ・ 田 秀 夫 
Stadies on the method of 
the mass examination of 
the parasite eggs in feces. 


Itsuro Miyagawa, Taizo Ishiwaka, 
Susumu Shinohara, Hideo Mita 


私 は 川崎 市 立 大 小 学校 の 生徒 し 109 名 の 中 の 
スカ ロン 上 用 後に 於 ける 推移 及び 施行 時 
に 於 ける 検査 天 況 を 栓 し 興味 ある 所 見 を 得 た の で ここ に 
御 報告 し ます 。 

一 辺 10 cm 平方 の セロ ファ ン の 外側 に 姓名 及び 一 連 
番号 を 記入 し その 側 こ 鳩 大 乃至 の を 入 
れ 上 方 を て させ た 。 検 法 は 法 と し て 
載 の 上 に 生 約 食 を 3 ヵ所 と り 所 々 より 探 便 し 
1.8cm の 摘 せ 硝子 を と かけ て 検 し た 。 

集 と し て 矢尾 板 , 宮川 , 合併 を 用 いて 集 法 を 
試み た 。 虫 卵 数 は 4 階級 段 に 区 分 し (一 ) 極め て 少数 を 
( ) 中 等 数 を ( 極め て 多数 を ( と し た 。 成 
績 と 集 卵 成績 と を 比較 し て みる と 寄生 下 卵 の 種類 と ょ り 
差 が あぁ り 遇 虫 卵 と 於 て は , アス カ ョ ン 眼 用 前 服用 後 い ず 

に 於 て も の 方 が 成績 が 優れ て お り , 多 , 
東洋 毛 , 縮 虫 等 の 卵子 に 於 て は アス カ ヵ カ ョ ン 有 上 服 用 前 服用 後 
いずれ に 於 て も 集 卵 法 の 方 が すく ぐれ て いた 。 子 陰性 者 
ょ 排 集 こ に ょ つて アス スカ ヵ ン 前 に 陰 
性 で あつ た る も の 383 名 あつ た 。 こ れ に アス え スカ ョ ン 投 県 し 
た 168 名 の 遇 排出 者 が あぁ つた 。 お アス カ ョ ン 投 
後 の に より 便 陽 る も の 22 名 あぁ つた 。 
この 結果 か ら が 例え が 陰性 で あつ て を も 
剤 を 投 する と 陰性 者 の 約 が 排 が ある と 事 に 
な つた 。 何 故に 便 中 に 卵子 が 見 出せ な か つた か に つい て 
は 次 の 5 ヶ 條 を 挙げ る 事 が 出来 る 。 


1. 葵 便 検査 技術 が 上 手 に 行わ れ な か つた こと 。 

2. 中 に が 選 し て いた 見 出来 な か つ 
た 

3。 アス カ ョ ロン の 体 に 対す る 刺 
の 排卵 を 行 つ た 急 か も 知れ な いこ と 。 

4. 貝 体 が 雄性 の 偏 で あつ た こと 。 

5. 貝 体 が 幼 で 未だ 排 まで 発育 し な い 場 合 。 

これ を 要する に 今回 の 集 園 松 凡 と 於 て 災 虫 に つい て は 
塗 抹 及 び 集 卵 法 の 所 見 は 大 た い 同 放 で ぁ つ た か ら 集 卵 法 
を な さ な く も の み で 分 な 所 見 を 得 ら れる と 
され ます 。 こ れ に 反し 他 の 寄生 貝 即ち 釣 虫 綿 虫 東洋 毛虫 
等 の 卵子 は 集 卵 法 の 方 が より に 優位 を 示し 
た 。 従 つて この 種 は 必ず 集 卵 法 を 施行 する 必要 あぁ る を も の 
と 思 老 する も の で あり ます 。 卵 松 査 の 場合 抹 集 
共 に 陰性 で あつ て その 約 数 は を 生 し 確実 な 
る 排 貝 を 見 た の で この 種 の 人 に る も 駆 貝 剤 を 投 栓 し た 方 が 
いと 3。 

(追加 ) (宮城 移 川 仁 

小 戦 後 昭和 25 年 3 月 迄 に 行 つ た 各種 10 種類 の 検査 渋 
の 比較 で は 虫 同 時 可能 な 検査 法 と し て は 硫酸 
心 法 が 僅か に 他 を 凌い で いた が , 直 標本 2 枚 - 
の 場合 と 著 認め ず , 外 の 類 松 に は 
最良 で あつ た 。 

少 人 数 唯 ユ 人 で 行 う 集 園 松 便 に は 直接 標 本 少 
く と る も 2 枚 と , に 比重 1.182 の 希釈 苦汁 を 併用 


り に 大 


する の み ぉ 最適 と 認め た 。 (東北 医学 雑誌 第 4 条 第 3 号 参 
照 )。 
(追加 ) (鳥取 大 ) 森 納 


昭和 25 年 151 名 の 集 園 松 診 , 234 名 の 外来 検診 に 付い 
て , 浮遊 , 義 を 試み , 集 松 診 8 も 
の が に て 47 , 外来 松 診 12.39 29.3 
1 に て 56.83 に 発見 され た 。 培養 法 に は 
紙 に を り 試験 管内 で 培 た 。 

( 道 加 ) ( 阪 大 ) 森 下 斉 

多 の 検査 と し て は 義 が 最も 有効 で ある が , 
この 方 法 を 用 いな い 場 合 浮遊 法 を 用 いて も その 差 は 閉 く 
な いま う で すら 

(追加 ) (兵庫 研 谷 田 英 一 

の 検出 に は 直接 標本 作製 に 当 つ て ェ オ ジン を 
使用 に 非常 に 好成績 を 得 て い る こと を 附 加 す 。 

(追加 ) ( 岡 大 ) 山 左 仲 


法 の 優劣 に つい て 虫 浮遊 法 よ り も 法 が 


3 
| 


o_ 


〇 
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優れ て いる が 貝 に つい て は 方 が に 
つて いる こと を 30 年 前 Fetilleborn が 指摘 さ 
れ て いる こと を 御 参 老 ま で に 申 上 げ ます 。 

( 加 ) ( 北 研 ) 長 野 
筒 虫 の 雄 虫 だ け 寄 生 し て いる 均 合 が 慶 忠 , 日 本 医大 , 
東京 都 監察 医局 及 横 川 定 氏 の 調査 と よ り ま す と 約 25 巡 
を 示し て いる の で 前 三 者 は 未 発表 と 思い ます の で 参考 ま 
で に 追加 いた し て お きま す 。 

(追加 ) (生研 ) 宮 川 米 
附 議 , 多 虫 の 診断 に は 培養 法 が 最も よい 事 は 私 が 約 
30 年 前 米 國 に 日 本 人 の 入 図 に 際 し て , 多 虫 寄生 者 は 入 國 
させ な いと い う 時 に 如何 う し な ら は 最も 確か な 診断 か と 
いう こと が 起 つ た 。 と くに , 種々 検索 の 結果 培 義 法 が 
最も よい こと を 見 出し これ を 抽 閉 上 に 発表 し て お きき まし 
た 。 和 審 生 虫 卵 の 検出 に は , その 種類 と こと ょ つて 検査 方 法 を 
か える 必要 が ある と いう こと に な つた 。 和 集 園 駆虫 の 探 便 
に は セロ ファ ン 紙 法 が よい 。 

興 虫 の 検出 に は , 小 バ ケッ に 1 週間 排便 させ て 栓 する 
方 法 を と つた が よい 。 陰性 者 は 剤 を と 用 うる と 存 
外 多 数 者 に 排出 が ある こと を 知 つ た 。 


12. 各種 寄生 虫 卵 の 結晶 学 的 研究 


弘前 大 科 
朝 滋 
Crystallographic studies on 
the eggs of various parasites. 
Shigeru Asakura 


東北 大 学 理学 部 岩石 学 教 補 に 於 て , 表記 の 研究 を 行 
い , 以下 の 知見 を 得 た 。 

偏光 題 鏡 に ょ る で は , 東洋 毛 線 虫 卵 , 十 二 指 
腸 虫 卵 の 卵殻 に 於 て は , 非 藻 で , 極め て 低い 復 屈折 を 示 
す の が 僅か に 認め られ る に 過ぎ な い 。 

, 子 スト マ は , 屈折 の 高い 卵殻 が 
知 出来 た 。 

で は , 蛋白 肛 で 無 造 で ある 。 
に 於 て は , 受精 殆 ん ど 屈折 を 示し て いな い 
が , 受精 卵 々 殻 で は , 高い 復 屈折 を 示し , 且つ 厚く , 以 
上 の 寄生 虫 久 中 最も 安定 な 結晶 構造 を な し て いる 事 が 判 


つた 。 
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この 受精 卵 卵 離 操作 を 加え て する と , 
第 一 層 , 第 三 層 は 殆 ん ど 結 品 構 造 を 認め 難い が , 第 三 麻 
は 高い 復 を 示し て いる 。 石 板 を 挿入 し て 
見 る と , 同 層 の 結 品 の 伸び の 方 向 は 放線 区 配 列 を な し て 
いる も の と 推定 され る 。 こ れ 等 の 事 か ら , 受精 卵殻 の 安 
定 な る は , 第 二 層 の 存在 こと に ょ よる も の と 考え られ る 。 

次 に この 受精 螺 虫 卵殻 の 定性 分 光 分 折 を 行い , Ca, 
Mg, Si, P, Fe, Cu が 含有 され て いる 事 を 知 つ た 。Ca 
始 ら これ ら 無 機構 材 が , 卵 帝 の 安定 に 役立つ と 共に , ビ 
リル ビン 石 次 石 の 恒 在 性 諸 元 素 と 大 蜂 同 様 な る は , 卵 毅 
が 安定 な る 結晶 構造 を な し て いる 事実 と 合せ 考え て , ビ 
リル ビン 系 胆石 生成 の 際 , 核 と し て 重要 な 意義 を 有する 
も の と 思わ れる 。 

(追加 ) ( 枯 科 ) 

を 犬 胆 胆道 に 注入 し , 種々 の 方 法 で 
を 起 さ せ た 場 合 , に ビリ ルビ ン 石 得る 
事 を 認め 一 部 の 標本 を 供覧 し た ( 幻 千 この 際 有 
白 その 陽性 の 高い 事 を も 認め 得 た 。 

(追加 ) (岐阜 医大 ) 谷 

体内 カル シウム の 組織 化学 的 を 行 つ た 
腸 び 皮下 明 有 に 認め られ る が , 子宮 内 卵子 の 
卵 は 今 の 処 色 さ れ て いな い 。 

(レー ル 氏 へ > マト キリ シン , カル ミン 紫色 ) 

( 問 ) ( 岡 大 ) 山 ロ 左 仲 
が あり ます か 。 

( 答 ) 朝 倉 
興 虫 卵殻 各 訂 の Ca 含有 量 は 定量 分 光 分 折 を 行わ す , 
定性 の み で し た の で 今 の 所 判り か ね ます 。 


13. 色素 の 和 及び 
卵 に 及ぼ す 
熊 大 医 寄 生 虫 病 
岡村 一 丸 田 
Influence of photosensitizing dyes 


on parasites and their eggs. 
Ichiro Okamura, Shigeru Maruta 


使用 感光 Cyanin 系 感光 色素 (日 感 野 
る 10, 12, 15, 67, 103, 143, 245, 
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257, 310, 311 号 の 16 種 で 水 常 液 
使用 色素 液 を 一 定 の ガラ ス 器 に 入れ , 第 1 日 の 
犬 多 仔 を 釣り 上 げ 直 に 色素 液 に 移し , 題 で 


観察 し , 運動 停止 し た も の は 器械 的 , 刺 加え て - 


遂に ここ れ ら に 反 克 し 得 な く な る 時 間 を 測定 し , その 平均 
値 を 以 っ て 運動 停止 時 間 と し た 。 

1) 運動 停止 時 間 は NK 143 の 1 時 間 20 分 が 最短 で 
NK 2, NK 10, は 3 時 聞 で 倖 お 運動 を つっ づけ る 。 

2) の 色素 液 に 於 て 仔 は 投入 と 共に 内 に 
ける より る 活 潤 な 運動 を 起す 。 

3) の 色素 液 に て 投入 され た 虫 は 色素 
色 に 着 せら れる 。 NK 2, 3, 6, 9, 12, 15, 67, 143, 
245, 等 は 特に 著しく , NK2, 3, 6, 245 は 鮮明 で あぁ 

4) これ ら の 着 は 角 に 強く , 内 部 組織 に は 。 

5) 角 皮 は 色素 液 に 移す こと に より 灯 着 力 を 増す 。 
6) 染 着 せら れ た 仔 虫 の 色 定 落 は 現在 まで 不 成 功 。 

次 に 多 の に つい て は を 本 液 に 混 ず 
ば 細胞 が 極め て 淡く 着 され る 。 NK 6, 2, 245 は 
き 方 で あぁ る 。 NK 4, 5, 9, 10, 257, 310, 311 等 で は 薬 
ま ら な い 。 

然し 婦 の 中 に は 極め て 速 か に 且つ 濃厚 に 染色 され る も 
の も ある 。 こ の 特殊 染色 度 の 卵 が 如何 な る 生物 学 的 央 態 
に ある 鉱 か 不明 で ある が 明らか に 肉 容 の 崩壊 し た 卵 も そ 
の 容 が する 。 

Cyanin 系 感光 色素 に 虫 卵 染 色 
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を 加熱 処理 を 行 つ て 色 すれ ば の 卵細胞 が 
する 。 生死 判別 法 の 確定 し て 居 な い 時 , この 方 
面 に 新 ら し い 分 野 を 開く の で は な いか と 考え る 。 

( 道 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 皆 夫 

Psz を 犬 液 中 に 入れ Rhabditis 型 の 2 時 間 位 
動い て 居 た の で その ます ensheathed larva と な し た 
所 動 が な か つた が し か し Geiger で 計測 し た 所 経 膚 容 患 
せしめ た マッ ウス の 胸腔 内 肺 心臓 等 に 幼虫 の 移動 し て 行 つ 
た らし いこ と が 判っ つた 。 


( 間 ) ( 小 宮 

感染 仔 の 色 は の 色 か それ と 体 も の . 
か 。 

( ) 一 

1) 動か な く な つた 仔 貝 が 全部 死ん で 居る と は 思い ま 
せ 


2) 色 の 固定 が まだ 成功 し て 居 ま せ ぬ の で 仔 貝 の 染色 
部 位 が どこ で ある か 組織 学 的 に 成功 し て 居 ま せ ぬ 。 

3) と も か く , 生体 で 薬 色 出 来る 点 と 鞭 衝 置 で 死ん だ 
卵細胞 が 特に 濃 染 し て これ が 卵 の 生死 の 判別 へ の 利用 の 
途 が 義 け れ ば 幸 だ と 老 え て 居る 。 


14. 岐阜 淡水 メタ 
セル ンカ リア に 就 い て 


医大 寄生 
小 林 瑞 . 穂 


A note on trematode-meta- 
cercariae of fresh water fishes 
from Gifu Prefecture. 


Mizuho Kobayashi 


吸虫 類 の 生活 史 の 究明 と 共に , 淡水 魚 が 予 防 医学 上 重 
要 な る 意義 を 有する と 考え を, に 於 る 淡水 魚 
つい て , その 保有 する メタ セル カリ ア を 調査 し , その 結 
果 を 御 報 告 致 し ます 。 

1) 調査 方 法 一 魚類 の 探 集 に 関し て 漁夫 に 依頼 し 1 ヵ 
所 に 於 て 一 種 に つき 10 底 以 上 を 原則 と し た が 場所 に よ 
り , 又 魚 獲 期 が 違う 等 の 原因 で 一 種 数 尾 の み 検 し た も の 
も ある 故に この 点 に 関し て は 更に 今後 の 調査 を 準 ある 心 
ある 。 に 各 魚 に つい て は 鱗 肉 等 の 各 標 
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本 を 作り 検 鏡 し 更に 側線 上 尾 端 に 近 き 部 を 鱗 と 共に 筋肉 
約 5g を 取り 人 工 胃 液 ( 局 方 HC1 を 100 倍 稀 釈 1 祈 の 
割 に マ プ シ ン を 加え た も の ) の 中 に 入れ 約 2 時 間 37°C 
に 保 渡 , 金 綱 に て 濾過 , 更に 遠心 沈 潤し 大 型 の デッキ に 
取り 使 野 を 松 査 し た 。 谷 お 可能 な る 範囲 に 於 て 動物 実 
験 を 行い 成虫 を 得 て 同 定 の 誠 と し た 。 

2) 調査 対象 魚 主として に Cyprinidae に 属す る 
も の 13 SP. その 5 科 7 SP. で あぁ る 。 検査 魚 数 は 173 匹 
その 中 メタ セル カリ ア 保有 人 魚 は 139 克 を 示し 全体 の 80 
22 保 有 し て いる 。 こ の うち Cyprinidae に 属す る も の に 
於 て は 90 高度 の 保有 示し て いる 。 魚の 部 
分 に 於 て は 鱗 鏡 等 が 多く 次 館 , 筋肉 等 の 順に 減少 し て い 
る 。 人 お Cyprinidae に 属す る も の に 於 て は 一 枚 の 鱗 に 
メタ セル カリ ア が 35 個 見 られ る の が 常 で ある 。 

メタ セル カリ ア の 種類 に 於 て は Metagonimus 属 が 
最も 多く , yokogawai, takahashii, katsuradai で あり こ 
の うち takahasrii が 最も 多数 寄生 し て いた 。 次 いで yo- 
kogawai で ある 。 こ の 二 種 は Cyprinidae に 属す る も の 
に 最も 高く いで Siluridae に 多数 見 られ た 。 人 
タ セ ルカ リア に 於 ける 分 類 に 於 て は 同一 魚 及 び 同 一 の 鱗 
に つい て を も yokogawai, 及び takahashii は 分 類 出来 得 
る が 中 に は 相当 に 移行 型 と 目 さ れる よう な も の を 存在 す 
る 。 動 物 実 験 に 於 ける 貝 卵 の 計測 に 於 て は いずれ も 大 
卵 型 Metagonimus に 属す る 事 を 附 記 する 。 その 他 に 
Clonrchis sinensis が モツ ププ に 見 られ , Pseudrimax 
mjer, Echinochasmus perforiatus 等 が 発見 され た 。 人 税 
お 特異 な 例 と し て Fasciola hepatica が フナ の 鱗 と ムギ 
ッ ク の 鱗 か ら 発 見 し て 居り ます 。 

( ) ( 阪 大 ) 森 下 

Fasciola hepatica の metacercaria を フナ に 見 られ た 
の は 誠に 珍 ら し いこ と で す が , どの 位 の 寄生 内 で すか 。 

( 問 ) (日 本 寄生 躍 病 研 ) 浅 田 順 一 

Metagonimus katsuradai は 従来 モロ セ ュ , タナ デマ 等 の 
種類 で あつ て 未だ 鯉 に 於 て は 証明 され て いな い 。 和 形態 的 
区 別 の 根拠 を 承り 度 い 。 

松 助 が 本 に 就 て 詳細 に 記載 し て 居り ます 。 
立 滅 な 写 上 眞 が 載せ られ て 居り ます か ら 御 参 老 下 さい 。 

( ) 小林 

1 形態 学 的 な 根拠 は 腹 吸盤 が り 小さ い 事 , 
排 字形 , が 小さ く 約 0.023 位 , 有 し 
あり ませ ん 。 つい て は 岡部 氏 の ( 岡 医 学 3 
3 籍 3 号 ) を 参 老 と し て いま す 。 
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2 Fasciola hepatica の 寄生 15 す 。 
し 極 く 限ら れ た 1 地区 (放牧 場 の 中 に 流れ る 川 ) に 於 け 
る で す 。 


15. ヵ ッ ゲラ 若虫 に 寄生 y る 
新 被 虫 の 発 


久留 米 大 医 寄 生 貝 病 
古 賀 造 
The life history of a new 
metacercaria encysted in 
stone fly nymphs. 


Yasuz6 Koga 


私 は 大 分 田 市 及び 六 留 米 市 に 於 て 探 集 し た 
ヒメ オオ ヤマ カワ ソ ゲ ラ Oyamia seminigra Klap&lek 及 . 
び カ ワリ ゲラ Kamimuria tibialis Pictet の 若虫 に 1 新 被 
幼虫 が 寄生 し て いる の を 発見 し , これ を ダイ コク ネズ ミ 
及び 犬 た 試食 実験 を 行い , 成虫 を 得る こと に 成功 し た 。 

, 包 正 円 形 で 直径 0.0775~0.1 mm で , 
包 の さ は 0.002~0.005 mm で あぁ る 。 有 の 
大 き さ は 0.1025~0.1625 x0.06~0.0875 mm で , 体 表 
は 皮 球 われ て お り , 日 0.0225~0.0275 x0.032 
5~0.0375 mm, 腹 吸盤 0.02~0.025 x0.025~0.03 mm 
0.0125~0.015 x0.015~0.0175 mm の 大 き さ で あ 
る 。 排 太い V 字形 で 中 に 暗色 の 排 題 粒 多数 が 
満 し て いる 。 に は より 離し て いる 長 さ 
0.0125 mm の 針 が 認め られ, 形 の 維 性 
の 色 包ま れ て いる 。 

成虫 , 寄生 部 位 は ダイ コク タネ ズミ 及び 犬 の 幽門 直後 で 
ある 。 体 は 卵 円 で 大 き さ は 0.375~0.585 x0.27 
0.332 で , 体 表 に は ある 。 は 0.0525~0.057 
5Xx0.0525=-0.0625 mm で , 腹 吸 体 の 中 央 より 
前 方 に 位置 し 0.05~0.0525 x0.0525~0.0575 mm で あ . 
る 。 前 咽頭 は 短 か く , 咽頭 は 0.025~0.035 x0.03~0.0 
325 mm で , 食道 は 長 さ 0.025~0.0575 mm を 経て 左右 
の 腸 脚 に 分 岐 す る 。 腸 は 短 か く 体 の 両側 で 左右 内 丸 の 前 
に 接し て 終る 。 は 円 で 体 の 両側 に 対称 的 に 
置 し , 大 き さ は 0.1~0.155X0.055~0.1125 mm で あ 
る 。 茎 大 きく 0.175~0.2327 x0.0525~0.0575 m. 
m で , その 後 端 は 左 の 後 附近 に あり, その 前 端 部 
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は 吸 右側 か ら C 型 に で いる 。 生 口 は 腹 
の 左前 方 で 体 正中 線 と 側 の * 中 間 に に し て い 
る 。 は 球形 で 右 の 前 に 接し て 位置 し 直径 0.0 
75~0.125 mm で あぁ る 。 卵黄 筑 は 体 前 部 に 分 布 し て い 
る 。 子宮 は 長く 主として 体 後部 に 属 曲 し て 位置 する が , 

その 終末 部 は 両 の 前 横 し 勝部 に 移行 し 生 殆 
に 開 晶 する 。 卵子 は 褐色 で 大 き さ は 0.025~0.03 x0.01 
25~0.016 mm で ある 。 


16. Lecitnodendrid 吸 
1 種 の 発育 中 に つい て 


農林 省 家畜 尾 形 藤 治 
予 研 寄 生 虫 安 護 岡 一 男 
On the classificaion of the 
family Lecithodendriidae. 
Toji Ogata. Kazuo Yasuraoka. 


詳細 は 小林 時 二 記念 号 動物 一 近刊 ) に 掲 
載 す る 。 


17. 類 Lecithodendriidae 
の 分 類 に つい て 


農林 省 家 試 尾 形 藤 治 


Studies on the life history of 
a Lecithodendriid trematode. 
Toji Ogata. 


詳細 は 小林 晴 治 郎 博士 記念 号 (衛生 動物 一 近刊 ) に 掲 
載 す る 。 

( 問 ) ( 岡 大 ) 山 日 左 仲 

Lecithodendrium 及び その 近似 の も の の 分 類 に 際 し 卵 
の 位置 と 生殖 於 ける 刺 の 有無 と の うぅ うち 何れ を 
i る か に ょ つて 分 類 が 朱 つ て くる 。 同属 の も の の うぅ も ち 

こも 生 殆 腕 に 刺 の ある も の と な いも の と が 見 出さ れ て い 

る 現在 Acanthatrium は むしろ に 格下 げ すべ き で 
4 は な い だ ろ うか $? 。 


( ) 形 治 


る か 生殖 Spine 有無 を 
る か に ある が 位置 は か な り 変 に 富ん で い 
る よう で 四 つ の 属 の 何れ に 置く べき か 判然 と し な いも の 
も ある 。 

自分 は 生殖 刺 有無 を 重 し Acanthatrium を 
認め た いと 。 


腺 の 位置 を 重 


nitro- dipheny!- disulfide) の 各種 
体 の クタ シ ジッ ヶ 効果 


農 杯 省 家 衛 試 寄 生 
角田 久 太 尾形 藤 治 
On the coccidiostatic actions of 
some isomers of nitrophenide 
for the chicken coccidiosis. 


Kiyoshi Tsunoda, Toji Ogata, 
Yasutaro Kunihisa. 


ナイ トロ フェ ナイ ド は 1887 年 P.T. Cleve に より 谷 
成 さ れ て お り , 偶然 これ を Waletzky (1949) が 鑑 コ ク 
シ ヂ ウツ ム 症 に 用 いて 著 効 の ある 事 を 発見 し た 。 我々 る こ 
れ を 試し た は 極め て 有効 で あつ た が , 家 , 山 
羊 等 に は 殆 と ど 効 力 を 認め られ な か つた 。 そ こ で 何故 本 

剤 が 有効 で ある か を 知る た め の 一 環 と し て 本 実験 を 行 な 
つた 。 ナイ トロ フェ ナイ ド は 各種 の 異性 体 が ある の で こ 
れ ら を 作 つ て その 効力 の 比較 を 行 な つ た 。 用 いた 罰 性 体 
は 次 の 10 種 で ある 。 ペラ 体 一 p.p/-dinitro-diphenyl-dis- 
ulfide, p.p/-dinitro-diphenyl-trisulfide, p.p/-dinitro-dip- 
henyl-tetrasulfide, オル 体 一 0.o/-dinitro-diphenyl-d 
isulfide, 0.0/-dinitro-diphenyl-trisulfide, 0.0/-dinitro-di- 
phenyl-tetrasulfide, メタ 体 一 -m.m/-dinitro-diphenyl- 
disulfide, (nitrophenide) m.m/-dinitro-diphenyl-disulfo- 
xide, 

その 他 一 0.-nitro-diphenyl-disulfide. 2,2/,4, 47-tetra- 
nitro-dipheny!-disulfide. 

と の 肉 nitrophenide を 除い て は 殆 ん ど 殺 虫 効果 は 認 
め ら れ な か つた 。 disulfide 獅 で は -NOzs の 結合 位置 , 
融点 を 除い て は , 水 , 酸 , アル カリ 脂肪 等 に 対す る 論 解 
性 , その 他 の 性 質 は 何れ も 極め て 類似 し て お ぉ つた 。 叉 こ 
れ ら は 腸管 内 で 選 元 され て -S-S-。 結合 が 切れ -SH, ( メ 
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プチ ッ ド ) を 形成 する の で , ポー ラロ グラ フ に より 居 元 
電位 を 測定 し た 処 (pH.7.0) m.m/-(-0.36V). o.o/-(-0. 
35V). p.p/-(-0.33V) で 殆 ん ど 同 値 で あつ た 。 従 つて メル 
カプ チッ ド 形 成 力 は 3 者 共 大 差 な い 事 が 判明 し た 。 NOz 
基 は 1 個 , 2 個 , 4 個 の 場合 も 人 多く 差異 が な か つた の で 
本 基 の み が 希 虫 力 を 現 わ す と は 考え を られ な い 。 そこ で 
NO 基 と -S-S- (シス ぇ ティン 基 ) と の ペン ゾー ルル 核 を 介 
し て の 結合 様式 即ち 結合 エネ ルギー が 問題 と な る 事 が 推 
測 さ れ た の で diamino, dimethy1, 等 の disulfide を 作 
りり 目下 研究 中 で ある 。 


19. 異形 吸 人 
に 於 ける 所 見 


日 本 寄生 虫 病 研究 所 
孝 戸川 正岡 
On the anthelmintic datum 
Heterophyes heterophyes 
var nocens in man. 
Takashi Akagi, Satoru Togawa, 
Chiaki Masaoka 


広島 南 地方 域 の 和牛 類 に 於 て は , 有 
害 吸虫 及び その 他 近 似 種 の 類 被 の 見 出さ 
る る 事 は , 先 年 来 浅田 博士 指導 の 下 に 金光 虎 雄 , 大 田 垣 
二 後 氏 等 に より 攻 究 せら れ 昨 年 度 本 学会 に 報告 せら れ た 
る と ころ で ある 。 従 つて 同 地 方 の 住民 中 に は 屋 * これ ら 
吸虫 人 体感 染 を 認め ら る る 事 あ る は 決し て 稀有 な ら ざ る 
と ころ で ある 。 

余 等 は 昭和 24 年 以降 4 ヵ年 間 に 外来 20246 名 に つき 
調査 し 有害 異形 吸虫 保有 者 , 104 名 (0.5122) を 証明 し 
<。 そ の 性 は , 男 70 名 女 34 名 (0.1 
622), し て 吸虫 科 に 属す る 吸虫 に し て 二 種 寄生 
の も の 17 名 (0.082) を 認め その 種類 は Pygidiopisis 
summus 9 名 , Stellantchasmus falcatus 5 名; Meta- 
gonimus yokogawai 3 名 で あつ た 。 

人 体 に 感染 せる 有害 吸 下 に つい て は 田 博 
士 等 は 一 新原 虫 法 と し て , カマ ラ を 推 散 せら れ た 知見 に 
基き 余 等 は 29 名 の 本 虫 保有 者 を 入院 せしめ 27 名 に つき 
カマ ラ を 追試 し 何れ も 適 確 に 原虫 の 目的 を 達し 得 
た 次 第 で ある 。 に 


北里 研究 所 長 野 寛 治 
Control measure for trematodes 


whose intermediate hosts are 
aquatic-oviparous snails. 


Kanji Nagano ” 


今 か ふら 20~30 年 前 に は 岡山 肝 地 と は アメ 
タニ シ が 多 小 網 一 で 720 る と れ た 程 で あつ た 。 
研究 の 結果 マメ ぇ タニ = シ は 極 大 ふぁ の は 
魚の 好 飾 で ある 事 , セル カリ ア の 寄生 し て いる も の は 運 
卵 せ ぬ 事 等 が 判明 し た 。 こ れ ら に 基き 考案 され た 3 種 の 
除法 (森下 編 最新 寄生 病 学 は いづ れる 相当 の 効 
果 が 認め られ た が の 究 中 さ れ た 。 所 が 1947 
年 久 振 に 岡山 の 実 を 訪ね マメ メタ ェ = の を 
めそ の 原因 が 終戦 の 数 年 前 移入 され た ザ リ ガ = (Camb- 
arus clarkii) で ある こと を 知 つ た 。 し か し 此 者 は 農 作 に 
有害 と られ て いた の で その 放任 し て いた 浦 
士 は 山梨 片山 に ゃ 同様 の 事実 を 認め , し か も 作 
に は た いし た 害 は な いと 報告 し た 。 こ れ に 力 を 得 て 調 査 
を 進め た 結果 次 の 事 が 判明 し た 。 I. マメ ター= シ 減少 の 
理由 は ザ リ ガ = の 親 が マメ ぇ タニ = シ の 親 を 捕 喰 する の で は 
な く ぐ ザ リガ = の 小 供 が マメ ぇ メタ = シ の 小 供 を 捕 喰 す る 鎌 で 
ぁ ある 事 。 II. 化 直後 の タニ = シ は 上 が で 上 且 運 
動 が 活 普 な の で 捕 喰 され や すい 事 。III. 前 記 地 域 に 於 て 
も 閉 通 の タ = シ や = ナ の 減少 せ ね の は 前 者 は 胎生 で あり 
後者 は 胎生 で 直後 既に 上 は 硬く ザ リ ガ = の 
に 適 せ ぬ 事 。 IV. マメ タニ = シ 減 少 に 件 ぅ 肝 虫 
幼虫 の 減少 は 著しく 以前 は 同 地 の ィ イシ モ ャ r ュ に は 一 尾 に 
付 下 均 約 2000 個 で あつ た が 最 拍 は 200 個 以下 と な り , 
中 に は 無 寄生 の も の さえ 見 える よう に な つた 事 。 千 お 茨 
城 も 類似 の 所 見 が 見 られ 東京 の 洗足 池 は 根 の 
と な つた 。 上 の 理由 に り 私 は 上 人 は 
ザリガニ = の 利用 に より 根 編 可 能 で ある と 信ずる 。 

ザリガニ = は 水田 に 穴 を の 若 根 を 鉄 み 切り そ 
の 他 肺 吸虫 の 中 間 和 宿主 と な り 得 る な ど 忌 むべ き 点 が 少く 
な い が 方 水 , ぼう ふら の 捕 , 水田 中 の 雑草 
除去 な ど 有 穫 な 点 も 少く な い 。 又 渡 来 以 来 約 20 年 に な 
る が , その 聞 た い し た 害 は な いよ ょ よう で ある か ら 一 撲 減 渉 
と し て 特別 の 注意 (生食 , 田植 時 の 監 の 下 に 控 
用 すべ き で ある と ぅ 。 
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21. 分 離 処理 の 研究 (6) 
恒 の 化学 処理 た に つい て 


川 生 研究 所 
玉 感 原田 文 武藤 
Studies on the separatory treatments of 
stool and urine for parasite controle(6). 
On the chemical treatments of stool. 


Takeshi Kodama, 
Fumio Harada, Nobuo Muto 


分 離 処理 ょ つて 分 離せ られ た 化学 剤 処理 
と し て , ソー ダ と 二 硫 化 素 に つき 試験 を 行 
つた 。 使用 する 選 1012 月 の 2 ヵ月 間 分 離 
せら れ た の を 使い , これ に 上 記 0.05 22, 0.1 
22, 1.022 の 拓 に し , に 2~5°C の 2 週 
間 ま で 作用 させ た 。 づ 分 離 展 中 の 卵生 存 1 ヵ 
月 毎 に 調査 する と , 3 ヵ月 後に は 激減 し て わずか 3.2 2 
が 生き 残る に すぎ な い 。 し か る も 恒 尿 分 離 式 便所 の 恒 の 貯 
能 力 は 普通 3 ヵ月 以上 で ある , これ を 
この 少数 の 生存 卵 が 目標 に な る 。 今回 の 殺 卵 試験 こ ょ れ 
ば , の 死 95/jop 以上 を 目標 に し た 場合 , 尿 混 
合 で は ソー ダ が 有効 で , 0.05~0.1 の 濃度 で 
37 日 目 に 全 に 効果 が み ら れ る 。 次 に 展 の み を 対象 に 

て 物 を 混合 する と , ー ダ を も 二 硫 化 素 1. 
0 2 の 濃度 で は 3 日 以内 に 史 * 完全 な 殺 卵 作用 を 発揮 す 
る 。 前 者 は これ より 濃度 を 下げ る と 稽 ょ 死滅 牽 は 低下 す 
る が , 2 及び 塩 醸 々 性 に し て 0.05 2 の 割 に 加え た 
も の も 7~14 日 後に は 効果 が み ら れ る 。 又 了 硝 酸 水 に 酸 
を 加え , これ を 直ちに 投入 拠 控 し た 場合 る 有効 で ある 。 
一 般 に 酸 処理 の た に は を 酸性 に 保つ 必要 が 

る が , 新鮮 な pH5.2 0.2 程 で あり, は 約 5 
日 間 多 は 約 1 ヵ月 酸性 を 持続 する た め , 液 性 を 更に 酸性 
に する 必要 は な いと ょ と 思 わ れる 。 し か し 便 槽 中 の 分 離 屋 は 
秋 よ ょ より 多 に か け 約 3 ヵ月 に 於 て 6~7 に 上 昇 す る の で , 
この 場合 に は 酸 の 漂 加 に ょ り 液 性 を 変え ね ば な ら な いよ 
う で ある 。 

以上 の 実験 成績 と こと ょ れ ば , 酸 ソ ー ダ も 二 化 素 
分 離し た 屋 の 処理 に 用 いる に は , その 1.0 が 安 金 で あ 
り , この 制 合 で 混合 する と 6 人 家族 1 年 分 の 民 を 処理 す 
る の に , どちら る も 約 300 円 で すむ 計算 に な る 。 但 し 二 硫 
化 素 は 引火 性 の が あぁ る の で , に は 注意 を 


する }> 


つい 


うべ き で ある 。 お の 履 良 , 薬剤 添加 工夫 等 に 
よ ょ より, 投入 華 剤 量 を どの 程度 まで 減ら すこ と が で きる 
か , 又 野 外 試験 に 於 て は どの ょ うな 使用 法 が 遮 切 で ある 
か に つい て 検討 中 で ある 。 

(追加 ) ( 北 研 ) 長 野 寛 治 
恒 尿 を 分 離し た 場合 の 大 便 の 部 分 に 同 量 の 水 を 放 え , 
それ に 酸 を 0.1 割 に 混入 所 て お け ば 各 
期 に 於 て 2 週間 以内 は する 。 ア ルカ 化 

し て お る 選 尿 に は 無効 で ある 。 


22. 一 農村 を 対称 と せる 短 
虫 の 作業 


横浜 医大 寄生 虫 病 
松 崎 義 周 中 條 基 
その 部 落 全 に 設置 せる 


良 便所 ( 便 溜 ) の 効果 に つい て 
Studies on eradication of hookworm 
and ascaris in a rural village. 
Part II. On an effect 
of the sanitary privy. 

Gishu Matsusaki, 
Koremoto Nakajyo 


昭和 22 年 12 月 より 茨城 村 に 於 て 各種 基礎 調査 
を 行 つ た 結果 , 同村 の 如き ( 79 22 2, 
査 ) で は 単に 虫 の み で は 虫 の 撲滅 期し 
難く , 効果 の 薄い 事 が 明 と な り , 昭和 25 年 9 月 より 10 
月 に か け て 同村 部 落 に 三 二 中 式 の 改良 便 及び 
便所 を 設置 し , を 施さ ず 虫 の が 如 
何 に 変動 する か を 見 て 来 た 。 そ の 結果 は 第 一 表 及 び 第 二 
表 の 如く , 設置 後 一 年 で は 効果 は 見 え ず , 二 年 後 よ り 徐 
々 に 低 下 し て 来 た 。 

で は 25 年 74 な り し も の が 51 に, 多 で は 
24 22 ( ) の も の が 2722 ( 浮 , 併用 , 従 
つて 法 24 も の な れ ば 億 で は 約 40 推 
定 ) と な り , 両者 共に 相当 の 低減 を 示し て 来 た 。 

し か 同 便 は 長 さ 7 幅 3 , 深 さ 3 尺 の の 
で , 必ず し も も 理 な 容易 の も の で は な い 。 に 
同時 の 簡単 な も の で 効果 を 期待 し 得る る の と 
信ずる 。 集 園 を 併せ 行 を ば 一 果 る も の と 
考え る 。 
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第 1 表 
第 2 第 4 
23.1 | 56 49(88%¢)11(202¢)| 59 51(862¢)h6(2726) 78 78 | 63(79%6) | 31(402) 
25.3 | 55 |47(85%) 3(526) | 73 55(752%)| 2(3%) 93 18(8426)13(142)| 83 | 63(7628) | 16(19%) 
同 | | | 
25.10 | 便 置 | 
25.11 | 40 10(252¢)| 49 34(692)| 7(1426) 40 30(752)11(282)| 68 |50(7322) | 20(292%) 
26.11 | 55 59 78 79 | 65(8226) | 32(412) 
27.10| 43 28 16(542)| 9(322%) 38 122(582¢)11(292%)| 53 |29(552%) | 9(17%) 


第 2 表 


検査 数 | 


便 池 良 好 | 108 |80(7422) |27(252%) | 
不良 叉 は 使用 ず | 114 |98(8626) | 15(1322) | 


23. The epidemiology of inte- 
stinal protozoan family groups. 


D.E. Wykoff, M. Yokogawa, S. Su- 
giura, Y. Komiya and L.S. Ritchie 
(406th M.G.L., Nat. Inst. of 
Health, Tokyo, Inst. of Publ. 
Health, Tokyo, Yamanashi Med. 
Research Institute, Kofu) 


抄 し 


24. Schistosomiasis japonica 
in Formosa. 


National Taiwan University H.F. Hsii. 


Since the discovery of Schistosoma japomcum in 
the domestic animals (pigs, water buffaloes, oxen, 
goats aud dogs) in Formosa by Takegami in 1914 
and the discovery of the infected intermediate host, 
Oncomelania formosana, in the same area by Yoko- 
gawa in no authentic human cases of this disease 
have been reported. It remains to be a puzzle to 
the parasitologists-why human cases of schistosomi- 


91 | 61(672) | 14(152) 
69 | 60(872¢) | 13(192) 


85 | 38(452) | 22(26%) 
| 44(722%) | 19(31%) 


| 
検査 数 | | 検 数 | | 
| 
| 
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asis japonica can not be found there. Recentiy, we 
seem to be able to solve this puzzle by the finding 
that Schistosoma japonicum in Formosa is a special 
strain which can develop well in domestic animals 
but not in the human beings. Accordingly this stra- 
in is considered to differ physiologically, although . 
not morphologically, from the strain of Schistosoma 
japonicum in the Chinese mainland, Japan and the 
Philippines. The establishment of the new strain is 
based on the results obtained from the epidemiologi- 
cal and experimental studies. 

(1) Epidemiological Proofs. Using sedimentation, 
acid-ether and hatching methods, we have failed to 
find schistosoma ova in 12,591 stools from 4,197 pe- 
rson from the most suspicious villages in the Form- 
osan endemic area. On the other hand, the same 
method of stool examination reveals in the same 
area 62 2¢ of dogs, 252%¢ of pigs, 82 of water buff- 
aloes and 32 of goats positive for the ova of this 
parasite. 

(2) Experimental Proofs. 6 human volunteers w- 
ere innoculated with the cercariae of Schistosoma 
japonicum from the snails, Oncomelania formosana, 
from Formosa. Volunteers I and II were innoculatd 
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with 25 cercariae ; Volunteers IIIl and IV with 250 
Cercariae and Volunteers V and VI with 500 cercar- 
iae. Daily stool examinations by the sedimentation 
method for a period of 2-5 months for these volun- 
teers have been failed to find any schistosoma ova 
although they show in due course other symptoms 
and signs of schistosoma infection such as eosinophi- 
lia, abdominal colic and positive intradermal reacti- 
on. These facts indicate that the cercariae, after 
the penetration into the human body, can develop 
only to the schistosomula stage but not to the matu- 
re stage. 

Judging from the results of our studies as given 
above, we ‘believe that Schistosoma japonicum in Fo- 
rmosa is in reality a non-human strain, which is 
herewith created for the first time of this blood flu- 
ke. 


25. 日 本 住 血 吸 虫 の 免疫 学 的 研究 
皮 内 反 座 に つい て (第 1 報 ) 


群 大 医 寄 生 
沢田 利 鈴木 岡 常 


Immunological studies on 
Schistosoma japonicum. 
(1) Cutaneous reaction. 
Toshisada Sawada, Ineo Suzuki, 
Tsuneharu Oka 


成虫 体 り の 抗原 抽出 及び 分 に 沈降 反 及び 
雄 虫 体 水深 皮 内 反 に つい て は さき の 寄生 学会 
関東 部 会 に 於 て べ た 。 雄 虫 多糖 類 分 , 白 分 
多 分 にょ よる 人 の 内 反 を 行い , 一 般 に 
慢性 者 , 自覚 症 の な い 者 等 に は 反 座 腸 く 八 性 症 の 者 に は 
反 強く , 強度 の ある 場合 は 反 現われ な いこ 
と を 知 つ た 。 更 に これ ら 分 視 を 用 い 感 染 牛 及び 山羊 の 皮 
内 反 を 行い , 雄 虫 分 に 最も 強い 反 が 現われ る 
こと を 知 つ た 。 

叉 共 通 抗原 の 有無 を 槍 す る 目的 で 各 分 害 を 用 い , 肺 吸 
虫 感染 犬 , 肝 蜂 感染 牛 の 皮 肉 反 を 行 つ た 
何れ に 於 て 抗原 が 最も 強い 反 を 示し 蛋白 
抗原 は 反 應 を 示す こと が 少な か つた 。 以 上 の こと か ら 蛋 
白 部 分 に 反 必 原 性 も 特異 性 も 張 く , 多糖 類 部 分 に は 共通 


抗原 が 多い も の と 思わ れる 。 
モ ル モ ッ ト を 多糖 類 750 1cc。 は 75 


0x0.5cc の 皮下 注射 に より 感 作 を 行い , 3 週間 後に 同 
一 液 各 0.2cc を 静脈 内 注射 し て 両者 共 軽 度 の 間 代 性 親 
番 (anaphylaxie 様 シ ョ ッ ク ) を 起 し 得 た 。 

人 告 お 上 記 皮 内 反 座 の 用 量 に 於 て は 名 商 原 と な る こと は 
な い 。 又 生 理 的 食 均 水 に 区 解 し た 各 分 害 は 5°C 以下 の 
水 室 に 保 て ば 少く と も 2 ヵ月 間 は 使用 可能 で あぁ る 。 

(追加 ) 医大 ) 森 下 夫 

reagin の 濃度 に よ ょ つて polysaccbarid 及び protein 
Naction の 反 應 が 左右 され る こと が 重要 と 老 え る 。 


26. 日 本 住 血 吸虫 症 の 実験 的 研究 
1. 血液 の 変化 に つい て 


大 阪 赤十字 病院 研究 科 
西 川 博 
Experimental studies of schistosomiasis 
japonica (Report 1). Changes of blood. 


Yoshiro Nishikawa. 


実験 的 に 家 束 に 注 血 吸虫 を 感染 せしめ て 血液 の 生物 学 
的 性 駄 を 詳細 に 追求 し た 。 

1. 赤血球 数 は 感染 経過 に つれ て 減少 する が 感染 2 ~ 
3 週 目 に 泊 減 し て 感染 後 期 に は 100 万 ~200 万 台 に 減少 
す 。 Polychromasie は 各 例 と も 全 経過 中 軽度 古 ら 認 め ら 
れ , Poikilocytose, Anisocytose も 認め られ る も , 赤 血 
球 が 多い 。 

2. 血色 素 量 は 赤血球 数 の 減少 と で 比例 し て 減少 す 。 

3. 白血球 数 赤血球 同様 の 経過 を 示し , 感染 3 週 目 
か ら 減 少し て 1000~2000 台 に 減少 す 。 

白血球 像 で は 好 酸 球 増 多 症 は 3 週 邊 か ら そ の 傾向 を 現 
わし 5 週 目 に 最高 を 示し 64 祈 の 高値 に 達し た 例 も ある 。 
増 多 症 を 示し た No.4, 6, 8, 9, で は 肝臓 そ 
の 他 内 臓 に 好 酸 款 浸潤 が 著 明 な る こと は 興味 ある 所 見 で 
ある 。 好 中 球 , 球 は 好 増 多 症 を 示す 例 で は 比較 
的 少 を 示す 。j は 閉 変 な し 。 

4. 全 白 量 は 最高 8.2~ 最 低 4.4gr/d! 
で 変動 は 極 く 少な い 。No. 8 のみ は 感染 6 週 朋 は 感染 前 
こ 比 し 僅 に 増加 する 外 他 は 大 し た 変動 な し 。 

(2) アル プ ミ ン 最高 4.47~ 最 低 1.85 gr/d1 で 感染 
経過 に つれ 若干 の 傾向 を 示す 。 
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(3) ダ プリ ン 最高 4.25 最低 0.91 アル プ 


ン と 反対 に 感染 経過 に つれ 。 好 酸 多 の 
閉 明 な 例 に 於 て 本 傾向 が 認 ろ られ る 。 

(4) Ca 感染 末期 に 僅 に 増加 の 傾向 が ある 。 

(5) K 例 数 が 少な い が , 感染 初期 に 減少 を 示し 感染 
末期 に 僅少 の 増加 の 人 向 を 示す 。 

(6) P 全 経 過 中 大 し た 変動 を 認め ず 。 

結論 

1. 和 血 及び 好 酸 球 増 多 症 は 感染 後 2~ 3 週 月 か ら 著 
明 に 出現 す 。 本 は 虫 体 の 毒素 , 等 の 機 にょ る 
外 , 肝 , の 網 内 系 に 多量 の 液 が こと に も 
よる 

2. 白血球 は 感染 経過 に 従 つて 減少 す 。 好 酸 球 増 多 症 
は 感染 3 週 目 頃 か ら 著 明 と な る 。 

3. 血清 令 白 中 アル プ ミ ン の 減少 , グダグダ ョ プリン の 僅少 
の 増加 は 感染 に 現 われ る 性 変 と な 関 
係 が ある 如 し 。 

4. Ca 量 の 感染 後期 た 僅 に 増 如 する は 虫 卵 の 石 次 化 
と 若干 の 関係 を 有する を も の と 皿 殿 す 。 

( 道 加 ) (生物 理化 研 ) 宮 川 米 次 

古い 人 が 余り 波面 像 に つい て 研究 し な いよ うに いう て 
お られ る が 先 人 を も 沢山 や つて お る 。 私 の 所 で 陳 方 乏 君 が 
相当 に し 実 医学 雑誌 に 抽 に 載せ て あり , 
Faust, Meleney monography に も ある か ら 御 参考 願い 
た い 。 

(追加 ) (Taiwan Univ.) Dr. Hsti, 

It will be interesting to know the results of the 
eosinophile count six weeks after the infection in 
order to know whether the eosinophiles remain high 
so far as the worms remain in the host or the eo- 


. sinophilia will disappear in a due course of time. 


If the latter is the case, we should like to know 


27. 日 本 住 血 吸虫 症 感 
の 治療 


東大 ・ 医 
大 越 伸 高橋 石井 俊 
Studies on the treatment of schi- 
stosomiasis japonica in cattle. 


Shin Okoshi, Takeo Takahashi, 
Toshio Ishii 


山梨 の 有 病 地 に 飼育 され る 日 本 症 感 
に つい て ア ンチ モン 療法 に ょ る 集 園 治療 試験 を 実施 し 
た 。 

農家 は 感染 和牛 の 治療 注射 の 回 数 が 十 数 回 に 豆 る 時 は 生 
の 上 曳き 付け を 嫌 つ て 出場 を 渡り 用 に は 不 完全 治療 に 終っ 
て 事業 を 困難 な らし め 生 上 の 不安 を に 一 
所 す る こと を 得 な か つた 。 よ つて 本 研究 に 於 て は 感染 和牛 
の 注射 回 数 を 5 回 以内 に て ア ンチ モン 剤 の 療法 
を 行い 訪 後 7~10 ヵ月 の 長期 間 に 豆 つて 再発 の 有無 を 検 

第 1 回 治療 試験 は 昭和 25 年 度 に 於 て 感染 和牛 31 頭 に 対 

し ナ ト リ ツ ウツ ささ 吐 酒 石 5.2~28.7 mg/kg を 注 し 20 日 後 
に 第 1 回 虫 卵 検査 を 行い 更に 220 日 後に 第 2 回 虫 卵 検査 
を 実施 た 結果 , 第 1 回 虫 に 於 て は 虫 , 
10 , 不 参 2 頭 で ちり 第 2 回 虫 卵 に て は 
頭 , Q9 頭 , 不 参 15 頭 で つて ナ ト リ ツ 
ム 吐 酒 石 26.1 mg/kg 注射 を 以 っ て 金 治せ し め 得 た 。 

第 2 回 治療 試験 は 昭和 26 年 度 に 於 て 感染 和牛 156 頭 に 
対し ナトリウム 吐 石 1.326.1 mg/kg を 注 し 51~ 
111 日 後に 第 1 回 虫 卵 検査 を 実施 し た 結果 , 第 1 回 虫 卵 
検査 に と 於 て は ⑮69 頭 , Q54 頭 , 不 参 33 頭 で 
ぁ あり 2 回 虫 卵 検査 に と 於 て は 30 頭 ( 旧 16, 新 10 
再発 4) 虫 卵 Q79 頭 ( 旧 31, 新 23, 陰 輔 25) 不 参 47 
頭 で あ つて ナ ト リ ツ ム 吐 酒 石 24.8 mg/kg 注射 を 以 っ て 
全治 せしめ 得 た 。 

以上 の 成績 を 総括 すれ ば (1) 感 牛 の 集 園 治 療 は 注射 
同数 5 回 以内 を 以 っ て ナ ト リ ツ ム 吐 酒 石 24.8~26.1 
mg/kg 注射 量 に ょ り 目 的 を 達し 得 た 。 (2) 注射 後 2~3 
ヵ月 経過 時 の 卵 成 績 は 更に ヵ月 後に 検 
査 に 当 つ て 多数 の 再発 歌 は 虫 卵 陰 輔 せる 例 を 認め た る を 
以 つ て 日 本 性 虫 の 判定 は 相当 長期 間 の を 
要する 。(3). 完全 殺 以下 の ナ ト リウ ツ 吐 酒 石 少量 注 
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射 の 場合 に 於 て も 少数 の 全治 例 を 認め た 。 

試験 し た こと を 人 附 記 する 。 

( 問 ) (京都 府立 医大 ) 小林 時 溢 郎 

2) 副作用 は 如何 で すか 。 

( ) 

1) 山梨 の 有 病 1 市 58 町 村 に 飼育 され る 約 
5000 の 和牛 に つい て は 昭和 19 年 の 感染 牽 43.4 2 ( 俳 試 牛 
2051 頭 に 付 ), 20 年 度 19.8 2 (756 頭 に 付 ), 21 年 度 
30.1 2(1147 頭 に 付 ), 22 年 度 47.1 22 (867 頭 に 付 ), 
23 年 度 23.622 (661 頭 に 付 ), 24 年 度 10.5 2 (1564 頭 
に ), 25 年 度 24.2 2 (1274 頭 に 付 診断 法 に 
よ ょ よる) で あぁ つた が , 本 発表 の 如き 集 園 治療 を 実施 し た 
果 26 年 度 の 感 6.7 ( 併 試 3.694 頭 に 付 
診断 ょ る ) に た 。 

人 告 お 有 病 地 に 飼育 され る 約 13000 頭 の 犬 に つい て は , 
感染 率 68.6 22 (8 町 村 の 併 試 犬 51 頭 に 付 ) の 成績 を 得 
た 。 

2) "本 発表 の 如き 衝撃 療 法 に 於 て は 当然 副作用 の 発現 
を 伴う 5 の で ある か ら , 中 毒 の 解 尋 に 関し て は 本 試験 と 下 
行 し て 同時 に 実験 を 重ね , 既に 昨 27 年 10 月 10 日 甲府 
市 に 開催 され た 第 12 回 関東 部 会 第 26 及び 27 番 (第 21 
年 日 本 審 生 虫 学 会 記事 131 頁 参 照 ) に 於 て 発表 し た 如く 
Hypo 療法 を 應 用 し た 。 

HHypo 療法 は 解 毒 に 必要 な 活性 SH 基 を 有 て す る 一 種 
の gulutation で あぁ つ て , Antimony 中 毒 の 竹 性 重症 の 
も の に 対し て は 起死回生 の 対 的 解 は 言え な い 
に し て も 人 相当 有効 な 治療 成績 を 挙げ , 軽症 中 は 
し 得 た 。 


28. 日 本 住 血 吸 虫 の 組織 化学 的 研究 


"熊本 大 医 生 

守 
Histochemical studies on 
Schistoso xa _ japonicum. 
・ Mamoru Miura 


日 本 住 吸虫 について, 各種 無機 物質 証明 用 い 
て 観察 し た 結果 , その 袖 包 膜 と ミラ チ ヂ デ ッ ツ ム の 間 の 狭 際 


に Mg 証明 る 岡本 氏 Titangelb , 次 湊 度 酸 ア 
ルカ ヵ リ 潜 及 び Ca 証明 波 た る 岡本 氏 Alizarins 法 , Kossa 
の に 陽性 の 物質 が 存在 し , 鑑別 法 を 施行 し た 
結果 , 夫々 Mg 及び Ca の 量 色 反 座 に 一 致す る 。 又 Co 
並び に Zn 証明 潜 た る 岡本 氏 Dithizon 法 に ょ り 紫 紅色 
微細 質 が ミラ チ ム 周 辺 , 特に その 側 及び 
両側 の 中 央 部 * 側 に 近い 所 に 在 す る 。 
Hg 証明 法 た る 岡本 氏 Dithizon に よ つ て る も * 同様 
に 反 物質 が 見 られ る 他 , 黒 紫 の 比較 的 な 粒 が 
卵殻 と 被 間 に 見 られ る 。 こ の 黒 紫 色 粒 は 貝 
に より その 数 は 一 定 し な い が , 仔 貝 完成 期 以 前 の 幼 若 な 
も の に は 見 出し 得 な い 。 前 記 の Mg, Ca 及び 紫 紅 色 徴 
細 和 題 粒 は 路 * 臓器 発生 期 以 後 の も の に 於 て 陽性 を 示す 。 

次 に 卵 内 自然 遊 出 せる ミラ チ ツウ ム の 胞 腺 
は エ オ ジン に 好 染 する こと が 知ら れ て いる が , 岡本 氏 
Alizarins , Aluminon , Dithizon Roehl の 
Ha&matoxylin 法 等 に ょ つて 撰 択 的 に 染色 され る 。 


本 
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29. 日 本 住 血 吸 虫 病 予防 撲 減 
に 関す る 研究 (第 4 報 ) 
病 予 防 研究 所 
岡 本 坦 
Studies on the prevention of sc- 
histosomiasis japonica (Report 4). 
Tan Okamoto 


日 本 住 血 中 間 宿 主 宮入 の 宮入 
域 の うち 川 , 堤防 等 で 他 地 区 か ら 稽 ょ 孤立 し た 地区 を 撰 
定 し , この 地区 肉 の 全 を ュ ン クリ ー ト し , そ 
の 効果 を 調査 し た 。 


この 地区 肉 の 多 洋楽 延長 は 2346.5 m で 面積 は 12.8 町 


歩 で あぁ ある 。 こ の は その 位置 及び 月 こと ょ つて 分 
つと 11 種 と な る 。 そ の 最も 古い も の は 昭和 16 年 鐘 上 で 
あぁ あり, その 他 の も の は 昭和 26.27 年 に 舗装 し , 最も 新 ら 
し いも の は 昭 和 27 年 6 月 完成 の と の で ある 。 

昭和 27 年 10 月 (湯水 期 ) に 宮入 中 棲 息 の 有 無 に つい 
て 調査 し た 結果 , 第 7 号 水路 以外 は 宮入 上 中 棒 和 島 は 認め ら 
れ な か つた 。 宮 入 の し て いる を ュ ン クリ 
ト すれ ば , 工事 の 床 に よ ょ つて 宮入 中 
土 中 に 埋没 され る 認め な く な る か ら , 本 を 
行う だ け で る 相当 の 効果 が 得 ら れる よう で ある 。 

第 7 号 水路 は 全長 415.5m の ぅ ち 中 間 部 の 50m に の 
み 宮 入内 を 発見 し 得 ら れる 事 か ら す れ ば , 上 流 又は 優 入 
し た も の で な く , 床 孝 土 に 十分 埋没 され な か つた 宮入 上 只 
が 再 優 入 し た も の と 思わ れる 。 

第 1 号 水路 は 昭和 16 年 に 鐘 開 し , その 上 下流 に 多数 
息 し て いた の で , 他 の 水路 成 と 相 て 石 克 
を 行 つ た 。 

こと の 際 使 用 し た 濃度 は 0.05 祈 で 3 日 間 放 置 し た 結果 , 
10 月 迄 の 調査 で は 生き た 宮入 内 は 発見 され な か つた が , 
28 年 3 月 調査 で は 3 個 発見 し た 。 即ち は 実 
守 同 様 に 相当 良好 な 殺 中 効果 が あつ た 。 
今日 迄 の 調査 に よれ ば , コン クリ ー ト する だ 
け で は 宮入 内 に 対し 或 る 程度 の 生活 條 件 政 量 に は な る が 
完全 撲滅 は 出来 な い 。 又 水 路 の 一 部 の み 改 し た の で は 
効果 が 少 い 。 つて 有 病 地域 内 の 全 水 路 を , 
更に 必要 に じ て 石 次 法 を すれ ば , 宮入 上 
の 早 委 な る 完全 撲 減 は 可能 で あぁ る 。 


( 問 ) ( 北 研 ) 長 野 寛 治 

加 の 問題 で す が , 片山 地方 に デザ リガ = は お り ま すか 。 
お る と すれ ば 何 年 程 前 か ら で し ょ よう? 

( 答 ) 岡 本 坦 

1) 片山 地方 に て は ザ リ ガ = の す る 水 が 入 
り の で 毎年 石 交 窒素 殺 を や つて いる 入 は 発 
見 出来 な い 。 宮 入内 を 発見 し 得る の は 水 の 入 ら な い 灘 で 
あぁ あつ て ザ リ ガ = の 使用 は む づ か し いと 思 5。 

2) ザリガニ = は 何時 頃 か ら 棲 和 鳥 し て いる か 十分 に 分 ら 
な い 。 

( 道 加 ) (京都 府立 医大 ) 小林 

ザ リ ガ = と 上 貝 の 関係 に つき 追加 し ます 。 

現在 宮入 内 の いる 所 に は 余り ザ リ ガ = が 棒 ま な いよ う 
で す 。 僧 宮 入内 は 少く な つた が マメ タニ シ は コン タク リー 
ト 溝 に て いま す 。 


30. 肺 吸 の 生物 学 人 研究 
1 体外 試 育 実験 に つい て 


衛生 院 生 

大 島 夫 
Biological studies on Paragoni- 
maus westermanii. 1. Observation 


of worms in artificial medium. 


Tomo-o Oshima 


1) 材料 及び 方 法 

メタ セル カリ ア を 試食 せしめ て 1 年 後 の 犬 及び 猫 を 随 
時 電 肺 よ り 無 的 に 取り 出し た も の の , ち 損 傷 を 
受け ず 活 洪 に 運動 する も の 79 克 を 用 い , 小型 シャ ー レ 
中 に プロ ッ ク シ ャ ー レ を 入れ た も の に , 飼 義 液 を 2cc 入 
れ た 中 に (いずれ し た も の ), 1 投入 し , 
37°C に 保ち 24 時 間 ご と に 変え 観察 し た 。 

2) 飼養 液 中 に 於 ける 運動 

新鮮 な 虫 は , 14~21 秒 の 周期 で 特異 な 伸縮 運動 を 規 
則 正 し く 繰 返す が 飼養 日 数 経過 に 従い , 運動 部 位 は 前 御 
の み と な り み の , 運動 と な り 死 亡 す る 。 
動 の 渡 度 範囲 は , 24.5°C 一 42°C で 高 源 に は 敏感 で ある 。 
3) 各 液 中 に 於 る 生存 日 数 

運動 の 停 止 し , 刺 に 反 し な い 時 を 以 つ っ て 死 と 
すれ ば , 午 均 生 理 食塩 水中 に て 1 日 , Ringer 拓 液 中 に 
て 4.8 日 , Tyrode 氏 液 中 に て 8 日 生存 する 。 Tyrode 
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氏 液 に 抗生 物質 を 加え れ ば 午 均 生 存 日 数 は 8 日 で ある 
が , 個体 差 が 全く な く な る 。 個 体 変動 の 要因 の 一 つ は , 
異 る 随伴 菌 に よる も の と 思わ れる 。 (Cyste 肉 は 必ず し 
無菌 的 で な く , 連鎖 菌 , を 見 出す 場合 が あ 
る 2。) 

新鮮 虫 体 に 30~80 秒 週 期 で 運動 と 無関係 に 80~120 
個 の 卵 を 排出 する 。 

は 食塩 水 を 浮遊 液 と し て , スト ー ル 法 に より 
行い , 100 回 振 放 後 均 等 と な る 事 を 確 め た 後 , 95 2 信頼 
限 計算 し , させ た 液 20cc より 0.1cc4 標本, 
取る 方 法 を 笑 当 な る も の と し た 。 総 排卵 数 は 各 液 と も 3 万 
前 後 , Tyrode に 血 流 を 加え た も の の み 5 万 4 千 個 で , 
控 直後 の 子宮 内 より 考え れ ば , 既存 子宮 内 を 排 
出す る に すぎ な い 。 

日 別に 見 れ ば , 第 1 日 に し , 
する が 常 , を 排出 し 始め る 。 人 工 飼育 
中 で は , 恐らく メー リス 腺 機能 不全 に , 形 
成す る に ら な い の で あろ う 3 。 人 液 中 に て を 継続 
せしめ る 事 に 困難 と わざ る を 得 が , 今後 は な る 
べく 自然 の に 近く し , 生態 の 基礎 資料 と し 


31. 実験 犬 肺 吸虫 症 に 
関す る 研究 (第 一 報 ) 
大 阪 赤十字 病院 研究 科 
位 坂 光 
Experimental studies on para- 


gonimiasis of dog (lst report). 
Kiyomitsu Isaka 


肺 吸 虫 の 末 桁 面 液 像 に 関す る 報告 は 多い が 肺 吸虫 症 の 
性 の 変化 に 関す る は 殆 ど 見 当ら な い 。 
私 は 実験 的 肺 吸虫 症 の 血液 成分 の 変動 を 知ら ん と し て 本 
実 険 を 行 つ た 。 実 陰 竿 物 と し て は 約 10 kg の 雑 犬 を 用 い 
た 。 と し て は 高知 万 十川 の 「 も くず が に 
ょ り 取 出し た も の を 一 琴 宛 約 30 個 を 用 いた 。 

感染 後 経 日 的 に 末 像 の 検査 と 共に , 血液 の 総 
白 量 , 血糖 , Ca 及び K の 定量 を 行 つ た 。 

赤血球 , 素 量 , 血色 係数 及び 赤血球 沈降 速度 は 
多 変動 を 認め ゐる 程度 で ある 。. 赤 球 数 は に は 減少 
する も の が ある が , 殆 ん ど 正 常 値 に 近い 。 血 色素 量 及 び 


2 日 月 か ら は . 


訓 色 素 係数 は 一 過 性 に 減少 する が 痢 次 正常 値 に 復元 する 
傾向 が ある 。 赤 光 は 正常 値 を 保ち 変動 は 少 い 。 

数 及び 各種 白血球 , 例 共 増 多 症 を 来 
す が 感 染 4 週間 後 が 最も 著 明 で ある 。 好 中 球 は 各 例 共 減 
少 の 傾向 を 示す 。 好 酸 球 は 全 症 例 共 攻 次 増加 の 傾向 が あ 
り , 感染 後 4 週 目 頃 と は 中 等 度 の 好 酸 球 増 多 症 を 来 す 
が , 末期 に は 感染 前 と 比較 する と 増 率 は し て いる が 閣 炊 
正常 値 に 復帰 する 。 洲 巴 球 は 好 中 球 の 減少 に 対比 し て 増 
を 来 す 。 

陣 済 AL GI 量 の 変化 は 動 描 が あぁ つて 一 定 値 は 得難い 
が , Al 量 は 初期 に は 増減 相生 ば する ゃ も 次 第 に 減少 例 を 
減じ , 感染 8 週 後に は 各 実 葵 例 の Al 量 は 何れ も 感染 前 
より 増加 。 て 各 週 期 の 値 も 次 増加 の を 
し , 週 後に 平均 値 も 最 大 に す 。 犬 に 於 て は 
GI 量 が Al 量 に 比 し て 増加 の 傾向 を 示し , 初期 より 1. 
2 の 例 を 除き 増加 の 傾向 を 示し , Al と 同じ く 感 染 8 週 
後に は 完全 に 全 症 例 共 増 放 す 。 て 各 週 の 平均 
値 も 同様 に 増加 す 。 よ ょ つて Al と GI の 比率 は G1 の 塔 
加 に ょ つて その 商 は 感染 経過 に 従 つ て 減少 値 を 星 する 。 
実験 例 よ り 考 察する と GI の 増加 閉 し く Al と の 商 が 減 
少 著 明 な る も の は 病勢 の 進展 を 意味 する 。 

和 陣中, Ca, K 量 の 変化 は 動 搭 が あり 一 定 値 は 得難い 
が , Ca は 各 実 験 例 共 感染 経過 に 従 つ て 増量 の 傾向 を 旦 
し , 各 値 は 明らか に 増加 を 示す 。 し か し 
硬 液 の pH と は 一 定 の 関係 は 認め 難い 。 こ れ に 反し て K 
は 動 描 多 く , 各 週 期 の 平均 値 も 赤 変 動 が あぁ つて 一 定 値 を 
得 難 く 特殊 な 関係 は 認め 難い 。 ょ つて KK と Ca の 比率 
は Ca の 増加 に よ ょ つて , 各 症 例 共 感染 経過 に 従 つ て その 
は 減少 値 を て いる 。 

以上 の 如く 実験 的 犬 肺 吸虫 症 で は 白 面 球 増 多 症 , 「 ェ 
ォ 」 細胞 増 多 , Al に し て GI の 増加 に 附 せる 
Al と GI の 比率 の 変化 , 並 に 血 中 Ca の 増加 に よる K 
と の 比 牽 の 変化 を 来 し た 。 
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32. 肺 ジ スネ トマ の アレ ルギー 


慈恵 医大 林内 科 
松本 晋三 石垣 征矢 男 森下 香代 子 


The allergy due to Paragoniums 
westermanit. 


Shinzo Matsumuto, Soyao Ishigaki, 
Kayoko Morishita 


肺 デ スト マ ア レル ギー と し て は , すでに 肺 デ スト マ 貝 


体 乳 剤 を 用 いて 全 患 者 に 反 試み , 疹 発疹 


を 認め て その アレ ルギー を 族 明 し た 報告 は ある が , 我々 
は 全 者 の 卵 陽 性 チョ ュ レ ー ト 色 の 液 に て , 
動物 実験 に より その 抗原 性 及び 感 作動 物 に 及ぼ す 影 響 を 
観察 し , 次 に 和 肺 ポ デス トマ 患者 に 同 液 に ょ る 皮肉 反 を 行 
いそ の 過敏 性 を 追求 し 次 の 結果 を 得 た 。 

1) 肺 デ スト マ 貝 卵 陽 住 の 定型 的 チョ ュ レ ー ト 色 路 導 
を 10 割合 に 乳剤 と な し , 100°C 15 分 間 後 
に て 濾過 し その 濾液 を 更に 100°C 15 分 間 煮 沸 減 菌 し た 
も の を 液 の 原液 と し た 。 

2) 上記 卵 陽性 路 液 の 原液 を 生理 食塩 水 に て 
10 倍 に し た 液 0.5 cc を 日 3 回, 内 に 注射 感 
作 2 週間 の 海 について, 貝 卵 陽性 路 液 , デス 
トマ 後 の 陰性 非 血性 浸出 液 , 非 デス トマ 路 
液 及び デス トマ 貝 体 (富永 氏 の 方 式 に よる ) を 
用 い 皮 内 反 を 行 つ た 結 虫 卵 陽性 液 及び 体 
剤 に 於 て は 中 二 者 より 陽性 度 高 く , 中 二 者 の 間 に 差 は 認 
め らら れ な か つた 。 

3) 腸管 反 應 は 同様 感 作 海 終 に つい て Schultz Dale 
の 方 式 に し た が 非 スト マ と 虫 卵 陰性 非 
性 は 殆 ん ど な い が 陽性 路 は 著 明 な 
あり 明らか に 差 が 見 られ た 。 

4) 上記 感 作 海 及 び デ スト マ 患 者 血 注 に つい て , 貝 
性 出 液 に る 反 を 試み た が 何れ る 陰性 
で あつ た 。 

5) ヂ デス トマ 液 に よる 感 作 海 は , 感 作 後 
明 な が 見 られ た が これ は 体温 液 感 作 の 場合 
等 に も 見 られ 特異 的 と は 云い 得 な い 。 

6) ヂ ス トマ 卵 陽 (現在 若しくは ) 患者 例 に 
卵 陽 出 液 の 10 倍 生理 食塩 水 , 稀釈 液 0.05 cc 
を 前 肝 皮 肉 に 注射 し た 結果 金 例 に 著 明 な 丘疹 の 拡大 と 発 
赤 を 見 た が , 健康 者 及び 結核 患者 に は 丘疹 の 拡大 は な く 
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多少 の 周囲 発赤 を 示す も の が あつ た が , 明らか に 差異 を 
認め , 忠 体 漫 出 乳 剤 作 撃 に 要する 日 数 及び 労力 を 要 せ ず 
簡単 た 臨床 診断 の 補助 手段 と な る 事 が 認め られ た 。 


( ) ( 寄生 虫 ) 鈴 木 
皮肉 反 生理 時 間 如 何 。・ 

( 答 ) 
20 分 後 な り 。 

( 問 ) (岐阜 医大 ) 森 下 皆 夫 


肺 の の antigenitat は を 期待 され て 
で すか , 卵 で すか , 吸虫 の 代謝 で すか 。 

( 答 ) 石垣 征矢 夫 

1) 体 代 を 対 し た も の で ある 。 


33. ミラ ネジ ツァ の 
に 関す る 研究 TD 

肝 虹 ミラ キジ ウツ ム の 光 に 対す る 行動 


Ecology of the miracidium ID. 
Response to light in the mir- 
acidium of Fasciola Hepatica. 

Kazuo Yasuraoka 


1. 光線 方 面 に 対す る ミラ キジ ツウ ツ ム の 宣 位 
光 線 Lz・・Ls を 水槽 於 て 100Lux に な 
る よう に 位置 し , 初め L: に て 照射 する と M (ミラ キ 
ジッ ツ ) は の 光源 に 向 つ て 。 次 いで を , . 
L: の 光束 に 対し 90° の 角度 か ら の Lz を 点 ず る と , M 
は 90° の 方 向 変換 を し て L2 の 光源 に 向 つ て 進む 。 勘 く 
し て L2 か ら Ls, Ls か ら LL へ と 光線 方 向 を 切換 える 度 
に M は 新しい 刺 載 方 向 に 対し , その 光源 に 向う ょ う 方 
向 を 変換 する 。 既 ち M は 光線 の 方 向 を 感じ , 光源 に 装 
し 殆 ん ど 直 進 す る の で あり , その 交感 覚 器官 の 形 須 か ら 
し て も この 行動 は 多分 に 刺 替 相称 的 な も の と いえ を る 。 
2.。 ミラ キジ ツウ ツ ム の 走 光 性 に 及ぼ す 光 強度 の 影 緯 , が ガ 
ラス 水槽 ( 長 さ 15 cm, 幅 2cm) の 長 軸 の 両側 に Li, Lz 
の 2 つの 光源 を 置き , 先ず か ら 於 て 100 Lux 
を 5 分 間 刀 え M を L。2 側 に 集め , 次 いで Ls2 を 消し し L: 
か ら 器 に 於 て 50, 100, 410, 1300, 2500 及び 4000Lux 
の 各 強 行 光線 を 点 じ 1 分 20 秒 後 (水源 25~26°C) 
L: へ の 走行 性 反 座 和央 態 を 観察 し た 。 光 強 庶 の 増減 は 光 
波長 の 影 絡 を 一 定 こ に する た めす べ て = ュー トラ ルフ ィ ル 
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ター に よ つ た 。 この 場合 Ls の 光 強 度 が 増加 すれ ば する 
程 , L1 側 に 集 る M の 数 が 減少 する 。 こ れ は M が 光源 
に 対し デ グ ダグ ザク 或 は 回 旋 を 示し つつ 進む た めで , 即ち M 
は 50 或 は 100 Lux と いう よう な 旭 強 度 の 光線 に 対し て 
は 直 準 する が , 光 強 度 が 更に 増大 する と 刺 戦 方 向 に 対す 
る 直 共 は 失わ れる 。 次 いで 光源 を L: の み と し , 最初 50 
Lux を 5 分 間 興 える と , M は その 90 用 以 上 が 光源 側 に 
合 す る が , その 光 強 度 を 550, 1050, 2050, 3050 及び 
4050 Lux と 次 第 に 増加 せしめ る と , 光 強 度 の 増加 と 共 
に M の 光源 か ら 遠 ざか る も の の 数 が 増加 する 。 又 逆 に 
光 強 度 を 減少 させ る と M は 光源 に 向 つ て 進む よう に な 
る 。 ち 光 強度 の 増大 は M の 走 光 性 を 陰 , 
少 は それ を 陽東 せしめ る 。 

3。 ミラ キジ ツ ム の 走 光 性 に 及ぼ す 度 の 影響 

ヌメ ディ ウツ ム の 人 各 浪 度 (5°C~40°C) に 於 て 走 光 性 の 遡 
清 は 認め られ な い が , 13°C~10°C で は 運動 極め て 
除 , 回 運 動 を 示し 光 に 対す る 反 は 不 で , 10°C 
下 に な る と 全く 認め られ な い 。 又 35°C 以上 で は 運動 は 
非常 に 活 江 で M は 水槽 内 に 分散 し , その 行動 は 不 規 
則 と な る 。14°C~32°C に 於 て M は 題 閉 な 陽 隆 走 光 性 
を 示し , その 走 光 性 反 應 速度 は 渡 度 の 上 昇 と 共に 増加 
し , 両者 の 関係 は 反 座 速度 を y, 泊 度 を x と すれ ば y= 
ー1.676 十 0.146 x と いう 一 次 式 で あら わ さ れ る 。 


34. 有 多 無人 條 の 内 
生存 期限 及び 其 の 成育 に 薩 いて 


日 本 寄生 虫 病 研究 所 
浅 田 順 一 大 田 垣 博雅 
房 土肥 幸 枝 


Life duration and development 
of Taenia solium and T. sagi- 
nata in the definitive host. 
Junichi Asada, Hiromasa Ootagaki, 
Fusa kaji, Yukie Dohi 


余 等 は 中 國 地 方 の 住民 及び 外地 帰還 者 を 含め 昭和 22 

年 以降 6 ヵ年 間 に 有 多 條 虫 11 例 , 無 鍋 條 虫 21 例 の 保有 

- 者 を 認め , 虫 及び 実験 の 結果 これ ら 條 の 発育 関 

し 参考 と な みみ べき 知見 を 得 た ひで その 成績 を 要約 する と 
次 の 如く で ある 。 

1. 有 釣 條 虫 の 保有 者 11 名 中 完全 叉 虫 例 は 8 例 , 不 


沈 全 叉 虫 3 例 で ある 。 こ の 3 例 に つい て は , 人 体内 再生 
発育 試験 を た 。 本 條 の 頭 節 が 再生 発育 し 
中 に 固有 の 卵子 を 認 む る は , 57 日 ~61 日 を 要 し , 古 し 
て 体 節 を 証明 する 時 期 は 60 日 ~64 日 を 算 し た 。 本 條 虫 
保有 者 の 地 理 的 関係 を 見 る に 外地 帰還 者 は 8 名 に し て , 
肉 地 居住 は 3 名 で ある 。 各 保有 者 の 供 輝 に 微 す る に , そ 
の 最長 保有 期間 は 6 年 6 ヵ月 , 最短 保有 期間 は 2 年 2 ヵ 
月 で あつ た 。 貝 体 の 長 さ は 最短 4 米 15.7 畑 , 最長 6 米 3 
5.7 で ある 。 人 で ある が 1 個体 に 5 條 を 宿 せ る 

1 例 を 証明 し た 。 

1. 無 條 虫 21 例 中 完全 17 例 不 完 全 4 例 に 
つい て は 人 体内 再生 発育 試験 を 途 げ 工 便 中 に 固有 の 卵子 
を 見 出す 時 期 は 58 日 ~71 日 こし て 体 節 の 排出 は これ よ 
り も 少し く 遅 れ 59 日 ~73 日 の 経過 日 数 を 要 し た 。 この 
時 期 に 於 る 虫 体 の 長く は 1 米 45 畑 より 1 米 82.5 畑 で あ 
つた 。 これ ら の 保有 者 に 於 る 最長 保有 年 限 は 25 年 ヵ 
月 , 虫 体 の 長 さ 11 米 53.3 畑 を 算 し た 。 性 別 的 関係 は 男 
子 17 例 , 女子 4 例 で あつ た が , 内 3 名 は 接 容 婦 , 1 名 は 
普通 家庭 の 婦人 で あつ た 。 和 宿主 1 個体 に る 体 
数 は 通常 1 條 で ある が 各 2 條 を 宿 し た る も の 2 例 を 認め 


35. に ける 症 に つい て 


北海 道 衛 研 北 大 医学 部 
安 保 
北海 道 衛 研 病理 
市 川 公 
On the echinococcosis in Hokkaido. 
Hiroshi Ambo, Kimie Ichikawa 
抑 包 症 は 型 と 多 型 に 大 さ れ , 人 体 に 於 て 
後者 の 形 を と る も の は 世界 に 於 て も 比較 的 限ら れ た 地方 
に みる の み で あり , 我 國 に て も 従来 昔 房 形 40 数 例 に 比 
し , 非 定 型 な 三田 , 桂 島 の 3 例 を 算 え る の み で あつ た 。 
し か る に 北海 道 に 於 て は , 1 例 も 昔 房 型 み みな い の み な 
ら ず 昭和 12 年 今 氏 等 の 報告 が あつ て 後 , 3 報告 が 相 次 
ぎ , 叉 この 間 病 理解 剖 学 的 に 同一 疾患 と 断 ぜ られ て 未 報 
千 の も の は 6 例 に 及 ん だ 。 以 上 何れ の 例 も 臨床 的 病理 学 
似 に 明らか に 多 羽 性 包 虫 症 に 一 致す る も の で ある が , 頭 
節 形 成 を みた も の は な か つた 。 む し ろ 形 成 傾向 少 き は 恋 
症 の 一 特徴 と し て 肖 定 され て きた 。 我々 は 新 に , 北大 一 
外 , 如 川 厚生 , 岩見 沢 市 立 各 病院 外科 の 例 と 我々 の 誠 検 


} 
- 


例 都合 5 例 を 得 て 検索 を 行い , 内 1 例 に 特有 な 吾 節 を 証 
し 得 た 。 以下 簡単 に 肝 見 を 説明 する と , 有 的 に 肝 
明 な 増大 , 肝 の 結 締 織 肥厚 を み , 病変 部 は 小 
頭 大 に 達し , 多く 右 葉 に 位 し , 蜂 す 。 は 多 
く 1 し て , 有 物質 を 圧 する 。 叉 5 例 中 3 例 
まで 中 心 を 有 す .。 周囲 肝 実 対し 漫 の 
発育 を 示す 。 又 組織 像 に 於 て は 肝 実 質 は 一 般 に 硬 変 像 を 
時 し , 病変 部 に 移行 する 境界 部 と て は , 小型 な キチ ン 小 
囲ん で 明 な が み ら れ , 殊 に 新鮮 な 肉 
あぁ つて は 全く 結核 結節 と 同様 で あり , 肝 細 胞 群 は 極度 
の 縮 に つ て 島 残存 する 。 双 ブリオ 出 を み 
る 。 病変 部 は キチ ン 小 細 の 無数 に 散在 する 壊死 組織 より 
な り , 1 例 に 於 て 小 に 胞 の 形成 と 節 を みた 。 
以上 の 所 見 より 我々 は 同 疾 患 が 正 に 多 羽 性 旬 虫 症 で あ 
る 1 を 確認 し た 。 猫 我 * の 5 例 を 加え て 北海 道 に 於 ける 
15 例 は 何れ も 肝 に 於 る も の で あぁ あり, 未だ 1 例 も 他 臓 器 
包 虫 症 を 証し な い 。 又 13 例 ま で は 一 孤島 乱文 の 在住 乃 
至 出 身 者 で あぁ つて , 同島 に 地方 病 的 に 同 症 の 存する 事 は 
明らか で ある 。 我々 の 調査 で は 同島 一 万 人 唱 1 
患 者 が され て いる 。 但 し 同島 於 ける この 
虫 の 生育 環 乃 至 人 体 へ の 感染 径 路 に 関し て は , 再三 の 調 
査 に 不 拘 末 だ 明らか で な い 。 何れ に せ ょ 本州 中 部 以 南 の 
いわ ば 型 地 対外 な の は 興味 深い 。 


36. 條 の 代謝 に 関 
する 研究 (第 1 報 ) 


大 阪 市 立 医 大 公衆 衛生 
守屋 周二 高橋 泰 二 犬伏 典子 
Studies on the metabolism 
of Hymenolepis nana. (1) 
Shooji Moriya, Taiji Takahashi, 
Noriko Inubushi 


條 の 酸素 消費 は NaCl 濃度 0.15 M 前 後 , pH 
8.5~9.9 に 於 て 最大 で ある 。 培地 に 0.05M の Glucose 
を 漂 加 する と し か ら ざ る 場合 に 比較 し て 酸素 消費 は 培 加 
する 。『Fructose, Mannose に を も 同様 な 作用 が ある が , 
Lactose, Xylose, Rhamnose, Arabinose, Dextrine, St 
arch, Glycerol, Ethanol 等 に は な い 。 体内 貯 臓 Polysa- 


ccharide 量 は 新鮮 体 量 の 約 mg 重 


量 の 約 5 mg ある 。 呼吸 は 0.85~1.02 で 
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ある 。Carbohydrate 代謝 の 結果 導 生 さ れる 有機 酸 と し 
て , Rf 値 が Pyruvate の それ と 一 致す る 脂肪 好 
及び 嫌気 両 其 態 で 得 た が , Lactate に 一 致す る Spot は 
ペー ペー クロ マト グダグダ ラフ 上 に 認め な か つた 。 Monojodo- 
acetic acid 及 NaF は 酸素 を 題 する 。 本 
に は Embden-Meyerhof-Parnas の Glycolytic Process 
が 存在 する らし い 。 Succinate は 酸素 浴 費 を 増強 し , K 
CN 及び Malonate は 阻 。Krebs の Tricarbox- 
ylic acid Cycle の 存在 が 予想 され , 酸化 的 水 化物 代 
謝る 必須 の も の と 考え られ る 。 矯 小 條 虫 の Crowding 

effect を 限定 する も の は 環境 の 低 酸 素 圧 らし い 。 


37. オオ ハリ アリ の 上 腹腔 内 に 
見 られ る 4 原 の 擬 虫 の 
感染 に つい て 


奈 学 大 生物 
On the rate of infestation of 
the cysticercoids of Raillietina 
(Paroniella) Kashiwarensis, 
found in the abdominal cavity 
of Fuponera solitaria. 
Isamu Sawada 


1952 年 5. 6. 7 月 の 3 ヵ月 間 , 奈良 市 南京 終 こ ある 西 
尾 養和 内 の A, B,C, D, E, F の 6 に し て 
いた オオ ハリ アリ を 探 集 し て 腹腔 内 を 検 鏡 し た 処 , い ず _ 
れ の より 控 し た オオ ハリ アリ の 腹腔 内 に も 條 
虫 の 擬 閣 尾 虫 が 感染 し て いる こと を 発見 し た 。 そこで 6 
の 感染 を 比較 し た 結果 (第 1 表 ), 虫 の 感 
年 齢 及び に 使用 し た 期間 の 長短 と の 間 
に る 関係 が 存在 する こと が 朋 ら か に な つた 。 
の 使用 期間 が 長く , 比較 的 年 齢 の 若い 氏 が 飼育 され て い 
る より 集 し た オオ ハリ アリ に 高い 感染 が 見 
れ た 。 併 し 針谷 の 使用 期間 が 長く て も , 比較 的 年 齢 の 古 
い され て いる の オオ ハリ アリ に 於 て は 
が 低い 結果 が あら われ た 。 か か る 事実 は の 使用 
期間 が 古 け れ ば , 代々 そこ に 飼育 され た 氏 は 本 條 虫 の 撰 
中 に 感染 され て いる オオ ハリ アリ を 食べ て , 本 
ここ 感染 し , 間もなく 多数 の 片 節 を 落下 させ る の で , オオ 
ハリ アリ へ の 感染 上 昇 し た の で あろ う 。 


| 
再生 
條 
せる 
例 に 
卵子 
れ よ 
この 
で あ 
6 カ 
名 は 
3 
於 て 
g 
に 
+ 
た 。 
(3 
相 
1 
未 報 
理学 
, 頭 
は 
大 一 
; 


1 表 西尾 養 に た ける 虫 の 感 梁 


各種 薬剤 に にょ る 成績 


7 月 現在 ) 現在 ) 5 
A | 122 28 150 | 81.3 5 ヵ月 | 21 年 間 
Bl 81 69 150 | 54.0 | 1 年 3 ヵ月 | 21 年 間 
.C | 59 91 150 | 39.3 |2 年 3 ヵ月 | 4 年 間 
D| 68 82 150 | 41.3 | 1 年 2 ヵ月 | 18 年 間 
El| 27 |123 150 | 18.0 6 ヵ月 2 年 間 
Fi 2 | 127 150 | 16.3 |12 年 2 ヵ月 | 8 年 間 


布 る に 鑑 の 年 齢 が 古く な る と 長期 間 使用 し た 舎 内 か 
ら 探 集 し た オオ ハリ アリ に 見 られ る 感染 放 が 低 率 に な つ 
て くる の は , 本 條 虫 の 所 紅 尾 中 に 感染 し て いる オオ ハリ 
アリ を し て も , 宿主 た る 体内 に 條 虫 に 対す る 
抗 が 出来 て , 條 虫 の 感染 を 或 る 程度 困難 な らし め ら る 結 
果 , 昧 の 小腸 肉 の 寄生 数 が 減少 し , 落下 片 節 の 数 も 減少 
し て き て , オオ ハリ アリ が 沙 下 片 節 を 食べ る 機会 が 少く 
な る の で , オオ ハリ アリ に 見 られ る 本 條 虫 の 擬装 尾 虫 の 
感染 論 が 低く な つた も の と 思わ れる 。 


38. 帳 虫 に 関す る 研究 (第 3 報 ) 
特に 法 に つい て 
群馬 大 医 公 生 
小平 敬子 小林 昭夫 
Studies on pinworm.(Report 3) Espe- 
Cially on extermination of pinworm. 


Keiko Kodaira, Akio Kobayashi 


I の 集 園 を 目的 と し , オキ シ ウ リン 
アス キス 及 び 5 種 の 下剤 を も つて , 方 法 の み に ょ 
る 効果 を 実験 し た の で する 。 

mI 実験 方 法 前 橋 市 内 の 小学 校 に 於 て , 一 年 生 の 凌 
貝 卵 保 有 者 に つい て 実験 し た 。 上 服 工 時 間 は 午前 11 時 と 
し 2 時 間 経 過 後 書 食 と を とら せ た 。 服 工 後 1 週 か ら 4 週 の 
間 に 3 回 松 肛 を し , 3 回 共に 貝 卵 の 発見 出来 な か つた 者 
を 陰 輔 者 と し た 。 

II 成績 1) の 検査 人 員 443 名 中 , 陽 
性 者 250 名 (1 回 検査 ) 即ち 56.4 芝 で あぁ つた 。 

2) 各種 の 成績 は 次 の 表 に 示す よう で ある 。 


nn i 回 数 

ォ オォ オキシ ウ リン 5 4 y=52.426 
ォ オキシ ウリ ン 1 4 =9.092% 
=33.32 
5 1 20=20.02%2 
カス カラ サ グ 5 2 
硫酸 マグ ネシア | 1 10 g Jo=5.02% 
3) 副作用 は 家庭 に 配布 し た 調査 用 紙 に も と づき し ら 


べた が , 副作用 の 少な か つた の は カス カラ サラ ダ , 的 に 
硫 苦 , オキ シッ リン の 順 で あつ た 。 

1V 結論 用 いた 剤 を 比較 する と 陰 の か つた 
の は , ① オ キシ ウツ リン 5 日 投 ビ サチ ン ェ ノ ベリ 
ン ォ キシ ウツ リン 1 日 投 ヒ マシ 油 ア スキ ス で 硫 
ヵ スカ ヵ カラ サゲ グラ ダ の 順 で あつ た 。 オ キシ ッ ツリ ン 5 日 
投 上 と と ヒマ 油 , アス キス , 硫 カ スカ ラサ グラ , 
オォ キシ ッ ウッ ツリ ン 1 日 投 の に , 有意 の あ り , 即ち 
ォ キ シッ ウッ リン 5 日 投 思 が すぐ れ ビ サチ テン, フェ ノバ リン 
オォ オキシ ツウ ツリ ン 5 日 投 の に は 差 が な か つた 。 
も 少く し か る も 貝 陰 よ か つた の は , オキ シッ リン 
5 日 投 県 で あつ た 。 

以上 今回 の 実験 に 下剤 に よる 機械 的 廊 除 が 主 で あぁ つた 
の で 期待 すべ き 結 果 は 得 ら れ な か つた が 今後 共 こ の 問題 
を 検討 し て みた いと 思っ つて いる 。 

( 問 ) ( 医 大 ) 木 
オキ シッ ウッ リン の 効果 は よい の で す が , 腹痛 が 多い の を 
遺 破 に 思っ て いま し た が 演者 の 成績 で は 副作用 が 少 い 結 
果 で す が , 小 抑 の 集 園 尺 虫 に は 現在 最も よい も の と 思い 
ます 。 フエ ノ チ ァ デン を 使用 され まし た か 。 


フエ ミエ ネ ノ チ ァ デン は , 使用 し ませ ん で も た 。 
(追加 ) ( 市 ) 古 賀 元 


四 及 び テ トレ ン に ょ よる は に 対し 効 
多き も の と 思い ます 。 : 


私 共 の で も , 多 に テト レン を 使用 
す が , その 際 多 虫 と 共に 多数 , 時 下 が 排出 され る こと を 
認め て い ます 。 


に 
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: 
1 
) 
< 


( 医 大 ) 


(追加 ) 

硫 苦 の 叉 虫 効果 が 少 い よう に 思 を る が , 下剤 効果 を 率 
分 に する に は 水 を 才 分 に 飲ん で 腸 を 洗い 出す よう に する 
事 で ある 。 従 つて 下剤 に よる 効果 と 云 つ て も その 判定 が 
困難 で ある 。 


小平 子 
青々 も 多量 の 水 を 興 え る こと に よ ょ つて 効果 の 増大 する 
こと を 認め 暁 虫 原 除 に 硫 苦 を 使用 し た 場合 も この こと を 
注意 し まし た が 対照 が 集 園 で し か も 小さ か つた の で 徹底 
し な か つた た めも あり まし た が , 更に 角 陰 還 府 は 低調 で 
し た 。 


症 の 集 園 治療 成績 


大 医 佐藤 内 科 
佐藤 八 虹 米沢 藤 士 福島 英雄 

The result of mass therapy of 
filariasis (Bankroft) by means of 
supatonin, a piperazin derivate. 
Hachiro Sato, Toshi Yanezawa. 


Hideo Fukushima, Yoshihito Otsuji, 
Kunitaka, Matsuya, Toru Kijima 


私 共 は 鹿児島 藩 両 南方 村 に 於 て , スペ パト = ン に よる 無 
症 基 仔 貝 保有 者 (バン タク ロフト) 47 名 の 集 園 治療 を 試み 
た 。 

投 興 方 法 は , 始 め Pro kg 1/mg 乃至 2 mg より 始め 
4 日 置き に 3mg, 4mg, 5mg, 10 mg と 蘭 増 し た 。 治 
療 終 了 後 1 ヵ月 目 に は 44 名 中 25 名 (57 22), 8 ヵ月 月 

に は 46 名 中 25 名 (542), 15 ヵ 月 目 に は i 30 名 
(7022) が 仔 虫 を 認め な く な つた 。 

更に 投 柚 と の 関係 を 見 る に , 15 ヵ月 目 の 最終 成績 で 
総量 体重 毎 kg 0 一 40 mg 投 県 し た 群 で は 44 22, 41 一 70 
mg 投 し た 和 で は 71mg 以上 県 し た 群 で は 100 
2 の を た 。 こ れ ょ より 私 は 治療 に て は 
総量 体重 毎 kg 70 mg 以上 を 投 県 すべ き で ある 事 を 知 つ 
た 。 

次 に 副作用 は 服 工 開始 後 2~4 日 間 47 名 中 15 名 が 修 
感 , 悪心 , 腹痛 , 発熱 , 頭 食欲 不振 の 症 
た が , 投 杜 を 中 止 す る 程 の 事 は な な か つた 。 
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(追加 ) (東京 農工 大 ) 久 米 

1. Spatonin に より Microfilaria が 一 旦 浴 失 後 , 少 
数 仔 虫 の 再現 , 浴 失 を 繰り 返す こと が Microfilaria im- 
mitis に 於 て 実験 され て 居る か ら , Spatonin 治療 後 の 
Microfilaria の 少 失 を 確認 する た め に は 只 一 回 の 検 血 で 
は 不 確 実 の こと が ある 。 

2.。 Spatonin の 成虫 に 対す る 貝 作用 Dirofilaria 
immitis に 於 て は 題 閉 な ら ず 。 

(追加 ) (農林 省 ) 

和牛 に パト = ン を 10 一 20 mg/kg 宛 10 日 間 経 
る と 流血 中 の ( 指 マー シャ 基 ) 
は 准 減 し 最後 に は 浴 失 する 。 成虫 に も 解剖 例 で 効果 を 認 
て る 。 

(追加 ) ( 研 生 

私 は 昭和 25 年 に 入 小島 の マレ ー 症 に 対し 
スパ トニ = ン に よる 集 園 治療 を 行い , 只今 の 御 報 告 と 同様 
の 題 閉 な 効果 を 認め まし た が , 更に 感染 窪 の 低下 を 期待 
す es 繰返し て 集 園 治療 を 行 ふ 必要 を 冶 感 し て 居り 

< す の で 御 参 老 ま で に 追加 致し ます 。 


40. ラマ イラ リア 症 化 学 療法 に 於 ! 
る アン チ モ ン サル アー 
ょ の 用 に い て 
東京 農工 大 
Use of sulfanilamide with 
antimon compound for the 
chemotherapy of filariasis. 


Seiji Kume, Isamu Oishi 


糸 央 虫 症 の 化学 療法 に 於 て , アン チ モ ン (以下 , Sb と 
路 記 ) 剤 を 溝 用 する より も , これ と サル ファ ー 剤 (以下 
S 剤 と 路 記 ) を 併用 する 方 が , より 有効 で ある と の 報告 
が , 犬 の 仔 虫 除 (Brown 1940) 並ぶ に 馬 の 
虫 症 の 治療 (千葉 等 1948) に つい て な され , 
, 肝 虫 の に も 同様 な こと が れ て 居り , に 
肺 吸虫 症 の 治療 に も 塩酸 ェ メ チン の 四 用 より も S 剤 と の 
併用 が より 有効 と され て 居る 。 

し か る に , 演者 が 犬 糸 駄 虫 に つい て 実験 し た 処 で は , 
Sb 剤 の 1 回 量 を 1.5 mg Sb/kg と し た 場合 に , 仔 虫 消 
失 ま で の 所 要 回 数 は , Sb 剤 昔 用 の 場合 は 3~6 回 で ある 


| 
3 
1 
1 


Sb(1.5 mg/kg) 和 軍用 並 に S.M.T. (100.0 mg/kg) 併用 時 に 於 ける 全 血 , 血球 , 血 此 ( 各 5.0cc) 内 Sb 濃度 


Sb 用 | 11.40|8.30 7.80 | 6.40 | 3.80 | 3.00 | 1.75 | 3.50 | 1.10 

SMT. | 8.70| 7:40 6:30 | 4:50 | | 2:.00 | 1:20 | 1:44 | 1127 

1 Sb 用 | 25.00|20.50 |5.80 |3.45 | 3.35 | 3.15 |2.30 | 1.52 
用 | 11:80 | 1:55 | 1.42 | 1.96 | 2:00 | 3.75 
用 |3.35 |1.88 | 1.68 | 1.24 | 1.14 | 0.48 0.90 | 0.39 
SMT. | 1:42 | 1:28 | 0:66 | 1:42 | 0 | 0.65 | 0:65 | 1:00 

2 | 用 |7.10 | 6.85 | 4.50 | 4.26 | 3.90 | 1.63 | 1.47 | 0.78 1.86 
SMT. 俳 用 | 5:50 | 5.00 | 4:65 | 2:41 | 1:80 | 1:48 | 1:46 | 0:82 | 1:14 
用 18.20 |10.20 8.10 | 5.25 | 2.23 | 1.80 | 1.00 | 2.05 | 6.10 
8.30 | 6:20 | 4.17 | | 0.85 | 1:00 | 1:40 | 1:77 
用 |10.00 9.60 | 7.90 | | 4.90 | 3.18 2.30 | 1.61 | 0.44 
| SMT. | 9.60 6:10 | 5:85 | | 3:47 | 1:96 | 1:08 | 2:17 | 1:33 


が , これ に こ に S 到 (サル ファ メチ ー ル チ ァ ゾー ル ・… 以 下 , 
S.M.T. と 路 記 ) 50.0 mg/kg を 併用 (Sb 剤 は 皮下 , S 


剤 は 静脈 注射 ) する と 8 回 以上 を 要 し , 文献 と 反対 の 結 
果 を 得 た 。 
ょ つて , Sb 剤 (1.5 mg Sb/kg) と , これ に S 


(S.M.T. 100.0 mg/kg) の 併用 を , 夫々 , 同一 犬 に 少く 
と る も 15 日 以上 の 間隔 を 置い て 注射 し , 注射 後 15 分 より 
36 時 間 に る 間 の 血液 ( 血 , , ) 中 の Sb 
度 を 測定 し た (Marren 法 ) 処 , 表示 の 如く , 何れ の 場 
合 も , Sb の 場合 が , S 剤 の 場合 より も 高く 
虫 除 成績 を 理論 づけ る 結果 を 示し た 。 即 も , 
化 学 療法 に 於 る 基 試 と し て , Sb 剤 の に 比 し , 

これ と S 剤 と の 併用 が , 仔 虫 駆除 に も , 血液 中 の Sb 漠 
度 の 維持 に も 不利 を 来 す こと を , 犬 比 駄 虫 に つい て 明 ら 
し た 。 


41. 


鹿 島 大 医 寄生 

阿部 康男 山下 前 原 
On the filarial infections 
in Kagoshima Prefecture. 
Yasuo Abe, Hiroshi Yamashita, 
Makoto Maehera 


昭和 26 年 11 月 新城 中 学生 を , 27 年 9~11 月 に 大 隣 及 
びそ れ に 隣接 し た 眞 茅 を 調査 し た 。 こ れ ら の 土地 の フィ 
ラリ ア 症 の は 表 の で ある 。 

何れ も 11~15 歳 の 中 学生 層 に 於 て 相 等 高 府 に Mf 保 


部 別 | 郡 新城 村 ( 中 学生 ) 川辺 郡 知覧 町 大 | 崎 市 
性 別 | | eS | | 

年 別 8。 g 計 8 | 計 ? 
1~10 0.0|%t 0.0|s 0.0 

11~15 歳 | 6.5|7/se 12.5 | 9.4 | 15.4191 0.0 | 14.3 | 18.2 Js 12.5 
20 台 46.7 | 28.6 40.9 | 1/2 50.0| 0.0|1/s 33.3 
31 以上 | 40.0 | 11.1 | 9/29 31.0 

計 6.5 | 7/s6 12.5 | 9.4 | 91/77 27.3 | 15.8 | 25.0 | 11.51Y11 0.0|S/s7 8.1 


Mf 保有 者 数 / 


| 

| 
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有 を 認め , 又 _ こ れ ら の 若い 者 に Mf 保有 庶 の 高い も の が 
多 か つ た 。 殊 に 大 隣 に 於 て は 10 歳 台 , 20 歳 台 の 者 に 保 
有 度 の 高い も の が か を つて 多く 認め られ た 。 

部 落 別 の 保有 放 の 差異 は , その 部 落 別 の 異な つた 生活 
実態 と 播 , 活動 等 が 因子 と られ , 
MFf 保有 度 に 保有 正 比 例 し て , 保有 高い 部 落 に 
保有 度 の 高い 者 が 多く 特に 若い 者 に も 度 の 高い 者 が 多い 
こと は filalia 流行 の 進行 性 と 関係 づ ご けら れる よ ょ うに 思 
われ る 。 


42. 八丈 地方 の フイ ラリ ア 症 第 5 報 
研 寄生 
林 滋 生 佐 々 学 
Studies on filariasis in Hachijo 
Island Area (5) Contributions 
to the control of the disease. 


Shigeo Hayashi, Manabu Sasa 


昭和 27 年 度 に 又 2 回, 和信 丈 地方 の フィラリア 症 を 調 
査 し た 。 こ こ に 今 で の 陽性 総括 し て 報告 し , 
小島 の マレ ー 撲 対策 に 関し て 二 三 の 重要 な 


. 考 察 を 加え る 。 表 に 見 る 如く , 和信 丈 島 と 小島 と で は , 極 


め て 近接 し な が ら , 前 者 は バン クロ フト , 後者 は マレ ー 
率 央 虫 と い うぅ 具合 に , は つき り ょ と 分布 が 分 か れ て いる 。 


IMf. バト = 
malayi 


小島 1950V | 85 | 29 B34.1| 
67 | 14 20.8 ヶ | 
[1952V |67| 11 [16.4 


| | 
1952IX 45 | 8 [17.8| 


島 | Mf. 
| 


小島 で は 昭和 25 年 5 月, スペ パト = と で 集 園 治療 を 行 つ 

て 以来 , 仔 虫 の 陽性 放 が 邊 分 以下 に 抑え られ て 来 た 。 集 
園 治療 を 繰 返 せ ば 更に 低下 し て , 根 編 も 可能 と 思わ れ 
る 。 撲滅 の も うー つの 対策 は , 媒介 者 を な くす 方 向 に む 


けら れ ね ば な ら ぬ が , 昭和 25 年 に 自然 表 の トゥ プッ ヤ ャ ヤ 


プ カ に フイ ラリ 幼虫 を 見 出し , マレ この 種 
こと を 初め て 証明 し た が , 昭和 27 年 


の 媒介 され る 
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5 月 に は , より せしめ た ヵ カイエ カ ヵ カ を 用 いて 。, 
マレ ー 患 者 を 実験 的 に 吸血 し め , その 30 
中 5 に , 2 週間 後 が する と 認め , この 種 も 
叉 媒介 可能 点 を 指摘 し , 防疫 上 の 注意 を 喚起 し た 。 同 時 
に 行 つ た 自然 調査 で は , また トウ デ ウ ヤ プ カ 8 
1 走 に 幼虫 を 発見 , この 種 が 媒介 上 主役 を 演じ て いる こ 
と を 確認 し た が , 功 虫 を 蔵 し た 人 家族 中 4 人 を 
で が 仔 陽性 者 で ある で 集 され た 2 中 の 1 
で ある 。 陽性 者 の 多い 家 で , 簡単 に を す る 
が 見 出さ れ た も の は 当然 で も ある が , 25 家族 に つい て 
調べ た 結果 , 家族 人 員 の 多い 程 , 仔 虫 陽性 放 の 高い 事実 
を 発見 し た の は 示唆 に 富む 。 即 ち 小 島 の よう に 各所 に 飲 
水 タ ンタ を 備え トウ ウッ ヤ プ か が , 近く に 源 
と , の 繁殖 場所 を も つ 環 境 で は , この を 小さ 
く 往 き 来 する 聞こ に , 家族 の 仔 虫 陽性 者 は 次 第 に 増え る わ 
け で , 他 に る ゃ 発生 場所 が 多い が 防疫 上 貯水 タン クタ は 特に 
着目 を 要する こと を 知 つ た 。 

(追加 ) ( 風 研 ) 片 峰 大 助 

1) 人 入 丈 小島 の フィラ リア 症 に は 四肢 の 学 皮 病 以 外 の 
障 病 変 を 見 な か つた 。 双 バン クロ フト 症 と 
な る 点 と し て 「 バ タク 」 の 名 で 呼ば れる 皮膚 の 限局 性 紅 夷 
性 浮 胞 が 初発 症 駄 こし て 来る 事 で これ に 外傷 と の 関係 は 
認め 難く , 大 部 分 , 肉体 労働 , 疲労 が 誘因 と な つて い 
こ 発 表し て い 
林 生 
八丈 小島 で の マレ ー 糸 和央 虫 症 を 見 て 居り ます と , 初発 
が 殆 ん ど 例 外 な く 友 膚 の 限局 性 発赤 腫 劇 で し た が , この 
点 バ パン クロ フト の 場合 と か な り 趣 を 羅 に する よう で すべ 
ンク ロフ ト の 場合 も Stevenson 等 は Puerto Rico で 
Hetrazan の 副作用 中 同様 の 症 秩 を 見 て いる の で , バン 
クロ フト の 場合 で も 存在 する も の と 思い ます 。 
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43。 に 
に 関す る 研究 第 1 報 


する セタ リッ リア 


研 寄生 
佐藤 孝 林 滋 生 田 吉 
Studies on filarial (genus Setaria) of 
cattle (1) An epizoological survey in 
Shibaura Slaughter House, Tokyo. 


Koji Sato, Shigeo Hayashi 
Suzukichi Iida 


細山 , 等 に 腰 起 し て , 近年 の 大 問 
題 と な つて いる , いわ ゆる 指 は , 本 来 の 生 
虫 ある 。 そ こ で 感染 源 と な る 和牛 の 間 の の 実体 
を 把握 する 目的 で , 妥 和 27 年 1 月 より 28 年 1 月 まき で の 
1 年 余 , 東京 芝浦 司 場 に て 毎月 2~ 3 回 調査 を 行 つ た 。 
検査 和牛 の 総 政 を 528 頭 に 及 ん だ が , 東北 , 関東 , 中 部 の 
も の が 主体 を 占め , 少数 な が ら , 本 州 金 土 に と 及 ん で い 
る 。 和牛 の 腹 腕 内 に セタ リア 属 の 虫 の 寄生 を 認め た も の 
は , 平均 51 で , 全 図 的 に 殆 ん ど 差 が な く , 東北 等 で 
も 57.1 見 られ た 。 和牛 の こ も 感染 率 の 相 
は な か つた が , 和牛 に 比 し , 雑 牛 ( 和 , 乳 の 雑 ) は 常に 
寄生 高く , 前 者 が 50 ある の ! 
2 を 示し た 。 貝 体 は 総数 1244 下 の 多 数 この ぼ つ たろ ヵ 
Setaria digitata Setarial lbiato-papillosa 
Setaria marshalli の 三 型 に 区 別 さ れ た 。 前 二 者 に つい て 

に 区 別 困 で , 第 2 報 ( 発表 177 ) ! こ る ご と く 
を 別個 の species に する こと は で な いと 老 え て 
いる が , 仮に 三 型 と する と , Setaria digifata 型 の 感染 
が 圧倒 的 に 高く 均 48.9 で , Setaria lab-pap. 型 は 
5.126, Setaria marshallz 3 0.1 に 過ぎ ず , 体 極 
め ら て 少な か つた 。 舘 お Setaria marshalli は 東北 , 関東 
に の み 今 回 は 認め らら れ た 。 大 多数 を 占め た Setaaia 型 は 
和牛 に て , 一 当 り 虫 で は 1.4 , 虫 で 2.7 
下 雑 で は 虫 1.6 3.1 , 雌雄 比 は 大 
体 2 : 1 と な つて いる 。 各 月 を 追 つ て 牛 に 於 る 感染 牽 の 
変動 を 見 て いく と , S. dy 型 で は 春 に 小さ な 谷 が あつ 
て , 夏 と 各 に 高く , 秋 に 深い 谷 を 示し て いる 。 千 一 吾 当 
り の 感染 虫 体 数 の 変化 も 同様 の 他 向 を 示し て いる 。 舘 お 
完熟 し た 虫 体 の 比率 は 9 月 以降 次 第 に 近く な つて ゆく に 
反し , の を それは , 9 月 以後 に 上 を し た 。 感 
業 し て か ら 幼 若虫 が 腹腔 に 出る まで 約 3 ヵ月 を 要する の 


年 の 9 月 以降 閣 次 死亡 し , 約 1 年 と 少し の 詳 命 を 有する 


と 考え られ る 。 和牛 が 盛ん に 感染 を 受け る 時 期 は , 同時 に 
腰 多発 する ある か ら , 予防 は 上 記 の 期間 に 特 
に 力 を 用 いる べき こと を 老 え 々 させ る 。 

芝浦 場 に 於 て 生後 1 ヵ月 以内 ( 均 10 日 ) の 腹 
腔 内 を セタ リア を 検査 し た 。 60 頭 を 検査 し て 17 頭 こ 寄生 
を 認め 11 月 に は 2 月 3 月 3/1o, 4 月 zz, 5 月 
o/szs で ぁ つ た 。 

セタ リア の 種類 は が マー シィ ャ ル と 同定 され 
た 。 し か る も 大 部 分 は 仔 貝 を 脱 生 し た 成虫 で あつ た 。 し か 
る に 同じ の 成 で は 指 が 99 2 近く を 示 め 
て 第 と は 人 く 反対 の 分 布 を 示し た 。 こ の 原因 は マー シャ 
ル は 成 の 体 内 で 発育 し 難く を し て 脱 
に 入 し た の み が 内 で 発育 する も の と 老 ら 
れる 。 

(追加 ) 林 生 

に Hf を 全く 認め る こと が 出来 ませ ん で し た 。 和 尼 に つい 
未満 の も の か ら 得 た Setaria の 御 遂 付 を 受け た が , すべ 
て S. marshalli で 脱 染 の 事実 を 考え て 居 りさ した 。 


44. ペン ョ フラ フト 内 
出現 に い て の 祭 


長崎 大 風土 病 研究 所 
田 村 治 上 峰 大 


Observations on the Microfilaria 
bancrofti ; its appearance in the 
peripheral blood. 


Yuji Tamura, Daisuke Katamine 


バン タロ フト 仔 虫 の 定期 出現 性 の 原因 が 人 奈 辺 こ ちあ る か 
と 云う こと は , 誠に 興味 深い 問題 で ある が , 一 方 極め て 
解決 困難 な 謎 で あぁ る 。 我々 に この 問題 に 関し 二 , 三 の 知 
見 を 得 た 。 

(1) 仔 躍 陽性 者 16 例 に つき , 24 時 間 , 2 時 聞 お き に 
60 cmm の 行い , 仔 数 を 算定 し , 仔 出現 
曲線 を 画 く と , 全 例 , 夜間 出現 性 を 示し , 日 波 と 共に 閣 


3 
i 


増加 し , 日 の 出前 後に 減少 , 消失 する 。 小 
島 で 得 た マレ イ 仔 貝 の 場合 は , これ と 療 分 趣 を 異 に し , 
出現 時 間 が 長い ょ う で あつ た 。 各 々 の 最高 値 は , 或 は 前 
夜 , は 後生 , 或 は 日 出 直 前 に あり, 一 出 現し 
た 仔 虫 数 が 不定 に 増減 し 数 き = さ の ピー クタ ク を 作る 等 , 一 定 し 
た 曲線 の 型 は ない 。 

(2) 同一 個人 に つき 連続 観 を 行 つ た 栓 が 
な れ ば 仔 躍 出現 曲線 の 型 も 異な り , その 日 の 最高 仔 虫 数 
も 異 る 。 従っ つて 夜間 一 定時 刻 の 仔 虫 数 も 相当 大 きい 動 播 
が ある 。 

出現 仔 貝 数 に 及ぼ す 外 的 條 件 の 影 絡 は , 同一 個人 で も 
日 に こ ょ り 仔 虫 数 が 不定 に 動 描 す る の で 確認 は 困難 だ が , 
患者 の 有 , 覚醒 , 運動 , 点灯 , , , 気圧 , 
度 の 変化 月 の 出入 等 と は 無関係 の よう で ある 。 内 16 
中 12 例 に 於 て 最高 仔 数 が と 満 の 間 , 
の 時 刻 に あつ た 。 

(3) 同一 個人 の , 夜間 , 同一 時 刻 , 身体 各所 皮膚 より 
の 探 串 こよ り , 仔 貝 数 は 場所 に より 相当 大 な る 差 が あ 
り , 均等 に 分 布 さ れ て いな いこ と が 想像 され る 。 

以上 ょ り , 仔 虫 数 の 動 搭 の 原因 が 奈 辺 こち ある か と いう 
こと に は 定期 出現 性 の 探究 に 当 つ て 考慮 さる べき 一 問題 で 
ろう 。 の 仔 に 対す る 効果 を 見 る 際 も 常に 以上 
の こと を 念頭 に お くべ き で は な いか と 四 3。 

(4) 動 用 及び 毛細 管 の 仔 は 何れ る 夜間 出 
現 性 を 示し た が , 常に 毛細管 中 に 最も 多数 を 認め , 最 
高値 に 於 て は り に 多く 認 た 。 

(5) 定期 出現 性 と は 好 酸 球 と の 関係 を 見 る と , 仔 虫 出 
現に , や や お くれ て 好 酸 球 は 増加 し 始 ら , 仔 貝 消失 前 後 
に 減少 し 始め ら , 曽 次 旧 値 に 復 す 。 最 高値 は 堆 聞 の 約 100 
2 増加 で , 健康 者 に 比 し 著 明 で ある 。 

(6) スペ = ン 0.l1g 内 服 こ ょ り 間 に 
を 誘 出 出来 る こと は 茎 に 発表 し た が , その 際 の 好 酸 球 の 
態度 を 見 る と , 略 * 仔 虫 の 出現 と 時 を 同じ くし て , 5 分 
後 歌 な 30 分 乃至 1 時 聞 以 内 と い う 短 時 間 内 に 好 酸 球 は 
閉 明 に 増加 し , 仔 貝 の 消失 , 即ち 内 服 4 乃至 6 時 間 後 に 
に は それ 以下 と な る 。 健康 者 ( 腸 内 生 虫 も 陰性 ) 
で は 其 か る こと は 認め られ な い 。 

(追加 ) ( 鹿 医大 ) 尾 辻 義 人 

私 共 る 仔 虫 の 定期 出現 性 に つい て 実験 を すす め て 居り 
すす が , 始め 午後 10 時, 午前 6 時 , 午前 2 時 に Turnus 
の 最高 値 を 示し た 者 が , 間 , に さ きせ た 所 , 午前 
6 時 に 最高 値 を 示す ヵ ー プ を 示す よう に な り , 午前 8 時 
10 時 に も 相当 数 の 仔 貝 出現 を みとめ た 。 布 も 以前 に は 
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最高 値 約 500 令 (60 cmm) 前 後 で あつ た に も 拘わら ず 
書 間 , 思 客 に 睡眠 させ た 時 の 午前 6 時 の 最高 値 は 1000 
令 以 上 (60 cmm) で ぁ つ た 。 即ち 仔 貝 出現 曲線 及び 出 
現 仔 虫 数 に 大 き な 変 動 の み ら れ た 事 に , 興味 ある も の と 
考え られ る が これ が 暗 室 , 睡眠 の 影 絡 で ある か に つい て 
は 今後 症例 を 加え を, 研究 を 続け た いと 皿 つ て 居り ます 。 

(追加 へ の 質問 ) ( 風 研 ) 北 村 精 一 
の 観 祭 は 何 例 位 せら れ た か , @ 多 数 例 に つい 
て の が 必要 と 。 

( ) 尾辻 姜 人 

2 例 で す 。 


45. 内 に ける フイ ラリ アテ 
仔 虫 及び 幼虫 の 発育 , 生存 に 太 
ば ぱす 度 の 影 関す る 研究 
長崎 大 風土 病 研究 所 
大 森 南 三 
Studies of the influence of temperature 
and humidity upon the development 
of the larvae of Wauchereria bancrofti 
in the body of Culex pipiens pallens. 
Nansaburo Omori 


昭和 27 年 11 月 13.14 日 の 両 夜 . M.F. 82 一 109/cmm 
を 保有 する 患者 (8 , 38 歳 ) か ら 27°C. 内 で 
させ た 538 個体 の 明 を 27°C, 20°C, 18°C, 12°C, 10°C, 
秋 期 の 実験 室内 及び 北側 の 自然 度 に 接触 せ 
し めこ, 内 の フィ ラリ アプ の 発育 , 生存 に 及ぼ 
す 低 渡 の 影 結 を 調べ た 結果 次 の 成績 を 得 た 。 

吸血 直後 14°C 以下 の 低 に 接触 せ し る と 
腹 の ま きま 死亡 する も の 多く , その 胃 中 に は 仔 貝 が 多く , 
その 胃 中 に は 仔 貝 が 多数 に 発見 で きる 。 14 一 16°C 接触 
中 可 成 り の 仔 は 幼 と な つて 胃 し て 胸 筋 に 
人 し 第 了 の 最短 期 まで は 進み 得る が , その 後 
7.2°C に 5 日 間 と 殆 ど 死 滅する 。 し か し 極め て 
に は 7.2 一 16.2°C の 低 ( 北 聞 下 ) に 38 日間 得 
て 適 内 に 戻し て II 期 及 び 虫 に 発育 し 
た も の が ある が , る 低 に それ 以上 す と は 完 
全 に 死滅 する 。 

II 期 幼 虫 は 27°C で 7 日 目 に , 20?C で 16.17 日 目 に 
現われ る が , 18°C 或 は それ 以下 の 低 源 に 接触 中 間 も な 


‘46 


く 発 育 を 停止 し 20 日 以内 に する 。 10°C で は 
人 後 直ちに 死滅 する か ら , 各 発 育 期中 , 低 に 最も 
こと が 分 る 。 

I 期 幼 虫 は 27°C で 13 日 , 20°C で は 26 日 目 頃 か ら 
現われ , 18°C 接触 中 8 日 目 位 か ら 体 内 で 伸び て 不 活 
湊 と な り 或 は 死亡 する も の が 次 第 に 多く な り , 35 日 位 
で 殆 ん ど 死 滅する が , 極 あ て 稀 に は 352 日 生存 し た も の 
も ある 。10°C で は 数 日 上 月 か ら 次 第 に 嘱 りり 始め 35 日 の 接 
触 に た ょ よ つ て 大 部 分 は 死 減 し 残余 の も の も 攻 化 又は 黒 化 し 
て , 瀬 死 の 央 態 と な つて いる 。 それ 以下 の 低 潤 で は 15 
日 位 で 全滅 する 。 こ れ ら の 接触 溢 度 と 諫早 市 の 秋 和 多 期 の 
外 , 研究 所 の 北側 廊下 , 住宅 の 居室 の 度 と を 
比較 し て みる と , 九州 に 於 て は 仮り に 日 本 式 住宅 内 の 保 
れ た 條 件 下 に 於 て さえ を , 内 に され た フィ ラ 
リア は 期 間 中 に 完全 し , 越 内 で 越 年 
し 得る こと は あり 得 な いと 考え られ る 。 以 上 の よう に , 
比較 的 高 潤 度 に , 発育 或 は 生存 の 不可 能 な 限界 を 有する 
こと は 本 が 分布 する の に 適し , で 
の 分 布 は 本 虫 に と つて 極め て 不利 で ある と 蓋 わ ね ば な ら 
な い 。 

( 間 ) (農林 省 家 ) 石 原 

オォ オオ クロ プ カ か ら 摘 出し た 指 の 成就 仔 虫 で 
黒色 粗 夷 な 殻 を 体 の 約 1/5 位 か ぶつ て いた 例 を 認め た 。 
運動 性 は 変化 な い 例 も あつ た 。 こ うい う も の を 御覧 に な 
つた こと は あり ませ ん か 。 

( 答 ) 大 森 南 三郎 

組織 の も の で 包 ミ され た も の は 死 死体 が 多 
い 。 不 造 当 な 中 間 宿 主 例え ば オオ クロ ヤブ プ カ ヵ 体 内 に 於 こ 
I 期 効 虫 が 黒い 組織 様 の も の で 包ま れ た も の を 発見 し こ 
いる 。 不適 な 環境 に こ ょ つて 起 る の か 或 は 別 の 原因 こよ る 
の か 今 の 所 分 ら な い 。 

( 加 ) ( 鹿 大 ・ 医 ) 阿 部 
鹿 見 に 於 て る 実 的 に 内 フォ ラ リア の 発 
育 を 観 た が 発育 途上 の 仔 は 18°C 以下 で は 長期 生 
存 が 出来 ず 双 完熟 仔 躍 と 調 も 16°C 以下 の 外 源 で は 長期 
生命 を 維持 し な い 結 果 を 得 て 居 り , 大 森 博 士 の 見 解 と 同 
様 越 内 に 保持 され た フィ ラリ アプ 仔 が 度 の 流 
行 の 原因 と 成り 難い と 考え, 日 本 で の フィ ラリ ア 流 行 は 
年 得 に ミク ロフ ィ ラ リア 保有 者 が 流行 起因 と な る を も の と 


思わ れる 。 


46. 釣 虫 流行 地 報 告 第 七 報 
富山 (その ) 


京都 府立 医大 医 動物 
佐藤 淳 夫 兵 行 典 北 小 牙 博 央 
渡辺 部 昭 
Studies on the hookworm epidemies 
Report VII-te. Toyama Prefecture. 
(No. 5) 
Atsuo Sato, Akira Urabe, 


Kiyoshi Watanabe, Yukinori Hyo, 
Hiromi Kitakoji 


富山 新川 郡 村 に 於 て 26 年 8 月, 10 月 , 27 
年 3 月 , 12 月 の 4 回 に わた る 調査 の 結果 

1. 26 年 8 月 , 10 月 , 27 年 3 月 の 3 回 慌 貝 を 実施 し 
た が 62.4 2 祈 から 25.4 に 低下 し た 。 ( 四 塩 化 テ チレ ン , 
大 人 量 4.5g 使用 ) 人 お この 期間 に 虫 に 対し て サン ト 
= ン (大 人 量 0.1g 使用 ) を 用 いて 30.8 2 より 17.1 2 
に 低下 し た 。 こ の 虫 は 便 量 出 者 中 の 希望 者 に 行 つ た も 
の で あり 便 出 は 毎回 人 の 40~70 2 あつ た 。 

2.。 排出 せる を る に A.d. の 方 が N.a. より 
も 多く 排出 され ( (A,d.:N.a.=2.53 : 1), 又 両 種 共に 
上 よ り も 多く 排出 され た A.d. (8 : =1:15 
N.a. (8 : 9 =1:2.8 強 ) 

個人 排 貝 数 は 大 部 分 が 100 底 以 下 で , 1~24 匹 の 者 が 
全体 の 70 占 あ て いる 。 均 排 は 20 前 後 , 中 
央 は 3 で ある 。 

両 種 の 混合 は A.d. の み の 者 が 70 混 
在 す る 者 が 20 , N.a. の み の 者 が 10 22 あぁ つ 

即ち 以上 よ ょ り 本 村 に 於 て は A.d.。 の 方 が N.a。 よ り を も 
優勢 な 分 布 を 示し て いる 。 

記 期 間 内 に 以外 に 西 加 積 村 , , 
施 積 村 , 東谷 村 の 4 ヶ村 に 於 て る 調査 を 行っ つた 際 仔 虫 に 
より 両 種 の 流行 を 知る 目的 で の 瓦 を 行 
い 仔 貝 を 得 て 鑑 別に 供し た 。 そ の 成績 を 虫 に と ょ り 排 出 
し た 上 貝 体 を 回 履 し て 鑑別 し た 結果 と 比較 する に 

1. A.d. の 検出 成績 は 排出 貝 体 に よる 場合 85.5 2, 
仔 に よる 場合 91.1 わずか に 仔 法 が 
許 を 示す も 殆 ん ど 差 は な いと 認め られ る 。 

2. N.a. の 検出 成績 は 培養 仔 虫 法 に よる 場合 34.1 2 
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排出 貝 体 に よる 場合 51.7 を し , に 
る 検出 率 が 劣 つ て いる 。 こ の 理由 に つい て は 更に 検討 を 
要する 。 (文中 A.d. は Ancylostoma duodenale N.a. 
は Necator americanus の 路 ) 

(追加 ) (鳥取 大 ) 森 納 

多 虫 卵 培養 に は 私 共 は 細長 い 濃 紙 に 大 豆 大 或 は それ 以 
上 の 葵 便 を 塗り , 底 に 水道 水 を 入れ た 試験 管内 に 立て 3 
日 後に は 仔 は し て 水中 に 浮遊 し て いる 。 集 
検便 に 便利 で ある 。 


47. 多 流行 地 報 (第 8 報 
兵庫 (その 2) 


京都 府立 医大 医 動物 
林 海 男 ト 部 昭 


Studies on the hookworm epidemies 
(Report 8 ) Hyogo Prefecture (No. 2 ). 


Umio Kuribayashi, Akira Urabe 


兵庫 郡 の 2 村 (広野 , 本 ) の 3 開拓 (淡路 
中 野 , 好 ) に つい て の 釣 貝 調査 は 先 に 発表 し た が , 昭和 
27 年 5 月 以降 の 虫 の 新 及 び 再 感染 を 調べ た 
陽 者 は 9 月 に 最も 多く 12.8 あつ た 。 及 び 
感染 は 共に 成人 層 に 多く 功 見 に 少 い 。 これ 60 ら 名 に つ 
いて を 行い , ヅ ビ 多 166 (8 74 食 122 
令 ) を 得 た 。 平均 排 貝 数 は 新 感 染 者 で 17.4 隻 , 再 感染 
者 で 5.3 ある 。 アメ リカ ヵ 虫 は 今回 は 1 見 な か 

広野 村々 民 1278 名 を 調査 , 260 名 , 20.3 の 多 虫 卵 
保有 者 牽 を 認め , 27 年 8 月, 207 名 に 叉 虫 を 行 つ た 。 排 
平均 排 数 13.9 , 中 央 値 7.4 あぁ つ た 。 2293 中 
ヅ ビ 多 2269 アメ リカ ヵ 多 24 ある , 
寄生 者 159 名 , アメ リカ 多 寄生 者 2 名 
混合 寄生 者 3 名 で あぁ つて アメ ぇ メリ ヵ 多 虫 単独 寄生 者 の 最高 
排 貝 数 は 僅か に 19 令 で あぁ つた 。 混合 寄生 者 に あつ て は 
2 一 1 令 の アメ リカ ヵ カ の 多 由 を 見 た に 過ぎ な い 。 即ち 先 に 

告 し た 3 開拓 と 広野 村 と で は 種類 別 の 比 殆 
ん ど 一 し , 市 内 の 調査 , 郡 村 の 調査 等 
と る も 類似 し , 現在 の で 私 の 調査 し た 場所 は 
すべ て ヅ ビ が 圧倒 的 多数 で あぁ る が 少数 の アメ メリ 
ヵ 多 虫 を も 認め て いる 。 
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48. 多 流行 地 報 第 9 報 
京都 府 (その 2) 


京都 府 大 医 動物 
蒲 正夫 川本 吉田 幸雄 
Studies on the hookworm epide- 
mies (Report 9),Kyoto Prefecture. 
(No. 2) 


Masahisa Kaba, Shuji Kawamoto 
Yukio Yoshida 


多 虫 流行 地 調 査 の 一 部 と し て 京都 府 何 府 郡 佐賀 村 , 宇 
治 市 棋 島 , 宇治 市 算 取 の 農村 で 調査 し た 分 を 報告 する 。 


佐賀 村 小 学校 | 374| 2.822 | 80.422 | | 21.72 


80.426 | 8.526 | 21.7% 

| 434 | 407 | 56 | 292 
市 等 451 96.22¢ | 90.22% 12.222 | 64.7% 
168 | 138 | 16 

島 小学 校 | 292 57 822 | 47.322 | 5.522 | 14.02% 


便 。 表 の 如く と 浮遊 を し た 。 

カ ヵ カプ レ に よる 若葉 病 様 症 然 を 呈し た 1 例 を 佐賀 村 に 於 
て 見 た 。 大 根 の 間引き 作業 を 行っ つた 8 月 30 日 夜間 より 
両 指 , 手 , 手掌 に 劇 し い 来 し , 日 手 
腫 し た 。 9 月 7 日 に 至り 喘息 様 忠 史 を 来 し , 9 月 12 日 
プレ を 生じ た 土壌 100g より Baermann 氏 過 
より 位 虫 3 を 検出 し た が , 患者 の 検便 た に 於 て は 虫 卵 は 認 
め な か つた 。 こ の 喘息 様 中 は 約 1 週間 っ づき , 10 月 1 
7 日 カプ レ を 生じ て より 48 日 目 に し て 多 卵 の 
見 , 1 月 17 日 テト レン 球 に よ ょ り 太 虫 を 行い ア メリ ヵ み 多 
9 (85?4) ビ =- 多 3 (831?2) を 
得 た 。 こ の 地 で 若葉 病 様 症 秩 を 時 し た 患 者 より アメ リカ 
釣 虫 を 得 た の は 本 例 が は じ め て で あつ た 。 叉 カプ レ に ょ よ 
る 若葉 を 食べ て 起 つ た 比 し 短く 経過 し た 。 

。 佐賀 村 に 於 て は 42 名 計 1156 令 を 得 
た が , この 内 アメ リカ は 計 11 あり , 混合 感染 
者 は 3 名 で あり , アメ リカ の 感染 者 な し 。 取 
に 於 て は 30 名 より 計 294 令 の 多 貝 を 得 , 混合 感染 者 4 
名 , アメ リカ ヵ 虫 感 染 者 2 名, アメ リカ 44 
を 得 た 。 横島 に 16 名 よ り 計 51 ダビ = - 多 を 得 
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排 68.885.7 22, 陰 輔 56.7~67.7 2, 1 
8.6~100 於 て 同時 に が 排出 され た 。 


49. 中 部 日 本 に ける 多 
の 人 分布 に つい て 


京都 府立 医大 医 動物 
小林 治郎 
Distribution of hookworm 
in Middle Japan. 
Harujiro Kobayashi 


員 こ 分 担 し て 京都 府 , 富山 愛知 兵 
山口 香川 の 1~ 数 村 に つき 多 の 分 布 流行 の 如 
何 , その 原因 こつ き 数 年 に Te 
に つい て は 分 担 者 が 夫々 報告 し て いる の で , 今 之 を 組合 
を 加 する 。 

調査 腸 生 全般 こつ いて , 行い 特に 虫 と 
に つき 比較 し た 。 その 結果 @) 虫 多く し て 
少 き 地 , (b) 共に 多き 地 (c) 虫 な 虫 に 比 
し 少 き も , 全 こ 比 し 多き 地 , (d) 多 共 
に 多 き 地 , (e) 少く 10 22 以下 で 多き 
地 の 5 階級 こ 分 け 得 られ る の を 見 た 。 こ の 分 布 の 原因 に こ 
つい て は 千 充 分 明らか で な い が そ の 地 の 便 所 の 構造 , 民 
の 使用 の 或 る 程度 まで 明 し 得る か と 

。 と 分 つて 使用 し , を 施 肥 し な い 事 は 
cree し , 選 を 堆肥 と 共に 土 中 に 本 肥 と し て 
施す の は 釣 貝 感 染 を 多く する の で は な いか と 思わ れる 例 
を 見 た 。 等 は 討 を つづ ける 。 

感染 者 の を 行い , その 2 種 の 分 布 多 少 を 
栓 た 。' この 結果 アメ リカ ヵ 感染 者 は ヅ ビ = - 感 
者 に 比 し 少く , アメ ぇ リカ 虫 の み の 感 は ヅ ビ 
= - 銘 虫 の み の 感 染 者 とこ 比 し 常に と 少 い 。 し か し 得 た 貝 体 
数 か ら 言 えば (3) て メリ カ ヵ が ダビ よ り 多 
いか , * 同 数 の 地 , (b) アメ リ ヵ の 数 マビ の 
数 分 の 一 位 の 地 , (c) アメ リカ ヵ 多 虫 甚だ 少 き 地 , (d) ヅ 
ビニ = ニー の み の 地 の 4 つ に 分 けら る 。 ア メリ カ 多 貝 の 数 の 
多い は 虫 の 高い 地 に , ヅダ ビ =- の み の 地 は そ 
の 低い 地 に 見 られ た 。 そ の 原因 こつ き 考 仙 し た が 未だ 説 
明 し 得 な い 。 

告 カブ プレ 及び 若葉 症 の 有無 を 問診 こ ょ り 槍 し た が 
カプ レ の 多い 所 に アメ リカ の 多い 例 , 若 は ヅ ビ 


= = 寄生 者 で ある 例 を 見 た 。 但し 反対 ら し き 場 合 も あ 
る 。 レ の 喘息 様 発作 あり , アメ リカ ヵ と ダビ 


=ー の 寄生 し て いた 例 も ある 。 カ プレ が アメ リカ 多 虫 に 


よっ つ て の み 起 る と は 言い 難い 場合 も あ る 。 土 中 の 遇 貝 
卵 , 多 虫 2 種 の 仔 虫 の 分 布 多 少 を 検査 し か け て いる 。 俗 
お 不 充 分 で ある か , 大 体 そ の 他 の 感染 牽 に 比例 する よう 
に 思わ れる 。 園 に る 感染 減少 は 時 に 可 な り 
良成 績 が 得 ら れ た 。 之 が 興 虫 で は 仲 々 む づ か し いよ う で 
ある 。 師 お 一 臣下 に 於 て も 少し く 調 査 地 を 異 と すれ ば 分 
布 に 著しい 差 の ある 例 を 見 る 。 上 の 分 布 の 議論 は 溝 に 私 
共 松 査 し た 地 に 限る 事 を 附 記 する 。 

( ) . 研 ) 小 宮 

1) ヅ ビ 多 の 圧倒 的 な 所 と アメ ぇ リカ の 圧倒 
的 な 所 と に 地 芝 , 地形 的 な 差 が ある か ? 

2) 殆 ど ヅ の み の 地 方 で ヵ プ レ ( 炎 ) 
の 発生 どう で あろ う か 。 

3) 200 内 外 の マビ = - 排 貝 者 の 臨床 は 如 
何 , 又 医 師 に か か つて いた か ど う か 。 

( 小林 時 治郎 

1) 農村 で す が 或 る 所 は 山間 , 或 る 所 野 
の 所 も あり , この 点 で は 一 様 で あり ませ ん 。 

見 ます 。 し か し が 全部 で ある 所 に 見 
当ら な いよ う で すす (但し 48 番 御 参照 を 選 う ) 

3) 多少 あり ます 。 し か し 比較 的 軽く , 原虫 で 患者 は 
健康 と な つた 事 を 気付 く 程度 が 多い よう で す 。 

(追加 ) ( 阪 大 微 研 ) 山 本 好 明 

大 阪 中 央 病院 に 於 て , 症 は 合併 を 有する 多 
入院 患者 58 例 中 , アメ ぇ リカ ヵ 多 虫 を 認 ゐ た 者 6 例 , 内 5 
例 (1022) は ビ と の 混合 感染 で あり , 人 6 
例 中 4 例 は 大 阪 市 内 居住 者 で あつ た 。 

( 間 ) ( 北 研 ) 

4 月 に 全部 陰性 に な つた と いう が , それ は 貝 卵 陽性 者 
だ けが 陰性 に な つた の か 全員 松 便 を し て 一 名 も 陽性 者 が 
な く な つた の か 5 


( ) 林海 
卵 保有 者 が 検便 済 の の に つい て 全員 陰 た 。 


( ) ( 慶 大 寄生 ) 松 林 久 

富山 が 少く , 多 が 多い 場所 に 於 て と を 
分 離し , 装 は 水田 に 入れ , 又は ジィ ャ ガイ その 元肥 と され 
る と われ た が , それ が 上 記 の 如き 多 の 感染 
を 示す 原因 と 考え て よい か 。 


| 
3 


( ) 小林 治郎 

或 は 関係 が る あか と 思う 程度 で す 。 本 年 更に 調査 する 
積 り で す 。 

( 道 加 ) ( 北 研 ) 長 野 寛治 


富山 に 不 完 ながら を 分 離し て 使用 し 寄生 
低い が ある と の こと で す が 新 潟 帳 に も 昔 か ら 分 離す る 風 
あぁ る 地方 が あり ます 。 は 様 な 地方 が 段々 * 
る こと と 存じ ます 。 筑 様 の 御調 査 御 報告 を 願い ます 。 

第 一 図 月 別 寄生 虫 感 染 放 の 経過 は 同一 に つい て で ある 
か 。 


50. ょ 土質 と の 関係 に 諸 
種 物 を 混入 し た 土 壊 の 卵 
発育 に 及ぼ す 影 つい て 
千葉 大 衛生 淳 
On the relation between hook- 
worm and nature of soil, and the 
influence of soils mixed with 
various medicaments upon the 
development of hookworm egzs. 
Atsushi Ishikawa 


千葉 五井 附近 住民 の 保有 は 50~70 22 の 
で あり , も 保 有 10~15 ある が , これ 
に する 小高 い 部 落 に 於 て は 反対 に 多 は 10 
外 で 遇 卵 60~70 に 認 れる 事 は 谷川 等 
に より 年 前 に 報告 され , その に 於 て は その 
の 起 ろ 原因 及び の 研究 を て いる が , この 
事 も その 基礎 の 一 部 を な す も の で ある 。 方 法 は 
風 週間 の 土壌 50g に 水道 水 並 に 物 を 混入 し , 
卵 浮遊 夜 を 滴下 し , 25°C 野 卵 器 内 に 5 日間 培養 し , 後 
ベー ルマン 氏 法 こよ ょ り 土 壌 中 の 仔 虫 を 堅め , 仔 虫 数 , 仔 
虫 の 別に つき 検査 し た 。 土壌 た 虫 卵 保 高い 五井 
町 附近 並 に 保有 低い 隣接 山田 橋 の 畑 土 壌 を 取 
し 土壌 た 虫 を 培養 し た 。 

1) _ 多 虫 卵 発育 こ に 適 する 水分 量 は その 土壌 こと ょ り 異 な 
り 五 井土 壌 で は 28 22, 山田 橋 土 壌 で は 45 前 後に 於 て 
アァ 種 ネ 種 共 こ 仔 貝 発育 良好 に こし て 最多 数 の 感染 仔 下 を 認 
め た 。 又 五井 土壌 で は 水分 量 9 3722, 山田 橋 土 壌 で 
は 23 58 2 範囲 内 た に 於 て は は 発育 し て 感 
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と を な る 。 

2) "土壌 中 に 於 る 感染 仔 虫 の 生存 期間 は 比較 的 乾燥 の 
で は 約 2 ヵ月 邊 生存 し, 水分 過多 の で は 最初 の 
1 週間 に 於 て 邊 数 近く 死滅 し 残余 は 3 ヵ月 以上 生存 を 続 
け , 水分 の 最適 の で は 5 ヵ月 経過 する る も 人 少数 の 
ア 了 種 生存 仔 虫 を 認め た 。 以 上 の 結果 より 仔 下 の 発育 並 に 
感染 仔 虫 の 生存 期間 は 土壌 の 種類 と ょ ら ず 水分 量 の 如何 
に より 左右 され る も の と 思わ れる 。 叉 了 種 は ネ 種 より 氏 
ら か 生存 期間 が 長い 。 

3) 土壌 中 水分 の pH に よる 多 虫 卵 並 に 仔 虫 の 発育 に 
関し て は を 土壌 に 混入 し , 虫 卵 を 培養 し た が 
性 , 中 性 , ヵ 性 で は 何等 を 受け ず pH の 
減 こ ょ り 仔 虫 数 を 減じ 強酸 は 虫 卵 並 に 発育 に 最も 不備 当 
で ある 。 

4) 土壌 に 普 品 を 混入 し た 場合 , 人 工 肥料 で は 石 次 窒 
素 は 0.1g を 混入 し た 場合 に は 感染 仔 虫 を 認め ず , これ 
を 1 反 歩 の 土壌 量 に 換算 する と 約 50 紀 混 入 す る 事 に な 
り , 普通 肥料 と し て 用 うる 量 は 約 20 賀 で ある か ら その 
, 殺虫 効果 は あまり 期待 出来 な い 。 そ の 他 石 
次 , 硫酸 アン モニ = ウツ ウム, 尿素 等 何れ も 効果 は な い 。 次 に 
度 水 は 8000 倍 に 於 て 度 カリ は 4000 倍 マー 液 
は 300 倍 深 液 混入 に こよ ょ り 感 染 仔 虫 を 認め ず , 消毒 工 で は 
ホル マリ ン , クレ ゾー ルル 石 穀 液 , 石 帳 酸 共 に 殺 卵 , 殺虫 
力強く , ホル マリ ン は 0.1 2 り 染 仔 を 認 
め な い 。 

( 商 ) (京都 府立 医大 医 動 物 ) 三 谷 和 合 

1) 五井 土壌 , 山田 土壌 の 土 の 性 質 は 如何 で し ょ う 
か 。 

(次) 

土壌 の pH 五井 土壌 , 山田 土壌 共に pH 6.7~7.0 位 で 


土壌 の 性 質 五井 土壌 は 沖積 土壌 に し て 山田 土壌 で は 
積 壌 で ある 。 
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51. Trypanosoma gambiense の 免 
疫学 異 に 関す る 研究 (第 10 報 ) 
マッ スネ 内 に 於 ける 変異 誘発 に つい て 


阪 大 徴 研 
尾崎 猪木 正三 
Studies on the ‘immunological vari- 
ations in Trypanosoma gambiense. 
10, Inducement of the variation in 
mice 
Humio Osaki, Shozo Inoki 
in vitro で 原虫 と それ に 抗 血 と を 作用 せ し 
R) の 変異 が 現われ る 事 に 既報 の 通り で ある が , 今 或 る 
抗 元 型 R (又は 0) に 感染 発 病 し た マッ ス の 腹腔 内 に 
対 抗 血 微量 注射 し た 上 で 尾 ふら 探 し 塊 反 
ば in vitro の 場合 に 符合 し て 既に っ 0 ( 又 
は 0 R) の 変異 が 認 ろ られ , k 現われ こ 抗 元 
(又は R) の 湾 を 再び 同じ マッ の 腹 内 に 注射 
すれ ぶ 二 段 の 変異 0 っ R (又は R っ >0) が これ 
を マウ ッ ウス に 継 代 し て も その 型 質 が 変化 すろ 事 な く 一 定 こ 
保 た れる 事 を 知 つ た 。 
傘 こ れこ screening method ( 即 報 ) を 併用 し て その 


事実 を 一 層 確 か な も の と する 事 が 出来 た 。 即 ち 第 一 段 の 
R=~0 (又は っ R) 変異 の 場合 ( 叉 は R) に 、 
し た マッ ス に この 血 置 マ ッ ス の 原虫 を 
種 す る か , 逆 に 抗 血 湾 処置 及び その 感染 を 治療 し た 後 の 


マッ ウス こ 0 (又は R) 原虫 を 接種 し て も 全然 発病 を 来 
さ な い 事 を 知 つ た 。 

本 に よ ょ れ 極微 量 の 抗 血 より 短 時 間 内 に ma- 
ss と し て 永続 任 変異 が 起 る 事 か ら 私 達 の 変異 率 マ ッ ウス 体 
肉 (in vivo) で も 起り 得る 事 が 知ら れ , これ を で 主張 
し て 来 た 本 変異 の 適 に 有力 な 裏付け が られ 。 


52. 実験 的 多 の 所 見 
大 寄生 
原 誠 一 
Histological changes of eye in the 
experimental anchylostomiasis. 
Seiichi Kajihara 
犬 剤 (生理 的 食塩 水 1cc 中 多 成 


虫 10 ) を 一 定期 間 続 パ 皮下 注射 し , 実験 的 
症 の 想定 の 下 こ その 有 眼 の 組織 学 的 変化 を 観察 し た 。 注射 
日 数 に こよ ょ り 1 週 注射 群 , 2 週 注射 群 , 3 週 注射 群 に 分 け 
(Prok. 0.5 cc ) 独 注射 , ・ 虹 (Prok. 
7) 用 注射 , 乳剤 ・ ダ ミン (Prok.2mg) 

俳 用 注射 , 乳剤 ・ ダ ヴィ タ ミ ン K (Prok. 2 mg) 俳 用 注 
射 等 を 行 つ た が , 今回 は これ ら 薬 剤 に よる 影 絆 は 略し て 
他 の 機会 に 譲り , 各 群 共通 に 現われ た る 変化 に つい て 主 
と し て る 。 

染色 は ヘマ トキ シリ ン ・ エ オジ ン 穫 色 , ソン ギー ソ ツン 
等 を 行 つ た 。 

組織 学 的 変化 は 3 週 注射 群 に 最も 強い 変化 が 起り , 次 
2 週 , 1 週 注射 の 順 で あぁ つた 。 角膜 に 於 て は 実質 細 
胞 の 核 の 膨 化 , 淡 , 形 正 を , 角 部 , 外 妥 に 
円形 細 胞 浸潤 を , 虹彩 に は 血管 周囲 の 浮腫 , 脈絡 
に 軽度 の 血管 拡張 , 円 形 細胞 浸潤 を 認 ゐ た 。 特 こ 注目 す 
べき 変化 網 及び 経 で 網 於 て は 節 細胞 
の 変性 即ち の 濃縮 淡 , , と 原形 質 形 
成 を , 内 外 両 の 軽 度 増殖 を , 経 て は 
数 例 に 認 た 。 の マル キー 粒 染 2 週 注射 
の 7 例 の 中 5 例 に , 3 週 注射 群 の 2 例 の 中 全 例 に こ マ ルキ 
を 証明 し 組織 の 変性 を た 。 

特別 な 例 と し て 1 週 注射 群 の 例 で は 網膜 重 経 節 細 胞 麻 
多 と の 間 出 液 生じ 炎 の 像 を し , 3 
週 注射 の 例 で は 角膜 , . 角 部 , 虹彩 , 体 , 
膜 , 用 肛 外 筋 に 著 明 な 円 形 細 胞 が あり , 3 
注 射 群 の 例 で は 外 有 筋 の 筋 繊維 間 こ の 明 な る 
細胞 , 浮腫 を 認 の 像 を し て いる 例 等 が る 
が これ ら は 何れ も 釣 虫 毒素 に ょ り 惹 起 さ れ た も の と 思わ 
れる 。 

する に 実 的 多 症 に 於 ける 変化 は 組 の 炎症 と 変 
性 で ある 。 

( 間 ( 宮 大 ) 井 上 

妥 外 に 中 枢 経 特に に つい て の 所 見 は あり さす か 
? (当然 中 枢 に 波及 する と 思い ます が ) 鞭 経 節 細 胞 の 変 
性 は どの よう で し た か ? 例え ば チゲ グロ リー ジス の 如き 
は 見 られ ミ さ し た か ? 

( 答 ) 岡 村 一 郎 
脳 の 所 見 は 未 整 理 で あり さま さす 。 実 験 は 致し て 居り きす 。 
(追加 ) ( 熊 大 寄生 虫 ) 岡 村 一 郎 
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が 行 つ た 妥 見 の 演説 に 対し 同時 に * の 
行 つ た 他 の 臓器 例え ば 胃 , 肝 , 覧 等 の 組織 学 的 研究 の 概 
括 的 説明 を 行 つ た 。 

( 間 ) (鳥取 大 ) 森 納 

大 動脈 内 注射 ( 再 感 作 時 ) し て 生じ た 胃 潰 場 は アル チ 
ンス 現 老 え て 差 を な いか 。 

( 徐 ) 岡 村 一 郎 

濱 発生, の 性 壊死 , 炎 の 発生 等 
これ ら の 原因 を 釣 虫 体 成 分 に よる Allergy 性 変化 で あ 


る と 老 え る 。 
(追加 ) 
立 弘 済 院 病院 


患 者 に 部 を 切除 し て る と 直ちに 
の する こと を 認 , 健康 者 は 認 なかつ 
た 。 これ が 催 入 血性 物質 , 或 に は アレ ルギー と 関係 が ある 
か どう か , 或 は 多 以 外 の 血 こも か か 事実 が あ 
る か どう か を 確 ろ て 行 ぎ た い 。 


53. 保有 小学 生 の 体力 
査 及び 血 中 Ca, K の 移動 (第 2 報 ) 


本 医大 一 医院 内 科 
美 正 文 田 義 男 
Studies on the hookworm carrier of 
the schoolchildren in the agricultural 
district. The physical strength exami- 
nation and Ca. & K. examination 
of the blood. (Report II) 
Masafumi Mikamo, Yoshio Yarita 


埼玉 懸 下 一 農村 多 虫 保有 小学 生 37 名 , 男子 23 名 , 女 
子 14 名 の 血 中 Ca, KK の 検査 及び 所 主体 力 テ スト の その 
後 の 結 果 に つい て 報告 する 。 

前 回 報告 し た 如く , 27 年 9 月 検査 時 釣 虫 保有 小学 生 
に 於 て , Ca. は 10.75 mg/d1, K は 17.2 mg/dl! の 偵 を 得 
た が , これ ら 保 有 生 徒 を 9 月 7 日 より 28 年 1 月 18 日 ま 
で こ 4 を 行い , 陰 者 19 名 を 得 , 2 月 4 日 第 1 
回 箇 液 検査 を 行い , 陰 輔 者 に は 1 ヵ月 間 鉄 剤 を 投 県 , 3 
月 11 日 第 2 回 血液 松 査 を 実施 し た 結果 , 尺 虫 に より Ca 
は 減少 し , K は 増加 , 陰 輔 後 放 置 す れ ぼ ば Ca は 増加 , 
K に 減少 の 傾向 を 示す が 特に 変化 せ ず , 鉄剤 投 県 に より 

a は 或 る 程度 増加 , K に 減少 し て 正常 値 に 近い 偵 を 取 


る こ 到 も の と えら れる 。 

所 調 体 テ スト に つい て は は, , 体重 , 胸囲 , 肺 活 
量 , 背筋 力 ソ フト ボー ル 投 げ , 及び 立 幅 跳 に つい て 検査 
し た 。 9 月 1 日 前 体力 テス ト 後 3 の に より 
21 名 , 男子 15 名 , 女子 6 名 の 陰 還 者 を 認め , 12 月 22 
日 公 校生 徒 と 共に 体力 テス ト を 実施 し , 標準 は すべ て 12 
月 測定 の 全校 生徒 の 儀 を 取 つ た 。 廊 虫 前 こ は 大 部 分 M 士 
の 聞こ あり, 投 力 及び 男子 量 及び 立 幅 以 外 は 
値 下 の 示す も の が 多 か つ た が , 駆虫 後 の 検査 
に 於 て , 陰 時 期 及び 陰 者 , 非 陰 の 聞こ 
て , 特に 相 認 身長 , 胸囲 , 肺活量 , 立 幅 は 
発育 の 良い 者 , 患い 者 約 生 数 で ある 。 体重 は 発育 度 の 良 
い 者 が 多い が , 大 部 分 M 土 q の 間 に あ る 。 唯 示 筋 力 の 
み は M 二 の 者 が 増加 し て いる が , 非 陰 者 間 
に 差 を 認め な い 。 り , 陰 
が 発育 度 に 影 絡 を 及ぼ す と は 言い 得 な い 結 果 を 得 た が , 
今後 共 年 間 を 通じ て 観 娠 を 続け て 行く 。 

( 問 ) ( 公 衛 ) 柳沢 利 

Schneider test を し て 我々 な 中 学生 に つい て 釣 貝 保 
有 者 と 非 保有 者 と の 聞こ 有意 差 を 見 て いる 。Schneider 
test も 試み に 見 られ た い 。 

シュ ナイ ダー テス ト に つい て は 特に 松 査 し て お りき せ 
ん が 今後 各 符 節 香 に 全校 生徒 と 共に 検査 し て 検討 を 続け 
て 行き た いと 5。 


54. 症 の に 関す る 
2.3 の 知見 


医大 林内 科 
大 一 片田 林 
Clinical observations 
on ancylostomiasis. 


Ichiro Ohira, Shigeru Katada 
Thikara Hayashi , 


多 症 療 に 当り , 多 卵 性 物質 及び 
に 合併 せる 肺結核 の 治療 経験 に つい て , その 
を 報告 す 3 る o 

I. 多 出 法 。 従来 本 虫 卵 松 出 法 と し て は 

が 臨床 的 に 最良 の 方 法 と 云わ れ て いる が , その 浮遊 時 間 

が 不定 な る ろ ため, 青々 は 本 に 於 ける 最も 検出 好 な 
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時 間 を 検索 する た め , 多 虫 症 20 例 に つき 本 法 を 逐次 時 
間 的 に 10 20 30 40 分 , 50 分, 60 分 , 90 分 , 
120 分 間 放 置 し , 各 時 間 毎 に 300 競 野 ( 各 時 間 毎 に 100 
韻 野 宛 3 回 鏡 松 す ) を 鏡 松 し , その 総 回 数 160 回 に 於 る 
虫 卵 数 を 松 査 する に , 20 分 浮遊 後に 於 る 虫 卵 数 が 最 
多く , 次 で 30 分 , 40 分 , 50 分, 60 分, 90 分 , 120 分 , 

10 分 の 順に 数 の 減少 を 認め た 。 多 13 例 に 
つき 法 (20 分 浮遊 の も の ) と (矢尾 板 氏 
と 毎 較 する , 各 例 共 300 野 の 卵 数 えた 結果 は 
学 遊 法 は 沈 濾 法 に 比較 し て 著しく 検出 牽 良 好 で あつ た 。 

IL. 物質 に つい て , 患 者 胃液 4 例 を K. 
I.K. 反 に 準じ て 処理 し , これ を 2~3 家 脈 
内 に 隔 日 毎 或 は 2 日 お き に 初回 2cc, 以後 3cc 宛 6~7 
同 注 射 し て その 血液 所 見 を 観 祭 する に , 多 虫 症 患 者 の 胃 
注 注 射 に より 家 東 赤血球 数 は 注射 前 に 比 し 注射 後 37.0 
ー~58.8 22 の 減少 , 血色 素 量 は 16.7~52.7 2 の 減少 が 認 
め らら れ た が , 健康 者 胃液 を K.I.K. 友 礎 に 準じ て 注射 し 
た 1 例 で は 正常 内 の 変動 で 血 は 殆 ん ど 認 め ら 
れ な か つた 。 又 白血球 数 並び に こそ の 血液 像 の 百 分 放 に 対 
する 影 多 患 者 並び に 健康 者 液 は 何れ 同様 の 
傾向 を 示し , 特異 な 現象 は 認め な か つた 。 青々 の 実験 よ 
り 推 る に , 多 症 患 者 中 に は 催 性 因子 が 
まれ る よう に 思わ れる が , これ に 関し て この 後 人 お 検討 
する 積 り で ある 。 

IIL. 多 症 に 合併 せる 肺結核 治療 。 肺結核 8 
例 , 中 等 症 4 例 , 軽症 6 例 に つい て , 早朝 宏 腹 時 に テト 
レン 1 回 量 3~4g を 服用 , これ を 隔 日 に 2~3 回 繰 返 
し 服用 し た 結果 は 直接 の 副作用 は な く , 区 便 中 の 卵 は 何 
れる も 陰性 と な り , これ ら 症 例 の 叉 虫 後 ユ ー6 ヵ月 間 の 観 
を 要約 すれ ば , 腹痛 , 下痢 , 悪心 等 の 化 器 症 
失 を 初め 体重 , 赤水 , 食 その 他 一 般 結 
の 症 短 は 好 輔 し た 。 肺 結 桜 特に 重症 に 於 ける 本 症 の 治療 
は , 屋 ょ 結核 の 悪化 が 恐れ られ , 従っ て その 治療 が 踏 踏 
され て いる が , の 症例 より する に , 病 悪化 
する 所 か 却 て 経過 は 極め て 良好 で ある 。 


55. 人 多 貝 Carrier に 関す る 研究 
第 2 報 Carrier に ける 
基 血球 の 消長 に い て 


群 大 衛生 
内 田 昭 夫 ふ き 
Studies on. the hookworm-car- 
riers. Report 2. On the quan- 
titative change of reticulocy- 
tes of hookworm-carriers. 
Akio Uchida, Fuki Yagima 


寄生 に る 病害 は その 寄生 数 , 年 月 , 寄生 種 に 
より 様々 に 現われ る が , 々 は 未だ 症 と し て の 症 
を みな い Carrier 群 に 於 る 血液 所 見 の 検索 を 試 
みた その に 興味 ある 現象 を 見 出し た 。 
ち 和 27 年 7 月 より 農林 高校 川淵 村 中 学校 
町 小学 校 の 学生 を 対象 と し て , Carrier 群 と 寄生 虫 皆無 
( 対 群 ) の 赤血球 数 及び 数 の 観 の 結果 
各 と も Carrier の 綱 数 値 に 軽度 増加 が 見 
られ , それ ら を 合計 午 均 し て みる と Carrier 群 (19 人 ) 
の 赤血球 数 429.9 万 , Reticulo 値 14.92 , 対照 群 (23 
人 ) の 赤 上 口 球 数 443.6 万 , Reticulo 値 10.74 で あり , 
赤血球 数 の 間 に は 有意 差 は 見 られ な い が , Reticulo 値 の 
間 に は 有意 が 認め られ た 。 性 現われ な い 時 : 
期 に 於 て か か る Reticulo 値 の 軽度 増 族 は 貧血 の 機 還 の 
存在 並び に 機能 進 を 示す も の と 考え られ 
る 。 於 て 更に 鉄 療法 を に 試み た の で ある 。 
上 川 油 中 学 女 生徒 中 赤血球 数 Reticulo 値 の 略 * 等 し い 
Carrier 群 (5 名) と 対照 群 (4 名 ) に 型 の 如く 中 元 鉄 
に ょ る 鉄 突 を 試み 総 鉄 量 48g を 21 日 間 に 投 し 
た 赤血球 数 は と る 徐々 に て 居る が Carr- 
ier 群 に 著 明 で あつ た 。 血色 素 量 は 赤血球 数 上 昇 に 先行 
し て 上 昇 し これ 又 Carrier 群 に 特に 閉 明 で あつ た 。 
Reticulo 値 の 溶 長 は 則 薬 後 10 日 月 頃 よ り Carrier 群 は 
対照 群 に 比較 し て 分 利 的 増 多 を 示し 多 
者 に つい て 見 られ る 如き 現象 に 極め て よく 上 類 似 し た 少 長 
を 示し た 。 鉄 投 に より , 見 上 く 血球 数 , 

Reticulo 値 の し い 二 か か る 差異 が 現われ る 
こと は , Carier 群 に 骨 機能 態 が 存在 す る 
事 を 更に 実証 する も の で あろ うぅ 。 従来 多 症 Re- 
ticulo 値 に つい て は 増加 と 正常 低下 の 
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が ある が 今回 の Carrier 群 の 観 祭 で は の 未だ 
出現 し な い 時 期 に 於 て 軽度 増加 を 見 た の で ある 。 病 害 の 
現われ ぬ 時 期 に か か る 現象 の 存在 する こと は 多 貝 の 疫学 
要 な で あり, 虫 本 態 の 究明 の 手がかり 
が 得 ら れる と 考え られ る 。 


56. 多 アレ ルギー に 関 
する 実験 的 研究 


鳥取 大 第 二 内 科 
石原 原田 義道 森 


Experimental studies on 
the allergy of hookworm. 


Kuni Ishihara, Yoshimichi Harada, 
Osamu Mori 


1. 家 体 成 分 に より 感 作 する と , 9 例 中 
例 に 感 作 と 伴 に 7 グロ プリ ン の 増加 を 示し , 球 均 し て 
感 作 前 の 1.7 借 に 上昇 し て いる 。 ア ルプ ミン の 減少 が み 
られ , アル ププ ミン, グロ プリ ン 比 は 感 作 と 伴 に 低下 し て 
いる 。 

2. 感 作 家 更 に 対す る アル チン スス 氏 現 象 は 前 回 同様 に 
全 例 に 陽性 で ぁ つ た 。 

3. 仔 虫 を 約 50 日 間 し た 義 液 に ょ る 皮 内 反 
感 作家 9 例 中 全 例 に 陽性 で あぁ つた 。 

4. 厚 さ 0.5cm の 天 膜 1 cm? に 約 1 万 割 に 被 
虫 を 通過 せしめ , その を 細 , Coca 氏 液 中 
に 抗原 を 抽出 し , 感 作家 束 9 例 に 皮 内 注射 し 例 例 に 発赤 
の 反 應 を 認め た 。 

5. 多 成 虫 虫 体 成分 に よっ つて 感 作 し た 健康 人 O 型 赤 血 
球 , 抗原 を 吸着 せしめ た ヵ リン 液 と 患者 非 働 性 化 
の 間 に 反 を 認め た 。 症 者 7 例 中 
全 例 に 凝集 を 認め た が , 幅 虫 抗原 に よる も の と の 間 に 
属 凝集 反 を 低 ある が 認め て いる 。 症 に は 
を 抗原 と し た 感 作 反 は ヵ カオ リン 反 
が 著 明 で ある 。 対照 4 例 中 1 例 た に 非 特異 的 凝集 を 低 偵 で 
ある が 認め て いる 。 同様 の 反 を 感 作家 行い , 
9 例 中 全 例 に 陽性 を みた が , 軽い 類 属 凝集 反 座 を 認 ゐ て 
いる 。 

仔 貝 の 経 皮 染 に ょ っ つて 俗 に う 肥 まけ 」 又は 「 か 
ぶれ 」 と 称す る 発赤 , , 結節 等 の 皮膚 症 和 発現 
ょ +, 多 仔 虫 感染 時 , 仔 虫 の 分 泌 す る 毒性 物質 或 は 抗原 物 
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質 に ょ る 皮膚 反 と 考え られ る 。 体内 通過 時 に 肺 
過 時 同様 な 物質 が 分 泌 或 は 排 洪 され , 更に これ が アレ ル 
ゲン と し て 抗原 抗体 反 應 が 行わ れ 得 る 事 は 想像 に 難く な 
い 。 故に 我々 は 若 薬 病 は 仔 貝 の 肺 内 通過 に ょ る 機械 刺 戦 
と , 肺 内 に 於 る 抗原 抗体 反 座 に よる アレ ルギー 性 喘息 様 
症状 と 解 し て いる 。 我々 の 実験 し た 培養 液 に ょ る 上 友 内 反 
仔 虫 通過 寒天 の 抗原 の 証明 は これ を 裏付け する 
も の で ある 。 

作 血球 反 , 抗原 吸着 カオ リン 反 は 今 
後 も 研究 を 続け , 類 属 反 の 試験 を 行い た く 
35。 


( 問 ) ( 邊 森 下 
皮 内 反 座 の 発現 の 時 間 は 如何 で すか 。 

( ) 森 納 
皮 内 反 座 は 24 時 間 判 定 と し た 。 


57. プ ョ ム ナ フト ー ル に 依る 
多 虫 症 の 治療 (第 2 報 ) 


大 阪 医大 内 科 
南大 阪 病 院内 科 
一 
Treatment of hookworm disease 
with bromonaphthol. (2nd. Report) 


Itsuro Nakamura. Goro Miura. 
Kazuyasu Ogata 


最近 我 が 國 寄生 虫 の 感染 況 する と 寄生 
は 減少 の 途 を 辿っ て いる が , 感染 は 増加 の 傾向 
が ある や に 思わ れる 。 多 虫 恨 虫 剤 と し て 従来 より Tym- 
ol, Naphthalin, Tetrachlor-aethylene, Hexylresorcin 
等 が 使用 せら れ て いる が , 何れ も 毒性 が 強く 大 量 を 使用 
し 難い 上 刺 載 作用 が あり 幼 兄 等 に 対す る 使用 は 極め て 困 
難 で あぁ る 。 金沢 大 学 薬学 部 三浦 薇 授 は Naphthol 誘導 
体 を ハロ ゲン 化す る 事 に ょ り 寿 性 が 減 腸 し , ガマ 線 中 の 
原虫 力 が 増強 せら れる こと を 見 出し た 。 さ き に 岩田 教授 

に 我々 は 4-Bromo-1-naphthol (4BIN と 略す ) に 多 
作用 あぁ る を 見 出し , 本 剤 の 臨床 的 用 に ょ り 新 
剤 と し て 提唱 し た 。 人 に 1-Bromo-2-naphthol 
(1B2N と 路 す ) に る 同様 の 作用 の あぁ る を みて いる 。 

4BIN の 多 虫 仔 虫 殺虫 力 は 8 分 で 60 22, 15 分 で 90 
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22 死 し , 他 の 多 剤 に 劣ら な い 。 7.5~8.0g, 
マウ ス に 15 mg 投 て 力 試 験 を 行 つ た が 死滅 せ , 
誠 所 見 に を みず , 0.3g 投 県 し た 成就 家 に 於 て 
も , 等 に 変化 を 認め , 所 見 に も が な 
い 

学童 に 対し て これ ら 剤 を 投 て 虫 効果 を 観 
し た 結果 は 4B1N 丸 で 陰 33~40 22 ( 
し ), 1B2N で は 60 認め られ テレ ント 球 の 6 
12 と 比 し 同 程度 の 効 が ある 。4BIN を 6 名 の 成人 に 使 
用 し た 例 で は 全 例 排 , 排 虫 総数 52 條 1 人 8 
で ある 。4BIN を 5 の と し て 十二指腸 ダン デ に ょ よ 
り 十二指腸 に 注入 し た 15 全 例 排 , 排 貝 総 
数 681 條 陰 40 22, 1 人 平均 45 で テト レン 球 
経口 の 陰 率 30 こ 比 し 優れ て い 

副作用 に つい て 4BIN, 1B2N の セル 投 

群 で は 殆 ん ど 認 られ な い 。 中 の 蛋白 , ツウ ロビ リノ 
ー ゲ ン 反 應 の 出現 等 なく , 血液 像 に 閉 変 を 認め な 
い 。 こ の 点 最近 の 4 = チレ ン 球 が , 肢 頭 
食 思 不 振 , , 心 , 等 の 副作用 を 認 る 
事 が 多い に 対し 優れ て いる 。 唯 精 製 度 の 低い も の は 紫色 
を 量 す る が , か か る も の は 釘 膜 に 対し 刺 吉 作 用 が あり , 
う 場 合 , 腹痛 , 心 , , 

, 肢 を 認め る 。 従 つて 本 を 使用 する 場合 は 

Es to られ た も の を 使用 すべ き で ある 。 

上 記 2 ナ フタ リン は 従来 の 剤 の 欠点 た 
る 刺 圭 作用 , 毒性 の 2 点 に 優れ , 且つ 効力 の 劣ら ぬ 点 よ 
り に 対し て る 使用 が 可能 で あり , 従来 の 多 
ょ り 一 た も の と し て 推奨 する と 共に 例 加え て 


再度 報告 する 。 

(追加 ) (大 阪 医 大 ) 田 

1。 本 剤 を 日 本 に て 出来 た 新 ら し ER 
剤 を 老 え る wo 


2。 本 剤 に は 次 の 4 つの 特徴 が あ z 
① の 多 。 注射 以外 の すべ 
が 少な い 。 
下剤 の 投 を 必ず し ゃ も な い 。 
が いら な い 。 
3.。 多 療 に 下剤 の 要 を し て いた だ きた 


(追加 ) (名 古屋 市 大 医 動物 ) 戸 谷 徹 造 
余る も 赤 2 Brom 4 Naphthol を 用 い 農 村 中 学校 に 於 て 
53 名 に 集 園 収 虫 を 行 つ た 。 


は 34.6 2 で あつ た 。 一 作用 は 軽い 食 思 不振 例 を 見 た の 


み で あつ た 。 
本 剤 は 但し 遇 虫 駆除 効果 は 多く 認め らら れ な か つた 。 
(追加 ) 医大 ) 赤 木 勝 


1 ブロ ローム 2 ナフトール と どちら が 効果 的 か , 未だ 激 
山 例 が あり ませ ん が 4 チ プ ロー ム よ り 和 良い 結果 の よう に 
い ます 。 

(追加 ) ( 北 研 ) 長 野 寛 治 

追加 に 対す る 発言 で あり ます が , 私 共 も 以前 か ら 叉 虫 
剤 に は 必 ら ず し も 和 食 及 び 下 剤 の 使用 を 要 し な いと 考え 


58. Ancylostoma duodenale 


降 物 形成 に つい て 


阪 大 研 寄 生 
Precipitate formed by the serum 
of rabbit immunized with the 
larvae of Ancy ostoma duodenale. 
Akira Nagai 


Ancylostoma duodenale 仔 名 家 と in 
vitro で 作用 させ る と , 貝 体 の , 肛門 及び そ 
れ ら の 周囲 に 沈降 物 を 形成 する の を 認め ゅ た 。 こ の 現象 は 

の 方 法 ( 仔 の 経 的 投 , 右 心 内 或 は 皮下 
は 風 逐 内 注入 ) の 如何 を 問わ ず 発 現す る 。 感 染 後 発現 ま 
で の 洪 伏 期 は 感染 量 の 多少 に 拘ら ず 10~11 日 で あり , 
発現 に 要する 最低 感染 息 ( 但 し 1 回 感染 ) は 未だ 確認 し 
て いな い が , prokilo 35 令 で 陽性 に 出る 場合 が あり , 
prokilo 180 上 で は 生存 し た 場合 は 例 陽 
し た 。 反 應 持続 日 数 は prokilo 7.000 令 以 上 の 感染 で は 
4 ヵ月 後 人 お 陽性 を 示し , prokilo 180 令 の 感染 で は 約 
1 ヵ月 後 再び 陰 る 。 同 は 成熟 仔 虫 の 外 , マ 
ッ ス に 感染 させ その 肺 よ り と り 出 し た 仔 貝 に 対し て も 同 
様 に 反 する 。 

Ancylostoma caninum と の 交 又 名 疫 試験 を 行 つ た 
所 , お 反 陽性 を 示し た の で , この 反 の 特異 性 に 
つい て 更に 追求 し て いる 。 

以上 の ょ うに 物 形 を 見 , 家 中 に Ancylo- 
stoma duodenale 仔 貝 の 感染 に 対す る 抗体 が 生 ず る 事 


ww 
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が 証明 され た わけ で ある が , この 抗体 が 血 注 中 の 如何 な 
る 蛋白 分 害 中 に 含ま れる か を 調べ つつ あり , 併せ て 仔 躍 
の 体内 移行 に よる 各 分 視 量 の 変動 を 電気 泳動 法 で 観察 し 
た の で 附け 加え て 報告 する 。prokilo 7,000 以上 
の 仔 貝 感染 の 場合 , 3 日 目 か ら 7-Globulin の 増加 が 著 
上 明 で あり , 体内 移行 を 終了 し た と 見 られ る 時 期 以後 も 人 稚 
お 増量 し た まま 4 ヵ月 以上 持続 し , それ が 再 感 染 に こよ ょ り 
的 に 増加 する の を で 仔 感 と 対す る 抗体 
も 細菌 等 に 対す る それ と 同様 に 7-GIbulin 中 に 存する 事 
が 推察 され , この 点 に つい て 倖 お 実験 中 で ある 。a-8-GI- 
obulin は 殆 ん ど 感 染 こ ょ る 影 郷 を 受け な い 場 合 が 多く , 
Albumin は 感染 後 若干 減少 する が 1~2 週間 で 以 復 し , 
% 峰 を 観察 し た 例 で は 感染 後 約 2 週間 は 少量 の 増加 を 見 
た も の が あつ た が , 聞 も な く 旧 に 復 し た 。1 例 の 7 日 目 
死亡 例 (prokilo 12, 500 集 皮 下 注 入 ) で 2 日 目 か ら 々 GI 
obulin の 著 明 な 増加 と 7-Globulin の 蘭 減 を 見 た が , こ 
の 例 の 感染 分 割 比 の 7 量 が 大 きい た め , この 変動 が 釣 
貝 体内 移行 こと よる 死亡 の 場合 に 特異 な る も の か ど うか は 

すぐ 判定 出来 な い 。 prokilo 700=1, 300 令 の 感染 量 
で は 7-Globulin の 変量 の み が 見 られ 少量 の 増加 を 来 た 
し , それ 以下 の 量 で は 分 は 変化 を 認め 
な い 。 

(追加 ) (鳥取 大 ) 森 納 

ジ ビ ニ 感染 こよ ょ る 家 で は フィ ブリ ノー ゲ 
ン は 5 例 に 減少 4 例 に 軽く 増加 し 平均 し て 減少 し て いま 
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59. 人 免疫 に 関す る 研究 


群 大 寄生 
Studies on the immunology of ho- 


okworm. (II) Cutaneous reaction. 


Toshisada Sawada, Ineo Suzuki, 
Tsuneharu Oka 


数 名 の 馴 者 及び 健康 者 に Ancylostoma caninum よ 
り の 抽出 及び 分 抗 原 を 以 っ て せる 泊 反 及び 分 
抗原 に ょ る 上 内 反 の 成績 に つい て は 虫 学会 
東部 会 と 於 て 輝 べ た 。 

今回 は 先ず 液 を と 用 いあ ぁ あらかじめ 出現 濃度 
を 推定 し お き , 種々 な る 寄生 虫 保有 者 及び 非 寄生 者 の 集 


園 に 一 定 漠 度 を 以 っ て 皮 内 反 座 を 行 つ た 。 

体 分 前 抽出 液 で は 発赤 , 腫 丘疹 , 結 を 15 
ー~45 分 の 聞こ 認め 得 た も の を 陽性 と す る と 釣 虫 寄生 者 
の 反 陽性 84.7 陰性 15.4 寄生 虫 な き 者 , 陰性 
73.7 反 を 示し た 者 , 26.3 あ る , 

A ょ 注意 すべ き で ある 。 

次 に 8 貝 体 の 硫 50 に よる 蛋白 に より 内 
反 應 を 行 つ た 。 こ の 場合 , 発赤 と 丘疹 を 同時 に 速 時 反 炊 
を 者 を 反 陽性 と し て みる と , 多 寄生 者 の 陽性 
80 22, 陰性 20 非 生 者 の 陰性 66.7 陽性 33.3 
寄生 者 ( ある 者 る 含む ) 陰性 53.3 
性 46.7 寄生 者 , 陰性 68.75 陽性 31.25 22 
で ちっ た 

これ ら の こと は Ancylostoma caninum の 前 法 に よ 
る 抽出 液 が , 人 釣 虫 に 相当 の 共通 抗原 を 以 っ て いる 他 の 
線 , 特に に 強い 親和 性 が あり , 蛋白 分 皮 内 反 
行う と と の 親和 性 は * 減ずる が , , 
寄生 者 及び 非 寄生 者 が ほぼ 同 程度 の 陽性 牽 を 示す よう に 
な る 。 て 虫 寄生 者 の 陽性 殆 ん ど 変 化し な い , 
少く と も この こと は 多糖 類 に と よ ょ り 多 く 共 通 抗原 の 存在 を 
鑑 わ し め ら る の で は な か ろう か 。 人 お 以上 に 使用 し た 量 で 
は 原 と な る こと な く , 双 ル モ ッ ト を し 軽度 の 
間 代 性 起 し 得 た 。 に Middlebrook-Dubos 
より Haemaglutination を 行 つ て 大 に の み に 陽 
反 應 を 得 た 。 


60. 名 に つい て 


医大 寄生 
森 下 哲夫 瑞 
Studies on acquired immunity 
in infections with hookworms. 


Tetsuo Morishita, Mizuho Kobayashi 
犬 多 を 海 経 及び に 感染 させ て 犬 多 及 


成 抗 元 に ょ り 皮 膚 反 を 試み た 。 経 感染 の 場合 の 


方 が 経 日 感染 より 仔 数 少く て が 成立 する 。 
抗 元 に 対し て は 全く 反 を 示さ な い 。4 細胞 

期 の 虫 卵 より 得 た 抗 元 は 特異 な 反 應 を 示さ な いか Rha- 

bditis 型 の 仔 より の 元 は 陽性 反 を 示す 。 
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polysaccharide 及び protein-fraction は 夫々 imme 
diate 及び delated reaction を 示し 経 し た 海 
の 腸 も 経 日 感染 し た 海 疾 の 腸 と 同様 polysaccharide-fr- 
action に 対し て 縮 を 示す 。 

氏 疫 の 継続 期間 は 1 週間 後に は 成立 し て 永く 続く 模様 
で ある 。 


岐阜 医大 
森下 瑞 穂 


Studies on acquired immunity 
in infections with ascarids. 


Tetsuo Morishita, Mizuho Kobayashi 


人 遇 を 海 に せ し て 人 虫 の 仔 , 成虫 及び 
豚 , 犬 よう 抽出 し た 抗 元 と の 聞こ に は 皮膚 反 試 
みみ た 。 何れ も 陽 隆 の 反 忠 を 示し 抗 元 分 析 の 結果 polysac- 
charide-fraction は 注射 後 30 分 より 6 時 間 ま で 発赤 が 
認め られ protein-fraction は 注射 後 4~5 時 間 頃 より 
発赤 と 硬 結 を 認め 72 時 間 後 に も 局部 の 発赤 を 見 る 。 

人 豚 , 犬 興 虫 抗 元 聞こ に 著 差 は 認め られ な い 。 

胞 期 の 卵 に は 以上 の 元 性 は な く の 
の に も 認め られ な い が 映 斗 期 の も の に 至 つ て 初め て 抗 元 
性 を 有する よう に な る 。 

感染 の 海 に 虫 抗 元 を 以 っ て 皮膚 反 を 試み 
た が 陰性 で あつ た 。 

感染 海 小腸 対し Schultz-Dale 反 を 行い 
polysaccharide-fraction の み を 認め る こと を 
証明 し た 。 

人 知 お 抗 元 分 析 の protein-fraction は globulin で あつ 

の 成立 は 後 1 週間 で 証明 され 1 月 生 に 及ぶ も 
人 告 お 陽性 で あぁ る 。 

( 問 ) ・ ( 北 研 ) 長 野 寛 治 

経 日 的 と 云う 意味 は 食物 に 混入 と 云う 事 で すか ゾン デ 
ー で た と 事 で すか 。 

( 答 ) 下 

虫 卵 飼 食 は 食物 に 混 じ て 食べ させ る 。 


62. 卵 々 殻 形成 の 形態 学 的 観 


予 研 寄生 虫 
柳沢 十 四 男 


Morphological observation on the 
egg-shell formation of ascaris egg. 


Toshio Yanagisawa 


筆者 及び 石井 は 先 に 豚 の 第 三 が 母 細胞 
質 内 特殊 題 料 の 卵 表 へ の 放出 に ょ り て 形成 され る 事 を 報 
告 し た 。 し か し 該 報告 に は 周 有 卵殻 の 第 一 , 第 二 訂 及び 
卵殻 膜 の 形成 に 関し て は 全く 触れ て 居 ら な い 。 筆者 は そ 
の 後 卵 殻 の 形成 過程 を 形態 学 的 に 観察 し 下記 の 如き 結果 
を 得 た 。 

豚 虫 の 各種 隆 生殖 器官 に 含ま れる の 切片 
標本 及び 生 標本 を 製作 し に 供し た 。 特 に 膜 の 
形成 過程 の 観察 に は 生 彼 標本 を 用 いた 。 

受 の 第 一 層 は 未 受 最 外 あり こ 
れ が 台 母 細胞 より 第 二 訂 形成 物質 の 卵 表 へ の 分 泌 に より 
て 受精 後 拉 挙 形成 され る 。 第 二 層 に 上 記 の 如く し て 始め 
分 さ れる が この 第 二 形成 物質 分泌 初 期 に 於 て 
低く 且つ 肥厚 する る も 後 され る も の の 如く 
く な る 。 

政 殻 膜 は 第 三 訂 形 成 に 続き これ が 内 側 こ 比較 的 厚い 内 
面 液 する と し て 次 形成 され る 。 

子宮 末端 部 に 含ま れる 受精 卵 * 々 殻 の 第 二 層 の 一 定 部 位 
に 見 られ る と 所 卵 小 孔 は 第 三 形 成 直後 外 に 
形成 され た 第 一 次 極 体 が 第 三 礎 と 外 殻 膜 と の 間 に 埋 没 さ 
れ た を も の と 考え られ る 。 即 ち 第 三 訂 形成 直後 卵殻 の 将来 
孔 の 見 られ る 位置 と 相 する 部 位 に 於 て 第 一 
成就 分 裂 が 行わ れ 第 一 次 極 体 の 形成 され る の が 観察 され 
た 。Ackert (1931) は A.lineata 卵 の 同一 部 位 に 見 られ 
る 特殊 構造 を Chamber 氏 題 徴 鏡 解剖 針 こ て 栓 し 円 椎 体 
が 附 着 し て 居る の を 見 , 又 Baylis (1929) は Ascaridia 
属 の 卵 の 特殊 構造 を 卵殻 の 部 分 的 よる も の 
と し て 小 孔 と は 認め て 居 ら な い 。 又 穫 者 は A. megalo- 
cephala 卵 の 完成 受精 に て 約 5x の 小 体 が 中 層 と 
の 間 に 埋 れ て いる の を し 得 た 。 子 宮内 不 
受精 の 卵殻 は 受 の 第 一 層 と 相同 の も の で あり 
後者 ょ り 僅 か に 肥厚 し た も の で ある と 思わ れる 。 

卵殻 の 起源 に 関し て は 有 は 勿論 の 事 卵 
細胞 起源 と 考え る の が 至 当 で ある 。 
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( 問 ) ( 岡 大 ) 山 日 左 仲 

上 卵 の 固有 形成 に 当 つ て その 第 一 層 何 か ら 出 
来る と 御 老 え で すか , この 問題 に つい て の 発表 され て い 
ます が 御存知 で し よ ょ うか 。 そ の 結果 と 弓 下 の 御 観察 と 少 
と よう で す 


63. クロ ルゥ アル キル レア シ 
ン の 研究 経過 , 特に その 効果 増強 
に 関す る 研究 成果 に つい て 


岡 大 薬理 
山 崎 英 正 


On the development of our studies 
on alkyl chlororesorcinols, with 
especial reference to an attempt to 
potentiate their anthelmintic efficacy. 
Hidemasa Yamasaki 


私 共 は さき (1948) に 富田 , 上 尾 両 才 授 の 合成 に 関す 
る 協力 の も と に 4- 々 -Hexylresorcinol (H.R.) の 6 位 の 
mono-chlor 化 こ ょ り を こと な く 刺 | 
光 性 と 毒性 を 軽減 で きる こと を 見 出し た 。 そ し て 一 連 の 
フェ ノー ル 及 び レ ゾル シン 系 化合 物 に 本 法 を 適用 し た 結 
果 , H.R. より 優れ た 二 , 三 の 化合物 を えた が , 就 中 
4- ヵ -Octyl-6-chlororesorcinol (O.C.R.) は 特に 刺 の 
少 い 点 で 注意 され た (足利 ) 。 布 る に , この も の の 純度 を 
高 あ る に つれ て 効果 が 低下 する の に 無 付 いた の で , 効果 
増強 作用 を も つと み ら れ る 湿 入 不 物 の 本 態 と その 作用 機 
序 へ 研究 を 進め た 。 

。 この 不純 物 に つき や が て 種々 の 特徴 が 判明 し た が , 特 

に 強い ヂ デア する 他 , 強い 界面 活性 を 有する 
を 注目 され た (万 波 , 前 田 )。 そこ で この 系 統 の 華 物 の 
線 虫 タチ タラ 対す る 界面 活性 の 影 tn vitro 
で 詳細 に 松 討 し た と ころ , 一 定 限 累 内 に 於 る その 増加 は 
物 著 明 に 促進 する 事実 を 知 つ た (万 波 )。 こ の 
知見 を 雇用 し , O.C.R. に それ より も 界面 活性 の 強力 な 
4- ヵ -Octylresorcinol (O.R.) を 本 合 し た と ころ , 一 定本 
合 の 場合 効果 に 著 明 な 相 的 増強 現 お きる 
の を 認め た 。 併 し , この 場合 毒性 及び 刺 漁 性 に は 増強 は 
な か つた 。 効果 最大 の 配合 比 は 0.C.R: : O.R.=70: 30, 
モル 比 で 約 2 : 1 に 相当 し た 。 この 配合 剤 (OR-30 と 仮 
称す ) は 私 共 の 遇 虫 原 除 実験 で は 成人 1g 1 回 用 量 で , 
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91.3 2 (全体 ), 98.6 2 (個人 均 ), 
失 者 95.2 排 貝 者 100 2 の 著 効 を 示し た 。 
マッ ウッ ス 経 胃 毒 性 は H.R. の 約 !/z で , 内 服 し た 犬 の 骨 粧 
膜 に HL,R, の 如き 訂 料 性 損傷 を きた さ な い 。 こ の 事実 は 
Alhylresorcinol- の 効果 が 必 し も ゃ その 刺 の 
強 さ と 並行 する も の で な いこ と を 立証 し た も の で ある 。 

た だ , 人 に より 薄 下 を みる が , 一 過 性 で ある (万 波 , 
高岡 )。 こ の 沈下 作用 は 本 剤 が H.R. より る は る か に 苑 
液 で ぁ つ て 蛋白 親和 性 の 少 い た め 腸 の 比較 的 下方 まで 分 
散 し , な が ら 広 範囲 と 動 誘起 刺 を え る の 
と , HI.R. より 筋 性 の い た め と み ら れ , 所 
小腸 下剤 と 同種 の 機 序 と 考え られ る (久本)。 

初期 の 閉 効 を 示し た 0O.C.R. 結晶 中 の 不純 物質 は その 
後 の 研 究 に ょ り 主 と し て O.R. で ぁ る こと が 判っ つた (万 
波 , 高岡 )。 

お O.C.R. と 4-Cyclohexyl-6-chlororesorcinol 
(C.H.C.R.), O.R. & C.H.C.R., 4 -1-Decylresorcino!l 
と その クロ ル 体 と の 聞 の 配合 物 に つい て も 検 ら べた が , 
OR-30 を 凌 念 する 性 質 の も の は えら れ な か つた (万 波 , 
高岡 )。( ヵ ッ コ 内 は 協力 者 ) 


64. 海 人 有 効 の 研究 
液体 ク ョ マト グラ フラ イー に 
依る 有効 成分 の 分 離 


阪 大 薬学 
村上 信 本 松 然 昌 

白石 薬品 株 式 会 寿 

醒 
Studies on the effective principles 
of Digenea simplex, Ag. Separation 
of the effective substance by means 

of the liquid chromatography. 


Shinzo Murakami, Tsunematsu Takemoto, 
Zensho Shimizu, Koji Daigo. 


アル ミナ を た カラ ム 中 を 海 人 草 水 キス の 
アル コー ル を 流下 させ , 流下 液 に 塩素 イオ ン の 反 
が 殆 ん ど 消 内 す る 所 まで を フラ クシ ョ ン I. 次 に 更に 稀 
アル コー ル の 流下 を 続け , 流下 液 に 着色 の 殆 ん ど 認 め ら 
れ な く な る さま で を フラ クタ クション I と な る 。 次 に ク r マ 
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と ヵ ラ ム を 蒸溜 水 で 徹底 的 に 溶出 し て こ フ ラク ショ ン III 
ト す る 。 フ ラク ショ ン I は 海 人 草 中 の 大 部 分 の 無機 閣 類 
と 僅 微 の valine, leucine を 含む 。 フラ タクシ ョ ン 1I か 
ら は mp 261° (decomp.), 【aJp1?: 94.0° (3 水深 
液 ), 組成 の 無色 が 得 ら れる 。 
本 上 品 は 鈴 酸 こよ り mannose と glyceric acid に 分 解 し 
H. colin 等 が Polysiphonia 属 の 海藻 か ら 得 た sodium 
-7-glycerate の mannoside (C.R.208, 1450) と 殆 ん ど 
一 致す る 。 演者 等 は 本 品 は 海 人 草 中 に 特に 著 量 に 信 有 さ 
れる こと を 初め て 発見 し た の で 便宜 上 これ に デ ゲ ネ ア サ 
イィ イド (digeneaside, Digeneasid) と 云う 呼び 名 を つけ 
る こと を 提唱 する 。 その 他 フ ラク ショ ン I 中 に は ar- 
ginine, alanine, valine, leucine の 存在 が 認 ゐ らら れる 。 
フラ タクシ ョ ン 1II は 蒸発 乾 固 する と 海 人 草 特有 の 香味 を 
有する 黄 褐色 の 粉末 と な る 。 こ れ を 更に す る と 
に は mp 251° (decomp.), CioHzzOsN の 組成 を 有する 
酸性 物質 を 無色 針 誠 晶 と し て 得る 。 本 物質 は 海 人 草 の 一 
新 成 分 と 見 條 さ れる の で これ に デ ゲ = ン 酸 (digenic ac 
id, Digeninsaure) と 新 称 を る 。 そ の 他 フ ラク タク 
ショ ン 1II か ら は succinic acid を mp 185~187° の 結 
と し で て 分 , 叉 ペー クセ マト ゲラ フィ ー に より 
aspartic acid, glutamic acid, hydroxyproline (?), 
proline, valine, leucine の 存在 を 認め た 。 以上 の 答 フ 
ラ タ クション 及び 結晶 性 成分 の 臨床 虫 実 の 結果 , フ 
ラク ショ ン 1, II, 及び digeneaside は 全然 無効 , フラ 
クション 1II は 0.1 g, digenic acid は 0.01~0.02g の 
服用 で 題 閉 な 効果 を 認め た 。 よ つて 演者 等 は digenic ac 
id を 海 人 草 の 一 新 有 効 成分 と 認め る 。 臨床 実 
は 医師 橋本 節 氏 の 協力 こと ょ つた こと を 附 記 する 。 

( 問 ) (藤沢 薬品 京都 研究 所 ) 渡 辺 久 肪 

1.mp 261° の Sodium-7-glycerate の mannoside に 
digeneaside の 名 称 を る こと に 関し この 可 い 

2.。 digenic acid の 構造 に つい て 

以上 2 項目 に つい て 質問 を 行 ぅ 。 

( 答 ) 二 

① Digeneaside に つい てこ 

EL. colin 氏 の 得 た も の と 同じ で あり ま か , 海 人 草 中 
に 著 量 に 存在 する こと か ら , 便宜 的 こそ を の よう な 呼び 名 
を つけ る こと を 提案 す る の み で あり さま す 。 

Digenic aeid に つい 

私 共 は ペー ペー クロ マト グラ フォー に よ つ て 確認 せる 
の みな ら ず , 結晶 に 取出 し , 化学 的 に も CioHzzOsN な 


る 組成 を も つ 酸 性 物質 で ある こと を 決定 致し た の で あり 
ます 。 そ の 構造 及び 他 の 性 質 に つい て は , 用 つ て 完全 な 
デー タ を 発表 する 予定 で あり ます 。 


65. 角質 分 解 本 (Nematolyt) 
に 依る 各種 線 虫 類 の 駆虫 に 関す る 
臨床 並び に 実験 的 研究 (第 2 報 ) 

國 立 千葉 病院 内 科 , 千葉 大 石川 内 科 
Clinical and experimental study 
of nematolyt (kerationolitic 
ferment)for several nematodes. 
(II Report) 


Seizo Miwa, Toyoharu Nagashima, 
Goro Noguchi 


角 解 本 剤 た る 「 ネ マト リー ト 」 の に 対す る 
作用 に つい て に 既に 昨年 の 本 学会 に 於 て 一 部 報告 し た 
が , その 後 例 を * 例 を 重ね 且つ , 虫 , 


. 等 の 線 類 に 対す る 成績 及び 若干 の 実験 を 報告 


する 。 本 剤 は 酵素 松 定 せる に ペプシ ン ( 一 ), トリ プシ ン 
定量 で 10 21cc 中 に 256 単位 ヂ デ ァ スタ ー ゼ は 同 液 中 
6 単位 を 含有 す 。 遇 虫 に 対す る 試験 管内 成績 に つい て は 
報告 し た 通り で , に 対し て も 性 で 10 
22 液 で は 15 分 後 虫 体 離 断 増 加 し 0.1 2 液 で は 90 分 後 変 
化 著 明 , 多 虫 で は 10 22 液 90 分 後 , 1 22 液 で 3 時 間 後 , 
0.1 22 液 で 9 時間 後 ユー2 の 貝 体 離 断 せ る を 見 た 。 本 剤 の 
臓器 に 及ぼ す 組 織 学 的 変化 を 他 の 駅 貝 剤 を 比較 せん が 劉 
ラッ テ を 用 い 夫 々 本 剤 0.8g , マキ シル レゾ ビル シン 0.0 
4g , サン トニ = ニン 0.004g 経 日 的 注入 し 1 時 間 後 3 時 間 
後 , 24 時 間 後 の 変化 を 見 る に 胃 粘 液 分 泌 , 上 皮 首 離 は 
1 時 間 位 こ 於 て は 3 者 同 程度 , 出血 は へ ヘ キ シ ー ル 例 の み 
に 認め られ た 。 小腸 で は 3 者 共 略 * 同 程度 で 肝 , 腎 に 対 
し て は 本 剤 投 の 1 例 に 軽度 の 肝 脂肪 化 を 認め 
他 は 3 者 共同 様 に 肝 に 軽度 の 認め 。 症 4 
1 例 で 何れ も 1 回 投 県 で 10g 投 県 例 で 4~16 歳 で は 完 
全 虫 72 著 明 な る 減少 29 15g 投 県 で 
64 歳 例 で は 完全 虫 53 減少 4122, 20g 及び 投 
は 全 完全 を 認 む も の 時 症 に 対し て は 10 g 内 
服 , 下剤 は 15 例 中 93 に 完全 を 10 g 内 後 
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普通 式 は 1 剤 腸 で 5 例 中 全 例 が 完全 
を 認め , 2 2 本 液 の み で は 40 完全 を 得 
た の み , に 対し て は 10~30g で 完全 虫 は 2 
022, 無効 70 東毛 線 で は 10~15g 投 75 22 
無 交 , 駆虫 で も 同様 83 祈 は 無効 で あつ た 。 貝 卵 致 の 変 
動 を 見 る に 完全 例 で は 投 乃至 は 一 時 
者 明 で 後に に 減少 し 消失 する 。 不 完全 
例 で も この よう な 現 但 が 認め られ る が 上 貝 卵 消失 に 至ら な 
い 。 症 で 同様 の 現象 が 見 られ る が 1 後 再 び 
する 。 上 申 虫 症 で 本 剤 投 県 後 虫 卵 数 一 時 増加 に 次 で 好 酸 球 
一 時 増 多 が 認め らら れ た 。 以 上 本 剤 は 角質 分 解 醍 素 作用 に 
より 各種 線 虫 数 の 毒 皮 を 崩壊 し た 。 騙 目 的 を 達せ ら る 
る も の で , その 作用 機 あり 且つ 症 に 対し 大 
量 用 うる か は 或 は 他 の 虫 剤 に 無効 な る 場合 に は 使用 僕 
値 大 で あり, で は 内 服 に で 他 の 
剤 に 優 れ た る 効果 を 認 む 。 釣 虫 定 に 比較 的 効力 少 き は そ 
の 寄生 の 相 に 基く も の 大 な る と 考え られ る 。 作 
用 に関し て は 特記 す 可 きも の が な い 。 内 服用 量 の 大 な る 
欠点 あり , 最近 で は 強力 な る 本 剤 並 に 服用 し 易い ょ うに 
工夫 され て いる 。 


( 間 ) ( 北 研 ) 稽 垣 元 博 
投 詞 回 数 は 何 回 で ある か 。 


本 例 1 回 投 県 で あり ます 。 


66. アス カ ン に 依る 集 
生物 理化 研 , 東生 病院 
篠原 進 石英 大 宮川 美田 秀夫 
Studies on the mass extermination 
of human ascarid of the schoolchi- 
ldren with ascalon (a new drag). 
Susumu Shinohara, Taizo Ishiwaka, 
ltsuro Miyagawa, Hideo Mita 


は, 我々 の 所 調 バ ケッ に より 小学 校 に 対し 
集 を 行 つ た 。 ち ア スカ ン 服用 後 1 週間 は 
を バケ の 中 に 取り 排 数 を 調査 し た 。 

中 寄生 虫 卵 松 成績 は 検査 人 員 1319 名 中 , 
鉱 は アス カロ ョ ン 服 用 前 陽性 者 926 名 (70.4 2) が , 服用 
2 週間 後に は 246 名 (18.7 22) に 減少 し , その 他 の 寄生 


虫 卵 で は 大 差 が な か つた 。 

アス カ ヵ 服用 前 卵 陽 者 926 名 中 排 し た 者 
612 名 (66.1 で , 中 の の 多い 少 い で 排 
数 の 多少 は 判断 出来 な いよ う で あつ た 。 

排 虫 数 で は 1~2 排 た 者 が 1 番 多 か つ 

排 開始 する 者 と , 最も 多数 の を 出す 者 の 数 は 
24 時 間 以 内 に 多く , 排 貝 者 数 と 排 貝 を 終了 す る 者 の 数 
は 24 時 間 か ら 48 時 間 ま で の 間 が 1 番 多 か つた 。 

2 日 連続 排 卸 し た 者 91 名 , 3 日 以上 連続 排 貝 し た 者 5 
4 名 で 6 日 連続 排 典 し た 者 が 4 名 あつ た 。 

( 問 ) ( 北 研 ) 長 野 寛治 

, , の 各 に 於 て 10 條 排 し た 者 の 数 に 
差 が な か つた の で すか 。 

抹 集 陽性 の 排 由 の に は 関係 が 認 
め あら れ ま し た 。 


67. ケ ノ ポジ 油剤 の 心電図 上 
及ば \ す 影 に 病理 所 見 


日本 医大 第 一 医院 内 科 
本 田 信 義 
Electrocardiographic effect and patho- 
logical findings of chenopodium oil. 


Nobuyoshi Honda 


康 虫 剤 の 人 体 に 対す る 作用 , 及び 中 毒 に 関し て は , 先 
著 氏 に ょ り , すでに 詳細 に 調査 報告 され て いる が , 私 
は 2~3 の 虫 剤 の 心臓 に 対す る 影響 を , 心電図 上 より 
考 究 し , 先 に 日 本 寄生 貝 学会 第 7 回 第 8 回 関東 部 会 に 於 
て , その 臨床 成績 を 報告 し た が , 今回 は その 内 特に ヶ ケ ノ 
ポ デ ヂ 油 帰 に つい て 動物 実験 を な し 得 た の で 報告 する 。 

実験 動物 に は 体重 9.0 kg~16.0 kg の 成 大 を 使用 し , 
アロ キャ 0.5g 抗 県 (中 毒 量 ) 例 3 例 , プロ キョ 0.15 g 
投 県 (薬用 量 ) 例 3 例 に つい て 実験 し , 心電図 上 に は P 
の 高 ST rr rrr の 降下 並 に T の 倒 を 
早 き は 4 時 間 後 よ り 認 あ そ の 復 四 に は 96 時 間 ~120 時 間 
を 要 し た 。 更 に 病理 的 に は その 主 な る 所 見 と し て , 肺 に 

て は , 水腫 , 心 於 て は 心筋 の 小 心 
死 , 肝 に 於 て は 実質 性 変性 , て は 
出 並 に 血 鉄 認め た 。 本 病理 的 変化 は 量 に 
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於 て 投薬 5 日後 心電図 上 の 変化 復旧 後に 於 て も , 軽度 な 
が ら , いま だ 認め た 。 従 つて ヶ ノ ポ ヂ 洒 剤 使用 の 際 は , 
適当 な る 時 期 と に, 下剤 を 投 県 し , 可 及 的 速やか に 工 剤 の 
計る こと 。 又 反復 は 集 園 に 際 し て は , 局 到 
な る 注意 を 要する を も の と 思考 する 。 


68. サン トニ ン と へ キキ シー ルレ 
ゲル シン 末 オ プラ ー ト 法 と の 続 
用 に ょ る 駆除 成績 
Yoshinori Zaitsu 
門司 市 財 津 吉 二 
The result of the treatment of 
Ascaris lumbricoides by using 
santonin and hexylresorcin 
oblated powder alternately. 


私 は 昭和 26 年 トキ シー ル レゾ ル シ ン 末 オ プラ ー ト 波 
こつ いて 報告 し た が , その 陰 還 が 68.3 あつ た 
の で , この 成績 を 高め る 目的 を も つて , へ キシ ー ル レゾ 
ル シ ン (以下 へ と ) 末 オ ブ プラート に 包ん で 
させ る 24 時 間 前 に , サン ト = ン を 頓 用 させ て み て 好 成 
: 績 を 得 た の で ここ に 報告 する 。 

本 実験 た に際し て は 成人 遇 虫 症 患 者 205 名 を 対象 と し 
た 。 卵 度 は 10x10 の 大 題 鏡 に る 一 野中 の 
均 虫 卵 数 も つて 表わし , の 塗布 の さ は , オプ 
エク ト に 生 の まま 敬 便 を 塗布 し , その 上 に 著 板 を の も せ , 
新聞 紙 に 審 着 させ て , 文字 が 判読 出来 る 程度 と し た 。 布 
か も も 不 受 , 受 分 け て 卵 度 を 分 類 し た 。 

馬 虫 法 を 逃 べ る と , 先ず サン ト = ン の 1 回 量 を 体重 キ 
当り 2.0 mg (体重 50kg に つき , サン トニ = ニン 0.2g) 
と し こ , 早朝 時 に 用 させ る 。 朝 時 に ホモ ト 
= ニン 丸 5 球 (1 球 の 内 容 は へ ・ レ を 0.2g) 砕い て 粉 末 と 
し , これ を オプ ラー ト に 包ん で 少量 の 水 で 頓 用 させ , 3 
時 間 後 に 朝食 を 所 ら せ た 。 こ の 場合 , 前 , 後 処置 共に 行 
わな い 。 即ち 下 剤 は 用 いな い 。 , 成 績 は 2 週間 後 
の 検便 成績 と ょ る 。 

次 に 実験 成績 を 逃 べ る と , 成人 遇 虫 症 患 者 205 名 中 , 
2, 無効 率 7.3. 示し た 。 不 受精 排 者 で は 92 名 
中 , 82.6 減少 者 4.4 , 排 者 87.0 
無効 率 13.0 し て , 受 排 江 で は 113 名 中 , 


22, 無効 率 2.7 ある 。 

て 本 法 に ょ る 陰 つい て は , 受精 排 者 は 
不 受 江 より も 少く , 叉 , 一 中 の 平均 虫 卵 数 
の 多い も の 程 , は 低い 。 お , 排 貝 者 
還 全く 正反対 で あぁ つて , 受精 で は 不 受精 
排 より も 多く , 数 多い も の 程 , 排 虫 者 高 
く な つて いる 。 お 無効 率 は 還 , , 少 者 
排 者 並行 し て いる 。 お 本 に 於 る 副作用 は 
概ね へ ~・ レ 末 オ プラ ー ト 波 に 等 し い 頻 度 を も つて あら わ 
れ , ぐ じ て じ ぐ じす る 程度 の 腹痛 を 主体 と し て いる 。 


(1) サン = ン と へ キシ ー ル ど シ ン で 何 に か 
副作用 は な か つた 。 


(2) ここ で こん な こと を 申す の は 所 を 得 て い な いか も 
知れ な いか と お も う が , 昨年 東京 の 医 が , サン トニ = ニン 
0.1, へ キシ ー ル レゾ ビル シン 1.0 を 同時 併用 し た ら 45 歳 
の 女 の 人 が 死ん だ の で 問題 と な り , 潜 廷 か ら 鑑 定 を 頼ま 
れ た こと が ある , その 時 色々 文献 を 松 べ た り , 又 先 輩 に 
難 ね て 見 た が 本 邦人 の 経験 か ら 文献 は な い が , 人 の 話 で 
は 時 々 中 毒 が ある と いう こと を きい た 。 今 演者 の 標題 を 

て , 何 に か 大 き な 一 作用 は 起き な か つた か と 気 に な つ 
た わけ で あ Uj) ます 。 

( 答 ) 財 津 吉 憲 

1) サン トニ = ン と へ ・ レ 末 と を 続 用 し て も 軍 冬 な 副 作 
用 を 示し た も の は な い 。 

2) 若 し 重 冬 な 副作用 を 示す と すれ ば へ ・ レ の 不良 品 
に よる の と 。 

へ ・ レ 球 を 切 つ て 粉末 に し て いる と 2 年 前 頃 に は 変色 
し て いる も の が あつ た の で こん な の が 重 冬 な 副作用 を 来 
す と う 。 

(追加 ) (区 夫 ) 

卵 陰 輔 者 の 卵 減少 者 と を 合 に し て 排 由 者 と する こと は 
問題 と 思い きす 。 駅 減少 者 が 排 典 し た か 柚 か 疑問 で す 。 
排 と は り 実 際 に 排 由 見 た 場合 で な い 
と 正確 で は な いと 思い ます 。 

( 加 ) ( 北 研 ) 長 野 

私 は へ ヘ キ シ ー ル レゾ ビル シン (0.1) 5 丸 と サント = ン 
錯 (0.02) 4 個 を 同時 に 併用 し た の に 何等 の 副作用 は な 
か つた が それ に ビ サ チ ン 2 錯 を 同時 併用 し た 場合 に は 一 
時 的 で は あぁ る が 刀 床 する 程度 の 副作用 (腹痛 ) を 訴え る 
も の が あつ た 。 


A 


: 


営 以外 に は 下剤 を 用 いぬ 事 に し て いる 。 


69. サテ ント = ン に 依る 実験 


大 阪 医大 内 科 
大 阪 刑務 所 医務 治 


Experimental studies of 
ascariasis by santonin. 


Shigeo Iwata, 
Osamu Yanagi 


サン = ン の 除 作 用 , 投 , 下剤 併用 , サン 
ト = ン 耐性 等 の 問題 に 関し て は 谷 お 解明 を 要 す べ き 点 が 

* 本 報告 て, の 問題 , 下剤 併用 の 問題 , 
外 内 地 ト = ン の 効果 比較 等 に 関し 二 , 三 実 
験 を 行 つ た の で その 結果 に つき 報告 する 。 

実 成績 ( 排 由 の 順に 記す ) 

イ , サン = ン 0.8g 投 84.62¢ 30.8 22 

サン トニ = ン 0.3g 下剤 76.92%% 23.122 

へ, 小学 に 比較 的 大 量 投 し た 集 園 虫 の 成績 
(成績 は 紙面 の 都合 上 申す ) 
サン トニ = ニン 0.2g 投票 83.32¢ 58.3 
サン トニ = ン 0.1g 2 回 投 県 58.3 2 66.7 22 
, ララ 物質 サン ト = ン と 日 本 製 サ ント = ン と の 比較 

(0.1g 投 

日 本 製 43.82% 37.52 

以上 の 成績 を 要約 し 老人 す る に 

A. 投 箇 に つい て 

先 に 木谷 , 安東 の 総量 0.3~0.6g 投票 に より 良 効 を 
得 た と の 報告 も あり , 森下 辻 授 は 総 時 0.2g 以上 が 必要 
で ある と 云 つて 居 ら れる が 我々 の 0.3g 1 回 投 刀 で は 
や 副作用 が 多く , その 0.2g 或 は 0.1g 2 回 投 
興 よ り も 劣る 。 従 つて サン ト = ン 投 0.1g 2 回 
我 は 0.2g 1 回 投 買 が 最小 且つ 最大 有効 量 で は な いか と 
考え る 。 

B. 下剤 つい て 

排 に 集 園 実験 で 下剤 併用 の 成績 を 見 る 
と , 必ず し も 下剤 が 良い と は え な い 。 
通 が あれ ば 下剤 を 用 いな く と も 可 な り と 考え る 。 

C. 外 國 運 サ ント = ン と 日 本 製 サ ント = ン と の 比較 


) 


の 力 に は 差 は な いと 認め る 。 

サン トニ = ン の 中 , 排 及び これ と の 
係 に つい て は 次 回 に 発表 する 。 

( 問 ) ( 北 研 垣 元 博 

1) 排 所 が な く 後 松 便 で (一 ) に な つて いる 例 が 多く あ . 
つた が 何 枚 栓 査 し て いる か 。 

2) 初島 の 場合 矢 張 り 3 枚 で は (一 ) を 決定 出来 な い 。 
殿 密 に 効果 を みる 時 は 6 枚 9 枚 調べ る 必要 が ある の で : 
は な いか と 

( 答 ) 柳 治 

1) 3 枚 行 つ て いる 。 

2) 矢 張 り 出 来る だ け 多 く 見 た 方 が いい と 恩 う 5。 

(追加 ) (大 津 市 衛生 課 ) 木 村 表 子 

対象 は 大 津 市 内 中 央 部 の 或 る 幼稚 園 で 

1) 25 年 度 園 は , 入園 当時 陽 82.0 
毎 学期 1 回 , 計 3 回 の 叉 虫 後 , 卒業 時 に は 42.8 2 と な 

2) 年 度 園 で は 72.5 同様 3 回 の 後 , 
つて 77.2 上 つた 。 

3) _27 年度 園 で は 73.1 , 計 6 回 の 後 
27.6 入 に な つた 。 但し, 勘 様 に 低下 し 始め ら た の は 年 間 6 
回 の 訴 虫 の うち , 第 4 回 目 頃 か ら で , それ 以後 は この 園 
兄 中 に 市 の 郊外 の 農村 地域 か ら 通 園 す る 一 園 が ぁ つ て , 
その 子供 どう し て を 完全 が 出来 中 め に , それ 
以上 保有 話 を 引下げ る こと は 出来 な か つた 。 


70.。 大 阪 府 内 ける 
度 の 推移 及び 陽性 と 生 
活 総合 指数 と の 関係 に つい て 
大 阪 医大 内 科 
松 本 秀 
Transition of the parasites-egg ca- 
rrier in recent five years and its re- 
lation with living index in Osaka. 
Hideo Matsumoto 
大 阪 市 内 及び 大 阪 府 下 こ 於 て 昭和 23 年 度 以降 約 40 万 
人 に つき 検便 を 実施 し 次 の 如き 成績 を 得 た 。 
1. 年 齢 別に 観る と : 
各 年 度 共 に つい て は 歳 こ 最高 値 を 示し 年 
と 共に 減少 。 多 虫 は 0~5 歳 に 最低 , 年 齢 と 共に 増加 し 
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31~40 歳 に 最高 値 示す 。 綿 虫 に つい て は 釣 虫 と 略 * 同 
一 傾向 示す も る 年齢 間 の 差 な 閉 明 で な い 。 

2. 年 度 別に 虫 卵 陽性 度 の 推移 を 観る と 
銅 虫 に つい て は 23 年 度 に 71 2 を 示し 24.25.26 年 度 
に 僅少 の 減少 示し つつ 曲線 は 下降 示す る も 26 年 度 よ り 27 
年 度 に か け 著 明 の 減少 示す 。 に つい て は 路 同 
向 を 示し 増加 の 傾向 示す 。 

3. 26 年 度 西宮 学童 (19 校 ) の 集 園 こ に 対し 2 回 ( 対 
校 に 同じ ) に り 何れ る 後 便 (投薬 者 の に 限 
定 し な い ) を 実施 し た る に る 著 明 の 減少 度 を 示さ ず 。 

4. 23 年 度 の 消費 者 生活 指数 を 100 と し た る 各 年 度 
の 算術 下 値 た ろ 総 合 指 数 と 各 年 度 の 減少 と の 
を 観る と 戦後 都市 農村 ・ 性 ・ 等 の 差別 を 超え に 一 
こ 70 上 の 高き 陽性 を 示し た 。 し か る に 巡 
減 の 傾向 認め 都市 の 減少 著しく か か る 関係 は 
布 と 必ず し も し な いよ う で , 図 の 如く 府民 の 

ぁ て 興味 ある 密接 な 関係 を 証明 し 得 た 事 は 非常 に 興味 の 
ある 事 を 老 え る 。 か か る 國民 の 生活 程度 , 文化 
は 寄生 は 相反 する 和 を 示し , ひい て は 
の 寄生 の 増加 を する 大 き な 料 を る を も 
の と い 得る 。 

(追加 ) (宮城 懸 ) 移 川 仁 郎 

宮城 , 邊 に 於 る 検便 成績 で は な 働き 
感 り の 年 齢 (30~40 歳 台 ) に 最多 の 感染 を 示し て いた 。 

検査 時 期 昭和 27 年 12 月 

検査 直接 抹 2 枚 と 稀釈 法 を し 
た も の で ある 。 

(追加 ) (大 阪 医大 ) 岩 田 僅 雄 

か つて 私 に 最新 寄生 虫 病 学 の III に て , 貴 虫 が 戦時 中 
特 こ 職 後 閉 明 に 増加 し た 種々 の 理由 を あげ て いる が , 就 

消 費 指数 と が 

eau る 相関 の ある 事 を みて いる 事 は その 主張 を 或 程 


71. 多 時 に 於 ける 
排出 に つい て 


公衆 生 院 寄 生 
横川 大 島 佐野 基 人 
予 研 寄 生 
佐藤 子 小宮 義孝 
Observation of young ascaris 
discharged by the mass treat- 
ment of ancylostomiasis. 


Muneo Yokogawa, Tomo-o Oshima, 
Motohito Sano, 


Sumiko Sato, Yoshitaka Komiya 


埼玉 叔 の 一 農村 に 於 て 村民 18 歳 以 上 の も の 512 名 こ 
つい て , 季節 的 に 釣 虫 の 集 園 朗 虫 を 行 つ た が , その 際 
に 多数 の 興 幼 虫 も 排出 され 興味 ある 結果 を 得 た 。 用 いた 
は , キシ ー ル レ ど ゲル シ ン ・ ア スキ ス , 新 ネ マト 
ル , テト レン 球 , チモール , アス キス 十 テ トレ ン , 新 ネ 
マト ー ル テト レン の 7 種類 で , 服用 後 5 日 間 に わ た ろ 
全便 を 完全 に 取 , 各々 つの こし て , 残 査 
を 調べ た 。 

各種 剤 間 の 排出 は 著 明 な は な か つた 。 
幼 大 型 の に と 比べ て 各種 の て 抵抗 が 
に 排出 され る 。 

排出 虫 体 こ は 雌雄 共 に 見 られ な か つた 。 3cm 以下 の 
季節 的 に 見 る と , 4 月 に 9.7 22, 10 月 こ 2 

9 2 で 差 が 着 し い よう だ が 統計 学 的 に は 有意 の 差 に 認 
め oi これ を 感 染 濃 度 に 換算 する と 有意 の 差 を 生 

6 る 。 つ まり 感染 時 を 1 月 前 と すれ ば , td 9 月 
て は , 感染 頻度 に 無い か , は が あ 
る と 考え られ る 。 排出 され た 全 長く にょ る 
別 度数 分 布 を 調べ れ ば 各 発 育 段 階 の も の が 見 られ , 季節 
を 問わ ず 常 に 感染 する 傾向 が 強い 。 又 興 虫 の 感染 を 推定 
する に は , この 3cm 以下 の 幼 の 排出 逆算 
する 方 が , 貝 以 こよ る 方 法 よ り も , より 合理 的 で あろ 

。 の 点 か ら えば , 大 形 の 遇 より が 排出 
され 長い と すれ ば 濃厚 な 流行 地 で は , 毎月 或 は 隔月 に 遇 
卵 の 有無 に 抱 わ ら ず , 原 貝 剤 を 服用 する 事 も 無 意 味 で は 
な く , 布 の 防止 の 点 か ら 合理 的 で ある と 考 


る 。 
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(追加 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
除 に 際 し て 出 て 来る 春 と 秋 こ 比較 的 
多い と 結果 を 得 て いる 。 


72: ドス セ タ 
試 
石原 上 野 計 屋形 藤 治 


Immnological studies on the lum- 
ber paralysis of sheep and goat. 


Tadao Ishihara, Hakari Ueno, 
Toji Ogata. 


細山 セタ リア の 予防 な 本 病 の 感染 様式 か ら 
3 種 の 方 法 が 考え られ る 。 即 ち 病 原 寄 生 由 で ある 指 吹 糸 
の 寄生 し て いる 階 で 腹腔 内 の 成虫 又は 中 の 
仔 を 殺 する 方 法 , 次 に 中 間 宿 主 で ある 媒介 
する 方 法 , 更に で 細山 入 し た 幼虫 を , 脳 
に 巡 入 し て 発病 する 以前 に 中 間 発 育 場所 で 殺 減 する 方 法 
で ある 。 第 一 の 方 法 は 最も 効果 的 上 つ 合理 的 方 法 と 老 ゃ 
られ る が 従来 使用 され て 来 た 抗 フィ ラリ ア 剤 に 毒性 が 強 
く 牛 に は 困難 で あぁ つ た 。 等 は で マラ デン 体 で 
ある スパ トニ = ニン を 使用 し て 牛 の セ タリ ア 駄 虫 試験 を 実施 
し た 副 作用 を える こと な く 成 虫 に 仔 を 殺 する 
事実 を 認め た 。 こ の 結果 和牛 の セタ リア を 叉 虫 す る こと に 
ょ っ て 脳 所 予防 する 理想 的 方 法 
が 実際 野外 大 用 可能 と な つた 。 

試験 成績 1) 仔 虫 に 対す る 作用 スペ パト = ン を per 
kg 10 mg 投 する と 流血 中 の な 数 分 後 か ら し 
1.2 時 間 で 最低 と な り そ の 後 は 増加 する 。 し か し 3~50 
mg を 514 回 連続 投 る と 減少 を 繰返し て 次 失 
する 。 多量 の 血液 を 集中 法 で と 仔 が 認め 
られ 最も 長い 例 で は 62 日 目 に 検出 され その 後 は 完全 浴 
失 し た 。 全 例 に 仔 虫 が 再 出 現し て 増す る 所 見 は 金 く 認め 
られ な か つた 。 

2) 成虫 に 対す る 作用 投 県 後 解剖 し た 5 例 で は 全 例 
に 死 減 成 虫 が 認 あ られ, 特に 投 輸 開始 後 16 日 目 に 解剖 
し た 例 で も 死後 短 時 日 の 貝 体 多 数 (22 匹 ) が 認 あ られ 種 
類 並 に 雌 礁 の 鑑別 も 可能 で あつ た 。 以 上 の 所 見 か ら え スペ 
トニ = ン は 等 に 仔 虫 の 疾 出 を 停止 させ る ば か り で な く 短 時 
日 に 死 減 させ 少く と も 死期 を 速め る 如く で あつ た 。 但し 
2 月 目 に 解剖 し た 例 か ら 生 存 し た 幼 若 成 虫 1 匹 を 検出 し 
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た 点 か ら 組 織 内 の 幼虫 を 全部 殺 滅 する と は 考え られ な か 

3) 副作用 著 明 な 変化 は 認 あ られ ず 稀 に 食欲 不振 ・ 
発 認め あめ あられ た が これ ら の 所 見 は 投 継続 し て も 
日 で し た 。 発 数 の 多い 牛 に 多く アレ ルギー 
性 の 現象 と も 老 え られ た 。 

結論 スペ パト = ン を 和牛 に per kg 10~25 mg 
10 日 聞 る と 流血 中 の セ タリ 仔 は し 
潤 消失 し た 。 腹 内 の 成虫 は 仔 の を 停止 する ば 
か り で な く 死 滅する 。 和 牛 に 対す る 一 作用 は 僅少 で 投 県 を 
継続 し て も 数 日 で 自然 消失 し た 。 マ ー シ ャ ィ ャ ル 系 其 虫 と 指 
と の 間 に は な か つた 。 


73. 感染 予防 の 研究 (第 8 報 ) 


( 大 小 
松村 意 , 大 沢 正 夫 , 織田 和仁 中 沢 


Studies on the control for ascaris 
infection. (the 8th report) 


Tatsuo Matsumura, Masao Osawa, 
Toshio Oda, Seiji. Nakazawa. 


(1) 腸 混 合 物 と 無 添加 混合 物 を 27 度 
の 入れ て 於 て , その 中 の 種々 の アミノ酸 の 消長 
を ペー パー クロ マト グラ フォ ィ ー ル に よ つ て 追求 し た 。 そ 
の 結果 , 両者 に 於 て 証明 され た アミ ノ 酸 の 種類 な 大 体 こ 
於 て 同じ で ぁ つ た が , 後者 に より 多く の 数 の アミ ノ 酸 が 
より 多く の 量 に 於 て 検出 され , 殊 こ 減 作用 の あ 
る メル カプ タン や 硫化 水素 の 母体 で ある メチ オニ = ン や チ 
スチ ン を も 検出 され た 。 

(2) の 二 硫 化 理 こ ょ る 虫 感 予 防 の 野 
外 実 険 を 行 つ た 。 き づ 処 理 地区 (13 家族 66 人 ) と 無 処 
理 対照 地区 (13 家族 70 人 ) の 卵 保 有 , に 
より 処理 実 前 に 夫々 9 び 0 に 下げ た 。 処理 
は 第 1 回 を 秋 の 野 区 の 紫 き つけ 前 の 9 月 10 日 に 行い , 
その 合計 3 回 に つ て 処理 し た 。 そ し て , 野 の 裁 
に は を 用 い , 家 の 野菜 み を 食べ る よう 
に 指導 し た 。 理 と し て は , 肥 内 に 尿 量 の 約 2 
000 分 1 の 量 の 二 化 を 入れ , 肥 た 。 そ 
の 結果 , 邊 後 の 本 年 3 月 に は , 卵 保有 無 
地区 で は 0 2 か ら 47 2 へ と , 47 2 の 上 昇 を 認め た が , 
処理 地区 で は 9 祈 か ら 24 2 へ と 16 2 の 上 昇 を 認め た の 
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に 過ぎ な か つた 。 こ れ を 人 数 か ら み る と , 無 理 地区 で 
は 0 人 か ら 33 人 と 33 人 の 感染 を みた が , 処理 地区 で は 

6 人 か ら 16 人 と 10 人 の 増加 を 認め た に 過ぎ ず , 卵 保 有 
に つい て みる と 無 地区 で は 0 家庭 か ら 11 家庭 
へ と , 11 家庭 の 増加 を みた 聞こ に , 処理 地区 で は 5 家庭 
か ら 6 家庭 と な つて , 1 家庭 の 増加 を 認め た に 過ぎ な か 
つた 。 こ の 成績 か ら , の 二 硫 化 素 理 実施 す 
れ ば , 環 虫 感染 を か な り に 抑え 得る こと が 朋 ら か に な つ 
た & 。 

(3) 
減 牽 は 100 に 近く , 満足 すべ きも の と 思わ れ た 。 

(4) 
の 0.05 2 入 に ょ り 2 週間 で 殺 され た 。 ょ 
て 本 法 は 予防 の みな ら ず 感染 予防 に 用い 
得る と 思わ れる 。 

(5) 野 に 附 落 せる 卵 を 殺 滅 する 方 法 と し て , 
種々 を の ガス に よる 煙 蒸 の 予備 実験 を 行ない , 現在 まで の 
成績 で は , 赤木 薇 授 の 所 か ら か つて 報告 され た 二 硫 化 炭 


素 灯 が < る よ で ある が , 更に 強力 な も の 
も 得 ら れつ つ あ る 。 
( 問 ) ( 阪 大 ) 森 下 一 


二 硫 化 素 で の 処理 域 と 無 地域 と の 地理 的 関係 
は 何ら で すか ? 民 尿 処理 の 他 の 予防 方 法 る 実施 され まし 
た が か が 。 


( ) 松 村 竜 
処理 地区 と 無 処理 地区 と は 1 里程 離れ て お り ま す 。 
( 加 ) ( 北 研 ) 長 野 


実験 の 期間 が 秋 (2 ヵ月 ) 多 (4 ヵ月 ) 合計 6 ヵ月 間 
の 事 で あり ます か ら 地 上 に 怒 に 撤 布 せら れ て いる 貝 卵 の 
こと に 考え 及ぶ と ゃ もう 1 ヵ年 位 後 の 成績 が 知り た いと 思 

(追加 ) ( 岡 大 ) 山 日 左 仲 

二 硫 化 素 の 引火 つい て その を る 方 法 が 
ぁ つ て も 果して 農 穴 が 実際 こ 広 く 使用 し て くれ る か ど 
か は 時 が 解決 し て く る で し ょ 5。 


74. 環境 下 の 感染 の 
研究 基 の 2 


横 大 寄 生 
富士 田 猛 , 中 條 慌 基 , 渡辺 弘 夫 , 村田 隆 


Studies on the infection of Asc- 
aris lumboricoides under specific 
environments. (Report 2) 
Takeshi Fujita, Koremoto Nakajo 
Hideo Watanabe Takashi Murata 


我々 «は 昭和 27 年 10 月 関東 部 会 に 標題 の 研究 と つき 発 
表し た が 今回 は その 第 二 報 と し て 同一 病院 内 に 結核 病棟 
と を 有する 病 院 入 院 患 者 に つき 調査 を 行 つ 
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調査 成績 

結核 患者 の 感染 13.47 2 患者 は 55.36 
同一 食事 を 撫 つ て 居る に も 拘ら ず 大 な る 差 が あぁ つた 。 こ 
れ を 前 報 の 如く 在 院 年 月 別 と に 分 ける と 第 1 表 の ょ うに 結 
核 患者 は 在 院 年 月 の 長く な る に つれ て 低下 を 来 し , 精 軟 
病院 は 加 の 傾向 を 示し た 。 そ の 原因 を 種々 調 
査 し た 。 馴 者 食 と ょ る 感染 は 病院 側 の 注意 に より 一 般 人 


第 1 表 在 院 年 月 ょ 感染 率 


6 ヵ月 以内 39 | 9 |23.07| 108| 48|44.44 
7 ヵ月 2 年 | 24 | 2 8.33| 64| 37|57.81 
1 年 ~2 年 2 | 1 | 4.16 83| a4|53.01 
2 年 以上 | 2| 0| 0 | 155| 99|63.87 
計 | 89 | 12 | 13.47| 407 | 228 | 56.01 


の 食事 に こ ょ る 感染 より 少な いと 思わ れ , 又 地 理 約 環境 こ 
ょ る 感染 も 両 種 患者 共同 一 と 目 さ れる 。 し か る に この 大 
差 を 来 し た の は 精 入 病 患者 の 感染 は 不潔 な る 日 淀 の 行 
動 , 食物 の 二 次 的 汚染 等 と よる も の と 考え られ る 。 こ れ 
は 患者 の 知能 に ゃ と づく 観念 の 欠 除 が 原 
因 し て いる と 思わ れる 。 

的 に 精 遼 病 患 者 を 作業 及び 外出 の 有無 に 別け る と 第 2 
表 の 如く な る 。 食物 を 衛生 的 こ に 調理 し て 考え て る 各 群 と 
る か な り 高 い 感 染 率 を 示し て 居る 。 特 こ A 群 は 農事 等 を 


行 つ て 居る の で 最も 高 放 で あぁ つた 。 BB, C は 特 こ 農事 は 
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行 つ て 居 な い が こ れ 叉 高 率 を 示す 。 病棟 内 で は A,B,C 
各 の が 雑居 し て 居る の で 衛生 の 欠 除 に より 各 
自 が 病 酔 内 を 汚染 し て 居る の で は な いか と る も 考え られ , 
父 A 群 が 虫 卵 た 少 染 され た も の を 密 内 に 持 込 む の で は な 
いか と る も 考え られ る 。 結核病 棟 , の 検査 
成績 は 後者 に 於 て 虫 卵 発見 牽 が 高 か つ た 。 要 する に 精神 
病棟 た 於 て は 内 に 於 て を ず が 繰 返 され て 居る 
の で は な いか と 推測 され る 。 


第 2 表 外出 及び 作業 と ょ 感染 率 


| 検査 数 | 陽性 数 | 

A | 2 | 77.27 
221 118 | 53.39 
計 | 334 184 | 55.08 
A: 常時 外出 又は 作業 を する 者 
B: 任意 た に 外出 する 者 
C: ほとん ど 外 出し な いか 外出 不能 者 

結 


1) _ 衛生 観念 の 欠 除 が 感染 に 大 な る 影 て 
居 つ た 。 

2) 日常 の 不潔 な る 行動 並 に 食物 の 二 次 的 汚染 に ょ っ 
て 比較 的 高 る 感染 を 来たし 得る の と 思わ れ 


(追加 ) ( 熊 大 ) 岡 村 一 郎 

1) 或 る 大 き さ を 紀 療 養 所 に 於 て の 調査 で 入院 患者 の 
興 虫 卵 保 有 者 を 調査 し た 結果 入院 年 数 の 増加 と 共に 保 
有 放 の 減少 を 来 し て 居る の を 知 つ た 。 

2) 他 の 北 療 閉所 で 入院 患者 と 殆 ん ど 同 一 の 食 生活 を 
し て 居る 健康 人 の 卵 保有 患者 の それ より 高 か つ 
3) 2) 項 の 所 の 患者 及び 健康 人 の 保有 周 
囲 人 察 の 健康 人 の それ より る も 著しく 低 か つ た 。 そ の 原因 
は この 療養 所 の 人 々 が 時 中 及び 共に に と な る こ 
と が な か つた と 又 特殊 性 の た め ゐ ら で は な か ろう か 。 


75. 自然 ける 卵 の 分 
に 関す る 研究 第 5 報 農村 耕作 地 
土壌 内 の 卵 の 消長 


阪 大 微 研 , 寄生 原虫 


西 材 


Distribution and behaviour of eggs 
of Ascaris lumbricoides in the natural 
enviroment. 5. The seasonal variation 
of development and number of eggs in 
the farm soil. 
Takeshi Nishimura 


作 地 土 壌 内 の が 形態 と し て な 役 
割 を も つと すれ ば これ ら 土 壌 内 卵 の 発育 及び その 分 布 尋 
度 の 季節 的 な 変動 と その 感染 時 期 と の 間 に 密 接 な 関係 が 
認 あ られ る も の と 考え られ る 。 こ の 意味 より 1 年 を 運 じ 
て の 調査 を 実施 し 追究 を 試み た 。 和 実施 方 法 は 大 阪 近郊 の 
南部 ( 小 砂 多 し ) 及び 北部 (粘土 質 ) の 予選 定 し た 替 
(特に 年 間 を の み を 栽培 ) より 毎月 夫々 20 個 
所 宛 敵 の の 土 表 1 乃至 3 り 任意 に 土壌 を 取 
し , 1 回 量 を 10 瓦 と し て 重 タ クローム 酸 ウ ソー ダ に よ ょ る 境 
心 浮遊 で を 検索 し た 。 の 発育 を 南北 部 を 併せ 
た 各 月 40 回 の 検査 成績 より 検討 す る と , その 発育 経 人 過 
か ら み て 凡そ 1 年 を 4 つの 段階 と 区 分 し 得る よう で あ 
る 。 即ち 1) 4.5.6 月 (春季 発育 期 ) 4.5 月 に 於 る 仔 虫 
包 華 卵 の 総 卵 に 対す る 100 分 比 は 35 錠前 後 で ある が 特 
に 発育 途上 の 卵 が 他 の 月 に 比 し て 多く この 時 期 に 於 て は 
春 に 対す る 施肥 の 実施 と 相 っ て 発育 が 甚だ 
感 で ある こと を 示し て 居り , これ ら の 劉 発 育 の 結果 と し 
て 6 月 に 於 て は 仔 躍 包 惑 卵 が 著 積 され る よう で その 100 
分 比 は 63.5 と 著しく 増加 し て いる 。 2) 7.8 月 (夏季 
死 減 期 ) 4.5.6 月 に 発育 し た 卵 は この 時 期 の 高温 加 燥 等 
の 條 件 に 因 つ て か 死 減 す る も の が 多く , 虫 包 は 
7 月 50.5 22, 8 月 36.92 と 潤 減 し 8 月 に は 退化 卵 が 56. 
2 2 に も 達し 年 間 の 最低 値 を 示し て いる 。 3) 9.10 月 ( 秋 
育 期 ) 秋 に 対す る 施肥 の 実施 と 相 て 度 の 


低下 に ょ る 適 の 持続 に 因り の 発育 は と な り 


仔 虫 包 蔵 卵 は 再び 増加 し て 9 月 に は 69.8 2 祈 と 上 昇 , 10 
月 中 旬 の 発育 條 で 仔 包 は され る と 考え ら 
れる 。 4) 11.12.1.2.3 月 ( 越 多 期 ) 11 月 より 3 月 に 至 
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る 5 ヵ月 間 の 虫 包茎 の 100 分 比 は 50~70 を 上 下 
し て 居り , その 発育 指 致 も 300~350 の 聞 に あり 変動 が 
"極め あめ て 少な か つた こと か ら 推 察し て , 仔 虫 包 蔵 卵 並び に 
時 細 胞 は その 強い 対 寒 性 に ょ っ て 大 部 分 が 生存 し て い 
る こと が 何 え る 。 細胞 100 分 比 は 10~30 で 
ぁ つ て 相当 に 著 積 され て 居り , これ が 春季 に 発育 を 始め 


る の で あろ うこ と が 予測 出来 る 。 深 で 注目 すべ きこ と は _ 


月 別 の 検出 度 指数 が 発育 指数 の 変動 と 略 * 併行 し て いる 
こと で , この 事実 は 感染 型 の 卵 の 分 布 が 1 年 を 通じ て 平 
等 で な く , あぁ る 時 期 に 閉 し く 濃 厚 と な る こと を 示し て い 
る 。 既 ちゃ その 感染 機会 が あぁ る 時 期 に 局 限 され て 多く な る 
で あろ うこ と を 示し て 居り , これ ら の 鉱 に 因 る 感染 の み 
を 問題 と すれ ば 5.6 月 に 発育 を 完成 し た 卵 は 1), 2) の 
関連 性 か ら そ の 機会 が ある と し て る 短期 間 で あろ うか ら 
9~10 月 に 発育 し た 越 多 型 の 卵 を 重 嗣 すべ き で は な いか 
と 考え る 。 : 
(追加 ) ( 大 医 公 衆 ) 小 林 昭 夫 

1. 耕作 地 土壌 内 筒 虫 卵 の 消長 に つい て は , 私 も 昭和 
2 6 年 6 月 か ら 27 年 5 月 に 至る 1 ヵ年 間 , 群馬 で 調べ 
も 

2. 土壌 の 控 取 方 法 

畑 は 一 農家 の 畑 に 固定 し , この 畑 に 於 て , 各 作 物 の 種 
別に 従っ つて, 一 つの 畑 か ら 20g 宛 (株 間 2 ヵ所 溝部 2 
ヵ所 宛 ) 探 取 し まし た 。 

3. 成 績 

卵 の 長 に つい て は 6 月 (5g 中 均 12.8 ) と 
10 月 一 1 月 (5g 中 10 ュ 内 外 ) に 非常 に 高い 山 が 出 て , 
その 中 間 ち 7 8 月 は ガク タリ と て いま す 。 最高 
値 を 示し た の は 11 月 (5g 中 20a ュ ) で し た 。 貴 虫 卵 総 
数 で は 11 月 を 矢 張 り 最 高 に (5g 中 56 a) 秋 一 初 多 に 
か け て 多い が , た だ 9 月 は むし ろ そ れ 程 多く な く 3 月 に 
小高 い 幅 を 形成 し て いま す 。 

(追加 ) ( 慶 大 , 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
土壌 中 の 環 虫 卵 は 10 月 頃 か ら 廊 年 3 月 頃 さ まで 特に 多 
く , 叉 ポ ボツ , ウツ ド 等 広く 人 る 作物 の ある 畑 で は 卵 は 
氷 く 生存 し て その 数 も 多い 。 

(追加 ) ( 予 研 ) 小 宮 

夏 (7~8 月 ) の 貝 卵 数 の 減少 は 耕作 地 に 於 る 下 肥 の 
この 期 ける 施肥 と 関係 し て いる の で は な い 
か 。 . に 

(追加 ) ( 北 研 ) 長 野 寛治 
佐久 間 (紙上 発表 ) の 調査 と よる と 夏 雷雨 な 


どの た め に 押し 流さ れる こと が 昨年 の ダイ ナ 肛 風 の 前 後 
の 調査 で は 立証 され まし た 。 又 農 示 に と ょ つて 地下 の 躍 卵 
が 地表 に 現われ 来る こと も 判明 し まし た 。 


76. 初島 に ける 無精 
卵 の に 就 い で 
北里 研究 所 元 


Fluctuation of unfertilized human 
ascaris-eggs in Hatusima Island. 


Motohiro Inagaki 


々 は 1951 年 8 月 か ら 市 初島 に て , 撲 
作業 を 続け て 来 た が , その 経過 は 第 一 表 の 如く で あり , 
第 1 年 度 の 多 季 に 於 る 新 及 び 再 感染 者 数 (12 月 及び 3 月 
の 感 当 者 数 ) は 67 二 56=123 名 で あぁ る の に 対し , 第 2 年 
度 の 同時 期 の 新 及び 再 感染 者 数 は 22+34=56 名 で 御 数 
以下 に 減じ て 居る 。 又 本 年 3 月 の 新 及 び 再 感染 者 数 は 僅 
か に 34 名 で 全島 民 の 16 祈 に 過ぎ な い 。 

矢 無 精 卵 陽性 者 の 全 陽 性 者 に 対す る 百分比 が 第 1 年 度 
の 12 月 に は 16.4 で ぁ つ た も の が 3 月 以降 何れ も 閉 し 
く 上 昇 し て 30 祈 か ら 50 22 の 聞 を 上 下 し て いる 。 

次 に 無 み の 陽 性 者 48 例 に つい て , | 続き 1 年 
以上 観 祭 し た 所 , 第 二 表 の 如く 無 米 発見 の 日 より , 2 
ヵ月 以内 に 自然 陰 還 し 以後 陰性 を 続け る も の 1 例 , 4 ヵ 
月 以内 3 例 , 5 ヵ月 以内 4 例 , 6 ヵ月 以内 2 例 , 9 ヵ月 
以内 1 例 , 11 ヵ月 以内 1 例 , 目下 観察 中 で ある 11 ヵ月 
以上 の も の が 35 例 で ある 。 

以上 の 例 は 無 米 発見 の 日 より 3 ヵ月 前 まで の 検便 で 
は , 何れ る も 遇 虫 陰性 で あつ た か ら , 感染 の 日 を 仮に 6 ヵ 
月 さか の ぼ つ て 考え て を も 1 年 以内 に 自然 陰 博 し た も の が 
10 例 あ り , 全体 の 20.8 祈 に な る 。 従 つ て 思 性 寄生 の 雌 
興 虫 の 導 命 は , 今 ま で 一 般 に 老 え られ て いた ょ より 短く て 
1 年 満た な いも の が 相当 数 ある こと が 判明 し た 。 

性 寄生 の の 排卵 を 観 し た 処 , 第 三 表 
の 如く , 67 例 中 僅か で は ある が 明か に 排卵 を 一 時 休止 
する 場合 が ぁ る こと を 知 つ た 。 こ れ に つい て 実験 当初 は 
1 回 の 検便 に 際 し 18 X18 mm の ヵ x バー グラ スズ 3 枚 に つ 
いて 検索 し た 結果 , 6 例 た 於 て , 排卵 を 休止 する と 思わ 
れる を も の を 発見 し た が , 朋 密 に は 3 枚 栓 査 で 陰性 で ある 
と は いえ な いこ と は 勿論 で ある か ら , 昨年 9 月 より は 必 
ず 9 ヵ - 検 査 を 行 つ た が , それ で る 休 止 を 示 


| 
’ 


す と 思わ れる も の が 4 例 あ つた 。 就 中 第 2 例 の 如き は 1 
週間 の 連続 検便 で , その 中 間 に 於 て 陰性 の 日 を 示し て い 
る こと は 興味 深く , 横川 定 氏 の 説 を 裏書 し て いる も の と 
い えよ 5。 

( 問 ) (宮城 移 川 仁 郎 

1. 年 齢 的 感染 牽 を お 調べ に な つた で し ょ うか 。 

2. 昭和 27 年 夏季 宮城 , 農地 吉 由 
者 942 名 中 295 名 の 無精 卵 保有 者 を 検出 し た が , その 際 
見, 学 章 で は 感染 に 著 を 認め な か つた が 成人 に 
於 て は 泊 減 し て いた 。 

( ) 垣 元 

無精 卵 排 港 者 に つい て 年 齢 別 は 調べ て いな い 。 


77. 卵 に 及ぼ す 温 温度 の 影 


鳥取 大 医 公衆 衛生 

森 正 三 
Influence of the temperature and 
humidity on the eggs of Ascaris 


lumbricoides. 
Syozo Mori 


人 の 虫 ( 排 直後 の ) を よく 水洗 , 集 し , 
その 少量 づつ を 濾紙 に 落し , 可 及 的 水分 を 除去 し た 後 , 
予め 一 定 の 浪 度 と 温度 を 保つ ょ うに し た 容器 中 に 入れ , 
ーー 定 日 数 経た 後 , 取出 し , 30 度 の 時 卵 器 中 で 適当 な る 
水分 を ら 培養 , 2 乃至 3 週間 後に 鏡 し の 発育 
の 様子 と 発育 能力 の 有無 を 判定 し た 。 そ の 結果 現在 まで 
に 得 た 成績 は の で ある 。 

35 度 を 保っ た 恒温 容器 で 一 定 日 数 保護 し た 

1) 温度 95 2 び 100 容器 中 に 保護 し た 
月 余 に る も せ ず 。 

2) 22 の 温度 下 で 保護 し た 卵 は 11 日 間 で 全 卵 死 減 
すろ る 

3) で 7 日間, 80 2 6 日間, 70 4 日間 , 
60 22 以 下 40 2 まで 3 日間, 30 2 祈 で 2 日 間 , 20 2 以下 
0 で は 24 時 間 保護 する と 全 へ の 発育 能力 を 少 

< する 。 

30 度 を 保つ た 恒温 容器 で 一 定 日 数 保護 し た 

1) 9022, 95 2 100 22 容器 中 に 保護 し た 
総 て 発育 し 仔 を 形成 , 月 余 に る も 死滅 する こと 
な も 。 

2) 85 2 の 温度 下 で 保護 し た 卵 は 21 日 後 仔 虫 を 形成 
する も の も ある が 全 卵 死滅 する る Qo 

3) 30 2 は 13 日 間 , 70 9 日間, 60 7 日間 , 
50 2 及び 40 22 で 4 日間, 30 2 下 0 で 共に 3 日 間 
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で 仔 へ の 発育 能力 を 失 する 。 

20 度 を 保つ た 恒温 容器 で 一 定 日 数 保護 し た 場合 。 

1) 2 以上 は 15 日 保護 する を も 全 を 形成 す 

2) 22 び 30 は 14 日 間 保 護 す 
仔 躍 を 形成 他 は 発育 能力 を 消失 する 。 

3) 02 20 2z で は 12 日 間 保 護 す る と 全 を 
形成 し な い 。 

以上 の 成績 か ら す る と 

1) 同一 度 に 於 て は 温度 の 差違 が 卵 発育 力 に 甚 
大 な る 影 を 及ぼ す も の で あつ て , その 死滅 は 温度 の 低 
下 に 正 比 例 す る 。 

2) 温度 の 影 度 が 上 れ ば 上 る 程 死 日 数 を 
減少 す る 。 

3) 発 育 に は 90 以 上 高温 に て 
は 952 2 以上 で あぁ る る o 

人 お 低 下 こ に 於 ける 温度 の つい て は 目下 検討 中 
に し て 後 刻 報 告 の 予定 で ある 。 


る と 約 が 


78. 心臓 標本 以 て 検索 し 得 た 
飼養 液 中 の 有 質 に い て 


慶 大 医 寄生 
沢 利 
Toxic substances in excreti- 


on of ascaris detected by the 
heart preparation of toad. 


Toshio Yoshizawa 


上 貝 症 の 成立 ち は 機 械 的 の 面 と 化学 的 の 面 と が 老 を えら 
れる 。 し て の 化学 的 の 面 は 上 成分 より も その 
排出 物 に つき を すす め る こと は より 。 
は 篠崎 , 菊 野 等 が アセ チル ヒョリ ン の 微量 定量 を 行う に 
用 いた 洞 標本 を 使用 し て 液 中 有 物質 
の 検索 に 当 つ た 。 豚 興 虫 の 飼養 液 の 原液 の まま を 一 定量 
を と り 一 定 の 條 件 下 で 作用 させ キモ グラ フイ オン で 描記 

た 。 そ の 結果 以上 の 如き 結論 を 得 た 。 

1) _ 環 虫 飼養 液 は 常に 同じ 作用 を 示す も の で は な い 。 
(心臓 に 対し 全く 逆 の 作用 を 及ぼ す 物 質 を さ を 排 出し て 
いる こと が ある 。 同 作用 で も 作用 機 輔 が 異 る る の が あ 

2) _ 含 義 液 の 性 は , 酸性 に 傾き 代謝 道 物 は 酸性 物質 が 
多い 。 

3) 心 に 対す る の 作用 の 頻度 は 抑制 作用 46 
22, 抑制 で 作用 9.6 作用 3.8 無 作 用 
40 の 割合 で あつ た 。 
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4) 有害 作用 を 及ぼ すす 物質 は アセ チル ヒョリ ン 乃 至 ヒ 
ョ リン 様 物質 , ヒス タ ミ ン 乃至 ヒス タ ミ ン 様 物質 , アミ 
ン 類 , 脂肪 酸 及 び ア ミノ 酸 等 の 無機 酸 で ある と 考え られ 

5) 副交感 経 を 刺 アセ チル ヒョリ ン 乃 至 ヒ ョ 
リン 欄 物質 は 23 に 於 て 存在 する こと が 認め られ た 。 
その 場合 アセ チル ヒョリ ン に 換算 する と , 極 く 微量 で , 
10-16~10-!1$ の 場合 が 最も 多 か つ た 。 

6) セ ヒスタミン 叉 は 同様 の 作用 を も つ ア ミン 類 の 存在 
ょ を 8 於 て 認め られ た 。 こ の 場合 の 濃度 は 
ヒス ミン の 10-6~10-9 液 に 相当 し た 。 (存在 と 調 
は , 勿論 生物 学 的 に 認め らら れ た 程度 を いい , 感度 の な い 
程度 の 存在 他 に も ある か も 知れ ぬ が 主 作 用 と は な りえ を 
な いで ある ろう ) 

7) その 他 の 抑制 作用 を 示す は 25 , 一 交感 
甚 経 に 関係 の な い 脂 肪 酸 そ の 他 の 無機 酸 で あぁ ろう 5 。 

8) 脂肪酸 と し て に , 此 共 ダァ レ リ ア ン 酸 に 至る 揮 
発 性 脂 相似 で ある 。 

9) 症 こ 於 けろ 導 乃至 は 鈍痛 を 発する 機 一 
つと し て , 刺 にょ つて 生じ , それ は アセ チ 
ル ヒ セ ヒョリ ン 乃 至 は ヒョリ ン 様 物質 が 比較 的 多く 発生 し た 

合 に 発症 する も の で は な いか 。 

以上 の 物質 ミー 種 の み が 単 独 に 排出 され る も の で は 勿 
論 な い の で あつ て , どの 物質 が 生物 学 的 作用 を 及ぼ す 程 


に 著 積 する か , 更に 宿主 側 の 要約 と 相 俊 て 害 作 用 の 発表 
の 有無 が 決 さ る も の で ある ろう 。 
(追加 ) 
医大 病理 


寄生 虫 に よる アレ ルギー に 関し て は 私 は コリン 及び ア 
セ チ ー ル コリ ン が 大 な る 関係 が ある こと を 認め 昨日 貝 体 
内 に 存在 する こと を 報告 致し まし た 。 

これ が 詳細 に つい て は 後日 発表 致し た い 。 


79. 液 に ょ る 生体 
腸 アナ ラマ イラ キキ シー 性 運動 
慶太 寄 生 虫 
小宮 山 隆 三 


The anaphylactic responce of 
rat intestine evoked by the 
feeding of the fluid in which 
ascaris were kept alive. 


Takazo Komiyama 


体 抽出 物質 又は 体 液 が Schultz-Dale の 現象 陽 


性 を 示す こと は 既に 報告 が あぁ ある 。 私 は 更に 自然 に 近い 條 
件 で , 即ち アレルゲン は 義 を , 腸 を し た も の 
で な く 生 体 を 使用 し て , 次 の 実験 を 行 つ た 。 

0.95 22 と し た Ringer-Dale 液 を 1 匹 当 り 20cc の 割合 で 
38°C で 48 時 間 飼養 し た 。 こ れ を 由 潤 に 腹腔 内 注射 (A 


) と , 経 (B 群 ) と を 行い , 10 日 間 続投 
し , 前 者 は 総量 凡そ 当 kg 10~15 cc, 後者 は 総量 32~ 
50cc と な る よう に し た 。 謗 発 試験 は 最終 感 作 ょ り 10~ 
26 日 後 の 白 削 を 開腹 し , 小腸 上 部 を 2cm の 間隔 で , 2 
ュ コ の セル フイ ン で 吊り , 上 部 は キモ グラ フイ オン へ , 下 
部 は 周 定 し た も の を 38°C の Tyrode 液 に 入れ , 頸 部 以 

上 は に 出し 呼吸 に な い し た 。 投 
又は 量 に し た 液 を 体 に , 注入 針 で 
体重 に じ て 1~5 cc 経口 , セル フイ ン 部 に 
し た 際 の 腸管 の 運動 を 描画 し た 。 対照 は 腸 受 内 感 作 し た 
も の に Ringer 液 を 興 え た も の (C 群 ), 経口 感 作 し た 
も の に Ringer 液 を 興 え た も の (D 群 ), 及び 感 作 し な 
いも の に を た る の (E ) に つい て 調べ た 。 

腸管 の 縮 反 ら 見 る と , A は ( ) 以上 60 2, 
( 40 , B 群 は 夫々 50 22, 0 22, C 及 び D は 何 
れ も 02%, 02, E 和 1022, 10 2 ぁ つ て 明らか に 
感 作 に ょ る アレ ルギー 尾 反 應 が 認め られ , 又 経 日 感 作 は 
腹腔 内 感 作 ょ より に 感 作 力 つた が 感 作 力 を も つ 
こと を 示し た 。 振 幅 増加 の 点 よ り 見 る と , A 群 は ( 二 ) 以 
上 5022, ( ) 20 2 , B は 夫々 70 C 
は 172¢, D は 02%%, E 群 は 402%, 
で あつ て A 和 及 び B 群 は 何れ も 対照 比 し て 高 反 
座 度 を 示し た が , 諾 群 で は ( 二 ) 以 上 が C, D 群 より 高い 
の は 所 し て の 一 時 性 の 腸管 作用 を 示し て 
いる を も の と 思わ れる 。 

白 90 を 使用 し た この 実 成績 は 虫 飼養 液 が 
レル ゲン と な り , 生体 腸管 に アナ フイ ラキ シー 性 反 應 を 


惹起 し た こと を 表わす も の で , 筒 貝 症 に 於 ける 腹痛 又は 
疾 痛 の 一 原因 と な りう る こと を 隊 示 する も の で ある 。 


1 
. 
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示 


101. 日 本 虫 症 の 実 研究 
2 肝臓 の 病理 組織 学 的 変化 特に 糖 原 質 
びに の 長 に 就 い て 


大 阪 赤十字 病院 研究 科 
西 川 博 


Experimental studies of schistosomi- 
asis japanica (Report 2 ) patholo- 
gical-anatomical changes of liver, 
especially on glycogen and fat. 


Yoshiro Nishikawa 


日 本 住 血 吸虫 症 に 於 ける 肝臓 の 変化 に 就 い て は 古く か 
ら 詳 細 な る 報告 が ある が , 私 は 実験 的 日 本 住 血 吸 虫 症 肝 
に 於 ける 糖 質 及 び 脂 質 の 疹 長 を 知ら ん と し て 本 実験 を 企 
図 す る と 共に 貝 体 の 糖 質 及 び 脂 質 の 検索 を 行 つ て 若干 の 
成績 を 得 た の で 報告 する 。 

実験 動物 は 成就 家 使用 , 片山 は 広島 片 山地 区 
より 控 取 し た 。 8 頭 の 家 更 腹壁 を 剃 毛 し , セル カリ ア 約 
3 000 を 感染 せしめ て 経過 を お い , 血液 松 査 を 行い , 7 
に し 肝臓 の 変化 を 追求 し た 。 

肝臓 の 変化 卵子 栓 よる 変化 が 主 で ある 。 点 
は 藤浪 , 桂 田 , 山 極 諸 氏 等 の 報告 と 同様 で ある 。 

(1) 結節 卵 栓 中 心 と する 結 8 例 中 6 例 
に 認め あられ, 他 の 2 例 は 卵 を 認め ざ る 組織 か ら 成 る 
結 ある 。 門 脈 枝 に す る ダ リッ ン 輌 内 の 
門 脈 枝 周辺 に 結 秘 形 成 が 存 し , 重症 例 に 於 て は 小葉 内 に 
も 大 の 結 存 す 。 結 節 は 中 央 に の 介在 , その 
に 好 酸 , 好 中 球 及 び 少 数 の 球 , 繊維 胞 が 
す 。 中央 に は 壊死 が 強く 起り その 周 に 及び 細胞 
が あり 更に 周辺 に 好 酸 球 及 び 若 干 の 光 巴 球 , 好 中 球 , 織 
維 芽 細胞 等 の 集 任 が あり 愉 も 結核 結節 に 酷似 す 。 古 い 結 
節 で は 洲 巴 球 が 多く 結合 織 の 増生 が 認め られ る 。 間 質 結 
合 織 て 増生 す 。 肝硬変 症 の 様 な を す 。 結 
は 血管 内 に 増生 し て 閉鎖 の を す る 例 も あ 
る 。 6 週 ま で の 実験 例 で は 卵 は 多く は 健在 で 石 次 化 は 殆 
ん ど な し 。 

(2) 肝 細 胞 少数 寄生 例 で 結 功 の 少な い 場合 は 肝 細 
胞 に は 変性 は 認め ず , 結 秘 多 数 形成 例 で は 肝 細 胞体 は 題 
は 透明 化す 。 実験 例 は No.1.2 号 は は 軽い 


其他 の 例 は 閉 明 , に 細 脆 索 は 圧迫 され 肝 細 胞 
縮 す 。 

(3) 星 細 胞 少数 寄生 例 で は 変化 は 殆ど な し 。 二 
症例 で は 星 細胞 の 腫 大 が ある も 等 は 認め ず 。 

(4) グリ ツン 門 脈 枝 中 心 に 病 形成 が あぁ り 
れ に 随伴 す る 結合 織 増 生 が ある 。 

(5) 糖 質 (G) 7 例 検 査 中 G 消失 例 は No.4 1 例 , 其 
他 3 例 は 小葉 中 心 部 に 少量 の G を 認め , 他 の 3 例 は 中 等 
量 の G を 認め た 。 感 肖 漠 度 と G と の 関係 は 今後 人 検 索 を 
続行 する 予定 。 

(6) 脂質 (F) 川村 , 矢崎 を 行い 検査 し た 。 
各 例 と も 細 胞 脂肪 化 を 認め ず 。 星 細胞 中 に 微細 
肪 矯 粒 少量 を 認め た の み 。 

(7) 肝 内 卵 内 に は G 及 び F を 中 等 度 に 認め た 。 


( 問 ) ( 熊 大 , 寄生 虫 ) 岡 村 一 郎 
肝 細 胞 の 核 中 に ける 原 の 如何 ? 
( 答 ) . 西川 美 十 


肝 細 胞 原 形質 で は 一 般 に 小葉 周辺 部 より 著 明 に 減少 す 
る 。 核 で は 特に 題 著 な 特 効 は 観 代 さ れ な い 。 


102. 性 疾患 に け る 
球 遊走 速度 及び 能 に い て 
第 1 報 犬 肺 吸 虫 症 に 於 ける 白血球 
遊走 速度 及び 能 に て 
大 阪 赤十字 病院 研究 科 
松 岡 広 次 


On migration velocity and 
phagocytosis of leucocytes 
on various parasitic disease. 
Report 1l. Migration velocity 
and phagocytosis of leucocytes 


on paragonimiasis of dogs. 


Hirozi Matsuoka 
病 的 外 家 に 対し て 個体 防衛 の 主役 は 白血球 こし て 其 の 
機能 の 消長 は 極め て 欠 敏 に 生体 活力 を 数 量 的 こ 反 映す る 
こと は すでに 証明 され て いる が , 肺 吸虫 症 の 白血球 の 機 
能 に 関す る 報告 は 殆ど 見 当ら な い 。 故 に 私 は 実験 的 肺 


| 
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明 虫 症 の 白血球 機能 の 変動 を 知ら ん と し て 本 実験 を 行い 
一 部 は 第 7 回 近 支 部 例会 に 於 て 発表 し た が 今回 は それ 
以後 の 成績 を 報告 する 。 
実験 動物 は 約 10 kg の 雑 犬 を 用 いた 。 は 高知 
上 万 十川 の も くず 取り 出し た も の を 30 個 内 服 
感染 せ し あら た 。 犬 は 感染 前 訴 虫 を 実施 し て 実験 に 供し 
た 。 
感染 後 経 唱 的 に 好 中 球 , 好 酸 球 の 遊走 速度 及び 好 中 球 
の 喰 能 の 検査 を 行い , その 後 「 ルコ ュ ン ・ オ オキ 
シア ンチ モン ・ ソ ー 」 を 0.85 2 に 2 の 
に し , 投 方 法 は 1 回 量 Pro kg 0.01 g を 了 日 に 
脈 内 注射 を 10~20 回 行い 治療 に よる 影 を 観 侍 し た 。 
好 酸 球 遊 走 速 度 に 感染 の 初期 に は 元 進 する も の る も 減退 
する も の も あり 不 規 則 な る も, 2 週 に 減退 し 3 週 よ り 暫 
時 する る 6 週 で 減退 し た さ せ ず 。 
好 中 球 遊走 速度 は 感染 初期 に 減退 する も 6 週 で も と の 
に 復 す 。 

好 中 球 嘩 粒 貧 喰 度 は 好 中 球 遊走 速度 と 同じ 傾向 を 示し 
1 週 2 週 に 減退 する も 6 週 で は 感染 前 の 其 態 に 復帰 す 
ダル コン ・ オ キシ アン チ モ ン ・ ツ 」 投 に よる 
に い て に , 好 酸 球 遊 速 度 は 注射 より る 。 

中 球 遊走 速度 に 10 本 注射 時 は 減退 する る も 20 本 注射 に よ 
り 元 準 を 認 ろ た 。 好 中 球 避 粧 貧 喰 度 は 10 本 注射 時 減退 

た 。 
肺 吸虫 症 で は 好 酸 球 が 最も 著 明 な 影響 を うけ 遊走 速度 
が に 減退 する 。 
103. 久留 米 地方 産 ミ ナミ ヌカ ニテ エピ 
Neocaridina denticulata (de Haan ) 


久留 米 大 医 寄 生 虫 病 
浩 


On some trematode larvae found 

in the fresh-water shrimp, Neo- 

caridina denticulata (de Haan) 

captured from Kurume district. 
Hirdshi Shibue 

入内 に 寄生 する Cercaria takahashit Yokogawa et 

It6 より 発育 し ミナ ミ ヌカ エビ を 第 2 中 間 宿 主 と す る 


Maritrema caridinae Yamaguchi et Nishimura の 被 
幼虫 の 分 布 が 宮入 上 内 の 分 布 に 一 致す る 事実 を 利用 し て 私 
は 昭和 25 年 3 月 以来 3 年 間 訪 岡 及び 佐賀 黄 下 の 日 本 住 
芽 吸 虫 病 流行 地域 並び こそ の 周辺 地域 (1 市 5 町 20 村 ) 
より 3655 尾 の ミナ ミ ヌカ エビ を 探 集 し 宮入 上 中 分 布 調査 
の 補助 的 手段 と し て M4. caridinae の 被 相 幼虫 の 寄生 の 
有無 を 調査 し た が , 本 調査 に 際 し て ミナ ミヌ カエ ビ に は 
M. caridinae の 被 以外 に 5 種類 の 吸虫 類 が 
し て いる こと が し た 。 
類 の 種類 及び 3655 尾 の に お け る 寄生 放 
次 の 如く で ある 。 
(1) Maritrema caridinae Yamaguchi et Nishimu.- 
ra, 1944, (37.222) 
(2) Maritrema kitanensis Shibue, (13.222) 
(3) Pleurogenes japonicus Yamaguch,1936.(12.92¢ 
(4) Coitocaecum piagiorchis Ozaki, 1926. (8.522) 
(5) Phyllodistomum macrobrachicola Yamaguchi, 
1934. (1.12) 
(6) 未知 1 種 (0.822) 
ミナ ミヌ カエ ビ に 寄生 する 類 の 表 は の 
如く で ある 。 
A. の 時 期 に 虫 卵 を 認め る 。 
B. 包 小さ く 形 , 排 江 
・・Maritrema caridinae 
BB. 包 大 きく 正 円 形 排 
Pleurogenes japonicus 
AA. 時 期 に は を 認め ず 
B. を 認め ず 
Phllodistomum macrobrachicola 
BB. を 認 る 
C. 生 殆 器 の 発育 が 極め て 良好 
Maritrema kitanensis 
CC. 生殖器 の 発育 不良 
D. り 腹 大 きい 
Coitocaecum plagirchis 
DD. が 腹 吸 より 大 きい 


: 


104. 熊本 河 川 河 由子 寄生 
セル カリ ア の 季 消長 


熊本 大 医 寄 生 虫 
村上 和 , 岡村 一 , 東 家 


Seasonal observation of cercariae in 
the melanias in Kumamoto Prefecture. 


Kazumitsu Murakami, 
Ichiro Okamura, Isao Toya 


熊本 上 由 下 の 9 地点 及び 熊本 市 江津 湖 の 4 地点 を 定め , 
毎月 1 回 1 地点 より 約 200 個 の 河上 只 子 を 控 集 し , 1 地点 
12 回 1 年 間 を 遥 じ て セル カリ ア の 的 消長 
を 観察 し た 。 

熊本 地方 の 気 湾 の 変動 は 最高 気 注 を 以 て 示せ ぜ , 12 月 
中 旬 よ り 2 月 中 旬 に 及ぶ 詳 名 期 , 次 に 3 月 中 旬 迄 の 早春 
期 (最高 15°C)。 こ れ り 上 昇 し て 25°C に 
5 月 上 旬 迄 の 耐 春 期 。25°C の 線 で 停止 する 6 月 下旬 所 
の 初夏 期 , 更 こ 上 昇 し て 1 年 の 最高 気 源 に 達する 8 月 中 
旬 を 中 心 と し て 9 月 中 旬 25°C を 割る 迄 の 太 夏 期 , 次 に 
10 月 中 旬 迄 25°C の 線 で 停 溢 す る 初秋 期 , 10 月 下旬 よ 
り 11 月 下旬 に 八 下 降 す る 晩秋 期 , 次 に 短い 初 多 期 に 区 
別 す る 事 が 出来 る 。 

1) 平均 寄生 は 6.421 22 

2) 最低 寄生 月 は 3 月 , 寄生 1.454 

3) 最高 寄生 月 は 7 月, 寄生 14.095 

4) 寄生 上 は 5 月 に 始ま り , 6. 7. 8 月 は 高 
寄生 を 示し , 9 月 は 下降 を 示す 。 の 下降 傾向 
は 5 月 の 上 昇 傾向 より 和 慢 で ある 。 

5) 河川 別 で は 江津 湖 の 8.58 が 最高 で あり , 氷川 
の 2.66 入 が 最低 で あぁ る 。 

6) 調査 全 國 を 通じ て の 最高 寄生 放 は , 江津 湖 5 月 の 
22.0 で ある 。 

の 如き 吸虫 セル カリ ア の に 対し て 宮入 , 
兵 等 の 報告 し た 短 尾 セル カリ ア , ( 肺 吸虫 セル カリ ア と 
考察 し て ) の 観察 し た が , 地方 及び 白川 流 
域 で は 遂に 見 出し 得 ず , その 他 で は 水俣 川 の 毎回 を 始め 
と し て 少く と る も 1 回 は 発見 出来 た 。 

1) 最高 寄生 は 西谷 川 7 月 の 14.0 祈 で ある 。 

2) 年 間 最 高 水俣 川 の 6.2 , 次 で 西谷 川 の 
5.16 錦川 4.0 ある 。 

3) 少 き は 球 の 0.16 ある 。 


4) 的 は 前 項 に 類する 。 


105. 実に る 條 駆除 の 
臨床 


國 立 千葉 病院 内 科 , 千葉 医大 石川 内 科 
三輪 , 長島 豊 時 安井 


Clinical experience of the extermina- 
tion of tapeworm by Torreya nucifera. 
Seizo Miwa, Toyoharu Nagashima, 
Narumi Yasui 
圭 * は 昭和 24 年 以降 , 國 立 千葉 病院 内 科 に 於 いて , 
Embryophyta Siphonogama-Gymnospermae-Coniferae 
-Toxaceae に 属す る か や ( 柳 ) Torreya nucifera を 用 い 
て 條 貝原 除 を 実施 中 で ある が , みる べき 効果 を 履 あ て い 
る の で その を 報告 する 。【〔 投 方 ] せる 要 の 
内 種皮 を , 種子 を 微細 な る に せ 
る 後 , その 150g に 200 mm を て な し , 
氷室 (又は 内 ) に 約 3 日 間 放 置 後 内 服 に 供する 。 
前 日 は 軽い を せ , 夕刻 下剤 ( 硫 又は チ ネ ) 

投 当日 朝 , 早朝 腹 時 に 上 生 工 を 番茶 , 

砂 と 共に 30 分 乃至 1 時間 位 の 聞こ せしめ 
た る 後 , 5, 6 時間 後に 下剤 を 投 。【〔 成 績 10 例 の 無 
條 虫 症 患 者 の を 実施 し た が , 110g を し た 1 
例 無 効 の 他 , 150 g 1 回 投 県 9 例 で は 全 例 に 排 貝 (100 
22) を 認め , 内 3 ヵ月 後に 再び 体 節 排 出 を みた 1 例 を 除 
いた 8 例 共 , 2 年 9 ヵ月 乃至 6 ヵ月 間 の 観察 で 多く 体 節 
排出 な く , 完全 太 虫 (88.8 22) を 得 た も の と 考え られ 
る 。 完全 尻 虫 例 中 に は 発症 以来 30 年 , 12 年, 10 年 , 6 
年 , 5 年 , の 如く 長期 間 を 経過 し , その 間 各 種 の 廊 虫 法 
を 実施 し て 不 成 功 と 終っ た 症例 が 含ま れ て いる 。 森 実 服 
用 後 排 虫 迄 の 時 間 は 10 時 間 前 後 よ り 2.3 日 月 迄 の 間 で , 
排出 体 は 不動 且つ な つて いる 場合 が 多く , 又 何 
れ の 症例 も 頸 部 以上 が 細 砕 され て いて 頭 部 の 検出 され た 
例 は 無 か つ た 。 服 用 後 の 副 作用 は 殆 ん ど な く , 1 例 に 一 
過 性 の 軽い 腹痛 が 認め られ た に 過ぎ な い 。 【〔 抽 出 液 の 作 
用 〕 Benzol 抽出 液 を 人 の Taenia saginata 2 例 , 家 猫 
の Taenia taeniaformis 2 例 に 投票 し その 虫 能 を 観察 
し た が , 排 貝 を み た 例 は な い 。 こ の 他 , 有効 成分 の 抽出 
に 関し て は 目下 研究 続行 中 で ある 。 
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106. ペル ト ネ ラ 類似 の 一 新 
血 中 寄生 に て 


岩手 医大 内 科 , 松尾 鉄山 病院 内 科 
一 正 


A new virus in the blood of man 
(Bartonella ? ) 
Kazumasa Takahashi 

松尾 鉱山 病院 内 科 に 入院 せる 患者 の 索 中 , 
氷 中 に ょ く 運 動 す る 球菌 様 の も の を 発見 し た が , 同一 の 
も の が 液 赤血球 中 に , 更に は 中 に も 
生 す る 事 を 認め た 。 

この も の は ダラ ム 陰 性 で あぁ あり, , ギ ザ に 
依り ょ , 形 は 球菌 乃至 双 球 ある 。 

新鮮 な る 馴 者 血液 の 滴 を ホー ルオ プ エ ク ト に と り 直 ち 
こ 鏡 松 す れ ば , 寄生 虫 を 有する 赤血球 は 不正 形 を 時 し , 
次 第 に 金 米 糖 其 に 変化 し 血球 の 動く の を 認め る 事 が 出来 
る 。 乏 に 蒸溜 水 を 投入 し て 赤血球 を 破 壌 すれ ば , 寄生 虫 
は 活 肖 な 運動 を な す の を 認め る 。 

液体 , 固形 の 何れ の 培地 に て を も 困難 で ある 。 
化 氏 卵 に て 培養 可能 の 如く で ある 。 

本 寄生 虫 に 類似 せる も の と し て は , バル ト ネ ラ が ある 
が , 細菌 学 的 或 は バル ト ネ ラ が 示す 臨床 症 和 然 か ら 考 える 
時 , バル ト ネ ラ は 全く 異 る も の と 思 殿 され る の で , 主 と 
し て 細菌 学 的 検索 に つい て 報告 する 。 


107. 或 線 虫 寄生 に よ ょ る イル 
ヵ の 胃潰瘍 
岡市 古 賀 元 


Ulcus ventriculi caused by 
some nematode parasites. 
Gencho Koga 


1952 年 春 , 佐賀 貞 唐 津 水 高嶋 で , デン ドウ ツ クジ ラ 及 
び イ ル ヵ み の 大 光 あ り と の 報 に 接し , も し や 大 複 殖 門 條 虫 
を 得る こと が 出来 は せ ぬ か と , 或 妄 み を 持つ て 渡島 し , 
早速 解体 場 に 赴き , 数 政 に 就き 消化 管 を 義 い て 見 た と こ 
ろ 目 的 の 條 虫 を 得る こと は 出来 な か つた が , 図ら ず も イィ 
ルカ ヵ み の 胃 に 大 小数 個 ( 梅 実 大 ) の 潰瘍 が ぁ あり, 又 そ れ に 
條 虫 が 多数 当 入 し て いる も の を 発見 し た の で , 持 帰 り フ 


ォ ル マリ ン に 浸し , 更に 切片 標本 と し た 。 潰瘍 は 虫 の ロ 
器 及 び 体 の 運動 に よ ょ る 器械 的 作用 に ょ る も の と 考え られ 
る 。 に は 大 小 の 細胞 , 特に と に ェ オォ ジン 嗜好 細胞 
の 増加 は 著しい 。 又 虫 が 深部 の 腺 内 に 優 入 し , を 閉 し 
く 拡 張 し て 居る も の が ある 。 貝 は 遇 虫 に 似 た 條 虫 で , 長 
さき 4 至 7 あり を 内 に 突入 し て 居る 。 山 
左 仲 博士 こと ょ より Anisakis dussumierii (von Beneden 
1870) と 同定 し て た 。 


108. 赤痢 アメ ー ペ の 培養 に 
関す る 研究 (第 3 報 ) 
米 及び 培地 含有 徴 量 成分 の 意義 


阪 大 微 研 
高 田地 久 木 正三 


Studies on the cultivation of En- 

damoeba Histolytica 3. Meaning 

of rice starch and other ingredi- 
ents of the culture medium. 


Suehisa Takada, Shozo Inoki 

私 達 は 赤痢 アメ ー バ の 純 を 得る づ ア メー の 
growth factor の 大 を 知 ろ う と し , 実 あ 
る 。 前 回 は , 先 づ を アル ュー エーテル, アセ 
トン , クロ ロホ ルム と 移行 せしめ 更に し 
り 得 た 各 抽 出 物 に つい て 色々 の 條 件 で 培養 実験 を 行い , 
種々 の 面白 い 結 果 を 得 て , すでに 報告 し た が , 大 略 私 等 
の 使用 し た 赤痢 アメ ー バ Y 株 は , 不明 の 2 和 株 の 共 棲 菌 の 
存在 の 下 に 上 記 卵 黄 成 分 中 レ チ チ ン を 主として 含む と 考 
えら れる 抽出 物 と ネス テリ ン 体 及び 耐熱 性 ビタ ミン (脂質 
可 ) 類 の 多い と 老 えら れる 抽出 物 と 米 と で 
可能 で ある 事 が 解 つ た 。 其 の 上 更に アメ ー バ は 殆 ん ど 外 
白 及 び ア ミ ノ 酸 等 の 客 素 源 の 含ま れ て 居 な い の で は な い 
か と さえ を 思 を る 培地 に ゃ 増殖 度 は 悪い な が ら 継 代 が 出来 
る も の で は な いか と 思わ せる 様 な 成績 を 得 た 。 

今回 は 以上 の 各々 の 結果 を 更に 追求 する 劉 先 づ 従 来 の 
田辺 氏 及 び Nelson, Meleny 等 の 報告 を 参 老 と し て , 
ュ コレ ステ リン 及び レ チ チ ン を 色々 な 濃度 に 調整 し 又 各々 
を 組合 わせ て 培養 実験 を 行 つ て 見 た が , 何れ る も 交 等 の み 
で は 如何 に 米粉 を 加え て る も 培養 は 成功 せ ず , 1950 年 Ne- 
lson 氏 の 成功 し た と 云う レ チ チ ン を 用 い て の 培養 も 不 
成功 と 終っ た 。 
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次 いで 私 達 は 培地 諸 成 分 の 水 に 可 落 な 微量 の 物質 特に 
蛋白 , アミ ノ 酸 , ビタ ミン 等 x の 意義 を 確認 する 劉 に 米 
潤 分 を 更に 処理 し 基 の 水 可 深 物質 を 除き , 一 方 卵黄 抽出 
物 を も 水 で ょ 洗い 其 の 水 可 を 除去 し , 
黄 を 乾燥 し 之 を 無水 の アル ュー ル で 抽出 後 以下 各 抽 出 物 
を 作 つ て 各々 処理 米 濾 粉 及び 各 抽 出 物 及 び 水 処理 し た 抽 
出 物 等 を 色々 に 組合 わせ 培養 実 験 を 行 つ て 見 た 其 の 結 
果 , アメ ー バ の 増殖 生育 に は , や は り 徴 量 の 水 可 落 成分 
が , どう し て を も 必要 で あり , 特に 米 潤 粉 の それ は 相当 宣 
要 な 役割 を 果す も の で ある 事 を 知 つ た 。 

以上 の 培養 実験 の 使用 し た Y 株 は 大 体 2 株 の 菌 を 最後 
迄 共 楼 し て 居 て 細菌 学 的 の 松 査 の 結果 は 未だ 確定 し て 居 
な い が , 一 方 は どう や ら Alcaligenes faecalis らし く 
ーー 方 は Escherichia coli の II 型 で は な いか と 思 を る 様 
な 態度 を 示す 菌 で あり 後者 は ネス え ト マイ に よ つ て 抑制 され 
な い 。 

此 の 後者 の 菌 の み を アメ ー バ と 共 棒 させ て 培養 し て 見 
た が 本 実験 に 使用 し た 様 な 微量 の 義 分 し か も た ぬ 條 件 で 
は 不 成 功 と 終っ た 。 


109. Trichomonas elongata の 
培養 基 内 赤血球 捕食 能 に つい て 


慶 大 医 寄生 虫 
藤 


Ingestion of erythrocytes by 
Trichomonas elongata in vitro. 
Chué Endo 


培養 Trichomonas elongata 1 株 を 用 い , その 生活 
環境 特に 乃至 成分 の 変化 等 の 血球 捕食 機能 
に 及ぼ す 影 絡 と つい て 検討 し た 。 田辺 千葉 培地 を 使用 
し , 赤血球 材料 は 家 更 血液 を 用 いた 。 赤 血球 を 培 地 に 加 
え 37°C で 培養 し , 3 時間, 6 時間 , 9 時間 , 12 時 間 , 
24 時 間 , 36 時 間 の 6 回 同一 培地 に つい て 観察 を 行 つ た 。 
Zeiss 10 x40 に て 体 100 個 を 数 を し た 。 

1. Penicillin を 添加 し た 培地 に 虫 体 (0.2cc) を 移 
し , 直ちに 赤血球 2 滴 を 加え る と , Penicillin 200 
位 /<c で は 捕食 が 最も 良好 で , 9 時 間 後 59 祈 に も 達し 
た 。 Penicillin を 含ま な いも の は 6 時 間 後 最高 53 有 を 
示し , 以後 に 低下 し た 。Penicillin 400~800 1 
cc で は 捕食 が 劣 つ た が , 虫 体 の 生活 力 の 減退 に 因 る も 


の と れ た 。 

2. Trichomonas を 予め 24 時間 し た も の に , 直 
Penicillin 500~2000 /cc 及び 血球 を 加え た も の 
は , 細菌 の 増殖 陽 止 は 不 十分 で , Penicillin を 含ま な い 
も の と 大 差 を 認め な か つた 。 

3) の み を 田辺 千葉 培地 (米粉 ) で 48 時 
間 , 60°C 2 時 間 た も の に , Penicillin, 
Streptomycin を 漂 加 し 細菌 の 増殖 を 阻止 し た 所 調 con- 
ditioned medium に 貝 体 を 移植 し , 同時 に 血球 を 加え る 
た 場合 は , 抗生 物質 を 含ま ず 加 熱 も し な か つた 対照 培地 
に 比 し 捕食 は 良好 で あつ た 。 

4. 赤血球 の 72 時間, 48 時 間 , 24 時 間 を 夫々 経過 し 
た も の と , 新鮮 な も の を 加え た 場合 を 比較 し た が , 血球 
の 「 古 さ 」 に よ つ て 挿 食 能 に 差異 を 認め な か つた 。 

5. 田辺 千葉 培地 の 液体 部 に 含ま る ゝ 米粉 及び 血清 の 
1 つっ 乃至 両者 を 除い た 際 の 影 絡 は , 血 湾 の 有無 に 拘ら ず 
米粉 を 除い た 時 捕食 は 最も 良好 (70 22) で , 血清 を 除い 
た も の が 最も 劣 つ て いた (43 22) 。 これ は 細菌 増殖 の 和良 
否 と 審 接 な 関係 を 示す よう に 思わ れ た 。 

6. 虫 体 1 個 の 捕食 血球 数 は 3 個 以 内 殊 に 1 個 が 最も 
多かっ つた 。 最大 は 米粉 を 除い た 例 の 8 個 で , この 際 珠 均 
捕食 血球 数 は 3.1 個 で や は り 最 高 で あつ た 。 

7. 最高 捕食 示し た 時 の 培地 は 普通 6.2~6. 
6 で, 時 に 7.0 を 未 し た 。 

要する に , 米粉 が 存在 し な いか 或 は 存在 し て も 細菌 が 
増殖 し , それ に ょ より 米粉 が 十分 に 分 解 され 政体 に 利用 さ 
れ 得 る 和 其 態 に な ら な い 限 り , 虫 体 は 赤血球 を 多く 捕食 す 
る 様 に 思わ れ た 。 


110. 無菌 培養 ト リュ モナ ー 
の 鶏卵 内 接種 
慶 医 寄生 
津 
Inoculation experiments of 
bacteria-free Trichomonas 
vaginalis in chicken embrio. 
Tetsuhei Kozu 
材料 及び 方 


こ 無菌 的 Trich. vag. (以下 T.V. と ) の 液 を 
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注入 し た 。 T.V. 株 は 無菌 的 に 培養 し 30 代 以 上 経過 せる 
も の で 沈 分 増殖 せる と き 生 理 的 食塩 水 に て 1 回 洗っ 
た も の を 用 い , 使用 に 際 し て は 血球 計算 器 を 用 いて その 
都度 虫 体 数 を し た 。 な る 日 数 の と き 
接種 し 一 定 日 後に 解 卵 し 接種 体液 人 は その 他 の 部 分 の 洗 
准 液 を T.V. 用 培地 内 に 接種 し 同時 に 直接 鏡 見 し た 。 又 
接種 し た 卵 で 死亡 し た も の は 直ちに 同様 の 処置 を し た 。 
経過 及び 結果 

1. 腔 内 

接種 せる も の 35 個 (内 5 個 穏 化 ) 対 照 7 個 あ り 。 T.V. 
陽性 な る も の は 4 個 に こし て 光 等 は 接種 後 1ー2 日 上 月 の も 
の で あり 増殖 し て いる と 思わ れ な い 。 

接種 せろ も の 46 個 (内 9 個 務 化 ) あり 。 接種 せる も の 
\ ヽ うち 14 個 T.V. 陽性 で は あぁ る が 直接 鏡 見 で は 検出 さ 
れず 法 ょ つた こと は 少く と も 著しい 増殖 は 起 
つて いな い 事 を 示す 。 

3. 卵黄 
、 せる も の 48 個 (内 5 個 ) 対照 9 あ り 。 
せる も の うぅ うち 陽 25 あり 。 増殖 し て いる に 思わ 
れる 。 5 日 目 の も の で 生存 日 数 継 代 培養 を 現在 検討 中 な 
る も 7 代 迄 継 代 培 養 可能 。 

接種 せる も の 39 個 (内 5 個 ) 6 個 あ り 。 種 
せる も の ・ ょ ゝ うち 培養 に ょ つて T.V. 陽性 と な つた 3 個 を 
の ぞ き 全て 直接 鏡 見 ・ 培 養 で 陰性 , 陽性 の 3 個 も 残存 せ 
る TT.V. と 推定 され る 。 接 種 後 2 日 月 で 松 査 し た も の ト ヽ 
み 陽 性 で 同一 グル ャ ー プ で 4 日 目 5 日 目 の も の で は 陰性 で 
ある 。 


111. ト リュ モナ ー ス の 
定 Ctn vitro test) 


阪 大 徴 研 猪木 正三 , 中 林 敏 夫 


Screening in vitro test of 
anti-trichomonal drugs 


Shozo Inoki and Toshio Nakabayashi 
抗 ト リュ モナ ス 剤 と し て の Milibis 及び Picatyl ( 共 
に 米 國 Winthrop 会 方 製品 ) 及び 4.47 diaminido stil- 
ben ( 抗 テ ライ シュ マニ = ) 及び 6aminodihydrocincho 
nidin-Rhodan satl ( 抗 マ ラリ ア 剤 ) の 抗 ト リュ モナ ス 作 


用 を 検討 し た 。 効力 の 比較 対照 と し て Carbamisin ( 三 
共 ) を 同 方 法 で 検定 し 効力 指針 と し た 。 

実験 方 法 : 使用 原虫 当 で 分離, 保存 中 の 
T. vaginalis 松本 株 及び 大 久保 株 で あぁ る 。 は 和牛 
30gm トン 4gm 食 1gm 塩酸 チ ス ティ ン 0.42 
gm プ ド - 2gm 200ml を 浸出 後 pH 
5.6~6.0 に 調 , 分 注 後 高圧 , 使用 直前 に 
煮沸 , 後 馬 血 湾 約 量 加 を た も の で ある 。 原虫 
移 殖 に 先立ち , 之 等 華 剤 を 所 定 倍数 量 だ け 投 入 し た 。 こ 
の 操作 中 に 雑菌 混入 の 可能 性 が 予測 され た の で 約 邊 数 例 
に は Penicillin, Streptomycin 1.000 g/ml す 
る こと し た 。 量 は 5 ml, 温度 37°C, 原虫 移 殖 
後 48 時 間 目 に , 活 に 運動 する 生 原 虫 数 の 多少 
を 判定 し , 生 原 貝 の 存在 する 限り 同 量 の 共 剤 を 投入 し た 
同 処 方 の 培地 に 移 殖 継 代 し , その 継 代 可 能代 数 を 検査 し 
これ ら の 結果 を 総合 し て 効力 を 利 定 し た 。 佑 虐 剤 投入 の 
起 る 培地 pH の 変動 を 査 し 5.66.2 の 
間 こ に 止 まる 事 を 確 め た 。 

実 給 成績 : 一 括 表 記す る と 次 の 様 で ある 。 


| | . 6. amino- 
| | dia- 
Milibis | Picatyl Carba- minido- | . dihydro 
| | misin stilben cinchonidin 
Rhodan 


1,000x| 1,000x 


|5,000x| 4,000x 
抑制 10,000x 5,000x| 5,000x 


1,000x 
5,000x 


生 20,000 x|110,000x 10,000x[10,000x 


Carbamisin に 比較 Picatyl, 44 diaminidostilben 
は 同 程度 の 効力 を 有 し , 6 aminodihydrocinchonidin- 
Rhodan 塩 の 効力 は 劣る 様 で ある 。 Milibis の 効力 は 最も 
勝 り その 成績 は Winthrop 会 赴 の 検定 成績 た 一 致し た 。 
Milibis: Bismuthoxy-p-N-glycolylarsanilate 
白色 , 水 に 不 

Picatyl: Acetylaminohydroxyphenylarsonic acid 
白色 , 水 に 不 

Carbamisin : 4-carbamino-phenylarsonic acid-Na 
白色 末 , 水 に 

6-amino-dihydro cinchonidin-Rhodan salt 
黄 褐 色 , 水 に 

4,4/-diaminido stilben 


用 し な 
る に 


の 成人 に 
当 な 病 
内 に 
他方 の 

使用 せ 
より 約 1 
痢 及び 
こと が 
蒼白 , 体 


( 
1) 
位 pe 
ぎ た た» 
10 
の 
( 答 
2 
の 経 
mg/ml 
で 行っ 
| | 
| 
| 
| 


褐 色 , 水 に 難 

( ) (丸大 科 ) 松 原 英 夫 

1) Penicillin, Streptomycin を 共に 1000 g/ml 
えて お られ ます が , 私 は 結 品 Penicillin 3000~5000 堅 
位 per ml, Streptomycin 3 ~10 mg per ml 加え て 無 
に 成功 し て お り 1000 per ml で は 少な 過 
ぎ た が 如何 。 

2) 10 に 湾 を 加え られ て いま す が 私 は 人 全 を 
10 加え て 非常 こ よい 培地 を 得 て い る 。 球 は 
の 変化 程度 を 標示 し て くれ る の を も 一 利点 で ある 。 

( 答 ) 中 林 敏夫 

2) Penicillin, Streptomycin は Trichomonas に 作 
用 し な い 。 従 つて 可 及 的 大 量 を 用 いる 事 が 無菌 培養 を を 
る に は 記 し い 事 は 言う まで も な いと 。 し か し 
の 経験 か ら す れ 法 Penicillin 200 p/ml, Streptomycin 2 
mg/ml で 十分 で あぁ つた 。 こ の 実験 で は , 共に 1000 g/ml 
で 行 つ た が 支障 に は な か つた 。 

2) 操作 の 点 で 全 血 を 使用 する 事 の 利点 は 私 も 知る 所 
で ある が 原虫 の 発育 その も の に どれ だ け の 有利 さ が あ る 
か は 未だ や つて お り ま せん 。 


112. ラン プル 虫 の 
生物 学 性 知見 補 
( の 2, の 試験 と その 形態 学 的 変化 ) 
京都 府立 医大 医 動物 
ト 部 昭 


Biological studies of cysts of 
Giargia intestinalis.(Report II) 


Akira Urabe 


ラン プル 虫 成人 に 発見 する 場合 は 甚だ い 。 こ 
の 成人 に 寄生 放 低 き 理 由 及 びそ の 病害 作用 探 完 の た め 相 
当 な 病害 を 起 し て いる か と 思 を る 株 の 喉 下 を 行い , その 
区 便 内 に 於 ける の 消長 及び 基 れ に 依り 惹起 され る 所 見 , 
他方 の 形態 学 的 変化 中 主として 大 さ の 変化 の 観察 を 行 つ 

使用 せる 株 は 6 歳 の 和男 児 か ら の も の で , 本 人 は 3 歳 頃 
より 約 1 ヵ月 の 間隔 で , 発熱 を 伴っ つて 数 日 間 持 続 す る 下 
痢 及び 球 便 が 起 つ て 居り , その 際 悪 心 , 嘱 吐 が 現われ る 
こと が 履 * あり , 食欲 も 消失 する 。 其他 睡 眠 不 良 , 顔面 
蒼白 , 体重 増加 不 題 , 無気力 , 夏 全身 修 感 , 
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経 質 等 の 訴え を 有 す 。 距 下 せ る 者 は 健康 な 成人 男子 で あ 
る 。 

1) 株 より 得 た る cyst 約 6000 個 を せる 所 , 
下 後 9 日 目 に 到 り cyst が 底 便 中 に 現われ , 13 日 目 に 
失 し , 再び 第 15 日 月 に 陽性 と な り 5 日 間 出 現し , 第 20 
日 目 よ り 再 び 陰 性 と な り 現 在 に 到 る 和 浴 失 を 続け て お 
る 。 一 生体 が 体外 に 排 され た も の と 。 
即ち 成人 の 腸管 は テラ ンプ の に は 不 週 当 の 
件 下 に ある と 推定 され 感染 し た cyst は 多く は 短 時 日 の 
中 に 死滅 叉 は 排 江 され る と 考え られ る 。 

2) 原 株 と 株 と の Heidenhein 氏 鉄 ヘマ トキ シリ 
ン 朱 色 標本 を 作成 し , 各々 100 個 宛 cyst の 大 さ に 就 い 
て 長短 径 の 測定 を 行い , 平均 値 , 標準 偏差 及び 変 真 係数 
を 築 出 し た 。 忠 下 株 は 初出 現し た 時 の も の を 使用 し た 。 
原 株 で は 長径 M 土 m=9.94 土 0.10, 8 =1.42 土 0.10, V 
=14.28 短 M m=6.25 土 0.08, 8 1.1 30.08, V 


・ 三 18.08 で あり, 株 で は 長径 m=9.46 土 0.09, 


=1.34, 短 M m=5.46 0.06, 8 
0.88, V =16.12 で あぁ つ た 。 両 者 聞こ に は 有意 の 差 が あり , 
貼 下 株 に は 原 株 に 比 し , 小さ く な つて 出現 し た 。 


113. 大 腸 ペ ラン チ デ の 
養 基 内 に つい て 
慶 大 医 寄生 
俊 明 


Excystation of Balantidium colt in vitro. 
Toshiaki Shirai 

主として 内 に 増殖 する 細菌 が バラ ンチ ウ ム の 
殻 に どの 様 に 影響 する か を 検討 し た 。 材料 は バラ ンチ デ 
ッ ム 感染 了 チ ス テ の み を 含む 新鮮 便 を 用 いた 。 
基 は 田辺 駒田 の 培地 を 使用 し た 。 

先 づ 栄養 型 の 発育 増殖 に 週 し て いる 前 記 培地 に チ テス テ 
を 含む 区 便 を その ま ょ 培養 し て みた 。 そ の 際 少 量 の 米粉 
を 加え た (以下 の 実験 に 共通 )。 そ の 結果 14 回 の 初代 培 
義 12 回 に 体 を 認め た 。 し 増殖 は よく な か つ 
た 。 恐らく は 細菌 の 増殖 が 過度 の た めで あろ うぅ 。 次 に 細 
すく な くす る た め チ ステ の 水洗 と を 行 つ て み 
た 。 そ の 結果 水洗 に 水 を 用 いる こと は 湖 透 圧 の 相違 で 不 
都合 で あつ た 。 そ の た め 以 後 の 水 洗 に は 生理 的 食塩 水 を 
用 いる こと に し た 。 同様 の 理 で 比重 1100~1260 の Mg 
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SO。 及び 水 も チ ス テ に 障 を る の で 法 は 用 
いら れ な いこ と が わか つた 。 次 に 生理 的 食塩 水 で 水洗 し 
た チ ス ステ を 10,000 倍 の 昇 来 水 に 1 時 間 沈 て 
て みた 。 そ の 結果 チ ス テ は 全部 死滅 し て し まつ た 。 
10,000 倍 で 30 分 , 50,000 倍 で 30 分 ~1 時 間 で も 同 
様 こ 死滅 し た 。 従 つ て 滅菌 の 目的 に 蜂 来 を 用 いる こと 
ょ 出来 な か つた 。 次 に 水洗 後 1.cc Penicillin 10,000 十 
Streptomycin 10,000 を 含む 液 に 24 時 間 し て 
培養 し て みた 。 そ の 結果 対照 の 水洗 の み の も の に 比較 し 
て の 増 が よく な り 期間 も 延長 し た 。 こ れ 
は 抗生 物質 で 細菌 が 週 度 に 抑制 され た た めで あろ う 。 し 
か し 有 率 に 比較 し て 優劣 さなか つた 。 基 の 
油 濁 は 対照 に 比較 し て 培養 全 経 過 を 通じ て 軽度 で は あつ 
た が , か ヽ ひる 処置 の み で は 細菌 を 極度 に 抑制 する こと は 
不可 能 で あつ た 。 次 に 水洗 後 1.cc Penicillin 20,000 十 
Streptomycin 20,000 の 液 に 24 時 間 更に 


義 基 に ゃ 同 汗 位 の 抗生 物質 を 加 % て みた 。 こ の 際 そ れ を . 


何 も 加 を な い 培 養 基 及 び 細 菌 を 添加 し た 培養 基 に ゃ 同時 
に て みた 。 そ の 結果 抗生 物質 を 加え た も の で は 
義 全 経過 を 殆 ん ど で , 細菌 の 活動 は 考え られ な 
か つた が 腕 殻 を 認め た 。 し か し 増殖 は し な か つた 。 何 
加え な いも の で は 増殖 を 認め た 。 も 軽度 に 
た 。 細菌 を 加 た ゃ の で は 有 増殖 と 中 等 度 の 
を 認め た 。 こ れ に ょ より 細菌 の 活動 な し で す 
る が 増殖 は し な いこ と が わか つた 。 こ の 際 1 日 1 回 測っ つ 
た 。 酸 化 司 元 電 位 で は 増殖 前 に 於 ける 電位 の 降下 は 必ず 
し ゃ 判然 し な か つた 。 し か し 有 殻 後 引 きつ ヾ ゞ き 増 殖 を 来 
す 場 合 に は 細菌 も 同時 に 増殖 し , 電位 は 次 第 に 降下 し て 
来る の が み ら れ た 。 但し 抗生 物質 を 漂 加 し な い 培 養 の 電 
位 に つい て は この 点 に 関し 更に 詳細 に 検討 する 必要 が あ 


る 


114. 3 種 の 標本 と 供覧 


州 大 医 寄生 
宮崎 一 郎 , 有田 道夫 , 石井 洋一 , 菊池 正 
Demonstratian of 13 specimens and 
24 photomicrographs of three species 
of Gnathostoma in Japan. 
Ichiro Miyazaki, Michio Arita, 
Yoichi Ishii and Tadashi Kikuchi 


供覧 の 標本 は 次 の と お り で 合計 18 点 で ある 。 


は , 1) ネ ュ の 胃 , 2) 成虫, 3) 人体 か ら と 
り 出 し た 幼 若 体 , 4) カム ル チ イ か ら と り 出 し た 第 3 期 幼 
, 5 カ ムル チイ 筋肉 に 被 て いる 第 3 期 (生鮮 ) 
6) 生 きた カム ル チ イ 。 

ド レ ス は , 1) イ ノシ シ の 胃 , 2} タ の 胃 
3) 成 虫 , 4) サ ン シ ョ ッ ウオ から と り 出 し . た 第 3 期 幼虫 , 
5) 生 きた サン ショ ツウ ツ オ 。 

日 本 は , 1) イ タチ の 食道 , 2) 成虫 。 

供覧 の 写 県 は 24 枚 , 内 容 は つぎ の と お り で ある 。 

3) 日 本 頭 日 虫 の 発育 実 , 4) 3 種 の 第 3 期 幼 虫 区 別 法 , 5) 
第 2 期 区 別 


115. 反 治療 に ょ る 都内 


日本 医大 赤木 内 科 
山 田 和田 行 一 


On the infection’s state of 
ascarid in employees living in 
Tokyo-To by repeated treatment. 
Yasuo Yamada, Koichi Wada 


和 25 年 7 月 以来 , 東京 都内 会 146 名 こ の 
集 園 を 反 , 2 年 の に つい て 報告 する 。 
検便 及 治療 は 全部 で 10 回 で 第 2 回目 のみ 5 ヵ月 後 で 以 
後 3 ヵ月 毎 に 行 つ た 。 各 回 治療 前 後 の 栓 便 成 績 に 始 ろ の 
陽性 者 は 57.5 第 2 回 37.0 以後 15.7 2 26.7 
2 で ある 。 第 2 回 治療 後 の 陽性 者 19 名 中 , 第 2 回 治 
療 後 5 名 , その 後 は 1~2 名 と な り , 第 8 回 目 の 治療 , 
即ち 2 年 後に は 継続 陽性 者 は 無く な つた 。 再 感染 及び 新 
感染 が 各回 陽性 者 数 の 中 で 占め る 割 食 を 比較 する と 前 者 
は 後者 より も 多い 。 再 感染 の 起り 方 は 治療 に より 陽 縛 し 
た 後 , 次 回 直ちに 再 感 染 す る も の は 少く , 陰 団 後 少 く と ぁ 
1 回 以上 陰性 を 続け る も の が 多く な つて いる 。 治療 後 も 
千 陽 性 の も の , 並 に 新 再 感染 の も の に つい て の 貝 卵 多 穴 
別 で は 多数 寄生 は 減じ , 叉 虫 卵 の 受精 の 有無 で は 未 受 精 
の み の も の が 増加 し , 受精 著しく 減少 し て いる 。 
未 受 結 卵巣 独 保 有 者 の 増加 と 共に , 受精 卵 保 有 者 る その 
を 減少 する 事 は 感染 源 の 減少 の 見 地 か ら 人 衛生 
上 有意 義 と 考え る 。 又 陰性 の 側 か ら み る と , 未 感 染 者 が 
第 1 回 叉 虫 前 陰性 者 62 名 の 中 , 2 年 後 な お 始 ら の 40 
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で ある 。 各 回 感染 者 数 ( 新 , 再 感染 及び 治療 後 仁 陽 性 で 
次 回 検便 時 に 虫 卵 が 増加 し て い る も の も 再 感 染 に 加え 
て ) か ら 比 較 し て 感染 の 時 期 を 要 略 推定 し て みる と , 陽 
性 者 数 は 6 月 に 最も 多く , 従 つ て 名 から 春 に か け て 感染 
が 多い と いう 結果 に な つて いる 。 


116. 胃 二 指 腸 症 の 研究 
(第 二 報 ) 
大 小 
松村 , 松本 細谷 隆 
國 立 高崎 病院 井 上 注 


Studies on the gastro-duodenal 
ascariasis, (the 2nd report). 

Tatsuo Matsumura, Yoshiro Matsumoto 

Takashi Hosoya, Kiyoshi Inoue 

我々 は 第 20 回 本 会 総会 に と 於 て , 本 症 の レン トゲ ン 診 
断 及 び 臨 床 症 秩 の 大 要 に 就 て 発表 し た 。 本 症 で は , 血液 
像 こ 於 て , 好 酸 球 は 減少 増加 区 * の 態度 を 示す が , 治療 
後 は 一 増加 する 事 を べ , の ウロ ビリ ノー ゲン 反 
殆ど 全 に 於 て 陽性 で あぁ つて , 後に は , 再び 陰 
性 化 の 傾向 を 示す 事実 を 巡 べた 。 以 来 本 症 と 上 銅 虫 ア レル 
ギー と の 関係 を 疑い , 更に 研究 を 進め て いる 。 

A 胃 十 二 指 腸 症 に ける 胃 内 及び 十二指腸 内 の 
を 示す レン トゲ ン 。 

B 胃 患 者 に ける 動 曲線 と それ に 及ぼ す 
抗ヒスタミン剤 の ゾン デ の 先 に バル シン を つ 
け , 患者 に 飲 きせ て 胃 運 動 曲線 を 描く に , 心 立 部 激痛 発 
作 時 に 於 て は , 曲線 は テ タ メス 型 の 高い 山 を 示し て , 胃 
の 存在 を 明らか に し た 。 抗ヒスタミン剤 の 注 に ょ 
り , この 曲線 は 静止 其 態 と な り , 同時 に 患者 の 病 痛 は i 

C 体 液 を 用 いる 胃 症 様 起 試験 。 
銅 虫 症 で あぁ る こと を 以前 に 確認 され た 馴 者 7 名 に つい て 
計 8 回 に 豆 り , 豚 興 虫 体腔 液 の 3~20cc を バリ ウツ ム に 
混 じ て 興 え た 所 , 患者 は 約 15 分 に し て , 心 首部 の 疲 痛 
を 訴え 始め , , 吐 を し て 胃 症 を ほう ふつ せ 
し むる に つ た 。(1) は 臨床 症 示し た 。 は 7 
中 4 名 が 心 裕 部 の 激痛 を 訴え , 嘱 気 , 嘱 吐 を 認め , その 
疫 痛 に ェ フ ェ ド リン の 内 服 , 或 は 抗ヒスタミン剤 の 事 注 
に より 消失 し た 。 他 の 3 名 も 心 突 部 の 不快 感 圧痛 を 示し 
た 。 対 5 名 は を 認め な か つた 。(2) は レン 
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トゲ ン 所 見 を 示し た 。 患 者 7 名 は 胃 の 緊張 及び 蝶 動 の 取 
進 を 認め , 殊 に 幽門 部 の 鋼 縮 性 閉 熱 を 認め , バリ ウツ ウム は 
な か な か に 十二指腸 に 移行 せ ず , 3 時 間 後 に は 舘 約 !/s が 
胃 内 に 停 沿 し , その 内 激痛 を 訴え た 4 名 で は 6 時間 後に 
も , バリ ウム は 胃 内 に 残存 し て いた 。 対 照 は 何れ も 胃 の 
及び は 正常 で , バリ ウム は 3 時 間 後に は 既に 
失 し て いた 。(3) は 置 の 緊張 及び 映 動 元 進 の 1 例 及 び 3 
0 分 後 , 1 時 間 後 , 6 時間 後 の バ リウ ッ ウム の 胃 内 に 残存 す 
る 和 欺 況 を 示す 1 例 を 示し た 。 

人 現 在 は な , 液 抗原 物質 を 抽出 し , 動物 実 
研究 中 で ある 。 


117. 濃度 殺虫 時 間 関 係 線 よ 5 りみ 
た Alkyl-Resorcinol 系 化合 物 の 
効力 の に つい て 


阪 大 微 研 寄 生 貝 原虫 
伏 見 純一 


On the possibility of the clinical efi- 
cacies of alkylresorcinols from the 
correlation lines between the degrees 
of concentration of the drugs and the 
times required to kill the ascarids. 
Junichi Fushimi 
Alkylresorcinol (Alkyl-R.) 未 化合 物 の 化学 構造 ( 必 
然 的 こそ の 物理 化学 的 性 質 を も 意味 する ) と in vitro 
の 虫 時 間 と の の 性 に て は , 26 年 秋 の 支 
部 例会 に 次 で 27 年 春の 総会 席 上 に て 報告 し た 。 その 際 
演者 は in vitro の 殺虫 と 原虫 効力 と は 密接 な 関係 
が あぁ あり, 度 時 間 関係 線 こ 1, 2 の 條 件 を 加味 考 
する こと に より , 叉 虫 効力 が 大 体 推 害し うる で あろ うこ 
と を の べ , その 1 例 と し て 当時 迄 全然 か を りみ られ な か 
つっ た Octyl-R. が Hexyl-R. に まさ る と る も 劣ら ね 虫 効 
力 を 有する こと を 推定 し 上 且 実 証し た こと を あげ た 。 
その 後 演者 は 更に 1, 2 の 推定 を 行い , 且つ を 立 族 
し , 上 記 の 推定 の 確実 性 を 高 あ た の で , こ ょ に 報告 する 
即ち 本 の の 効力 が 高い た め に は , まず 第 
1 一 に で きる だ け 低 漠 度 迄 殺虫 時 間 が 短い こと ・…・ 即 ち 
K が 大 きく , が 小さ く 大 きい と“…・… が 必 
要 な こと は 当然 の こと で ある が , 更に 腸 内 の 諸 種 の 薬物 . 
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効力 の 限 和 因 子 の 影響 を で きる だ け 蒙 ら ず に 腸管 の 長い 
範囲 に と 下 つ て 高い 作用 力 を 維持 する 必要 が ある 。 こ の た 
め に は , 第 1 に 水 薄 性 が で きる だ け 小 さい こと , 第 2 に 
不 分 が で あぁ あるこ と, 第 3 に 不溶 解 分 の 分 性 , 
湿潤 性 が 高い こと が 望ま れる 。 

この 見 地 か ら Heptyl-R. は Hexyl-R. に 劣ら ぬ 高 効 
力 を 有 す べ きも の と 考え られ る の で , 叉 虫 実験 を 行 つ た 
と ころ , 率 100 陰 42 2 得 た 。 この 対 
称 は 感 朱 濃 度 が 高 か つ た の で ある が , 低い と き に は 陰 還 
も つと 高い ある 。 

次 に 山崎 氏 等 に より 見 出さ れ た Octyl-CI-R. Octyl-R. 
の 7:3 の 混合 物 は , 1.0g で は Hexyl-R.。 より る 相当 
高い 効力 有する が , Hexyl-R. と は 異な り 0.5g で も 
1.0g と 殆 ん ど 劣 ら ぬ 効力 を 有 す べ き で ある と 老 え られ 
た 。 同様 な 2 集 園 で 1.0g と 0.5g と の 訴 虫 実験 を 行 
つた と ころ , 1.0g で は 90 (40), 0.5g で は 
92.3 2 (12/5) と いう 推定 通り の 値 を 得 た 。 後 京 大 に て 
を 0.3 g まで 減じ て 約 50 値 を 得 て お り , 
本 工 物 の 実用 性 が 格段 に 高め 得 られ た の で ある 。 

人 学 構造 と 効力 と の 間 の 則 性 よ り 考 , P.C.P 
(ペン タク ロロ フェ ノー ルル ) に Octyl-R。 を 添 加 す れ ば 高 
効力 が 得 ら れる も の と 考え られ , in vitro test を 行 つ た 
と ころ , 7:3 の 混合 比 の 時 に は , OctyI-R. と 同様 な 殺 
貝 曲 線 を 得 た 。 融点 , 溶解 度 等 の 條 件 は 非常 こと よく, 相 
当 高 い 虫 効力 が 推定 し うる が , マッ ス の LDso が 約 
3 mg/10g (15g/50 kg) で あぁ ある の で , 原虫 実験 に こ は 未 だ 
検討 すべ き 点 が 多い 。 


118. 公 浴槽 の 和 実生 学 前 考 
熊本 大 医 寄生 貝 病 
三浦 , 中 島 典 , 文男 , 林田 正典 


Parasitological observation of 
public baths in Kumamoto City. 
Mamoru. Miura, Norio Nakashima, 


Fumio Saito, Masanori Hayashida 


«は 浴槽 の 況 に 関し て 入浴 前 の 外陰 部 及 
び 肛 門 部 の 洗い 方 の 調査 , 浴 水 中 の 貝 卵 検索 を 行い 大 要 
次 の 如き 結果 を 得 た 。 

1) 入浴 前 に 外陰 部 及び 肛門 部 を 人 多く 洗わ な い 者 は 男 
の 48.34 22 女 の 38.46 2 男女 聞 に 2.5 危険 で 有 
意 差 を 認め る 。 


2) 実地 観察 の 結果 調査 団 に ょ る 洗い 方 の 無記名 回 答 
に は 炭 償 の る の が 多い 事 が 明か に な つた 。 

3) 各 浴 場 と る 例外 な し に 貝 卵 で 汚染 され て 居る 。 

4) 検出 し た 卵 の 種別 及び 検出 は の 通り 

吸虫 ? 6.66 22 

5) 卵 以外 に 生存 する 多 虫 仔 虫 を 見 出し た 検出 牽 6.66 
4 

6) は 女 湯 の みか ら 見 出し 内 仔 は 運動 する 
も の が 多い 。 

7) 成熟 銅 虫 卵 は 検出 し 得 な か つた が 2 細胞 期 ま で 発 
育 し た も の 1 ヶ を 見 出し た 。 

8) 地区 別 の 活 染 程度 に は 有意 差 を 認め な い 。 

9) 時 間 の 経過 と 共に 検出 卵 数 が 増加 す る 傾向 が あ 

10) 公衆 浴槽 は 腸管 内 寄生 虫 の 或 種 の も の (例え ば 時 
虫 ) の 感染 源 と し て 有意 義 と 思わ れる 。 

11) 浴 水 汚染 の 原因 と し て 入浴 前 の 外陰 部 及び 肛門 
部 の 洗い 方 の 不 ( 肛 囲 附 着 する ), 手指 の 
垢 , 小 の 浴 水 が 老 え られ る 。 

12) 浴 水 の 汚 染 を 可 及 的 僅少 な ら し むる に は 入浴 前 
の 外陰 部 及び 肛門 部 の 入念 な 洗 浴 の 励行 が 必要 と 思わ れ 
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119. 香川 一 農村 に 於 ける 
寄生 躍 流行 調査 
京都 府立 医大 医 動物 


喜田 幸雄 , 渡辺 湾 , ト 部 昭 
川平 警 直 , 正木 英世 


Studies on the epidemies of 
intestinal helminthes in a 
village of Kagawa Prefecture. 


Yukio Yoshida, Kiyoshi Watanabe, 
Akira Urabe, Hideyo Masaki, 
Yoshinao Kawahira 

I. 序 我々 «は 昭和 27 年 7 月 以来 三豊 郡 財田 
村 に 於 ける 寄生 流行 , に 虫 流行 の 調査 並び に 
虫 等 を 継続 し て つ て 来 た 。 こ の 財田 村 は 
6800, その 成人 の 殆ど 全部 が 農 原 に 従事 し て いる 。 履 胡 
便所 は 殆ど 設置 され て いな い 。 
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第 1 
農 村 成 人 中 学 生 小 学 生 
| |2348|2052 ha9o1383| 443| 402| 507| 362 | 237| 208| 8 | 33 
87.4 63.558.918.917.1 11.4 |46.841.0| 1.6| 6.5 
(第 回 27 年 9 月 ) 
mar | MM |1659|1135|897| 367| 240| 170| 458 | 298 | 258| 67| 37 | 43| 275 | 203 | 176| 60 | 21 | 60 
68.2 |54.022.114.510.3 65.1 |56.314.6 8.1 9.3 | 73.8 64.021.8| 7.621.8 
(第 回 虫 28 年 1 月) 
mog | |1597|1053 |864| 219 156 185| 491| 304 | 253| 52 48 | 58 | 280| 201 | 162| 47 | 6 | 62 
65.9 54.113.7| 9.7h1.6 61.8 51.410.4| 9.811.8 71.8 57.916.8 2.122.1 


II. 調査 成績 並 に 考 接 (A) 検便 成績 ( 塗 抹 法 並 に 
和 食塩 水 用 ) 第 1 表 の 如く この 地区 は 虫 の 
濃厚 感染 地区 で 同時 に , 東毛 も 高い 感染 を て 
いた が 釣 虫 は 反復 せる 尺 虫 に より 著 明 に 減少 し て 来 た 。 

(B) 両 種 釣 虫 の 寄生 比率 第 2 表 に 示す 如く , この 
地区 で は ビ が アメ リカ ヵ よ り は る か に 優位 を 
占 あ て いる と 考え られ る 。 . 


第 2 表 


検査 方 法 | 検 査 年 月 ア 両 ツ ア 


成績 | 27 年 7 月 |40| 4| 4|645|109 
績 | ヶ 10 月 |73| 2 
同 上 | 品 28 年 3 月 |10| 1 

27 年 8 3| 1| 6| 28| 1 
同 上 | 昭 28 年 3 月 | 2| 1| 0| 2 1 


(C) 虫 の 駆虫 並 に 陰 率 調 査 原虫 は 四 塩 化 エチ 
レン 4.4g を 2 日 間 2 回 連続 投 県 し て 行い 良好 な 廊 虫 
効果 を 見 た , 即ち 第 1 回 訴 虫 後 の 調 査 で は 526 名 中 415 
名 が 陰 ( 陰 78.9 し , 第 2 回 後 の 調査 で 
は 95 名 中 81 名 が 陰 ( 陰 85.2 し た 。 と 
し て は 和 治療 を 要する 明 な も の は 見 られ な か つ 


(D) カブ レ 並 に 若 薬 症 調 査 502 名 に つき 調査 し , 
ほ き で 確実 と 思わ れる ヵ ブ プレ 経験 者 を 15 名 見 た , その 内 
8 名 が 畑 の 方 が よく ヵ r ヵ プレ , 7 名 が 水田 の 方 が よく ヵ プ 
レ る と 答え を た 。 カ ヵ r プ レ の 起り や すい 季節 は 6 月 ,- 7 月 と 
答え た 者 が 圧倒 的 で あつ た 。 若 茶 症 も 502 名 に つき 調査 
し た 所 , 稽 * 若 茶 症 らし き 者 を 5 名 認め た 。 既 ちい づれ 
10 月 前 後に 大 根 等 の 双葉 を 生食 乃至 し て 食し 
直ちに 悪心 吐 が 起り 腹痛 , 下痢 が 続い た が し 
一 定時 の 後 暖 忠 を 来 し た と 訴え る 者 は 名 も な か つた 。 : 

自然 陽 還 昭和 27 年 8 月 か ら 10 月 まで 
の の 10 日 毎 の 自然 陽 2.01 で 10 月 
か ら 翠 年 3 月 まで の それ は 1.05 祈 で 名 季 ょ り 夏 季 の 方 
が 陽 高い こと を て いる 。 


120. 京都 府下 一 に ける 
寄生 躍 問題 (第 一 報 ) 


京都 府立 医大 医 動物 
藤 井 


On the intestinal helminthes in 
a village of Kyoto Prefecture. 
Mitsuru Fujii 
。 1) 私 は 昔 か ら 興 虫 の 多い と 云わ れ て 居る 京都 府 船 井 
郡 西本 梅村 字 天 引 の 寄 生 虫 調査 を 1952 年 10 月 より 実施 
し た 。 同 部 落 は 所 数 70, 人 口 409 名 で ある 。 
2) 検便 は 1952 年 10 月 , 12 月 及び 翌年 2 月 の 3 回 


| 
| 
| 
| 
| 


80 


こ り 実 施 , 全員 本 及び 飽和 食塩 水 潜 
を 併用 し た 。 

3) は か な り の 高 感染 を 認め た 。 

(73.5~65.5 

4) 多 の 感染 は 低 で あつ た (5.0~2.3 22) 

5) は 毎回 の 検便 後 , 陽性 者 全員 に 実施 , に 
は マク = ン S (成人 量 5 球 ) 鍋 虫 に は テト レン 球 (成人 
量 15 球 ) を 年 齢 と 廊 じ 配布 , 内 服 せ し め た 。 

6) 遇 虫 の 朗 虫 成績 は 期待 程 の 好 結 果 を 得 な か つた , 
( 陰 輔 17.9~8.6 その 原因 と し て は 内 服 が 
確認 出来 ず , 内 服 が 徹底 し な か つた 事 , 及び 葵 便 処 理 が 
悪 く 感 染 源 に 対す る 対策 が 十分 で な い 事 等 が ある 。 

7) 陽 10~12 月 に 9.2 12~2 月 に は 16.5 
後者 が 著しく 多い の は 感染 時 期 に 就 い て の 一 資料 と な る 
と 思う が , 更に 検討 を 続け る 。 

8) 釣 虫 の 原虫 成績 は 良好 で 連続 陽性 者 は 殆ど な く , 
再 感染 者 は 人 移 く 見 られ な か つた 。 

9) 以上 の 結果 より し て , の 徹底 , 及び 便所 
或 に 分 離 等 便 理 方 策 の 完 期し て 指導 する 
と 共に , 引続き 検便 実施 , 更に 土壌 中 の 貝 卵 の 消長 , 気 
の 調査 も 実施 中 で ある 。 


121. 矢尾 板 氏 法 に 於 ける 
亡失 に つい て 


慶應 大 医 寄 生 貝 
谷口 富士 


Loss of parasite eggs in Ya- 
oita’s concentration method. 


Fujio Taniguchi 


矢尾 板 氏 集 卵 法 は 時 に ょ り 直 接 塗 抹 松 査 に 劣る 結果 と 
な る こと が あり , 殊 に 不 受 に 於 て この 事 が 著 し 
い 。 そ の 原因 を 検討 する た め 卵 , 虫 卵 , 虫 , 
東洋 毛 様 線 虫 卵 , 肺 賊 ヂ デス トマ 卵 , メタ デニ = ム ス 鉱 に つ 
いて 次 の な を し た 。 

械 便 0.5 g に つい て 型 通 り , 矢尾 板 氏 潜 を 行い , その 
中 の 全 算 え , 同 法 に る を 求め 
た 。 同 時 に 1g に つい て え ト ルル を 行い , 所 E.P. 
G. を 求め , 両方 E.P.G. を 比較 し , 板 氏 に ょ 
る 卵 減少 を 知 つ た 。 多 卵 虫 卵 等 は 比較 的 良い 成 
績 を 示し た が , し た 湾 中 の は 卵 リ s~ 


で あり , 不 受精 の 減少 は し か つ た 。 に え 
トル 渉 で 虫 卵 数 算出 後 , ガーゼ 2 枚 で 濃 過 し , その 後 の 
卵 を え , に ょ る 影響 を 見 た 。 より 卵 は 
類 を 問わ ず 殆 ん ど 減 し た 。 失 板 氏 の 去 
る 液 中 の 貝 卵 を スト ル 法 で 算出 し た 。 そ の 液 中 に 含ま れ 
る は 卵 , 東洋 毛 様 線 虫 で は 比較 的 少く , 最高 
は 不 受 で 卵 の 約 50 2 含ま れ て 居 た 。 
そこ で 捨 去 る 液 な る 層 を 分 取 し , エー テル 
アン チ ホ ルミ ン は 再 光 , 層 え ト ル を 行 つ 
て 各層 中 の 虫 卵 致 を 算出 し た 。 何 れ の 種類 で も 極め て 高 
貝 卵 が 区 あり , 他 2 層 に は 卵 は 殆 ん ど 存 在 
し な か つた 。 人 の 不 受 破 し て 居る 
の 或 は し か け て 居る も の は 殆 ん ど 見 当ら な か つた 。 既 ち 
矢尾 板 氏 於 ける 失 の 原因 は 本 実験 に 従う と , 
濾過 と 液 に あり , 同 施行 時 の の 行方 を 
不 受精 に つい て 示す と , * 50 で 失わ れ , 
45 が に あぁ つ て 捨 去 られ , 僅か の 5 2 湾 
と し て 検出 され る の で ある 。 こ の 事 は 同 法 が 遇 虫 不 受精 
検出 に て 時 に ょ り 直 松 査 に 劣る 如き 結果 が 
生ずる 原因 と な る の で あろ うと 思わ れる 。 

(追加 ) ( 研 二 

私 が 日 本 住 血 吸 虫 卵 に つい て 矢尾 板 其 氏 法 の 効果 を 調 
べた 事 が あり まし た が , その 際 該 虫 卵 が 殆 ん ど 破 壌 消失 
する 事 を 知り まし た の で 追加 致し ます 。 


中 野 組 合 病 院 
岡本 二郎, 山本 英夫 , 原田 歳 久 , 粟田 棟 夫 


Bromsulfaleintest on ascaris infection. 


Jiro Okamoto. Hideo Yamamoto. 
Toshihisa Harada. Muneo Kurita 

中 野 組合 病院 外来 及び 入院 患者 33 名 の 遇 虫 保有 者 の 
プ ブロム サル ファ レン テス ト (以下 B.S.T. と 路 す ) を 行 
い , 中 24 名 に つい て 遇 虫 朗 除 を 行い , その 前 後 の B.S. 
T. を 比較 し た 。 

原 虫 方 法 は (サン トニ = ン 0.15 填 マク = ン 3.0) を 1 日 
量 と な し , 分 2. 及び 早朝 腹 時 に 2 日間 較 
た 。 B.S.T. は 45 分 後 の 成績 で あり , 後 は 
後 2 週 間 で 行 つ た 。 排 貝 数 は 叉 虫 後 5 日 間 の も の で あぁ あ 
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る 。 成 績 は 泊 の 如く で ある 。 

1) 遇 虫 保有 者 33 名 中 , 受精 卵 排出 者 17 名 , 不 受 精 
出 14 名 合計 31 名 は B.S.T. 0 あり , 各 1 
宛 に 5 以上 の 者 が あぁ つた 。 

2) 貴 貝 保有 者 24 名 中 , 
に よ つて 21 名 は 同様 0 あり , 1 名 は 以 上 と 
な つた 。B.S.T. 5 2z 以 上 で ぁ つ た 者 2 名 は 尺 虫 後 0 


B.S.T. 0 者 22 名 中 


と な つた 

3) 遇 数 と B.S.T. と の 関係 を みる に , 前 
B.S.T. 5 2 以 上 で あつ た 者 2 名 中 , 1 名 は 9 1 贅 を , 
1 名 は 9?5 3 排 て B.S.T. 0 な つた 。 


123. 改良 便所 の 調査 (第 4 報 ) 


京都 府立 医大 川井 内 科 
横 田 竹 内 覚 


Researches on improved privy. 

IV. Epidemiology of Ascaris in 

two villages where improved 
privies are used. 


Minoru Yokota, Satoru Takeuchi 

我々 は , 前 報 に 引続き , 最近 に 厚生 省 式 履 良 便所 を 設 
置 し た , 京都 府 船井 郡 の 二村 に 於 て 行 つ て いる 遇 虫 防 過 
作業 に つい て , 昭和 27 年度 に 得 た 成績 を 牙 こ 報告 す 
1. 瑞 村 大 字 質 美 

尻 和 24 年 に 築造 開始 し , 現在 16 ヶ を 残し , 184 ヶ が 
沈 成 し 使用 され て いる 。 使 用 の 方 法 に な お 欠け る と ころ 
が あり , 65 ヶ (34.7 に 於 て 明 に で ある 。 
横内 容 の inspection に より , 良好 と 選 わ れる も の は 71 
ヶ (38.6 2%%) に 過ぎ ず , 昨年 度 に 生 ふ 劣る 。 従っ て, 
年 間 4 回 の 虫 に も 拘ら ず , 保有 者 は 74.2 示 
し , 設置 当初 (25 年 8 月 ) の 80.7 祈 に 対し 殆ど 減少 を 
示し て いな い 。 これ は , 本 年 度 に 使用 を 開始 し た 約 80 
ヶ が , 未だ 充分 使用 に て いな いこ と , 数 が 多く 
な つて , 実地 の 指導 が どう し て を も 不 充分 に な つた こと に 
原因 が ある 。 

2. 高原 村 池 知 野辺 

昭和 25 年 完成 。 現 在 既に 全 摺 (3 3 ヶ ) が 使用 し て い 


る 


27 年 5 月 , 全便 所 の 肖 取 横内 容 に つい て の 調査 に ょ 
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る と , 虫 卵 を 含む 便所 は 32 ヶ (97.0 で , 前 年 
より 増加 し て いる が , 検出 生 卵 数 が , 検体 300 cc に つき 
100 ヶ を 越え る も の が な か つた (前 年 同月 と は 3 ヶ )。 

の 保有 和 , 前 年 度 と 殆ど 差 が な く , 28 年 
1 月 47.0 を 示し て いる (設置 前 は 89.9 2) 。 縮 虫 保有 
者 は 41.8 , 従来 改 便所 設置 後 速 に 減少 す る 
う 考 えて いた が , 3 年 を 経過 し て る も 撲 小さ れ な い 事 を 知 
り 得 た 。 

頻 の に も 拘ら ず , の 減少 し な い の は , 新 
(又は 再 ) 感染 者 が 毎月 平均 11 錠 の 割合 で 存在 する か ら 
で 7 月 に 陽 博 数 最高 を 示す 。 こ れ と 便所 と の 世 係 を 究 
明 す する た め に , 5 ヶ の 便所 に つき 毎月 観察 を 行 つ た が , 
生 虫 を 1 度 だ け 小数 松 た も の 2 , 或 一 定時 期 
(5~8 月 2, 8 一 11 月 1 ) に か な り 多 数 栓 出し た も の 3 
で , 後者 の 5 ち 1 は , 1 年 中 に 豆 つ て 更に 4 回 小数 宛 検 
出し て いる 。 こ れ ら と 当該 家庭 中 の 陰性 者 が 陽 
する こと に より 知ら れる 感染 時 期 と は 必ず しゃ 一 致し て 
いな いし , 殆ど 検出 し な か つた 便所 を 有する 
庭 に も 感染 を 見 て いる の で , 他 の 感染 要因 を を も 併せ て 考 「 
究 す べき で あろ 5 。 

一 定時 期 に 使用 方 法 の 悪化 する こと は , 肥料 の 需要 と 
匿 係 が あり , 他 の 多く の 便所 に も 見 られ る と ころ で あ 
る 。 こ の 時 期 に 各所 に より 多少 異 る が , 大 体 上 記 の つと 
考え られ る の で , こ ょ に 重点 を お いて 衣 重 に 監督 3 すれ 
ば , か くる 小 部 落 で は , 防 過 作業 は 必ず 成功 する も の と 


熊本 大 医 寄生 虫 病 
誠 一 


Histological Changes of eye in 
the experimental ascaridiasis. 
Seiichi Kajihara 

成就 家 に 豚 10 剤 を 一 定期 間 続 皮下 注射 
し , 実験 的 多 虫 症 の 想定 の 下 に その 有 眼 の 組織 学 的 変化 を 
観 た 。 注射 日 数 に こよ ょ り 1 日 注射 , 3 日 注射 , 1 
週 注 射 , 2 週 注射 , 3 週 注射 , 長期 注射 (7~9 
週 ) の 6 群 分 け 且つ (Prok 1.0 cc) 独 注射 , 
乳剤 ・ 虹 波 (Prok 1r, リリ 1or) 俳 用 注射 等 を 行 つ た が 今回 
は 虹 波 に よ ょ る 影響 は 略し て 各 群 共通 に 現われ た る 変化 に 
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い て べ る 。 色 は ~ マ トキ シリ ン ・ エ オデ ヂ デン , 
ワン ギー ツン 染色 , 経 染色 , 染色 , マル 
キーl 染色 等 を 行 つ た 。 

組織 学 的 変化 は 長期 注射 群 が 最も 強く 現われ , 1 週 , 
2 週 , 3 週 注射 群 で は 一 部 組織 に 変化 が 認 ら られ る だ け 
で , 1 昌 , 3 日 注射 群 で は 大 し た 変化 は 認め らら れ な か つ 
た 。: 特に 軍 な 変化 は 肛 び で , 網膜 に 於 て 
節 細胞 の 変性 で 即ち 核 の , 淡 , と 原 
泡 成 等 が 強く 起り , で は ヤ 細胞 の 増殖 
等 が 多数 例 た に 認 あら られ た 。 そ の 他 の 変化 と し て は 角 障 実 
質 細 胞 の 核 の 膨 化 , 淡 , 形 正 , 角 部 で に 著 明 
な 円 形 細胞 浸潤 , 夫 午 周囲 組織 で は 浮腫 と 血管 周囲 の 円 
形 細胞 , 外 筋 で は 筋 の 円 形 細胞 , 虹彩 
で は 陣 周 の 浮腫 , 円 細胞 , 硝子 様 化 , 
で は 軽度 の 血管 拡張 , 細胞 浸潤 等 を 認め た 。 マ ルキ ー- 王 
粒 染 色 は 3 週 注射 群 2 例 に 行い 全 例 に マル キー 題 粒 を 証 
経 組 の 変性 を 認め た 。 特 に 長期 注射 に 於 て 角 
質 , 角 に 著 明 な 円 形 細胞 ゃ 中 性 の 
あぁ あり, 虹彩 に も 軽度 の 細胞 浸潤 あり 血管 周囲 の 浮腫 強く 
前 羽 に フィ ブリン を 析出 し て いる 例 が ある が 恐らく 
躍 毒 素 に ょ り 幕 起 さ れ た も の と 思わ れる 。 

以上 実験 的 虫 に 於 ける 妥 化 は に 因 る 
と 変 で ある 。 


125. 人 体内 ・ 人 の 排卵 能力 
の 限界 に つい て 
徳島 大 第 二 内 科 
大 第 三 内 科 村田 早苗 
On the limit of eggs-laying-Ability 
of Ascaris lumbricoides and Ancylos- 
toma duodenale in human intestines. 


Mitsuo Miyagawa, Sanae Murata 

我 * は 特殊 環境 下 に 履 容 され て いる 者 (刑務 所 履 容 者 ) 
の 虫 卵 保有 調査 する 事 に ょ り 多 の 排卵 
力 の 限界 ひい て は 疾 命 を 知る 事 が で きる の で は な いか と 
思 い , 昭和 26 年 度 , 27 年 度 の 2 回 に 豆 り 集 園 検便 を 実 
施し た 。 者 は 会 編 され て いる 。 食 は て 
処理 と よる の 頻度 が 少く , 赤 終 戦後 本 調 
査 実施 迄 殆 ん ど 叉 虫 を 行 つ て いな か つた 。 

昭和 26 年度 は 6 月 , 全 履 容 者 2453 に 対し , 人 疹 抹 標 本 


1 人 1 枚 (18x18 mm) で 実施 し , 更に 履 容 され て いる 
年 数 別に 多 卵 保 有 整理 し た 。 で は 
間 生 年 の 者 (40.7 > 1 年 の 者 (30.5 > 1 年 年 の 
者 (20.2 2) と 減少 1 年 年 で 約 御 減 し て いる 。 釣 虫 で は 
その 減少 は 著 明 で な い が 邊 年 (6.9 2) 1 年 (7.8 22) に 
対し 2 年 (3.7 22) と 年 て いる 。 標本 百 分 
討 で 虫 で の 保有 低下 は 1 年 征 危険 と ど な 
く , 虫 で は 2 年 御 は 年 に 対し 15 の 危 
し て いる ろ る 事 が 言え る 。 以 上 の 減少 傾向 より 推論 し て , 人 
体内 の 排卵 能力 は 虫 で は 3 年 以上 , 多 で は 
4~5 年 以上 に わた る 事 は な いと 思わ れ た 。 更に 以上 の 
推論 を 確 る 和 27 年 度 再び 集 園 松 を 実施 し た 。 
前 年 度 よ り 1 年 後 の 7 月 に 実施 し た が , 26 年 度 に 比較 
し て る 事 26 年度 多 卵 陽性 者 に 集 
康 虫 を 実施 し た 事 。 疹 抹 標 本 1 人 2 枚 で 実施 し た 事 。 自 
発 的 に を 提出 する 者 の み し た 。 従 つ て 
は 1004 で 少く な つた が , 検便 成績 こと は ょ より 確実 性 が あ 
ろ 。 今回 の 成績 で も 條 件 は 異 つ て いる が , 遇 , 多 虫 卵 保 
有 放 な 同様 の 傾向 線 を 示し , 前 年 度 の 推論 の 正 し か つ た 
事 を こい ろ 。 興味 ある 事 に 25 名 (6.1 
虫 12 名 (2.9 2) の 少 い 頻度 で 1 年 間 内 に 所 内 新 感 染 が 
行わ れ も て いる らし い 成 績 を 得 た 。 如 何 な る 方 法 で か ヽ ゝ る 
所 内 新 感 染 が 行わ れ も て いる か 今後 確 め て 行き た いと 思っ つ 


て いる 。 


_126. 島根 , 鳥取 両 五 ヵ 所 
に 於 ける 虫 の 調査 


鳥取 大 医 
長 花 操 浜田 
On the incidence of hookworms 
in five localities of Shimane and 
Tottori Prefectures. 


Misao Nagahana, Hyo Hamada 

, 鳥取 5 ヵ所 (松江 市 近郊 : 吉 大 , 
出雲 郡 , 竹 矢 地 区 , 米子 市 近郊 : 富 鼻 村 ) に つき 調査 を 
つた 。 培養 法 に る 感染 仔 虫 に よ つ て 種別 を 判定 
し た 。 

ビ ー= が 相当 高 認め られ た が , 地区 に より 可 
成 の 差 が あつ た 。 ア メリ カ ヵ 釣 虫 も 低 率 で は ある が 各地 区 
に 認め られ た 。 


NAL 
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成績 : 

地区 名 検査 数 ビ = 釣 虫 アメ リカ 
性 者 陽性 者 

法 153 106(41.4) 8(3.1) 

大 庭 292 85(29.1) 11(3.8) 

出 144 34(23.6) 5(3.5) 

竹 128 59(46.1) 2(1.5) 

富 417 85(20.4) 20(4.8) 

計 1.237 369(29.0) 46(3.6) 


年 齢 別 の 陽性 牽 を 10 歳 台 に 区 分 し て 調べ た が , 3 地 
区 に 於 い て は 40 歳 台 に 。 他 の 2 地区 に 20 歳 台 , 30 歳 
台 に 夫々 頂点 が あつ た 。 東洋 毛 様 線 虫 陽性 者 は 4 人 あぁ つ 

同時 に 集 法 ょ る の を 行 つ た が , 774 人 
和 中 310 人 (40.0 22) が 陽性 で あぁ つた 。 


卵 の 季節 的 変動 


京都 府立 医大 医 動物 
三谷 和合 青野 


The seasonal variation of ascaris 
eggs hookworm larvae in the soil. 
Wago Mitani, Hiroshi Aono 

私 建 に 昨年 2 月 より , 本 年 3 月 に こ にかけて , 京都 附近 及 
び 富 香川 土壌 内 に 於 ける 虫 卵 及び 虫 仔 の 
発育 を , 符 節 的 に 調べ た 。 京 都市 内 土壌 の 興 虫 卵 と 就 い 
て は , 全 卵 対す る 仔 形成 の 比率 は , 1 月 2 月 
3 月 に 於 いて 他 の 月 に 比 し て 特に 増加 し て いる 。 ( 約 40 
22) 貝 卵 検出 総数 も 一 般 ょ り 大 体 に 於 いて 高い 。 従 つ て 
, 京都 附近 の 感染 時 期 を 決定 する に , 宣 要 な 央 
子 だ と 思わ れる 。 な お 之 を 全 村 履 良 便所 を 使用 し て いる 
京都 府 北 薬 田 郡 下 山 部 落と 比較 する 時 , 下山 部 落 で は , 
検出 中 , 数 近く が 変性 で あつ た 事 が 特徴 的 で あ 

虫 仔 に 就 い て に 富山 中 新川 郡 の 西 積 村 , 舟橋 
村 , ヶ に 於 いて し た が 5 月 に は その 平均 値 に 
於 いて , アメ リカ 多 1.1 に 対し て , ピ に 多 4.8 な 
る る , 8 月 を 契機 と し て , ダビ = 多 貝 が アメ リカ ヵ 多 虫 よ 
り 増加 し て いる 。 10 月 , 12 月 に 於 いて も 同様 で ある 。 
ビニ, 及び アメ リカ の 変 移 は , 季節 ( 
度 ・ 温 度 ) に 対す る 抵抗 旋 の 問題 の 外 に , 8 月 に は 富山 
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地方 の 大 は しく, 河川 の の , 5 月 , 6 月 まで 
耕地 で あぁ つた も の が , 8 月 に は 耕作 不能 と な り , 従 つ て 
予定 地 ょ り 控 取出 来 な か つた 所 が あり , 検査 の 結果 に 影 
た 点 も ある 。 又 土壌 の 性 質 か , 砂地 か ) が , 
ビ ニ 及び アメ リカ の 発育 に 関係 する よう で ある 。 
し か し この 関係 因子 を 分 析 す る 所 まで 研究 を 進 あ て は い 
な い 。 な おぉ 音 川 藩 財 田村 で ゃ 同様 の 検出 を 行 つ た が , こ 
の 場合 に は 富山 異 り , 全 仔 の ん ど が ヅ ビ = 釣 虫 
で あり , 検出 数 は 少数 で つた 。 両 地方 の 成 
績 と 比較 する 時 , 土 中 仔 虫 の 種類 多少 は 多 虫 感染 度 と 可 
成 密接 な 関係 が あぁ る 様 で ある 。 

な お 香川 落 で 本 年 3 月 上 旬 に 検査 を 行 つ た が , 全 に ヅ 
ビニ = ニー 及び アメ リカ 仔 を し 得 た 。 但し これ 
は , 2 月 上 旬 既 に 工 便 を 使用 し て いた か ら , 越 多 の も の 
か , どう か は 不明 で ある 。 


及ぼ ばす 
九 大 医 第 二 内 科 
光井 庄 太 人 治 


Stadies on cidal effect of 

several gas agents on larvae 

of Anchylostoma duodenale. 
Shotaro Mitsui, Haruhiko Iino 


所 若 病 並び に 経 皮 感 染 の 際 に , 虫 が 肺 を 
通過 し て 拓 道 を 上 昇 す る 事 は 既に 証明 され て 居り , この 
時 期 と これ を 殺 減 せん と する 試み は , 北山 氏 等 に よる テ 
トレ ン ガ ス 吸 入 潜 と し て な され て いる 。 

私 達 は 単に テト レン に 限ら ず , 吸入 に 利用 出来 る と 皿 
われ る 数 種 剤 ガス , 裸 し た 虫 に た 及ぼ す 影 を 
松 索 し た 。 

「 方 より 後 13~15 日 の , その 92 被 
し た ヅ ビ = 種 の 成就 虫 の 1 滴 を , を 付け た 
濾紙 片 に 滴下 し , 水分 が 充分 に 吸 履 され て か ら , 夫々 の 
華 剤 を 入れ て 24 時 間 以 上 放置 し た 広中 北 の 中 に 出し , 
1~20 分 間 露 出し て 取り 出し , スピ ッッ グダグダ ラス 内 の 生理 
的 食塩 水中 に 入れ る 。 判定 は , 直後 の は その まく ょ 外 か ら 
拡大 鏡 で 見 , 3 48 時 後 の も の は , し た 
を ピペット で 吸い 取り , スラ イド グラ ス に 載せ 38°C の 
保 上 で , 拡大 で 鏡 松 , 夫々 の 運動 分 け 
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て 計数 

「 成 績 」 Chloroform (25°C 分 圧 ca. 195mm/Hg) 最 
も 強く , 1 分 の 露出 で 殆ど 100 巡 不 動 と な り , CCl』(37 
°C 分 正 ca. 195 mm/Hg) これ に 次 ぎ , 以下 Alkohol 
(37°C) Ol. chenop. (37。C) の 順 と な り , Tetlen (37 
°C 分 圧 ca. 30 mm/Hg) が 最も 有 い 。 Ol. chenop. の 
み は , 初 タ 一 時 的 に 興 礁 性 に 働く が , 他 は 初め か ら 抑 制 
的 に 作用 する 。 

考 」 Tetlen ガス の 吸入 は , 若 病 の 対症 療 と 
し て は , 殆ど 無効 で ある 事 は , 既に 私 達 が 発表 し た 所 で 
ぁ り , 内 の 幼 虫 の な ら ば , 以上 の 実験 に よ 
つて , Chloroform 等 が 造 か に 強力 で ある ろ 。 し か し て そ 
の 作用 が 若 の 発作 等 に 対し て , 効 果 を 現 
わす か どう か は , まだ 経験 は 持つ て いな い 。 


129. 実 多 症 に 於 ける 所 見 


態 大 医 寄生 虫 病 
夫 


Research on liver on expe- 
rimental anchylostomiasis. 
Sumio Akahoshi 


年 本 会 地方 部 会 に 於 て 1 週間 乃至 2 週間 の 
較 注射 に 依る 肝 機能 障 就 い て 報告 し , 件 せ て 感 
光 色 素 「 ル ミン 」 が 多 貝 乳剤 注射 に より 障 さ れ し 肝 機 
能 を 或 護 す る 事 を し た が , 其 の 後 病 
理 組織 学 的 松 索 を 加え , の 実験 方 法 に つて 7 日 乃 
宇 12 日 間 連 続 注射 し 7 日 14 日 の 間隔 を 以 て 肝 動 脈 内 に 
犬 母 虫 15 割 に 乳剤 を 1 回 再 注射 し 能 検査 
の 2, 3 を 行い 併せ て 其 の 病理 組織 学 的 検索 を 施し 見 る 
べき 結果 を 得 た の で 報告 する 。 

り ミョン 反 値 は に 上 す る を つた が , 肝 動 
内 再 注射 例 に 於 て は 実 只 開 始 前 を 100 と し , 其 の 変動 値 
を 比較 する と 再 注 射 後 48 時 間 誠 見 例 で は 487,72 時 間 後 
剤 見 例 で は 206,80 時 間 誠 見 例 で は 257 等 極め て 大 な る 
変動 に 依り 増加 せる を 認め た 。 

(2) ウ ロビ リン 反 い て 。 前 の ミョン 値 と 
貼 き 下行 し て 次 第 に ウロ ビリ ン 量 の 増加 を 示す が , 肝 動 
用 内 再 注射 例 に て は 実験 開始 前 2 倍 陽性 反 示す 
も の が 16 倍 , 陰 隆 の 者 が 16 倍 , 64 倍 等 相当 の 増加 を 
示さ れ た の を 知 つ た 。 


(3) 了 血 注 高田 反 應 に 就 て 。 肝 動 脈 内 再 注 射 例 の み 実 
験 開始 前 陰性 の 者 が 総 て 強く 陽性 反 大 を 時 し た 。 

(4) 病理 組織 学 的 検索 。 (a) 釣 虫 乳剤 の 連続 注射 
乃至 3 週間 に 依っ て は , 肝 実 質 細 胞 の 各種 の 変性 像 を 主 
と する 所 見 が 認め られ る 。 等 の 変性 は 肝 の 全域 に 殆 ふ 
ど 手 等 に 劇 温 性 に 出現 する も の で , 注射 期間 の 長き 者 は 
一 般 に 短 き 者 より も 強く み ら れ る 。 2 週間 以上 の 例 で は 
時 に 動脈 枝 に 血栓 形成 を みる が 其 の 例 は 多く な い 。(b) 
肝 動 脈 内 注射 に 於 て は 殆 ど 発 的 に 限局 性 
壊死 を 発生 せしめ , 此 の 場合 動脈 系 に ヒ ブ リノ フイ ド 変 性 
ヒ ブ リン 血栓 の 発生 が あり , 壊死 が 被 肛 に 近く 生じ た 場 
合 に は に も ヒ リン の 出 , の 遊 出 等 の 変化 
を 件 う , か ゝ る 限局 隆 変化 は 同時 に 前 項 の 一 般 的 肝 細 胞 
の 変性 像 を 作 つ て いる が , その 発生 は 再 注射 に よる 箇 管 
の アレ ルギー 性 変化 に 起 誠 する も の と 考 休 さ れる 。 (<) ・ 
肝 組 織 の 形態 学 的 変化 と 機 能 と の 間 は, 大 
行 的 諾 係 を 認め 得る 。 


熊 大 医 寄生 貝 病 
市 村 


Research on kidney on experi- 
mental anchylostomiasis. 
Taira Ichimura 


体 が 生体 各 に 対し て 如何 な る 病 用 を 
する か を 知る 目的 で 主として 覧 を 対 次 の 如き 実 
を 行 つ た 。 

1) 実 法 成 た 犬 多 の 生理 的 食塩 水 乳剤 を 
作製 し , 家 更 体重 Pro.kg, 50 匹 を 含む 量 を 毎日 達 続 1 
週間 , 2 週間 , 3 週間 皮下 注射 し て , か ゝ る 物置 穴 更 を 
1 週間 後 夫 開腹 し て 片側 動 用 同 剤 の 1 回 量 の 
剤 を 注入 , 閉 腹 し , 48 時 間 後 属 殺 し て 疾 起 さ れ た 病変 
を 左右 を 対象 に し た 。 同時 に 平行 に P.S.P. 
に つて 機能 の 変動 を 観 , 併せ て 蛋白 , 糖 , 
ウツ ロビ リン , ウロ ビリ ノー ゲン の 定性 を 行 つ た 。 

2) 実 只 成 績 i) 覧 機能 , P.S.P. に 依る と 覧 機能 は 
早い の は 4 日 目 怒 に 15 分 間 色 素 排 洪 量 が 低下 し て くる 
も の も ある が , 球 均 5, 6 日 目 頃 よ り 攻 次 低下 する 。 1 
週間 , 2 週間, 3 週間 群 共 注射 を 中 止 す る と 復元 し , 覧 
動脈 注射 に て 再び 明 に 低下 する 。 ii) 見 , 
P.S.P. 排 の 低下 と * 行 し て 尿 の 蛋白 ロビ リン 
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体 共 に 陽性 を 示し て 来る が , 注射 の 中 止 に 依っ て 陰 履 に 
な り , 覧 動脈 注射 後 は 再び 強 陽 性 に な る 。 迫 ) 組織 学 的 
所 見 , 右 再 注射 を 施し て 居 ら な い は 細 管 上 
皮 の 変性 を 認め る が , 糸 釈 体 及び 血管 率 に は 殆 ん ど 変 化 
を 認め 得 な い 。 左 管 即ち 再 注射 を 施し た ッ 息 で は 明か に 右 
と つ た 妥 , 組織 学 的 所 見 を す る 。 ち 的 
に は 著 明 な は 像 を み , 組織 学 的 に は 価 
(Bowman 氏 の 拡張 , 出 , Fibrin 積 出 , 
, 性 Fibrin 血栓 等 を 認め , 動 に も 又 Fi 
brinoid 変性 , 血栓 形成 が あぁ る 。 小 葉 間 動脈 に 血栓 形成 
が あり 内 腔 を 閉鎖 し た 場合 に は 梗塞 の 所 見 を 量 す る 。 


131. 多 症 の 系 症 
に つい て 


東京 都立 寄生 躍 病 診療 所 
直利 森崎 新 


On the nervous symptoms of the 
hookworm _ disease, especially 
on the neuralgias. 


Naotoshi Hoshi, Shinkichi Morisaki 


EA こ 現 わす こと は 知ら 
れ て いる 。 勿論 多 虫 の 毒素 の 分 泌 に ょ る 中 毒 症 秩 の 1 っ 
で 2o 

私 共 は 最近 経験 せ る 名 に こつ いて , その 
性 症 観 祭 し 得 た 結果 を 報告 する 。 最も 多 
は 肩 (414 名 , 30.8 22) 肢 (252 名 , 18.8 22) 
痛 (231 名 , 17.2 22) 等 が 多い が , 今 ま で あぁ まり 記載 の 
な い 経 が 221 名 , 16.4 も 多く 認め られ た こと は 
注目 に 値する 。 

その 他 の 症 し て は , 耳鳴 (8.4 , あき (5.1 
2), 不眠 症 (3.522), (1.022), (1.02) 

びれ 感 (0.8 2), ね むい (0.7 2), 手足 冷 感 (0.5 
2), 多 汗 (0.3 2%2) 等 を 認め た 。 

上 , 特に 興味 ある こと は , 症 の や , 強度 
の 不眠 , 等 が , 多 除 に ょ つて , その 忘 
れ た 如く する こと で ある 。 きま た 前 の 痛 の こ 
と は あき ま り 今 ま で 注意 され て いな か つた が , その 経 痛 
を 伴う も の 157 例 に つい て その 部 位 を 分 類 す れ ば , 最も 

い の は 腰痛 (62 例 , 39.5 22) で , 次 が 肩 痛 , 足 痛 (39 
例 , 24.8 2), 肪 痛 (19 例 , 12.1 で ある 。 
10 下 の も の で は , 腕 痛 (7.7 22), 痛 (5.12), 
(4.5 22), 痛 (3.8 22), (1.9 等 
で ある 。 

この 三 経 痛 を 年 齢 的 に 観察 すれ ば , 年 齢 の 高い も の 程 
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その 2 が 多く , 60 歳 以 下 で は , 男性 は 女性 より も 多く 認 
め る が , 61 歳 以 上 で は 男性 (23.0 22) ょ より る も 女性 30.8 
に 多く , 平均 し て , 男性 12.7 , 女性 6.6 2 , 
男性 に 女性 より 約 2 症 を 認め た 。 


132. 多 保有 者 の 体力 検査 


量 本 医大 赤木 内 科 , 公立 酒田 病院 
玉井 太郎 藤波 


The physical factor examination 
of coal mine worker who is holder 
of hookworm. 


Taro Tamai, Hiroshi Hushinami 

昭和 27 年 山形 一 部 落と 基 小学 校 及び 
対照 と し て 上坂 野辺 部 落 で 標記 の 事項 を 松 し 次 の 成績 を 得 
た 。 五十川 小学 校 の 多 保有 者 を 均 と 比較 する と 
(下田 氏 の 判定 こし た が うと ) 体格 は 普 双 か それ 以上 と 
云う 事 に 成り , 背筋 旋 は 普通 以上 , 立 幅 跳 は 普通 , 肺 活 
量 , 握力 , ソフ ト ボ ー ル 投げ は 普通 以下 と な る 。 然 し 同 
数 の 同学 年 の 多 虫 非 保 有 者 を 検 し て 見 る と 其 の 算術 平均 
は 非 保 有 者 の 方 が 多少 良い が 其 の 差 は 8 以内 で あり , こ 
の 地方 生徒 の 体格 体力 の 性 格 で あり 釣 虫 保有 の た めで は 
ある まい 。 唯 体重 の 差 は 6 に ほ ヾ 一 致し た 。 駅 虫 が 体格 
及び 所 調 体 力 こ 及ぼ す 影 絡 を 見 る た め に 各 年 齢 の 増加 府 
に 比 し それ 以上 の 増し た 者 を 好 還 者 を 不変 
増加 それ 以下 の 者 を 悪化 と し, 好 を 1, 不変 を 
0, 悪化 を 一 1 と し 英 の 平均 点 を 求め , 対 照 と の Fo を 
求め (0.1 22) =10.83 と 比較 し 対称 と の 点 の 差 
が 有意 義 な る か を 見 て 虫 後 上 昇 , 不変 , 下降 と 分 け て 見 
(4 ヵ月 間 ) で は 立 幅 跳 , げ , , 
囲 , 体重 , 上 昇 , 肺活量 不変 , 背筋 , 身長 は 下降 と な り , 坂 
野辺 群 (1 ヵ年 間 ) で は 立 幅 跳 , 力投 げ , 背筋 力 , 握力 
胸囲 , 体重 は 上 上 昇 , 身長 , 不変 , 肺活量 下降 と 云う 事 に 
な る 。 又 小学 校 (3 ヵ月 間 ) で は 立 幅 跳 , 体重 上 昇 , 裕 
力 , 肺活量 , 身長 不変 , 力投 げ 背 筋力 胸囲 は 下降 し た 。 
3 群 共 に 増加 し た 者 は 立 幅 跳 体重 で 3 群 共 に 低下 し た 者 
は な か つた 。 鉱山 の 自覚 症 好 16, * 
不変 20 名 , 血圧 は 生理 的 値 に 近 ず く , 即 好 博 43, 不変 
63, 悪化 13 名 (3 群 一 緒 こ し た 成績 ) で あぁ る 。 血色 素 
は 上 昇 す る 。 検査 種目 に 就 い て 考え る と , 体 , 宣 立 幅 跳 
は 技術 も 容易 で 都合 よく , 胸囲 は 技術 困難 で あり , 他 は 
基 の 間 に 存 す 。 血 色素 , 血圧 の 好 輔 ょ り 見 て 今後 は 循環 
器 方 面 よ り 見 た 持続 力 , 耐久 性 を 栓 する 必要 も あろ う 。 
以上 の 様 に 多 虫 除 に ょ り 有 所 調 体 格 , 体力 は 増加 の 傾向 
を 示 し た 。 
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201. 愛知 に ける 学童 の 
寄生 躍 保有 調査 に 就 い て 
衛生 科学 サー ビス セン ター 
森 山 和 典 


The examination of helminthiasis among 
school children in Aichi Prefecture. 


Kazunori Moriyama 


の 小 中 学校 680 404218 名 に つい て 貝 卵 検 
査 を 実施 し その 保有 和 を 調査 し て 来 た 。 多 の 地 
理 的 分 布 玖 態 は 第 21 回 総会 と 報告 し た 通り で ある が , 
その 邊 に 於 ける 変動 並 に 新 感 染 が どの 程度 に ちる か 。 又 
その 新 感 染 放 が 地理 的 に 如何 な る 分 布 を 示し て 居る か に 
就 い て 本 日 迄 に 判明 し た 点 を 報告 する 。 

1) の 濃厚 地 て は 或 の 虫 効 果 
(完全 原虫 率 45 以 上 ) を ぁ あげ て る 比較 的 短期 間 に 元 の 
保有 復 す 。 

2) の 地 て は 元 の 保有 復 す る 期間 
が 比較 的 長期 間 を 要 す 。 従 つて 銅 虫 の 減少 効果 は 容易 に 
あがる 。 

3) 1 年 間 に 於 ける 新 感 染 を 調査 し 下 均 1 ヵ月 間 の 感 
業 牽 を 算出 し 学校 区 毎 に 表示 する と 分 布 図 を 構成 する 。 
その 分 布 央 態 は 昨年 小学 校 の 保有 放 の 表示 を 以 て 作製 し 
た 興 虫 の 濃淡 分 布 図 と 殆 ん ど 同 一 鉄 態 で ある 。 

4) 一般 に 学 虫 保有 減少 の 傾向 を 見 る 
が 感 桁 に 於 て は 依然 と し て 変化 を 認め な い 。 従っ つて 学 
保有 の 減少 ほ は 依る 一 時 的 の 現象 で あつ 
て 上 眞 の 減少 で は な い 。 (当所 に 於 て は 研究 の 都合 上 虫 卵 
松 査 の 結果 に 現われ た 保有 一 時 的 保有 仮称 し 分 
布 鐘 成 に 用 いた 保有 保有 仮称 し 感染 分 布 
図 作成 に 用 いた 感染 仮称 し て 居る 。 

5) 寄生 虫 撲滅 対策 の 第 一 原則 は 汚染 度 の 減少 に あぁ 
る 。 学 章 の み 対 象 と し て 検便 碑 虫 を 幾 回 実施 を 計 つ て を も 
汚染 度 の 減少 効果 を 期す る ろ こ と は 不可 能 で あぁ る 。 以 上 に 
関す る 実例 を 示す 。 

6) 例 , 名 古屋 市 内 の 或 学校 と 全学 章 に 対し 毎月 1 回 
便 し 原虫 を 実施 し て 保有 14 で 減少 を 見 
た が 6 月 より 5 ヵ月 間 を 放 し た 事 に 依っ つて 
貝 保有 元 の 40 に 復 し た 。 


紙 上 


例 , 西加茂 郡 三好 村 ( 稀 薄 地 帯 ) に 於 て は 全 村 民 に 対 
し て 卵 査 並 に 強制 に 近い ( 保有 者 は 村 の 診 
療 所 と 加茂 病院 に 強制 容 , 保有 者 に は を 
員 が 直接 服用 せしめ あめ た) する こと 年 2 回 , 人 状 は 全部 堆 
肥 こ 積み 使用 , その 他 寄 生 虫 の 普及 に 全力 を 吉 し た 結果 
26 年 度 に 於 ける 感染 率 (汚染 度 ) は 2.3 2 27 年度 に 於 
ける 感染 (汚染 ) は 1.1 2 に 減少 し た 。 小学 於 
て は 年 2 回 の 卵 と 虫 で 虫 保有 26 年 10 月 
38 22 27 年 4 月 29 22 27 年 11 月 18 入 に 減少 し た 。 使 用 
工 品 は アス キス 2 回 , 海 人 草 1 回 で ある 。 


202. The incubation period 
of the eggs of Oncomelania 
n0sophora. 

Y. Otori, L. S. Ritchie and 
G. W. Hunter, III 
Dept. Med. Zod. 406 M.G.L. 


Original observations on egg-laying and incubati: 
on for O. nosophora were made by Sugiura in 1933 
followed by Abbott in 1946. on O. guadrasi these in- 
vestigators reported a 14 to 15 day incubation period. 
Female snails, distinguished on the basis of the size 
differential, were maintained on moist filter paper 
in petri dishes with decayed leaves and straw as 
food. Mud cakes were also included as these had 
proven to be a favorite site for laying. Two separate 
groups of eggs were collected. 

One group of 293 eggs was collected from 10 to 
31 March and a second of 1098 eggs from 15 May 
to 11 June. Each group was actually comprised of 
a series of daily collections, incubation being deter- 
mined for each individual collection. 

A few eggs hatched as soon as 11 to 13 days after 
laying, but the majority required longer, ranging to 
35 days. This range was the same for those laid in 
March as those in May and June. The period of 
maximum hatching however, differed for the two 
groups, occurring 24 to 25 days after laying in case 
of the spring collections and 18 to 19 days for those 
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deposited in May and June. This difference is und- 
oubtedly associated with a temperature variable. 
Daily temperature readings ranged from 20° to 25° 
C. for the early group and from 24° to 29° C. for 
later one. 


203. 名 古屋 地方 に な ける 赤痢 
Amoeba の Cystentrager に つい て 


名 古屋 市 立 城東 病院 
戸谷 


On the cyst-carriers of Entamoeba 
hystolytica in Nagoya region. 
Tetsuzo Totani 


余 は 昨 昭和 27 年 名 古屋 市 に お い て 引揚 者 政 容 施 談 , 
犬 老 院 及び 育 兄 院 を 対称 に 成人 881 名 , 小児 550 名 , 計 
1431 名 に つき 腸管 寄生 原虫 の 検索 を 行い 112 名 (7.82) 
の 赤痢 Amoeba の Cysts carrier を 検出 し た 。 

等 の Cysts Carrier は 小 550 名 中 34 名 6.8 22, 
成人 881 名 中 78 名 8.9 2 祈 で 小 見 に お いて は 1 歳 以 下 は 
40 名 中 1 名 も な く 年 齢 の 長 ず る に 従 つて 増加 し 610 歳 
で 7.9 22 11~15 歳 で は 8.3 祈 と な つて いる 。 成人 で は 
特に 20~30 歳 に 多 く 160 名 中 18 名 11.3 2 を 占 
め て いる 。 秀 女 別 で は 男 742 名 中 57 名 7.7 2, 女 689 
名 中 55 名 8.0 男 で は 21~30 感 13.3 2Z, 11~15 歳 
12.7 22, 16~20 歳 9.1 祈 と 高 許 を 示し 女 で は 41~50 歳 
の 13.8 31~40 歳 の 9.0 び 6 10 歳 11.1 
高 赤痢 Amoeba Cysts を 高 も つ 年 男子 の 
母親 の 年 齢 層 に 相当 し 又 6~10 歳 の 少女 に 多い の は 胞 ら 
く 最 も 同様 活動 の な 年 齢 に 当る 。 

次 に 居住 地 別 に 見 る と 内 地 以 外 に 出 た 事 の な い も の 
767 名 中 41 名 5.3 2 久 , 外地 に 居住 し た 事 の ある も の 664 
名 中 71 名 10.7 特に に 居住 し て いた も の 362 名 
中 48 名 13.3 最高 に 朝鮮 99 名 中 11 名 11.1 台 
85 名 中 8 22, 9.4 22, 北 支 7.3 祈 そ の 他 の 順 と な り 外 地 
に 居住 し た も の に は に 内地 居住 者 の 2 倍 に Cysts を 認め た 。 

等 保有 者 を Contactcarrier と convarescent 
carrier に 別け る と 前 者 は 112 名 中 107 名 95.5 , 後 
者 は 107 名 中 5 名 4.5 狐 で 殆 ん ど が Contactcarries で 
な 4 

保有 者 の 家族 的 関係 に 一 世 2 人 以上 保有 
者 の ある も の 20 世 吉 , 1 人 の みのる もの 43 世帯 と な り , 
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調査 世 319 世 19.7 当り 中 に 8 人 で 
員 Cyste を し た も の が あぁ つた 。 又 見 の 保 
有 者 は その 家族 に Cyste を 検出 し 得 た も の ょ ゝ 世 直 に 多 

Cyste 携帯 者 で 多少 と も 自覚 あぁ ある も の 112 
名 中 29 名 25.9 芝 で その 主 な る も の は 腹痛 3.3 2, 下痢 
4.5 22, 全身 修 1.8 血 1.0 等 で つ た 。 

保有 者 の 中 15 例 に ヵ カル バ ミ ジ ン Pro. kg 当 
り 0.0125g を 2 週間 投 県 し 治 和 せ し め 得る 事 を 知 つ 


204. 赤痢 アメ ー 保有 者 の 
集 園 治療 の 経験 


公衆 生 院 微生物 横川 
406 医 研 _L.S.Ritchie. S.Rin 
山梨 医 研 佐々 木 考 鶴 田 和 子 


Mass treatment of cyst- 
carriers of amoebiasjis. 


Muneo Yokogawa 
L.S. Ritchie, S. Rin 
Takashi Sasaki, Kazuko Tsuruta 


山梨 懸 中 互 摩 郡田 富村 及び 有 睦沢 村 の , 2 ヵ 村 の 農民 よ 
り 任 意 に 50 家族 を 選び , その 中 か ら 赤 痢 アメ ー バ 及び 
他 の 原虫 保有 者 19 名 を 選び Carbarson 及び Chinifon 
の 治療 を 試み , , 副作用 及び 赤痢 ー 
保有 者 の 症 つい て 調査 し た 。 検便 法 は MGL 遠心 
減 法 (ホル マリ ン エ ェ エーテル 法 ) を 用 い , ヨー ド ・ ヨ ョ ヨー ド 
ヵ リ に よる 法 に より 1 人 に つき 1 日 お き , 5 
の 検便 を し て 有無 を 確 め た 。 服 工 前 に は 健康 央 態 を た < 
し , 有 疾 者 , 老 琶 者 , 妊娠 中 の も の 及び , 尿 中 蛋白 及び 
ッ ロ ビリ ノー ゲン 陽性 者 も 除外 し た 。 服 用 期間 は , 2 週 
聞 と し 最初 の 1 週間 は , Carbarsone を 後 の 1 週間 は 
Chinifon を 用 いた 。 服 用 量 は , 大 人 1 日 前 者 0.75g , 
後者 2.25g で , 年 少 者 は 適当 に 減量 し た 。 
効果 は 第 1 回 (1 ヵ月 後 ), 第 2 回 (7 ヵ月 後 ) の 2 
回 の 後 検便 に ょ り 判 定 し た 。 赤 痢 アメ ー ぶ 北 子 保持 者 に 
対し て は , 1 ヵ月 後 106 名 中 , 105 名 陰 輔 (99.4 2), 
7 ヵ月 後 102 名 (96.0 2) で , 面 も 後者 の 例 は 再発 ょ 
り る も 新 感 染 と 老 え られ る 点 か ら こ の 療法 は 極め て 優秀 な 
成績 を 示し た も の と 肥 え よう 。 そ の 他 の 腸管 原虫 に は 、, 
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チア ル ヂ デア を の ぞ き , 70~90 2 の 良い 成績 を 示し て い 
る 。Carbarsone は 殆ど 副作用 は な い が , Chinifon は 下 
痢 を 主訴 と し て , 多く の も の が 苦痛 を 訴え た が , 集 園 治 
療 に さ し さ わる 程度 の も の で は な か つた 。 

Contact Carrier の 自覚 症 につき, と や か く の 
議 が 絶え ぬ が , 今回 の 調査 で は , 保有 者 が 投 村 前 , 多く 
を て いた 器 系 統 の 障 が , 虫 後 明か に 失 し て 
いた 。 し か し 特有 な 症 と し く , 便 下痢 等 を 
主訴 と する が , . これ 等 を 訴え を える 者 は , 全体 の 20 用 前 後 
で Craig の 云う 如く に 多い と は 思わ れ な い 。 


205. 各種 原虫 の 培養 に つい て 


岐阜 医大 寄生 
Cultivation of Tritrichomonas 
foetus and Trichomonas vagi- 
nalis in the chick embryo. 
Tetuo Morishita, Ziro Nagata 


1938 年 森下 と 田中 は Leishmania donovani, 及び L. 
fropica の 化 培養 を 試み 第 10 回 日 本 寄生 学会 
に 報告 し た 。Hogue (1939) は Tritrichomonas foetus 
を 培養 し , Conejos, 1948 ; Ganapati, 1948 等 に 依 れ ば 
rypanosomz cruzi に つい て 同様 成功 し て 居る 様 で あ 
る 。 

Tritrichomonas foetu を allantoic fluid 中 に 注入 す 
る と 畜 に 発育 し て 5 日 後に も 証明 され 卵黄 中 に ゃ 生存 し 
て 居る 。 Embryo に は 大 し て 害 を 興 え な い 様 で あり , 又 
モ mbyo が 死ん で も 谷 お 原虫 は 生存 し て 居る 。 

Trichomonas vaginalis 5 日 後 位 生育 し Embyo 
の 死 を 見 て も Trichomonas は 生き て 居る 。 Trichomo- 
nas の 場合 の Hogue (1939) 報告 の 如く Embyo の 浴 
化 管 内 に ある 像 は 認め られ な か つた 。 


206. 市 ラッ リア 防 過 事業 
特に 置 に つい て 
彦根 市 < ラリ ア 
小 林 
Malaria control of Hikone City. 
Hiromu Kobayashi 


< ラリ 患者 の 20 以 上 を が 市 報告 


し て いる 。 た ら に 保健 衛生 の 重大 問題 と し て 此 れ の 防 過 
が な され て すでに 第 5 年 目 で ある 。 即 ち 族 根 マ ラリ ア 対 
策 第 1 次 5 ヵ年 計画 で ある 。 こ の うぅ ち 対 原虫 処置 な 流行 
の 根源 を 併せ て 患者 の 苦痛 を の ぞ く 意 味 で 処置 
と 同様 必要 な る 対策 で ある 。 この た め に , 当 市 は 24 年 
以来 次 の 原虫 処置 を な し て 来 た が , その 方 法 は (1) 発 熟 
患者 で マラ リア を 疑わ し あめ る 者 に は 必 ら ず 検 血 の 上 診 定 
し て 治療 工 を 服用 せしめ る , (2) 過 去 3 年間 の マラ リア 
既往 者 は 全員 探 血 し , 原虫 保有 者 を 検出 し, 陽性 者 に は 
必 ら ず 治 療 業 を 服用 せしめ る 。 (3) 以 上 2 潜 を 毎年 ( 昭 
和 24 年 ) より 繰返し 実施 する 。 これ と 併行 し て 媒介 体 
アノ フェ レス の 挨 減 作業 を 実施 し , 昭和 127 年 まで の マ 
ラリ ア 患 者 数 は 次 に 示す 通り 激減 し た 。 

即ち , 昭和 23 年 (対策 実施 前 年 ) 873 名 , 昭和 24 年 , 
464 名 , 昭和 25 年 111 名 , 昭和 26 年 43 名 , 昭和 27 年 
20 名 と な つて 来 た 。 

か くし て 市 の マラ リア 対策 は 成果 を 履 っ ゝ 
ある も , か ヽ ひる 僚 染 病 の 常 と し て 対策 の 手 を ゆる め れ ば 
再燃 する こと は 明らか な の で 盆 此 後 も 強力 に 原虫 対策 を 
実施 し な けれ ば な ら な いも の と 考え て いる 。 


207. Telemann 宮川 ( 集 卵 ) 
法 の 知見 


臨床 研究 部 
田 中 


On contribution of Telemann and 
Miyagawa's concentration method. 


Seiji Tanaka 


先 に 筆者 は 寄生 虫 卵 の 統計 的 観察 及び それ と 洪 出 血 と 
の 関係 (第 10 回 関東 部 会 , 臨床 内 科 小 見 科 誌 Vol. 7 No. 
3) に 就 て を 行い , 最近 に 於 ける 審 生 虫 の 分 布 其 態 及び 
2~3 の 検査 方 法 の 陽性 限界 を 示し た 際 , Telemann 宮 
川 に 若干 の を 試み る と 極め て 優秀 な 集 法 に な る 
こと を 指摘 し た 。 その 後 Telemann 宮川 潜 の 知見 補 得 
を 行い 一 変 法 を 見 出し た の で こく ょ に 報告 する 。 

の 約 3g を 塩 酸 (10 2HCI) 6 cc に 加え て 
な 混 液 と な し ガー ゼ に て 遠心 用 ケラ ス 管 に 濃 過 し , 当量 
の アミ ル アル コー ル を 加え て 混和 (2000 回 5 
分 ) し その 沈 湾 に 4 cc の 生理 的 食塩 水 を 加え て 混和 し 
再び 遠心 (2000 回 2 分 ) し その 湾 を オダ ェクト 
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に 探り デッキ グラ ス を 当て 、 ょ 鏡 槍 する 。 

以上 の 方 法 を 行う こと に より , 塩酸 と アミ ル ア ル コー 
ル と で エス テム ル 化 し て を 発する の で な く , 
心 原 の 1000 回 2~3 分 より 検出 良く ( 
心 沈 濾 は 回 輔 数 と 時 間 と の 間 に 喚 数 的 な 関係 が 認 あ られ 
な い ) 最後 の 生理 的 食塩 水 で 洗 浴 する と アミ ル ア ル コー 
ル 等 の 多少 の 残り が と り 除 か れ て 大 変 奇 玲 に 集 卵 出来 


208. 野 清 に 関す る 研究 <2) 


Studies on the sanitary vegetables(2), 
Takeshi Kodama, Fumio Harada 


土壌 中 の は 例外 を 除き , 栽培 場 に 少 
い 。 殊 に 環境 秩 件 が 良好 で 2 年 以上 下 肥 の 使用 を 停止 し 
て いる に は は 殆 ど 見 出さ れ な いか は 明 に 
少 い 。 完 人 金 な 浦 淫 栽 培 を 行う に は 化学 肥料 の 使用 に ょ る 
外 , 訂 尿 を 分 離 処理 し , 尿 の み を 肥料 と し て 使用 し , 以 
て 広 地域 の 場 を 化す る こと が 必要 で ある 。 

栽培 試験 の 成績 を 縮 括 する こ 小 型 の 洋 薬 類 栽培 に 当 つ 
て , 人 尿 に よ ょ る 者 素 源 補給 は 水分 を 多く 必要 と する 洋 某 
類 の 性 買上 好適 で ぁ る が , 著しく 速効 性 で ある か ら 分 施 
する こと に よ ょ つて , その 肥 効 の 持続 を 企てる こと が 肝要 
で ある 。 こ れ ら の 短期 で は 特に 高 有機 質 肥料 の 
肥 効 は 認め が た い 。 


209. 横川 及び 高橋 に つい て 


医大 寄生 
森下 哲夫 小林 瑞穂 
Studies on Metagonimus yokagawai 
and Metagonimsas takahashii. 
Tetuo Morisita 
Mizuho Kobayasoi 


横川 吸虫 と 高橋 吸虫 と 差 は 要約 する に 前 者 は 虫 卵 小型 
で 第 2 中 間 和 宿主 が 鮎 の こと 多く 後者 は 虫 卵 大 型 で 第 2 中 
間 和 宿主 は 鮎 以 外 の こと 多い と 言わ れる 。 

愛知 橋 市 を 流 する 豊川 の 上 川 部 に met- 
agonimus 者 が 多い の で こ の 及び 錠 仔 に 
食 さ せ 虫 卵 の 大 さ を 測 定 し た 所 鮎 こ 由来 する 虫 卵 の 方 が 
大 だ と の 成績 を 得 た 。 
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高橋 吸虫 と 横川 吸虫 と は 或 に 同一 の も の か も 知れ な 


Vo 


210. 熊本 = の 肺 
医 寄 生 病 
岡村 一 郎 , 中 島 典 雄 , 三浦 守 
The parasitic status of metacercaria 
of Paragonimus westermanii in the 
Carbs in Kumamoto Prefecture. 
Ichiro Okamura, Norio Nakashima, 
Mamoru Miura 


和 28 年 8 月 以来 熊本 諸 河 川 に する 類 に 


「 も くず が に 」 に 於 ける 肺 吸 虫 メ タ セ ル 


カリ ア 寄 生 
し ら べ 陽性 の 
控 集 月 控 集 場 所 | た カ =| カ = の | 百分比 
の 数 | 数 


8 月 | 熊本 市 池田 町 西原 ( 6 


用 水路 0 
| 市 寺原 町 田畑 ( o| 
用 水路 ) 
ヶ | 熊本 市 寺原 町 ( 井 川 ) 
10 月 | 玉名 郡 腹 赤村 ( 茶 切 川 ) 37 3| 8.12¢ 
12 | 玉名 郡 高 287| 42|14.62 
1245 総 計 1245 | 157 |12.62¢ 


「 さ わが に 」 に 於 ける メタ セル カ カリア 寄生 


| し ら べ 陽性 の | 
控 集 集 場 所 | た =| ヵ = の 分 比 
| の 数 数 | 
2 池田 町 種田 ( 8| 0 
” 寺原 町 ( 川 ) 1| 0 
水町 八景 水谷 ( )| 34 0 
| 郡 西 里村 西浦 ( ) 19| 0 
10 月 | 鹿本 郡 内 田村 ( 々 ) Vy 0 — 
総 計 161| 1 |0.6% 
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て , 肺 吸虫 メタ セル ア の 寄生 を 調査 し た 。 
「 も くず が に 」 に 就 て は 主として その 災 を 検査 し た が , 
熊本 市 花園 町 柿原 に 於 て 42.8 祈 に 見 出し た 他 , 茶 切 川 

8.1 加 及び に 11.9 錦川 14.6 の 陽性 
あつ た 。 これ ら は いづ れ も ウ ツェ ステ ルマン 吸虫 
の メタ セル カリ ア で あつ た 。 


基 の 他 の ヵ r= に 於 ける 検査 


探 集 月 集 場 所 | | を カー= カ = の 
の 数 数 

8 月 | 熊本 市 ( 本 ) | 18 | 0 


2 2 0 
クロ ベ 


| 宇土 郡 赤 瀬 (海辺 の ) ァ | 13 | 0 


2 2 


「 くず が に 」 の 寄生 和 


| し らち べた ヵ = の 陽性 カニ の 数 百分比 


590 72 12.222 
85 13.22 


[es 


寄生 数 (「 も くず が に 』) 


| | | | | | 
| 35 
ァ の 数 | 
| 


= 94 
百分比 59. .79. 64. 51.30.60.61.3 
| 


| | 
31 
{ 


0.60. .60.6 
| 


211. 剤 に ょ る 日 本 住 血 
ケル カリ ャ の 阻止 実験 


久留 米 大 医 寄 生 虫 病 . 
松 瀬 


The protective value of repe- 
llents against penetration of 
schistosome cercariae. 
Mikiya Matsuse 


1952 年 秋 の 寄生 貝 学会 地方 会 に と 於 て , Benzylbenzoa- 
te 及び Dimethylphthalate を 主 と し た 7 種 の り ベ レン 
ト (忌避 剤 ) に こよ ょ る , 日 本 住 血 吸 虫 ケ ルカ リヤ の 感染 阻止 
実験 の 成績 を 発表 し た が , リ ペ レ ント の 実際 の 應 用 は 泥 
土 の 作 業 時 に 用 うる の で , 今回 は 実験 動物 の 尾部 に 工 液 
疹 布 後 , 泥 土 に て 魔 擦 し た 。 薬品 は 原液 を 2 種 と 残り の 
4 種 に は その 効力 を 保 た し め る 久 , 流動 パラ フォ ン 及 び 
ゼ リン を 基 剤 と し て と な し その 成績 を た の で 
こよ ょ に 報告 する 。 

実験 方 法 , 日 本 住 血 吸 虫 ケ ルカ リヤ は 宮入 中 を 圧潰 し 

て 得 た も の を 夫々 約 200 令 用 い , 動物 は 條 て ナン キン ネ 
ズミ を 各々 5 頭 づ つ 用 いた 。 上 下肢 を 固定 し 尾部 に 
レン ト を , 5 分間 放置 後 泥 中 に 1 分 間 2~3 回 の 
割合 で 30 分 間 摩擦 し ゲル ヵ リ ヤ 約 200 令 入 れ た 試験 管 
中 に 50 分 間 た 。 は 30~40 上 に 行 つ た 。 液 
は 

1) Benzylbenzoate + 50 Dimethylphthalate: 

2) Dibuthylphthalate 

3) 522 Benzylbenzoate + Vaselin 80 + fluidus 
Paraffin 20 

4) 522¢Dimethylphthalate + Vaselin 80 fluidus 
Paraffin 20 

5) 522Dibuthylphthalate + Vaselin 80 + fluidus: 
Paraffin 20 


6) 52¢ Benzylbenzoate + 5 22 Dimethylphthalate: 


十 Vaselin 80 + fluidus Paraffin 20 
以上 の 6 種 で あぁ る 。 和 実験 成績 参照 で は 2, 6, 12, 4 
及び 21 令 の 日 本 住 血 吸 虫 の 寄生 を 認め た 。 No. 1 及び 
No. 3 で は 全く 寄生 を 認め な か つた 。 No. 2 に は 2 頭 に 4 
及び , No.4 に は 1 頭 に 12 令 No.5 の 1 に 3 
No.6 の 2 頭 に 2 及び 6 令 の 寄生 を 認め た 。 以上 の 実験 
成績 と より 1) Benzylbenzoate は 相当 時 間 長 く , ケル 
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ヵ リ ヤ の 皮膚 浸入 を 阻止 する 。2) 水 に 不 次 の 或 る 種 の 基 
剤 に Benzylbenzoate を 加え 丈 痛 と し て 用 うる 事 に よ ょ り 
泥 土 中 に 於 て も , 比較 的 長 時 間 日 本 住 血 吸 虫 ケ ルカ リヤ 
の 有 皮膚 を 阻止 する 。3) は する 場合 は 必 
ず し も 高 濃 度 で ある 事 を 要 し な いと 思わ れる 。 


212. 日 本 住 吸虫 症 人 工 


大 伸 , 石井 俊 高橋 
Studies on the treatment of schi- 
stosomiasis japonica in experime- 

ntally infected rabbit. 


Shin Okoshi, Toshio Ishii, 
Takeo Takahashi 


日 本 佳 血 吸 虫 の 単 性 寄生 を 避け る た め 宮 入 上 中 4 個 に 寄 
生 し た Cercaria を 混合 し て 人 工 感 染 せ し め た 供 試 家 更 
に 対し こ ア ンチ モン 剤 に 依る 治療 試験 を 実施 し 注射 量 と 
注射 回 数 と の 関係 及び 再発 日 数 を 便 の 査 法 及 び 
A.M.S. III 集 卵 法 に 依っ て 3 箇月 以上 に 責 つ て 検診 し 
最後 に 供 試 家 必殺 し て 体 及 び の 有無 を 調 
査 し 成果 の 正確 を 期し た 。 

供 試 家 束 に 対し ナトリウム 吐 酒 石 3.4 mg/kg 6 を 回 

し た 場合 に は 殺虫 効果 を 全然 認め ず の 排出 が 継 
続 し た が , 10 回 及び 15 回 静 注 し た 場合 こ は 23~25 日 後 
に 陰 し 次 に 41~71 日 後に 虫 の 再 を 認 あて 
不 完全 に 終っ つた 。 又 同 注射 量 を 20 回 及び 25 回 弄 注 し た 
場合 こ は 貝 卵 陰 輔 後 3 箇月 以上 に 頁 つ て 遂に 再発 せ ず , 


人 103~124 日 後に 供 試 家 必殺 の 結果 体 は 完 . 


全 消 減 し て 全治 し た こと を 認め た が , 供 試 材料 5 例 中 4 
例 の 小腸 粘膜 組織 内 に 黒色 変性 卵 の 残存 を 認め た 。 

次 に 供 試 家 束 に 対し て ナトリウム 吐 酒 石 10.4 mg/kg 
を 3 回 及び 4 回 静 注 し た 場合 に こ は 23~24 日 後に 虫 卵 陰 
輌 せる も 45~70 日 後に 再び 虫 卵 の 排出 を 認め て 不 完 多 
に 終 つ た が , 同 注 射 量 を 5 回 , 6 回 , 7 回 及び 8 回 静 注 
し た 場合 に 於 て は 虫 卵 陰 還 後 遂に 再発 を 認め ず , 112~ 
188 日 後に 家 属 殺 し た 結果 虫 体 は し 
全治 し た こと を 認め た が , 供 試 材料 5 例 中 の 3 例 の 小腸 
知 箕 内 に 変性 卵 が 少数 残存 し て 居る こと を 認め た 。 
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以上 の 成績 を 総括 すれ ば , (1) ナ ト リム 吐 酒 石 3.4 
mg/kg 20 回 以上 の 注射 の 場合 及び 10.4 mg/kg 5 回 以 
上 の 注射 の 場合 に は 條 治せ し め 得 た 。 怒 ち ア ンチ モン 剤 
の 療法 に ば 注射 回 数 を 減じ 得る こと を 認め 得 
た 。(2) アンチモン 剤 注射 に 依り 体 が 完全 た 
治 例 に 於 て 黒色 変性 卵 が 小腸 粘膜 組織 中 に 4 箇月 以上 も 
残存 する こと を 認め ゐ た 。(3) 殺虫 有効 量 以下 の 不 十 分 な 
る アン モン に い て は 17~25 日 後に 卵 陰 
る る 41~71 日 後に 虫 卵 の 再 排出 を 認め た 。 
査 に 依る 本 病 の 確認 に 約 2 箇月 以 上 の 経過 を 
し た 後に 判定 を 下す こと を 要する 。 


213. 日 本 住 血 吸虫 に 関す る 研究 
VI の 構造 (1) 虫 卵 の い て 


公衆 衛生 院 
横川 。 大 島 
予 研 
田中 利男 , 佐藤 , 田島 


Study on schistosomiasis 6. Structure 
of egg shell,especially about its spine. 


Muneo Yokogawa, Tomoo Oshima 
Toshio Tanaka, Zyo Sato, 
Yoshio Tazima 


日 本 吸虫 卵 に あぁ る 事 は , 桂 田 博士 が 定 され 
た 後に 詳細 の 研究 の 後 , 背 定 さ れ て 以来 , 2.3 の 人 に 
より 注意 を 喚起 され て は いる が , 今日 に 於 て も この 事 は 
案外 に 知ら れ て な く , 等 に も の 示さ れ て い 
る も の は 殆ど な い 。 我 々 が 本 吸虫 を 感染 させ た マウ ス , 
ハム スタ ー, コッ トン ラッ ト , 家 猿 の 内 及び 
肝 腸管 内 こ て 綿 に 検査 し た 際 に は 例外 な く , 殆 
どの 卵 に 認め られ , 宿主 こと ょ よ つ て る も 束 の 有無 が 左右 され 
る 事 な く , 本 吸虫 卵 の 本 来 の 形態 の 特徴 に 数 えら れる 可 
きも の と 判 灯 し た 。 但 し 束 の 位置 形態 及び 大 小 に 関し て 
は , 変異 く , 一 て は いな い 。 団 明 に よ 
りな り Loss の 如く 形成 物 と は 老 え られ な 
い 。 内 の も の は 70 上 見 られ る が , 肝 内 の も 
の より 発見 し い 。 こ れ は に 細 物 
が つく 事 に こよ ょ り , 人 工 胃 液 に て 大 御 消 化し た 場合 に は , 
殆ど すべ て に 団 が 発見 出来 る 。 こ の 附 藩 物 と 目 さ れる も 
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の は , 恐く 貝 自体 より 分 泌 さ れる も の 、 ょ 様 に 見 受け ら 
れる 。 


214. 日 本 住 血 吸 の 元 性 
に 関す る 一 実験 
徳島 大 医 第 一 病理 
山 富 


An experimental studies on anti- 
genicity of Schistosoma japanicum. 


Tomio Yamaguchi 


今回 行 つ た 日 本 血 吸 虫 と と ト 血 中 の 異種 
四球 凝集 素 と の 関係 を 観察 し た も の で , 暴 種 血球 と し て 
は , 新鮮 な ヒッ ジ 血 球 を 生理 的 食塩 水 で 洗 浴 し , 52 浮 
遊 液 と し て 用 いた 。 ヒ セ ヒト 血 注 は , 56°C 30 分 加 湊 , 非 働 
化し た も の を 億 稀釈 し , ヒッ ジ 球 液 と 混 じ て 
37°C 1 時間 後 判定 し た 。 そ の 結果 は , 血液 型 の 如何 に 
拘ら ず , 64 例 中 53 例 (81.1 が 凝集 反 で あ 
り , 凝集 素 に 1:4 一 1 : 128 で あぁ つた 。 

次 に , これ ら 陽 性 の 血 湾 中 , 比較 的 凝集 素 債 の 高い も 
の を 選び , 日 本 血 吸 虫 成虫 の 40 ( 各 20 , ィ 
ヌ に 実験 的 に 感染 せしめ ら て 得 た も の を 生理 的 食塩 水 で 洗 
, デシ ケー ター 中 に 保存 し , 使用 に 当り に 
り , 37°C 1 時 間 , 水 室 2 時 間 で 吸 政 試験 を 行 つ た 結果 
は , すべ て ヒッ ジ に 対す る 反 が 陰性 で ぁ つ 
た 。 こ の 成績 か ら み る と , ヒト 血 注 中 の ヒッ ジ 血 球 衣 集 
素 は , 日 本 血 吸 虫 成虫 と より ず 完 さ れる 。 

と し て , 注 に 対し て A 型 ト , 血 に 
対し て B 型 ヒト 血球 を 用 いて 試験 を 行い ヒッ ジ 
球 に 対す る 反 を 試み た が , A 型 を 使用 し た 場 
合 は , 素 は 又は 著 明 に 減少 し , 型 血球 使用 の 
場合 は 著 明 な 減少 は 認 ら られ な か つた 。 

以上 の 結果 か ら 

1. セッ と 日 本 血 吸 成虫 と の に は , 
が 存在 する 。 

2. その 共有 補 抗 元 は , 更に A 型 ヒ も ト 血 球 と る 共通 部 分 
を 有する を も の と 考え る 。 


3. 日 本 住 血 症 に 対す る 諸 種 反 を 行 う 場 


合 出来 る だ け 特 的 な 抗 元 を 使用 する が れつ 
ある が , その 基礎 と な る 種々 の 共通 抗 元 の 検討 に 際 し 


て , セト の 血 型 , 殊 に A 型 質 に つい て は 特に 注目 すべ き 
で ある と 3。 
4.。 "上 逃 の 共通 部 分 は , 日 本 住 血 吸虫 の 体 成分 中 , 多 
糖類 分 市 に 存在 する が , この 点 に つい て は 原 閉 と し て 発 
表 予 定 で ある 。 


215. 日 本 住 血 吸 忠 宿主 特異 性 
に 関す る 研究 (2) 
宿主 を 異 に する 場合 の 虫 体 の 発育 舌 況 
予 研 寄生 


Studies on host-specificits of 
Schistosoma japanicum. (2).” 
A comparison of developmental 
stage of the worms in different 
laboratory mammalian hosts. 
Jiro Ito 


第 1 報 に 於 て は , 家 束 , マウ ス , モル モッ ト 及 び ラ ッ 
テ を 宿主 と する 体 の 感染 べ た が , 今回 は 体 の 
発育 を 比較 し た 。 実 材料 及び 方法 は 前 回 と 同 
で , 陣 流 法 に つて 得 た 体 を 直ちに 102 フォ ル 
マリ ン 水 で 固定 し , 感染 後 1 週 目 の 虫 体 は 10 々 潮位 に 
2~3 週 目 は に , 
単位 に その 体長 を 測定 し た 。 各 宿主 共感 染 後 第 5 週 目 以 
降 の 虫 体 の 体長 に 有意 の 差 を 認め 得 ず , 即ち 発育 は 完成 
乃至 停止 し た も の と 認め られ る 。 宿主 毎 に た, 計測 貝 体 数 
(N), 体長 の 標本 値 (x), 分 (S), 最大 値 (Max.) 
最小 値 (MMin) を 集 出 し て 表示 し た 。 備考 欄 に は , Student- 
test に 依る 各 宿主 の 比較 を 1 下 の 危険 で 記 
し た 。 家 束 を 宿主 と する 貝 体 は 各 週 常に 最高 の 発育 を 示 
し , ラッ テ に 於 て は 最低 の 発育 で ある 事 は , 全 回 報告 の 
虫 体 の 感染 , 生存 一 致し て 居る 。 


5 週 目 以降 の 虫 体 は 1mm, 


に 4 
れ 。 
て いる 。 
で 実験 
odon hi 
culatus 


び 
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4 種 の 実験 動物 に 感染 せる 日 本 血 吸 虫 の 体長 ( mm) 


| 上 。 | 
N S Max. Min. 
家 更 | 10 | 0.31| 0.044 | 0.39 | 0.25 
| 28 | 0.28| 0.039 | 0.35 | 0.23 | 家 テ マテ モー ラ 
0 2 | 0.31| 0.030| 0.34| 0.28 但し 家 > ラ 
13 | 0.26| 0.038 | 0.36 | 0.20 
家 各 50 | 1.66 0.53 | 2.9 | 0.8 | 
モル モッ ト 118 1.55 | 0.46 | 4 
RI 93 | 1.09| 0.38 | 2.6 | 0.5 
家 | 92 | 5.6 |2.30 | 10.0 | 2.0 | 
通 中 | マー | 50| 3.9 |128 | "65 | 10 | > > > 
モット | 106 | 2.1 |1.28 | 6:5|0.5 | 
テ | 040'| 2.0 | 0.4 | 
(3 | 328 | 10.8 | 8.24 | 20 | 5.0・ 
9 | 237 | 15.9 | 3.42 | 20 | 
| | 
以降 | モル そ 上 | 9%0|305| 1.0 | 
ト 9 上 | | 450| 4.0 
と 共に の 感染 及び 牛 の 感 を 行っ 
216. 日 本 住 血 吸 虫 に 関す る 研究 
V 各種 実験 動物 に 対す る 感染 実 
a: 実 小動物 に 対す る 感染 
公衆 術 生 院 寄 生 下 17 コッ トン ラテ ラット, 200 砲 の セル カリ ア を 感染 させ 
大 島 夫 横川 る が , 4 日 より 継続 的 に の 排出 が 見 られ た 。 


予 研 
田中 利男 , 佐藤 田島 


Study on schistosomiasis. 
No.5 Experimental infections 
to laboratry animals 
Tomoo Oshima, Muneo Yokogawa, 
Toshio Tanaka, Zyo Sato, Yoshio Tazima 


既に 横川 等 に ょ り 小 動物 感染 実験 の 詳細 な る 研究 が な 
され , Ratus と Mus 属 と の 感染 態度 の 差 赴 が 指摘 され 
て いる 。 今回 は 先 の 実践 を 補足 する 意味 で , 最近 我 が 図 
で 実験 動物 と し て 注目 され て いる コッ トン ラッ ト Sigm-・ 
odon hispidus hispidus, スナ ネツ ヅ ミ Merionos Ungui- 
culatus, へ ハムスター Mesocricetus auratus 並び に dbr 


び ddsm マ ッ ス を 供 試し て 感染 実験 を 行う 


2) スナ ネ ミ , 200 の セル カリ を れ も 
35~40 日 目 の 聞 に 死亡 し た 。 40 日 目 死 亡 し た も の で は 
38 日 目 よ り 虫 卵 の 排出 が 見 られ た 。 

3) ハムスター, 200 の セル カリ ア 感 後 の 37 
日 月 より 継続 的 と , 貝 卵 の 排出 が 認め られ た 。 

4) ラッ ト , 200 匹 の セル カリ ア を 感染 させ た が 5 末 : 
中 2 日 月 に , 1 だ け 1~2 ヶ の 貝 を 認め た の み 
で その 後 , 虫 卵 排出 は 認め られ な か つた 。 

5) マウ スズ dbr ddsm 交配 と 差 な く , 38 
56 日 目 の 聞 に こ 貝 卵 の 排出 が 認め られ た 。 

b: サル の 感 

3 頭 の 台 ザル に 各 500, 280, 120 セル カリ ア を 
感染 させ た 。 何 れる も 36 日 目 よ り 排 卵 が 見 られ た が , 下 
痢 血便 は 認め られ ず , 500 克 感 染 ザ ル は 82 日 , 280 匹 感 . 
し た も の は 108 日 に 創 亡 し た 。 
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c: 和牛 に 対す る 再 感染 実 
初 感染 3 年 後に 約 6000 匹 の セ ャ ヵ カリ ア を 再 感染 し た 
が , 臨床 的 変化 も 見 られ ず , 虫 卵 の 排出 も 認め らら れ な か 


217. 日 本 住 血 吸 虫 症 の 予防 

に 関す る 研究 
岡山 大 医 病 理 

石 井 


Studies on control of schistosomiasis 
japonica. Atushi Ishii 


べき 種々 の 薬剤 が 使用 され て 来 た が , 未だ 充 分 の 効果 を 
期待 され な い 現 岡山 両 の 
本 症 募 途 地 方 の 一 部 に , 泉 糸 工場 が 設立 され その 廃液 が 
附近 の 溝 川 を 汚染 する に 至 つ て 以来 , 同 地 域 の 宮入 中 は 
し , 人 くそ の を 認め な く な つた 事実 が ある 
の で , これ に も と ず き , 同 地 方 の 朱 糸 工場 で 一 般 に 使用 
され る 硫化 染料 , : Sulphur Blue T.F.B.+ Sul- 
phur Black B.X.), 直接 染料 , (主剤 : Direct Black 
G. XxX.), ナフトール , (主剤 : Naphthol A.S.), 
及び 漂白 の 種 に つき , 色 及び 漂白 に 使用 後 , に 
廃棄 する 和 こ ある それ ぞ れ の 残 液 ( 各 pH.7.6, 6.2, 
7.2, 7.2) を 用 いて その 宮入 由 及ぼす 影 検索 し 
た 。 残 液 を 原液 と し 種々 の 濃度 の 稀釈 液 を つく り , 各 20 
cc を 容れ た 試 双 管 に 活 毅 な 運動 性 を 示す 宮入 内 を 2~3 
ヶ づ つっ 投入 し , 22°C, 温度 52° の 内 に て , 中 の 
移動 性 を 観察 し た 。 成 績 とこ ょ れ ば 

1) 硫化 染料 の 5 残 液 ナフトール 及び 液 
は 1 残 液 , 直接 染料 に は その 60 液 以上 に 於 て 
は , 宮入 上 内 に 全部 液 面 上 に 遣 上 り 得 ず , 1~7 日 後 死 減 

硫化 染料 の 1 液 以下 及び ナフトール 料 の 

1 液 以下 に 於 で 各々 全部 の , 又 漂 白 液 の 0.5 
残 液 以 下 に 於 て は , 一 部 
部 の が 液 面 上 に り , 短 時 間 内 に は の 運動 
を 停止 せしめ る 作用 を 認め 得 な か つた 。 

3, 対照 (稀釈 に と 用 いた 水 の み ) で は 全て の 中 が 15 分 
へ ~32 分 後 液 面 又 は 液 面 上 に 遣 上 り , 7 日 後 舎 生存 し た 。 
以上 こよ ょ り , 硫化 染料 は 染色 に 使用 し た 残 液 の 5 2, 
ナフトール , 液 は 夫々 残 液 の 1 直接 染料 は 


残 液 の 60 上 の に 於 て , 宮入 中 効果 を 


つ 。 これら の 残 液 に 更に 稀 薄 の 和 吹 態 に 於 て も , 現地 の 洋 
宮入 の 生 不適 な 


川 に 長期 間 溢 流さ れる 場合 , 
を 作り 得る こと が 推測 され る 。 


218. に 発生 し た 住 血 吸 


岡山 大 医 病理 
田 部 浩 


On schistosome dermatitis in Oki Island. 


Hiroshi Tanabe 


島根 上 道 湖 水田 地 濃厚 に 発生 する 水田 皮 
( 湖 病 ) が 本 住 血 吸 虫 セ ル ヵ の 内 侵 
起因 する 疾 古 で ある こと は , 先 年 私 の 本 学会 に 報告 し た 
と ころ で ある ろ 。 湖 よ り 海 上 約 38 離 れ た 同 
岐 島 の 一 部 に も , 従来 水田 皮膚 信 の 多少 の 発生 が 知ら れ 
て いた が , 昭 和 26 年 頃 よ り 候 か に 多く 見 られ , 島 後 に 
て は 5. 6 月 の 交 最 も 濃厚 洛 碁 に 発症 し , 入 田 者 の 皮膚 
は 火傷 の 如く 水 生じ , 人 みな 田 に 入る を ゝ 程 で 
ある 。 島 前 に も 同様 に 水田 皮膚 炎 の 発生 が 著しい 。 私 は 
年 夏 の 水田 皮膚 と 湖 と の 異同 を し た が 
, 発生 時 期 及び 症 舌 は 両者 に 差違 な く , 知夫 郡 黒木 村 こ 
於 て 水田 作業 実験 に 参加 せる 一 特 志 者 の 膝 部 皮膚 に 入 田 
30 分 後に 交 浴 性 皮疹 の 発現 を 認め た の で , これ を 切 取 
し 組織 学 的 の 結果 , 2 個 の 皮膚 の 表皮 に 各 1 
セル リ ア の を 証明 し , 同 地 水田 皮膚 が セル 

カリ ア を 病原 と する こと を 解明 し た 。 こ の セル カリ ア は 
妥 粒 有する る も 部 器官 不明 に し て 
セル カ ヵ リ ア と 相 有 達し 暴 種 住 血 吸 虫 の セル カリ ア と 判定 さ 
れる 。 し か し 当時 水田 より 控 集 し た 諸 種 中 類 に 住 血 吸 出 
セル カリ ア を 検出 し 得 ざ り し を 以 て 本 セル カリ ア の 種 属 
同定 は 後日 と に ゆず る 。 後 黒木 村 の 水田 に て た 
( 種 属 不詳 ) 1 腸 粘膜 組織 内 に 特異 な 月 型 の 住 呼 
貝 卵 を 発見 し た 。 この 虫 卵 は Trichobilharzia ocellata 
(La Valette 1855) Brumpt 1931 の 虫 卵 に 酷似 し 大 さ 
は 少し 小形 で ある 。 
以上 に ょ り 前 記 実 的 水田 皮膚 の 病 発見 され た 
病原 セル カリ ア と この Trichobilharzia 型 虫 卵 と の 関連 
性 の 有無 な 極め て 興味 深き 問題 と な っ つた 。 私 は 更に 本 年 
度 の 研究 に 於 て その 解明 を 期す る も の で ある 。 
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219. 宮入 生物 学 的 研究 


上 研 
保坂 幸男 , 利 中 山 


Biological studies on Onvomelania 
n0s0phora. l. Observations of 
growth and developmental process 


of Oncomelania nosophora. 


Yukio Hosaka, Toshihiko [Iijima, 
Shigeru Nakayama 


私 等 は 土壌 の 物理 学 的 分 類 法 こ も と ず き 代 表 的 4 種類 
の 土地 互 摩 郡 鏡 中 條 村 ( 土 地 ) 中 互 郡田 
富村 ( 砂 土地 ) 中 互 御影 土地 ) 北 摩 郡 意 
村 ( 墳 士 地 ) と その 各地 より 探 集 し た 土壌 を も つて 実 竣 
室内 に 飼育 器 を 作り 野外 実験 地 , 飼 育 器 と も に それ ぞ れ 
竜 岡村 より 探 集 し て 大 きき を 測 定 し た 宮入 中 の 稚 具 を 放 
ち 以 後 所 定 の 日 に 宮入 内 の 運動 駄 態 を 観 祭 し 探 集 し て そ 
の 大 き さ を 測定 し た と ころ 次 の 本 な 結果 を 得 た 。 表 その 
他 を 。 

実験 結果 を 要約 すれ ば 野外 の 実 唆 地 4 ヵ所 の 中 の 発育 
速度 に は 各々 差 が ぁ る 即ち 地 地 は 壌 士 地 地 
より 発育 が 速く 此 の 傾向 は 同 実 給 地 の 土壌 を 使用 し て 飼 
育 し た 4 つの 人 和倉 育 器 の 由 に も 認め られ る の で 意義 ある も 
の と 考え る 。 此 の 差 の 出現 す る 原因 に つい て は 明か に 芸 
い 得 な い が 私 の 実験 で は 党 度 , 日 光 , 通風 , 湿気 , 舞 
圧 , 土壌 の pH, 使用 し た 水 等 は 実 唆 室内 の る の は ほ と 
ん ど 一 定 し て いる の で これ 等 以外 の 原因 と ょ る も の と 考 
えら れる 。 

土壌 の 粒子 の 大 小 の 差 と これ に と も な うと ころ の 土壌 
包含 物 こ に よる も の で は な か ろう か と 考え る 。 山 梨 騨 に 於 
ける 宮入 中 の 発育 速度 は 6 mm 内 外 に 至る まで は 20 日 
聞こ 約 1.01.6 mm 成長 する 事 が わか つた 。 山梨 
於 ける 中 の 多 眠 は 11 月 上 旬 よ り 見 られ 憶 年 3 月 迄 ほ と 
ん ど 発 育 し な い 。 多 く の 研 究 は 宮入 内 の 地 と 非 
地 に つい て な され た そし て 何等 特異 的 差 を 認め な いと 報 
告 さ れ て いる し か し 研究 は 固有 に お いて 
発育 速度 に 差 を 認め た 事 は 興味 ある 事 と 思わ れる 。 


京都 府立 医大 医 動物 
川 本 三 


The geotropism and the survival in dried 
condition of Oncomelania nosophora. 


Shuji Kawamoto 


超 地 性 : 昭和 27 年 11 月 5 日 より 昭和 28 年 1 月 30 
日 に 至る 間 多 く は 午前 中 に 宮入 内 の 趣 地 性 及び 超 地 性 と 
光 分 差 反 應 と の 葉 係 に 就 て 小 実験 を 行 つ た 。 即 長 さ 20 
cm 径 2.5 cm の ガラ ス 円 筒 の 中 央 に 由 を お き 定 着 さ せ 
た 後 水 を た し , づ 円 を 机上 に に お き , 超 
地 性 以外 の 要素 で 由 が 一 方 に の み 移 動 し な い 事 を 確 め た 
後 , ガラ ス え 円 筒 の 一 方 を お こし て 実験 机 と の な す 角 度 を 
29, 5°, 7°, 10° と し た 所 , 飼 に 2° の 傾 許 で 趣 地 性 は 
陰性 を 示し , 傾斜 が 大 と な れ ば 陰性 度 は 更に 強く な つ 
た 。 光 分 差 反 と の 関係 は 前 ガラ 円 下 部 を 
布 で , 円 筒 を 水 下 に お く と photophobe 
な る 時 期 に 少し づつ ゝ 円 布 で た 部 を 下 に こし て お 
び 7° で は photophobe な る ろ 性 質 と 艇 地 性 と に 平衡 を 
保つ が, 10° で は じ め て 陰性 趣 地 性 は photonhobe な 
る 性 質 よ ょ り 優 勢 と な り , 30° で は 一 麻 陰 性 趣 地 性 が 強く 
な 

に 対す る 抵抗 : 宮入 内 は 水陸 両 必然 性 と 
し て に 対す る 抵抗 が 大 で あり, 特に 低 に 於 
が 著 明 で ある 。 広 島 上 片 山地 方 で 集 し た 宮入 を 
し た 試験 管 に 入れ 綿 栓 を し て 塞 浪 に 放置 し た 所 , 成熟 上 只 
で 8 (1 の 数 20~126 ) の で 129 
生き , 夏季 は 47 し て い た 例 を 見 
た 。 稚 で は 3 (1 群 の 実験 数 25~100 個 ) の 実 
で 夏季 15 日 , 秋季 5¢ 日 生き た 例 を 見 た 。 

叉 乾燥 し た 試験 管 に 入れ て 密 渡 に 放置 し て いる 宮入 具 
を 1 週間 乃至 1 個 月 の 聞 隔 で 水中 に 投じ , 生き て いる の 
を て 後 再 び させ , を 何 回 も 繰り 返し た 。 時 
々 水道 水 につけ る だ け で 何等 食餌 を 興 な か つた が , 
季 に 於 て 成就 員 に は 126 日 , 稚 具 は 147 日 人 告 生 き て いる 例 
を 認め た 。 は 水 の み を 興 え る 事 に こよ ょ つて 宮入 貝 の 生命 
を 夏季 に 於 て も 可 成 り の ば し 得る 事 を 示し て いる 。 
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221. 條 虫 の ょ 基 の 
家族 感染 に て 
日 本 寄生 虫 病 研究 所 
浅田 順一 , 赤木 孝 , 房 


Epidemical and family infection 
of Hymenolepis nana. 
Junichi Asada, Takashi Akagi 
Fusa Kaji 


虫 の 本 邦 に 分 布 せ る 事 は 三浦 助 に ょ り 初 
め て 人 体 に 証明 せら れ た と ころ で ある 。 然 し 本 貝 は 甚だ 
稀有 な る 種類 と 看 館 され た が , 近 時 各地 の 調査 報告 に 徴 
する に 地方 的 の 差異 は れ ざる 相当 の 認め ら 

る さき に 宇 つ た 。 余 等 は 娠 小 條 虫 保 有 者 46 名 に 就き 入院 
原虫 を 行い , 感染 機 輔 等 に 就き 詳細 な る 調査 の 結果 家族 
5 例 を 証明 する と 共に 本 の に 住家 性 肖 が 
重要 な る 主役 を 演ずる 事 を 如 実 に 確認 i す 
る 次 第 で ある 。 第 1 例 韓 に し て 下 の 子弟 , 
母 は 25 年 前 に 日 本 に 移住 , 本 條 虫 に 舞 患 せる 見 三 造 12 
歳 ) は , 26 條 , 妹 節 子 (8 歳 ) は 昭和 25 年 12 月 第 1 回廊 
貝 に 於 て 76 條 を 完全 玉 虫 す , 然るに 其 後 1 年 6 ヵ月 を 
経た る 昭和 27 年 7 月 検便 の 結果 再 感 染 せ る 事 を 認め 駅 
を 施し 実に 本 條 虫 15.352 條 を し た 。 し て 1 
ヵ月 後 検便 せる に 人 千本 虫 卵 を 認め , 第 3 回 原虫 を 実施 し 
37 條 を 完全 虫 し 得 た 。 

第 2 例 は 酒販 実業 弟 (13 歳 ) は 22 條 , 妹 (8 歳 ) は 2 人 
の 本 貝 を 認め た 。 古 し て 此 の 家庭 ( 浜 〇 氏 ) が 引越 し た 
後 へ 従弟 に 当る 一 家 が 移 , 中 〇 伯 (4 歳 ) が 患 す 
る に 至 つ た 例 で ある 。 第 3 例 ! Ot る が , 父 
歳 ) 11 條 と 娘 歳 ) 1216 條 , 本 に せる 
例 で ある 。 第 4 例 は 農業 の 家庭 , 見 (14 a 22 條 , 弟 
(6 歳 ) 25 の 本 條 虫 を 認め , 第 5 例 は 自 還 業 の 家庭 
11 歳 ) は 128 條 +83 條 認め た 。 以 上 を 
通 覧 する に 本 條 虫 の 家族 感染 を 背 定 す る に 売 分 の 次 料 と 
だ し く 有 等 の 家庭 に 依頼 し て 捕 調査 せる 所 見 
に 依る に 本 の 寄生 プ ト ネ ズ ミ 13.5 ドブ ネ 
ズミ 19.3 衝 で あつ た 。 


222. 條 の 感染 に つい て 


大 阪 市 立 医大 公衆 生 
守屋 , 高橋 泰 二 , 犬伏 典子 


Observations on the infectious 
mode of Hymenolepis nana. 
Shooji Moriya, Taiji Takahashi. 

. Noriko Inubushi. 


娠 小 條 虫 は 宿主 小腸 の 最後 の 約 1/s 部 分 に 限局 し 
生 す る 。 1 宿主 個体 に 寄生 する 矯 小 族 虫 の 数 と 大 さき と と の 
間 に は 逆 比 例 的 関係 が あぁ あり, Meeh 氏 法 に 従 つて 虫 体 表 
面積 を KG*/。 (但し G は 貝 体重 量 , KK は 恒 数 ) で 表わす 
と , 宿主 が ラッ テ の 場合 , 寄生 貝 体 数 1 で は Log ( 体 表 
面積 / 体 重 ) は 約 1.7 で 最大 値 を 取り , 以後 寄生 虫 体 数 
の 増加 に 従い , この 値 は 減少 し , 貝 体 数 150 前 後 で 約 
1.0 と な る が , 以後 虫 体 数 の 増加 (1100 匹 迄 実験 ) に 拘 
わら ず こ の 値 は 変化 し な い 。 怒 ち 1.0 前 後 が 本 虫 生存 の 
極限 で ある と 想像 され る 。( “Crowding effect” ) 。 

條 の 感染 が 成立 する は 一 定数 以上 の の 
取 を 必要 と し , これ 以下 の 卵 数 で は 感染 は 殆ど 起 ら な 
い 。 同種 の 宿主 に つい て は , この 最小 感染 卵 数 は 宿主 体 
重 に 正 比 例 し , 叉 , ナナ 條 虫 と ムリ ナチ 候 虫 と の 聞こ に は 差 
認め な か つた 。 小 條 の 宿主 腸 内 自家 感染 の 可能 
性 を 実験 的 に 認め た 。 和 宿主 を 受動 的 或 は 能動 的 に 釧 疫 し 
て る も, 感染 及び 感染 経過 に 殆ど 影響 は 認め ら れ な か つ 


223.。 そ モズ の 皮下 に せ る 
ン ッ シン 幼 列 條 


奈 良 学 大 
岩田 正俊 秋田 一 


Plerocercoid of Manson’s 
topeworm on the shrike. 
Seishun Iwata, Ikkan Akita 


マン ソ ツン Diphyllobothrium erinacei (Ru- 
dolphi, 1819) の Plerocercoid は 人 の 他 に 
乳 類 ( 犬 , 猫 . へ イエ ナ , イタ チ , ハリ ネズ ミ ) 鳥類 ( 矯 
ヤ ャ マム ス え メ ) 類 ( 蛇 ), 両 類 ( 諸 種 の 等 の 皮下 
又は 筋肉 聞か ら 発 見 され て いる が , 就 中 野鳥 から の 報告 
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が 少 い の で , そ モズ か ら 控 取 し た の を 報告 する 。 

探 集 地 に は 三重 頻 上 野市 の 木津 川上 流 の 服部 川原 に て , 
1952 年 11 月 ホホ ジョ を し て 捕 た そ モズ Lanius 
bucephalus bucephalus Temmincket Schlegel を 解剖 
せる に , 皮下 左 典 下 に 薄膜 の 中 に 在 る の を 発見 し た 。 有 崇 
を 開い て 中 か ら 貝 体 を 出し た る に , その 大 さ は 蛇 や に 
寄生 せる も の と 大 差 な く , 画 か に 運動 し て いた 。 

野鳥 に 発見 され る こと は , マン ツン 名 頭 條 虫 の 生活 史 
か ら 考 えて 当然 ある べき こと に て , 他 の 野鳥 も 解剖 の 際 
に 注意 する な ら ば 発見 され る こと が 多い で あろ うと 思わ 
れる が , モズ の 如く 肉食 性 の も の に て は 寄生 例 も 少く な 
いこ と ょ 老 え られ る 。 


224. 食用 内 に つい て 


奈良 学 
岩田 正俊 奥田 宏 


On the intestinal worms of bull-frog. 
Seishun Iwata, Hiroshi Okuda 


奈良 に は 近年 食用 が アメ リカ = と 共に 
数 に , 池沼 , 水田 は も と より 山間 部 の 
池 に き を で 分 布 し て いる 。 士 し て 食用 上 の 活動 期 に は これ 
を 皇 拉 する 業者 も 現れ て , 仲買 人 に ょ つて 買 集 め られ 
て , 会 て 加工 し た る 上 , アメ リカ 金 線上 と 共 
に 輸出 され る 。 及 者 等 は 1952 年 の 春 か ら 秋 に か け て 仲 
買 人 か ら こ の 内 賊 を 買受け て 内 臓 虫 の 検索 を 行 つ た が , 
その 一 部 に つい て 報告 する 。 

條 類 で は 條 Ophiotaenia ranarum が 多く , 
5 月 初旬 に は 幼 若 な 成虫 を 見 る が 片 節 は 明か で な い が , 
6 月 中 旬 頃 より 成就 せる 片 節 が 見 られ , 7, 8, 9 月 
ょ より 10 月 に か け て 多数 の 寄生 せ る の を 見 る が , 1 頭 
に 1~3 條 が 多い が , 最も 多い の は 9 條 寄生 せ る の を 見 

線 虫 類 で は Spiroxys japonica, Hedruris ijimai, Os 
ualdocruzia biotata, Alectana mocintoshii の 4 種 を 腸 
筐 内 に 見 た 。 この 中 Spiroxys japonica は 殆 ん ど 毎回 
これ を 見 , 2 月 27 日 の 多 期 か ら 始 め ら て 秋 の 末 ま で 多数 
寄生 し て いた が , 2=~7 月 に 最も 多く , "多数 寄生 せる 時 
に は 腸管 が ぁ く れ て 外 か ら こ れ を 明か に 出来 た 。 
吸虫 類 で は Glypthelmins rugocaudata の 寄生 は 金 
線上 同様 で あり, 肺 臓 及び と Pneumonoecces 
manchangensis が これ また 早春 ょ り ま で せる 


の を 見 た 。 

これ を 要する に 金 線 土 せる も の が 
に も 寄生 する が , 特に 金 線上 は 比較 的 少 い 條 が 
多数 寄生 し , 且つ 大 さも 大 きく な る の で 片 節 の 形態 の 研 
究 に 好都合 で ある 。 


225. 一 農村 小 中 学生 の 
に 関す る 研究 


千葉 大 医 石川 内 科 
角田 手島 一 


The study on the infection of ascaris 
among pupils in the farm village. 


Tomio Tunoda, Hajime Tesima 


1. 目的 本 研究 に 一 農村 の 小 中 学生 を 対称 と し て , 
後に 於 ける 再 感 染 況 の 観察 を 企図 し た も の で 
ある 。 当 村 は 千葉 南部 に 位置 する 人 5000 人 の 
純 農 村 に し て , 昭和 22 年 まで は 無 医 村 で あり , 慌 虫 前 
に 於 ける 村内 小 中 学生 843 名 の 卵 保有 92 
あぁ つた 。 

2. 実験 方 法 検査 の 対称 と し て は 村内 の 3 小学校, 
1 中 学校 の 学童 約 900 名 を 選ん だ 。 

昭和 26 年 7 月 より 4 校 学童 を 学校 別に 4 群 に 分 ち , 
2 ヵ月 の 間隔 を 以 て 1 校 ぁ て 順次 に 集 園 訴 虫 を 行い , 同 
一 校 は 8 ヵ月 毎 に 原虫 を 繰 返 え す 如 くに し た 。 原 虫 後 は 
毎月 1 回 検査 を 行い 再 感 染 の を 観察 し た 。 

虫 卵 の 検索 こ は の 直接 標 本 3 枚 を 鏡 し , 
駆虫 に は サン トニ = ニン, マク ニン 及び ビ サ チ ン を 俳 用 し , 
達 続 2 日 服用 せしめ た 。 

3. 成績 (1) 各 群 に 就き 駆虫 後 虫 卵 陰 輔 者 の 70 芝 が 
再び 虫 卵 陽性 と な る に 要する 期間 を 観 祭 する と , 

7 月 虫 一 7 ヵ月 , 9 月 虫 群 一 6 ヵ月 , 11 月 
群 一 7 ヵ月 , 1 月 廊 虫 群 一 8 ヵ月 , 3 月 原虫 群 一 6 ヵ月 
で あつ た 。 


月 別 1|2 3|4 slels 8|9|10l11|12 
36| 37 13| 13| 55| 69126| 78 
分 | 21| 19| 13| 17 18 8| 9|12 16| 27| 25 
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(2) 卵 陰性 者 中 より 卵 陽性 に る を 各 月 
る と 次 表 の 如 し 。 但 し 後 2 ヵ月 以内 の も 
の は 除外 し た 。 

4. 総括 (1) 当 村 の 如き 遇 虫 の 濃厚 感染 地域 に 於 て 
は 虫 後 の 再 感染 は 速 か に 起り , 陰 の 70 は 6~8 
ヵ月 以内 に 陽 縛 し た 。 

(2) 月 別 の 卵 陽 還 は , 11 月 12 月 は 夫々 27 
25 で, 7 月 8 月 は 夫 x8292%2 で , 両者 の 聞 に は 推 
学 的 に 5 有意 の 差 を 認め た 。 


226. アス カ ロン に 依る 
成績 , 同 剤 の 副作用 , 生 
と 学 績 体格 と の 関係 (第 2 報 ) 


生物 理化 研 , 東生 病院 
石 若 三 , 篠原 進 , 宮川 , 秀夫 


On the cure effect to human ascaris by 
“ASCALON” and its toxic symptoms. 
On the relationship between ascaris 
pararitism and metal-physical findings 
of children (The second report). 
Taizo lshiwaka, Susumu Shinohara, 
Itsuro Miyagawa, Hideo Mita 


川崎 市 立 大 学校 の 生徒 1320 名 の 集 虫 を 行っ 
た 。 そ の 方 法 の 詳細 は 本 学会 演題 11.97 に 譲 つ た 。 こ ょ 
で は 主として ア 上 服用 後 の べ る 。 

虫 者 927 名 の 排 貝 服用 後 2 週 日 まで の 
で は 66.0 卵 で 各 学 年 及び 性 別に ょ る 差異 は 認め ら れ な 
か つた 。 集 陽性 の 程度 と 排 放 の 間 こ 並行 関係 
が 認め られ た 。 卵 陰性 者 393 名 の 排 貝 45.0 
で あつ っ た 。 

ア 服 用 前 久 者 865 名 ( 了 用 後 集 不能 の 者 
62 名 を 除く ) 中 陰性 化し た 者 656 名 (75.8 22) で , この 
内 排 貝 を 見 ず に 陰性 化し た 者 200 名 (23.1 22) あつ た 。 
従っ て 排 所 が ぁ つ て 陰性 化し た 者 は 456 名 (52.7 22) で 
あつ た 。. 叉 了 投 県 前 遇 虫 卵 陰性 者 に し て 陽性 化し た 者 は 
340 名 中 31 名 (8.4 22) ぁ つ た 。 

副作用 は 極め て 少く 副作用 な き 者 は 座 査 人 員 1305 名 
中 633 名 .(48.5 2) で , 副作用 と し て 謎 えた も の は 26 種 
類 あ る が 何れ も 甚 し いも の な く 月 業 を 中 止 し た 者 は な か 
つた 。 : そ の 内 悪心 21.1 2, 腹痛 6.5 2, 忠 吐 4.52, 


頭痛 4.1 悪心 腹痛 2.8 悪心 頭痛 2.5 悪心 
吐 1.8 2, 腹痛 頭 1.6 吐 腹痛 1.2 悪心 腹痛 
頭痛 1.0 その 他 は すべ て 1.0 以下 で あぁ つた 。 
用 の 初発 月 日 は 第 1 日 が 最も 多く 80.4 祈 で あぁ つた 。 

寄生 と 学 績 体格 と の 関係 寄生 と 5 階級 の 学 
績 十 2, +1, 0, 一 1, 一 2 と の 関係 に つい て 調査 し た 。 
検査 人 員 1304 名 中 虫 卵 又は 貝 体 陽性 者 の 百 分 牽 は 学 績 
の 上 位 よ り 夫 々 83.9, 82.5, 83.7, 88.1, 90.4 で X? 
試 こ ょ り 0.20>P > 0.10 で 題 有意 の 差 は 認め あら 
れ な か つた 。 

体格 を 上 中 下 に 分 ち , 虫 卵 又 は 虫 体 陽 性 者 の 百 分 牽 は 
夫々 83.6, 84.9, 84.7 で X? 試験 に こよ ょ り 0.90 >P> 
0.8.0 で 有意 の 差 は 認め らら れ な か つた 。 


227. 酵素 「 ペルミ チム 」 
Vermizym に つい て 


岡山 大 医薬 理 
高 岡 健 男 


On the enzymatic anthelmintic, 
“Vermizym ”. Takeo Takaoka 


独 乙 Dr. Schwab 製 の Papain を 主剤 と する 酵素 原 
由 Vermizym を 入手 で きた ( 工業 の 厚意 に 
よ ょ る) の で , その 良 虫 学 的 並び に 中 毒 学 的 性 質 に 関し て 
検討 し た 2, 3 の 知見 に つい て 報告 する 。 了 臨床 実験 以外 
は 亀 (0.5g) を すり つぶ し て , 0.922NaCl 又は Ringer- 
液 で 乳剤 と し て 用 い , 静 注 に は その 濾液 を 用 いた 。 

A. 作用 (1) in vitro 豚 作 用 : 本 剤 の 
2 22 Ringer- 液剤 中 に 投じ た 生 遇 虫 は 37°C, 2~3" 後 角 
皮 に , 内 臓 を ほ はじめ, 後 虫 体 の 離 断 及び 
融解 を みた 。 至 適 pH は 5 附近 で , 3 以下 及び 9 以上 で 
+ 不 活性 で , pH2 で 1h 処置 後 は 中 和 し て も 効力 は 復活 
し な い 故 , 胃酸 に よる 一 部 効力 の 減殺 を 予想 さ れる 。 
80°C, 5m の 加熱 で 失効 する 。 か よる 性 質 は Ficin (Ro- 
bbins, 1930) と ほ ゞ 一 致す る 。 (2) 人 体 原 虫 実験 : 感 染 
量 の ち が つ た 患者 5 名 に 時 に 5 ずつ 1" 毎 5 
回 し た 結果 , 4 名 の 便 に 邊 化 の 排出 が み ら 
れ , 感染 量 と 無関係 に 2 名 が 卵 陰 輔 し た 。 前 タ の 下剤 投 
は 効果 を 増す よう に みる を た 。 に も 有効 だ が , これ 
だ け の 用 量 で は 分 と い を ない 。 投 一 過 性 に 卵 
数 の 増加 を みた も の が ある 。 副 作用 は 殆ど み ら れ な か つ 
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B. 毒性 (1) マ ッ 胃 内 投 の LD 50 は 約 200 mg/ 
10g で 投 可 濃 度 で 著しく ち が わ ぬ 。 大量 で は 下痢 或 は 血 
便 , 全身 腕力 の 後 呼吸 を 来 す 。(2) モル モッ ト 
注 で は 50 mg/kg 以上 で ヒス タ ミ ン 中 毒 様 症 然 の も と 
に 死す 。(3) ラッ テ 表 注 で は 少量 で も 赤血球 及び 白血球 
数 の 減少 を みる が , 内 服 で は 著しく 大 量 で も か ゝ る こと 
は な い の で 活性 酵素 の 血 中 移行 ( 吸 政 ) は 著 明 で な い 。 

C. 局所 作用 皮下 (モル モッ ト ) 又 は 筋肉 内 ( 犬 ) 注 射 
で は 局所 の 疲 痛 性 腫 肛 又 は 壊死 を 来 す が , 結膜 ( 兎 ) 及 び 
切 皮 膚 ( に 対す る 傷害 作用 は 比較 的 。 小 腸 粘 
( 犬 ) に の 又は 高 (50 22) 液 を 1~3" 
せ て 作用 させ て も 著しい 傷害 は み ら れ ず , 又 へ キシ ルレ 
ゾル シン で 胃 膜 に 人 的 に 起 し た 性 変化 を 1 g/kg 
(20 22) 本 剤 投票 に よっ つて 悪化 する よう に み を な い 。 か 
\ ろ 知見 は 本 剤 が 人 体 組織 特に 置 腸 粘膜 に 対し 実地 上 障 
作 用 な きこ と を する も の で ある る 。 

D. その 他 の 理 : で 犬 の 動脈 圧 を 下降 する が , 
この 作用 は Benadryl で 抑制 され ぬ 。 摘出 そ モル モッ ト 腸 
及び 子宮 の を 起す も , ラッ テ 宮 を も す 
る 。 二 に , これ ら の 生体 作用 は 主 に ヒス え タ ミン 遊離 以外 
の 要因 と よる こと が 推論 され る 。 


228. 中 症 に 於 ける 
ント (テン = ン 酸 
達 注 射 液 ) の 治験 例 
足利 赤十字 病院 毛 野 診 療 所 
漆原 準 之 助 
Treatment of ascariasis: Effecti- 


ve cases by urgent use of santsol. 
(Na-santric acid) 


Junnosuke Urushibara 


1. を 便宜 上 2 大 別して , に 
と を 区 別 す れ ば , 性 同 脳 炎 , 同 気 
管 喘息 , 有 出血 , 其 の 他 の 出血 , 疹 基 他 
の 皮膚 症 及 び 肺 炎 等 は 前 者 に , 胃 内 及び 胆道 内 興 虫 症 , 
迷 入 性 , 肝臓 肛 等 は 後者 に 含ま れる 。 

サン ト ゾ ビー ル (サン ト = ン 酸 曹 建 注 射 液 ) の 効用 は 前 
者 に 於 て は 中 症 寛解 に , 後者 に 於 て は 痛 解 に 


99 


在 る の で ある が , 終局 に は 他 の 内 服 訴 下剤 と 同じ く 貝 体 
排 を 目標 と する 。 剤 内 困 な る 場合 に 使用 
せら れる の は 勿論 で ある が , 其他 の 症例 に 於 て , 私 は サ 
ント ゾ ビール 独自 の 効能 を 経験 し て 居る の で 御 報 告 する 。 
2. 症例 (1) 症 気管 支 喘息 
エフ ェ ド リン, アド レナ リン 及び 抗 ヒ と 無 中 様 
発作 例 に サン ト ゾー ル 1 て 基 後 体 排 見 
し 例 2, 3 す 。 
(2) 性 症候 性 
発作 時 の 頓挫 及び 予防 (サン ト = ン 内 服 に て も 可 ) に 
用 いて し た 1 例 あ ちり 。 本 態 性 を 併 有 を せ 
し 見 章 に て は 前 徴 時 用 いて , 当初 は 予防 的 効果 が 幾 分 見 
られ た けれ ど , 発作 緩解 虫 生 抑 制す る に 至ら な か つた 。 
(3) 眼底 出血 
性 球 後 炎 出血 の 患者 に て 検便 卵 
陽 , 白 ( 一 ), 血圧 正常 , ツ > 反 一 ) 病 有 : 
前 手動 , 健 サン ト ゾ ー ル 並び に 止血 剤 に て 
1 週間 後 病 妥 0.6 に 。 この 間 排 数 10 数 
( 二 ). 胃 等 臓器 入 に は , へ >・ レ 内 服 に 
ン デ 法 , クロ ヽ ホ ルム 波 , 等 が 有効 で ある が , 初診 時 , 
胃 作 を 有する 性 上 位 化 管 に は , モ 
剤 と サン ト ゾ どー ル を 俳 用 する 。 こ れ に て 肌 落 せ ぬ 慢性 胃 
発作 又は , 虫 性 イレ ッ 等 で は 注射 当日 又は 
高圧 洗 腸 500 cc に て 排便 中 多数 の 虫 体 一 虫 塊 を 認め て 
せ し め た 例 が 多く ある 。 肝 て , サン トゲ 
ー 使用 の 好 影 思わ れる が , (<= シ リン 其他 
併用 ), 幸 に 腸管 内 排 し て 短 時 間 こ 排 虫 体 排 江 
を 見 た 2 例 を 経験 し て 居る 。 
3。 結語 サン トゲ ビール の の 使用 場合 と 
まし き 使 用 場合 と を 経験 例 を 以 て 示し た 。 特 に 遇 虫 性 喘 
に は 効 が あつ た こと を 痛感 する 。 
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及ぼす 影 就 て 
京 大 医 小 杉 本 幸 


The influence of the anthelmi- 
ntic on the egg-production of 
Ascaris lumbricoides. 


Yukio Sugimoto 


剤 を 投 前 後に つ て E.P.G. 又は E.P. 
D. を 計算 し て , 内 の 機能 に 及ぼ 影響 を 
栓 し た 。 好 もち Hexylresorcin (H.R.) 10 人 , Ascaridol 
pur. 11 人 , Ol. Chenopod. 10 人 , Santonin 10 人 , 
Cyclohexyl chlororesorcin (Cy.H.Cl.R.) と Santonin 
の 分 子 結合 体 12 人 , Spatonin 11 人 の 各 内 服 と , 8 人 
に Spatonin-santosol 注射 を 行い , 1, 2, 4 各 
週 後 の E.P.G. を 投薬 前 と 比較 し , 基 の 変動 率 を 栓 する 
と , 1 週 後 に は 例外 な く 減 少し , 2 週 後 に は 第 1 週 よ り 
少し 和 宛 増加 し , 3~4 週 後 に か け て は ほ ヾ 一 定 と な つた 。 
次 に H.R. Chenopod. Santonin, sant Cy,H.CI.R. の 
各 和 群 に 就 て 14 日 毎日 , 基 後 1 週 和 に E.P.G. の 変動 座 
を る と , 後 4~6 日 に し て 最低 と な り , 
810 日 目 こ は 人 以 復 し , 其 後 次 第 に 安定 と な り 3~4 週 
後に は 大 体 一 定 し て 来る 。 特 に Sant. 又は Sant Cy.H. 
CLR. を 用 い た 時 は ユー2 日 間 は 投 前 より 一 時 
増加 の 傾向 を 示す 場合 が あぁ る 。 次 に 各 工 剤 群 を 通じ て , 
虫 消失 者 (A 群 ), の 排 ある も す る も の 
(B 群 ), 雌 虫 の 排 貝 な き 者 (C 群 ) と する と , A 群 で は 投 
業 後 殆ど 全て の 者 が 4~5 日 後に 排卵 を 認め ず 時 に は 11 
日 認め た 事 あ り 。 BB 群 で は 日 より 減 し 
4~5 日 目 に 最低 と な り 其 後 少 し く 変 動 す る が , 9~10~ 
11 日 目 を 境 と し て 以後 一 定 し て 来る 。 C 群 で は 投 栗 後 
4~6 日 目 少 す る が 其 後 むし ろ 前 よ り 増加 し て 
変動 する 期間 が 長く , 4 週 後 に ほ 投 値 に し 
た 。 次 に 投 栗 後 E.P.G. が 最低 に な る 迄 の 日 数 は , 各 工 
剤 を 通じ て 多少 の 差 は ちる が いづ れる も 3-~5 日 目 で ぁ つ 
た 。 貝 卵 消失 者 11 名 に 於 ける 最後 の 雌 虫 排出 後 , 虫 卵 
消失 の 日 数 は 3 日 以内 ある 。 3 例 に 就 て 2~3 
ヵ月 間 続 し て を 計算 し , 5 日 平均 と 
し て 見 た 場合 , 基 の 間 2~4 回 の Sant. 投薬 を 行ない 排 
の 変動 を し た 結果 , “< 1~2 寄生 の 場合 , 排 
認め な い 時 と 由 ど も 数 日 後に 一 時 的 排卵 の 減少 を 認め る 


場合 が 多い 。 な お 雌 虫 2 匹 寄生 の 場合 1 匹 排 虫 し た 時 , 
一 時 非常 に 虫 が 減少 し , 前 の B 群 同様 の 排卵 を 

総括 し て 投 , 排 に よる 減少 は 当然 で ある 
が , 残 し た 虫 の 機能 は 数 日 間 減 退 し , 其 後 数 
は 一 時 機能 の 元 進 を 来たし , 3~4 週 後 と に は ほ ゞ 一 定 と 
な 事 が れる 。 特 に Sant. 又は Sant. Cy.H.CI.R. 
を 服用 し た 場合 に は , 1ー2 日 は つ て 機能 
が 準 す る が 認め られ た 。 は Santonin の 作用 機 
輔 か ら 貼 来 す る も の で は な か ろう か と 思 わ れる 。 


230. 群馬 地方 に ける 
自然 様 式 に て (第 2 報 ) 
一 特に 耕作 地 風 に 於 ける 卵 検出 況 一 


群 大 医 公衆 衛生 
小 林 昭 夫 


On the modes of natural ascaris 
infection in the Gumma Prefecture. 
(2) especially on recovering of ascaris 
eggs in dust on cultivated land. 
Akio Kobayashi 


1. 言 農村 耕作 地上 に 於 て , まい 上 る 土 ほ こり の 
中 の 上 処 虫 卵 の 季節 的 変動 を 左右 する 條 件 と し て 【AJ 土 壌 
中 の 卵 の 多 (又は 施肥 ), 作 , 風 速 , 〔【D] 
乾 燥 度 の 4 つが 考え られ る 。 和 観 祭 は 1951, 8 月 より 1953 
3 月 に 至る 19 ヵ月 間 。 

此 の 間 ア ペ バラ ー ト の 位置 は 固定 し た ま ゝ に 置い た が , 
畑 の 作物 は 3 回 変っ て いる 。 

実 方 法 ① 風 容器 に は 30x30x5 cm の 
リキ 和製 の バッ ト を 用 い , に 水 を 満 し , 地上 30cm よ 
り 上 方 に 順次 30 cm 間隔 で 5 ヶ 周 定 し 路 * 1 ヵ月 間 宛 
放置 し た 。 貝 卵 出 の 際 は , 流 を アン チ ホ ルミ ン 
理 後 , 比重 1260 の 硫 苦 液 に て 浮 海 し , 全 卵 数 を 算 え た 。 

3. 成績 (1) び 就 て 。1951.81952.6 の 
間 。 ①⑪① 虫 卵 数 の 最も 多 つ た の は , 多 期 (2 月 ) で 総数 47 
ヶ , 卵 ヶ で あぁ つた 。 一 般 に 夏期 は 少く 1 ヶ 以 下 
だ つた 。 人 多 期 と 多 か つ た の は , 上 記 【A]〕(12 月 と 3 月 ), 
土 入れ 等 月 ), 【C](1~2 月 ), 【D〕 
2 月 ) の 4 條 件 が 満足 され た か ら で あ る 。 ま た テ 飛 砂 量 も 
圧倒 的 に 多 つ た 。 夏 は の 場合 つも 條 件 が さ 
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れ な か つた 。 ②③ 上下 の 関係 で は , 上 段 の も の で に は, 人 多 期 
(12 月 ~2 月 ) に 多く , 下段 で は 礎 期 (3 月 4 月 ) 及 び 秋 
期 月 ) に 多く 発見 され た 。 
の 合併 し た 時 に は 上 方 に 比較 的 多く (〔A〕), 【BJ の み の 
時 に は 。, 下方 に 多く な る も の と 考え られ る 。(2) 才 畑 に 
て 1952.7~1953.3 の 間 。⑦ 卵 数 は 7~8 月 の 夏期 
に 比較 的 多 (7 ヶ 内 外 ) く , これ は ら に 移行 する 
際 に 行 れ た 作 立 の 影 た で ある 。 10 月 
末 に 卵 が 多数 み ら れ た の は , 隣接 土 入れ の 
影 受け た も の と 思わ れる 。 但 し 砂 量 は 普通 。 上 
下 の 関 係 で は , 夏期 及び 秋期 共に 最 下段 に 多 か つ た 。 

4. 結語 作 地 の 虫 の 消長 に は , 土壌 
内 数 , 耕作 , 風速 , 度 の 4 條 件 の 中 , 耕作 ( 特 
に 妻 畑 の 土 入 れ 及 び 作 立て , 耕うん ) が 主因 を な し , 他 
の 3 者 が 合併 し た 時 は , 特に 増加 され る 。 こ の 場合 に は 
人 飛 量 も 多い 。② 期 風 の 強い 時 は , 虫 は 可 成 り 上 方 
(150) 福 以 上 に 等 し , 下方 に は 卵 数 は 反 つ て 少 い 。 他 
の で は , 反し , 下方 に 多い 。③ の か ら 
来 し た 場合 は 卵 数 に 比 し 飛 砂 量 に 少く , 叉 下段 に 多く 発 
見 され た 。 


231. 群馬 方 に 於 ける 
自然 様式 に て (第 3 報 ) 
一 特に 耕作 土 壌 内 卵 の 消長 一 
大 医 衛生 
小 林 


On the modes of natural ascaris 
infection in Gumma Prefecture. 
(3) especsally on seasonal changes 
of ascaris eggs found in soil of 
cultivated land. Akio Kobayashi 


1. 言 土壌 内 の 季節 的 長 を 知る 1951.6 
月 より 1952.5 月 に 至る 1 ヵ年 間 観 侍 し た 。 対象 と し て , 
前 橋 市 元 外 の 一 農家 の 一 定 区 域 の 畑 を 選び ( 従 つて 作物 
の 種類 は 限定 され て いる ) 月 毎 に 検 購 し た 。 

2. 実験 方 法 ① 土 壌 の 控 取 方 法 。 主 と し て, 作物 の 
種別 毎 に し , 一 作物 こ ついては, 株 部 及び 共 
夫々 2 ヵ所 多 合 計 4 ヵ所 の 土 を 探 取 し た 。② 検 出 方 法 。 
控 取 土壌 を 30°C の 解 卵 器 内 に 3 日 間 放 置 し て 乾燥 し , 
量 と し て 5 g を アン チ ホ ルミ ン 理 比重 1260 
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の 硫 液 に て し その 全 数 を 数 えた 。 

3. 成績 。(1) 卵 の 月 。( ) 内 は 5g 中 
均 貝 卵 数 を 示す 総数 の 多 か つ た の は , 11 月 
(56), 1 月 (47.8), 10 月 (46.4), 12 月 (36.4), 3 月 
(27.5), 6 月 (18.4) の 順 で , 最も 少 か つた の は 7 月 及び 
8 月 で 秋 か ら 多 に か け て 多く 検出 され て いる 。 ②③ 所 で 実 
際 に 感染 源 と し て 重要 な 意義 を も つ 仔 虫 錯 数 で は , 11 
月 (19.7), を 最高 と し , 6 月 (12.8), 1 月 (12.1), 10 
月 (11.1), 12 月 (10.3), 3 月 (3.3), 5 月 (3.1),。 9 瑞 
(2.3), 4 月 (0.8), 7 月 (0.07), 2 月 及び 8 月 (60) の 順 
と な つて を り , 秋 に つい で 初夏 , 多 と な つて いる 。 

(2) 作物 種別 に みた 場合 。 季 節 に 無関係 に 仔 貝 卵 編 対 
数 の 多かっ つた 畑 の 順に 並べ る と , ゴイ ボー 畑 (67.3), と を 
と 畑 (54.5), (26.8), いん げん 畑 (25.8), ほ ー れ 
等 の 順 で あぁ つた 。 此 の うち と ま と 畑 (6 月 に 最高 値 ) と 妻 
畑 (1 月 に 最高 値 を 示し た ) の 2 つ を 除く 他 の 畑 は 全て 秋 
に その 最高 値 を 示し て いる 。 

4. 結語 壌 内 は , 11 月 を 最高 と 
し 秋 か ら 和 多 に か け て (10 月 1 月 ), 多く 発見 され た 。 但 
し 仔 躍 卵 は 6 月 が 11 月 に 次 いで 多 か つ た 。 即ち 仔 躍 卵 
を と り 上 げ て 老 え れ ば , その 感染 機会 に 初夏 と 秋 一 初 名 
の 2 季節 に 大 で ある と る 。 

② 仔 虫 卵 数 の 多く 発見 され た ゴマ ボ ー, と ま と , 薬 , い 
ん げん , は れ ん , 白茶 等 8 種 の 畑 の 中 , 
と ミミ と 畑 (6 月 最高 ), 妻 畑 (1 月 最高 ) を 除く 他 の 畑 は , 
全て 秋 に 最高 値 を 示し て いる 。 


232. 予防 に 関す る 研究 
第 1 報 野 に せる 虫 対す る 処理 の 効果 
九 大 医 第 三 内 科 
森 


Studies on the simple practicable 
method of preventions of ascaris 
infection. I. An effect of soaking 
the vegetables with -ascaris-eggs 
in boiling water. Takeo Mori 


で は , 先 年 来 の 簡易 な 感 防 法 と し て , 


野 茶 類 に 熱湯 処理 を 加え る こと を 提 し て , 農 村 
に 於 て これ を 実施 観 侍 し , 相当 の 効果 を 政 め つ ゝ ある 。 
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の 対す る 抵抗 力 に つい て は , 従来 多数 の 実験 
報告 が ある が , 銅 虫 感染 予防 の 目的 で 実際 こ に 野 廿 物 類 
に 処理 を を た 場合 の 卵 撲滅 効果 こつ いて は, 
千林 知 で ある の で 先 づ その 基礎 的 実 給 を 行 つ たと 。 
菜 村 で , 類 に 熱湯 を る 方 と し 
て , 実際 に は 次 の 二 法 が 主 に 行わ れ て sk in 
2 7 位 の し さい 桶 に 野 を 入れ て お いて , 
水 を 柄 注ぐ 方 法 と , 中 の 沸騰 水 に を 
短 時 間 漫 すす 方法 で ある 。 従 つて この 基礎 的 実験 の 方 法 , 
si こ 最 も 近い 方 法 で 行 つ た 。 即ち 実 給 材 料 と し て 
, 用 い , それ に 人 的 に を 有する 便 を つ 
次 で 難 湯 処理 を 行 つ た 後 , よく 水 に て 光導 し , その 
水 を 遠心 て 虫 卵 を 集め , 型 の 如く 義 し 


27°C の 入れ 日 目 に 発育 有無 を 検査 し 
た 。 対 し て に 無 処理 の も の を 用 いた 。 判定 法 は 


100 以上 を 数 , 発育 阻止 ( 森 受精 を 含む ) を 鑑別 

し , それ を 対照 で 補正 し て 百 分 論 を 求め た 。 

野 柄本 沸騰 水 を か ける 法 を 時 間 的 こ に する と 
表 上 の 如く 40 2 発育 阻止 は し , 2 
分 以上 で 完全 こ 死 る 。 中 の 沸騰 直接 
で は , 附 表 下段 の 如く , 5 秒 で 78 発育 は 死 
し , 1 分 以上 で 完全 に 死滅 する 。 

本 実 に 中 の 未熟 の 遇 が 直接 附 し た 
実際 こ に は 野 処理 し , 次 で 
項 物 に こし て 所 食 する よう な 場合 意義 が ある わけ で ある 。 


| 


を ( | 5|10 | 30 60 90 120 150 


か ける | 例 数 123|37 | 50| 20 | ‘20 | 20 


場合 | | | | 
| 発育 (2) | 40 | 59 | 63 | 97 | 99 100 109 


| | | 
っ ける | 10 10 | 10 


場合 | 
発育 | 78 | 87 99. § 100 100 100 


233. 卵 の 実 化 に つい て 
(第 1 報 ) 


大 阪 市 立 医大 


Studies on the experimental 
hatching of ascaris eggs. (1) 


Taiji Takahashi 


従来 動物 体内 (特に 化 管内 ) に 於 ける 卵 化 に 関 
し て は 多く の 報告 が な され て いる が , その 完全 野 化 に は 
胃液 の 卵 に 対す る 作用 が に 必要 で ある か に 
つい て 検討 し た 結果 次 の 如き 所 見 を 得 た の で こ ょ に 報告 
を する 。 な お 本 実験 に は 宿主 動物 と し て は マウ ッ ス , 供 試 
卵 と し て は 豚 の 約 50 日 の 成就 感染 子宮 内 卵 を 
用 いた 。 

1) 的 に 興 た 場合 に は 人 の 報告 と 何等 
る 所 な く 小 腸 下 部 に 多数 の 膨 帝 仔 虫 が 見 られ た 。 し か し 
12 時 間 後に は 最早 や を 管内 に 発見 する 事 は 出 
来 ず 大 腸 に 於 ける 仔 貝 の 発現 は 9 時 間 前 後に 限局 され て 
いた 

2) 内 直接 入 の 場合 に は 内 の み を 観 祭 する 
に 胃 の 末端 を 結 村 し て 置い た が 胃 内 に て は 1~6 時 間 の 
後に 個体 差 ( 宿 主 動物 ) は ある が 極め て 少数 の 仔 躍 の 発現 
を 示し た に 過ぎ な か つた 。 

3) 小腸 内 に 直接 注 入 の 場合 に は 無 経過 が 
管内 各部 に 於 て 人 に 化し 得る 事 を 認め た 。 ち 小 
上 部 及び 大 腸 下 部 を 夫々 結 栓 し て 小腸 上 部 に 卵 を 注入 し 
た 所 , 腸管 内 の 仔 躍 発現 央 況 に は 宿主 動物 に 多少 の 個体 
疾 は 認め られ る が 一 般 的 に は 1; 2, 6 時 間 に は 各々 小 
腸 上 部 に , 4 時間 に は 小腸 中 部 に , 又 4~9 時 間 に は 小 
腸 下 部 に 更に 6~9 時 間 に は 盲腸 及び 大 腸 に 各々 仔 貝 発 
現 を 認め た 。 

4) に 直接 入 の 場合 に は 宿主 動物 の 個体 は 
あぁ ある が 2~9 時 間 後に 了 腸 , 又 4~9 時 間 後 に 大 腸 に 各 


々 少数 の 仔 中 発現 を 認め る 事 が 出来 た 。 

5) 大腸 に 直接 卵 注入 の 場合 に は 6 時 間 前 後に 極め て 
少数 の 即ち 2~4 令 の 仔 虫 を 大 腸 及 び 育 腸 に 発現 を 認め 

以上 の 実験 の 結果 より 思考 する に その 実験 方 法 に は 差 
認め 得る が の 動物 体内 特に 消化 管内 の 化 に 
つい て は 平常 の 感染 方 法 即 ち 経 日 的 感染 と , 異常 感染 即 


| 
| 
7 
\ 
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ち 消 化 管 の 各部 に 直接 卵 注入 の 場合 と 比較 する に 胃液 の 
接触 は ちまき り 必要 と は 考え られ ず む し ろ 小 腸 内 の 腸 液 の 


接触 ア ル ヵ うり か , 又は 腸 内 消化 酵素 の 作用 が 
NE Ot ろう か と 予測 す る の で あ 
234. 卵 と せる 実 
ビリ ルポ ピン 石 の 生成 
私 前 大 医 橋 外 科 
海 徳 夫 


Exprimental formation of bilirubin 
calcium stone with the egg of 
Ascaris lumbricoides as a kernel. 


Tokuo Atsumi 


ビリ ルビ ン 石 次 石 生成 に 関す る 実験 的 研究 の 一 環 と し 
で ,: 犬 に 就 て 動物 実 只 を 行 つ た 。 即ち 食物 に 何ら の 制 
限 , 操作 を ず 犬 胆 胆管 に を 注入 し , 
々 の 方 法 で 夫々 考 溢 を 起 さ せ た 所 , 69 例 中 20 2 に ビ 
ルビ ン 石 の を 認 め 得 た 。 

沈着 を 認 た 67 ヶ に 就 て の の 種類 で は , 
蛋白 膜 を 有する 受 に 最も その 大 で ある こと 
を 知 つ た (68.6 22) 。 で 無 白 受精 (29.8 有 
蛋白 未 受 (1.4 の 順 と な り , 無 蛋白 未 
に は 見 られ な か つた 。 

有 白 受 ビリルビン 石 の 沈着 が 起 る 場合 , 
その 極め て 初期 に は , , 卵細胞 及び は 明 
認め あめ られ, も これ に ビリ ルビ ン 石 が 点 沈着 し て 
いる の が 見 られ る 。 こ れ が 更に 時 日 を 経過 し た も の に 於 

ょ , 増加 と 共に 次 第 に 卵 卵細胞 及び 蛋白 
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は 不明 上 腔 と な り , 貴 虫 卵 を 核 と し て 増大 し て 行く も の と 
され た 。 部 に は ビリ ルビ ン が 内 
し , 卵細胞 に 沈着 せる が 如き 像 を 早 し た も の も ある 。 

虫 に ビリ ルビ ン 石 が し 始め に 要する 期間 
は , 胆 閣 内 で は 最低 4~5 日 , 胆管 内 で は 7~10 日 を 要 
する 様 で ある 。 舘 人 に 於 ける 胆道 手術 後 の T ドレ ー ン か 
ら 取 る 胆 汗 に , を 注入 し 37°C 器 内 に 
保存 し て 行 つ た 試験 管内 実 只 で も , 路 * 同 一 の 沈着 を 認 
め 得 た が , この 場合 に 要する 期間 は 長い 様 で あ 
る 。 

以上 の 実験 か ら 人 胆 胆管 内 と 於 て も , そこ に 
卵 が 介 存 する 場合 , これ が ビリ ルビ ン 和 素 胆 石 生 成 に 関し 
軍 要 な 意義 を 有する も の と 推察 され る 。 


235. 畑地 に 撤 布 され た 卵 の 運 
北 研 佐久 間 正 人 


The fate of human ascaris 
eggs scattered in the field. 
Masato Sakuma 


観 を 行 つ た 野 畑 は 南 に し , その 一 よ り 約 
坪 の 草 を 経て 幅 1 m の 小径 小川 に 通じ , この の 
踏 石 が 小川 の 中 に 突き 出 て いる 。 畑 に 降 つ た 雨水 の 大 部 
分 は この 小 篠 を 通 つ て 小川 へ 流れ る 。 

短 に は 昨年 4 月 23 日 に 下 肥 を 施し て 後 は 化学 肥料 の 
みみ を 用 いて いる 。 

畑 , 草 小径 及び 踏 石 上 ょ り 2cm? の を 控 集 し , 
その 中 の 卵 を 水 し た 結果 は の り で あ 


o 


第 表 

1952 5..9 12~783 6~72 0~13 18 4 月 23 日 最終 施肥 

Ce 11~ 81 5~30 7~73 18 6 月 23 日 夜 ダ イチ 台風 

9. 13 4~ 16 6~27 2~ 6 4 

10. 29 1~10 0~ 1 13 10 月 中 旬 

12. 24 2~ 13 10~47 0~ 9 1 12 月 中 旬 耕 
1953 3. 7 3~ 23 5~13 0~ 9 2 2 月 中 旬 種 


| 
3 
— 
} 


第 2 表 

1952 5. 9 18 97.6 55.6 | 105 | 5.9 | -417 | 23.7 1 - 223.1 12.7 0. 0.6 
18 23.8 17 | 27.2 0.2 56.3 | 30 7.0 
9. 13 14 8.5 15 | 11.6 121 9.2 84 | €5.3 .| 16 2.4 
10. 29 15 3.8 6 | 10.5 0 | 0 0 0 38 | 66.7 9 | 
12. 24 16 9.8 23 | 14.7 | 0 0 0 TL TA 6 3.8 
1953. 3。 7 15 6.7 13 | 13.0 0 | 0 0 0 0 0 61 60.3 | 27 |28.7 


即ち 6 月 23 日 の ダイ ナ 台 風 に より 多数 の 虫 卵 が 畑 よ 
り 流 れ 出 る 事 及 び 畑 の 耕輔 に ょ り 地 中 の 虫 卵 が 表層 に 
われ る こと が 明か に され た 。 

虫 卵 の 発育 程度 は 次 の 通り で ある 。 

即ち 4 月 下旬 に 撤 か れ た 貝 卵 の 発育 は 一 様 で な く , か 
な り の 部 分 が 巴 細 胞 の ま ゝ で 長く 止ま つて いる 。 そ の う 
ち 一 部 の も の は 9 月 中 旬 ま で の 間 に 順 次 発育 する も の ト ゝ 
よう で ある 。 3 月 上 旬 に る ゃ も 猫 単 細胞 卵 が 見 られ た が , 細 
胞 質 が 縮 少 し , 細胞 膜 と の 間 に 大 き な 符 際 を 生じ て 居 
り , 潰 途上 に ある も の 如く 思わ れる 。 仔 包 
中 多く の も の で 仔 虫 の 動く の が 見 られ た 。 即ち 9 月 中 旬 
まで に 発育 を 完了 し た も の に は 一 名 越し た 10 ヵ月 後 猫 生 
存する が , 9 月 まで に 発育 を 完了 出来 な か つた も の は 人 科 
の 間 に 死 滅する も の と 考え られ る 。 引 き 続 き 観 侍 中 。 


236. 銅 虫 卵 の 位相 差 題 微 鏡 所 見 
第 1 報 受 の 祭 


名 古屋 大 医 解剖 
石 川 


Some observations with the phase- 
contrast microscope on ascaris 0va. 
I. On the fertirized ova. 


Michio Ishikawa 


興 虫 受精 卵 の 微細 構造 を 論ずる の に , 従来 固定 染色 を 
対称 と し て いた の で , 生 時 の 形態 は 不明 の 点 が 多 か つ 
た 。 処 が 位相 差 題 徴 鏡 で は 固定 染色 せ ず し て 生体 時 を 鏡 
得る 関係 上 , その 所 見 は 従来 の の と る も の 
が ある 。 

検体 は 内 の を 用 いた 。 検査 方 法 は 従来 の 
便 抹 は , 標本 が 厚い の で , 光学 的 に , シュ 


リー レン 等 の 副作用 を 生じ , 鮮明 な 像 が 得 ら れ な い の 
で , 浮 海 渋 (食塩 法 ) に よ ょ り 集 卵 し , 集 卵 し た 材料 を 水 に 
て て 鏡 松 し た 。 

(1) 

卵殻 の 構造 は Bright-Medium で する と よく 
外 囲 に は 蛋白 膜 が 存在 し , この た 不正 
形 等 大 の 突起 を 備え る 。 4 ら 成 る 。 
第 1 ( 最 外層 ) は 2 分 れ , 外層 は 走 する 長い 
の 繊維 か ら 成 り , 内 層 は 外層 に 向 つ て 衝 曲 する 小 杵 か ら 
構成 され る 。 第 2 層 は 第 1 詳 よ りゃ も 厚く 格子 駄 に 配列 し 
た 繊維 か ら 形 成 さ れる 。 こ の 第 2 層 に 井田 氏 の 認め た 小 
が 存在 する 。 第 3 は * 並列 する 最 外層 
も 強く 波 其 に 走る 繊維 か ら 成 る 。 第 4 居 に は 卵 の 表面 に 並 
走 す る 繊維 より 成る 。 

(2) 卵 内 容 

卵 内 容 の 構造 は Dark-Medium で 観 祭 す る と よく 判 
光源 量 が 少 い 時 に は , リポ イド 等 の 大 きい 明る い 和 是 料 
を 認め る 。 光源 量 を 強 あ る と 卵黄 の 小 泡 が 認め られ, そ 
の 聞 に 糸 駄 の ミト ュ ン ドリ ア が 介在 する 。 ミト コ ュ ン ドリ 
ア は 細 らせん 和 , その 長 さ は 色々 ある 
が , すら つと し た 次 を し て いる 。 時 に Galgi 苗 置 を 認 
め る こと が ある 。 

核 の * 中 央 部 に 存在 し 球形 を す る 。 

細 胞 が 分 裂 し な い 場 合 ( 死 卵 ) は ミト ュ ン ドリ ア の 形 
態 が 甚だ 異 り , 或 は 膨れ て 結節 其 或 は 水泡 を 量 す る 。 
受精 卵 の 生死 を 迅速 且つ っ 適 確 に 区 別 す る に は , ミト コ ュ 
ンド リア の 形態 に よっ つて 容易 に 知ら れる 。 


レ 
性 
モ 
用 
れ 
の 
事 
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237. 上 腹部 症 の 特殊 性 
第 4 報 性 腹痛 に 就 い て 
新潟 畠田 , 田中 茂 


The characteristics of the upperab- 
dominal askarides disease: Report 
IV. The askarides abdominal pain. 


Kichiro Hatada, Shigeo Tanaka 


に 吾 は 第 2 第 3 報 に て , 性 腹痛 が 「 ア 」( 
レル ギー の 路 ) 機 博 と 密接 な る 関係 の ある だ ろう 事 を 報 
告 し た 。 で 重要 な 事 は 「 ア 」 か ら 如 何 に し て 
性 腹痛 に 橋 渡 す る か と 言う 問題 で あぁ る 。 

1. づ 池田 氏 法 に 抽出 液 を と り , 家 モル 
モッ ト 腸 管 に Arthus, Schwarzmann 現象 を 起 さ し め , 
組織 学 的 に 確認 する と 共に 腸管 で Schultz-Dale 
現象 を 見 , は 全く つた 得 の 著 明 な る 陽性 
反 を 認め た 。 て その アレ ゲン 性 は の 如く 強 
烈 で は な く 且つ 除 感 作 が 容易 で , 従っ て 連続 的 抗 元 の 作 
用 し て いる 人 体 寄生 に 於 て は 症 脆 を 気まぐれ に し , 又 多 
数 必ず し ゃ 発 せ ざ る 原因 と な つて いる に 思わ れ 

2. 次 に 家 腸 用 起 注射 を 行 つ た 場合 , 感 作 
例 に の み 極 め て 強烈 な アナ フイ ラキ シー= 性 運動 が 認め ら 
れ , も Schuitz-Dale 現象 より も に 反 る 。 
の 際 見 逃し 得 な い 事 は , 反 分 が 過敏 性 を する 
事 で ある 。 即 ち 軽 徴 な 機械 的 刺 ゃ 強い を 以 っ て 
反 且 内 臓 性 内 反 射 が 閉 し く 拡大 せら れる の 
みな ら ず , 民 々 知覚 過敏 を 時 する 事 は , 青々 の 人 体 実験 
で 明らか と な つた 。 机 も 名 腸 下部 で 知覚 過敏 を 証明 し た 
事 に , 木村 助 授 の 名 に ける 氏 終 末 発 見 と 関連 
し て 興味 ある 問題 と 思 5。 

3.。 * は の 動 注 法 に り , 仙 痛 発 作 す る 
患者 に 人 工 的 発 痛 せしめ 又は 上 記 知 覚 過敏 を 証明 し た 他 
に , 12% H.R. 胃 注 入 に より 止 痛 せしめ た 直後 に 挿入 ゾ 
ン デ の 機械 的 刺 埋 で 再び 発 痛 せ し め た 胃 遇 虫 症 あ り , 
「 了 」 機 が 起 つ て いる 場合 の 機械 的 刺 的 動 
戦は 発 痛 要 因 と し て 出来 な い 。 寄生 副交感 
異常 準 患者 に 動 に ょ り 発 痛 は し な か 
つた が 性 を せしめ た 1 例 。 

4. 人 千 動 用 甚 起 注射 後 5 時 間 以 上 経過 す れ ば Arthus 
現象 閉 明 と な り , 機械 的 刺 埋 及び アセ チー ルコ ュ コリ ン に 対 
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し 反 性 減 る 点 , 発表 の 人 体 実 に 等 し く , か 
る 場合 の 腹痛 は 仙 冶 性 を 失い , 慢性 頑固 な 鈍 軽 痛 を 訴 を 
る 事 が 多い 。 

5.。 々 は 第 2 報 で 虫 性 腹痛 と ウッ ビ リン 体 反 は 
密接 な る 関係 を 有する 事 を 強調 し た が , 家 更 動 注 法 に ょ 
る 腸管 Arthuis 現象 時 の 」 体 反 も 同様 
で ある 。 以 上 の 事 か ら 性 腹痛 の 大 「 了 」 機 を 根 
底 と し , 他 の 発 痛 要因 が 加 つ て 起 る も の と 考え る 。 ( 以 
上 の 立証 事項 は 映画 供覧 し た ) 。 


238. 人 と 豚 異同 に 関 
する 生物 学 人 的 並 に 流行 学 前 見 地 ょ 
の 考 


千葉 大 医 衛生 
谷川 久治 , 高橋 安雄 , 実 川 渉 , 菊池 共 秀 


Hisaharu Tanikawa, Yasuo Takahashi 
Wataru Jitsukawa, Yoshihide Kikuchi 


な し 。 


239. 犬 の 胎盤 感染 に つい て 
浪速 大 医 
野田 高岡 


On the prenatal infestation of 
dog ascarids Toxocara canis. 


Ryoji Noda, Hidekazu Takaoka 


犬 Toxocara canis の 感染 に つい て は Fuille- 
born (1921) が 自然 例 に つい て 基 の 事実 を 認 ら , 更に 基 
の 人 工 感染 試 給 に 成功 し て (1921) 以来 Shillinger and 
Gram (1923) 赤木 (1926) 並 に Augustine (1927) 等 に 
依り 人 工 感 染 試 験 が 行わ れ 何 れ も 陽 性 の 結果 が 得 ら れ て 
居る 。 

然し 征 ら 人 工 感 染 試 験 の 結果 を 直ちに 衝 然 感染 と 適用 
する こと は 聞か 早計 に 失 す る 嫌い が あろ うぅ 。 を 最も 端 
的 に 解決 する 道 は 自然 條 件 下 に 於 ける 胎盤 感染 を 究明 す 
る こと に ある も の と 考え られ る 。 答 つて 脱 毅 感 染 の 自然 
例 に つい て の 報告 を 見 る に , 前 記 Fiilleborn(1921) の 他 
横川 (1923) , Yutoc(1949) 並 に 亀谷 及び 金子 (1950) 等 
の 報告 は ある も の ・ ょ ゝ , 何れ も 極め て 少数 例 に つい て の 鶴 
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察 で あり 病 も 後 2 者 の 例 は 可 成 り 日 令 の 準 ん だ も の で あ 
つて , 光 等 を 以 っ て し て は 本 虫 の 胎盤 感染 が 自然 條 件 下 
で 果して 如何 な る 程度 成立 する や の 准 料 と は な り 得 な 
い 。 此 の 点 こ 思い を 致し 我々 は 6 例 の 母 犬 か ら 分 尋 さ れ 
た 24 例 の 仔犬 に つい て 分 如 直 後 よ り 時 間 若 し く は 日 を 
て 本 寄生 の 態 を 観察 し , の 如き 知見 を 得 
た 。(1) 仔犬 全部 に 幼虫 の 寄生 を 認め た 。 感染 
は 自然 條 件 下 こ 於 て 極め て 高 許 に 行わ れる 。(2) 同 腹 の 
仔犬 に 於 ける 寄生 数 な 大 体 同様 で あぁ あり, 最小 は 1 隻 よ 
り , 最多 は 58 令 に 及 ん だ 。(3) Fuilleborn 並 に 赤木 等 
の 所 見 と 塁 な り Augustine の 所 見 と 同様 に , 分 尋 直 後 
に は 有 の み に 和 寄生 を 認め る 。(4) 肝 ょ より 肺 へ の 移行 は 極 
め て 早期 行わ れる 。 即 ち 分 尋 3 時 間 後 に は 大 多数 は 肺 
に 移行 し , 1 日 後に は 全 例 共に 肺 に 移行 し た 。「4) 肺 ょ 
り 胃 , 小腸 へ の 移行 は 3~4 日 後に 行わ れる が 5 日 後に 
も 人 肺 に 止ま る 場合 も ある 。(5) の 別 は 6 日 後に 
既に 判明 する も の も ある が , 7 日 以後 に は 極め あて 明瞭 に 
区 別 し 得 られ る 。 


240. 形 に ける 多 の 
外界 に 於 て の 生存 と 発育 


日本 医大 赤木 内 科 


Longevity and growth of larva 
of hookworm in the field in 
Yamagata Prefecture. 


Keisuke Sakurai 


山形 に 於 ける 多 感染 の 付 と すべ く 多 仔 虫 が 
自然 外界 に 於 て 如何 な る 程度 まで 発育 生存 し 得る か を 8 
月 2 日 より 同年 12 月 30 日 まで の 間 観 人 し た 。 実 験 方 潜 
実験 材料 に 原虫 に 依り ヅ ビ = と 確認 せ も る も の 
を 肥料 に こし て 発育 し た 大 根 葉 に 登 殺せ る 釣 虫 仔 虫 及び 土 
壌 内 の 同じ く 仔 で る 。 成績 。(1) 登 位 。 地 
表 3 で と 3 上 と に 分 け て 観 る に , 8 月 中 
回 の 検査 上 部 8 令 下 部 87 令 , 9 月 9 回 で は 上 部 15 隻 
下部 96 令 , 10 月 8 回 で は 上 部 7 令 下 部 102 創 と な り い 
づれ も 下部 に 多い 。(2) 時 間 的 関係 は 少数 例 な る も 9 一 
10 月 の 6 回 検査 の 比較 で は 夜間 (午前 2 時 ) 118 令 , 旭 
間 (午後 3 時 ) 51 創 と な り 夜 間 に 多 く 認 あめ られ 同様 下部 
に 多い 。 者 の 生存 数 は 夜間 92 書 と な り 
夜間 に 多く 登 る 。(3) 天候 に 関し て は の 場 は 


8 月 25 日 28 令 , 9 月 25 日 16 令 , 11 月 13 日 27 隻 
に て その 前 後 の 時 天 日 に 比 し 登 林 数 が 多い の みな ら ず 生 
存 数 も 多い 。(4) の 関係 に て 見 る に 登 仔 は 
8 月 13.5 9 月 12.3 令 10 月 13.6 令 11 月 
6 令 12 月 0.6 と な る 。 の 間 の 仔 証明 せる 
日 の 最高 気 源 は 8 月 15 日 28.8 度 で 最低 に 11 月 13 日 
1.1 度 ( ) で ある 。11 月 中 の 毎日 の 最低 
1.1 度 で 此 の 間 の 検出 数 は 平均 6 創 と な り 約 邊 数 に 閉 減 
し 更に 12 月 は 最低 気 潤 は 殆 ん ど 毎日 水 点 下 に て 12 月 
20 日 より 積雪 。 以後 は 勿論 の 事 生存 仔 虫 を 証 
上 明 し な か つた 。 (5) 登 鑑 せる も の へ ぃ 中 生存 仔 虫 に 全部 被 
械 フィ ラリ ヤ 型 で ある 。(6) 仔 虫 の 大 き さ は 生存 せる も 
の で に 最大 0.88 mm 最小 0.5 mm で その 全部 の 五 均 
値 は 0.6923 mm (標準 偏差 0.057) 。 の み の 生 存 仔 
は 平均 0.6913 mm (標準 偏差 0.061) で あぁ る 。(7) 砂 士 
中 より は 12 月 6 日 最低 気 注 労 下 3.1 度 , 地下 20cm の 
4.6 度 で の 深 さ の 300 g 中 生存 虫 仔 13 
令 を 証明 し た の が 最後 で 砂 土 中 の も の は 最大 0.77 mm 
より すれ ば 第 2 回 目 の 胸 皮 に 相当 する も の 数 例 認 め た 。 


241. 群馬 下 に ける 釣 
分 基 (第 2 報 
一 特に ヅ ビ = 多 虫 , アメ リカ 多 虫 の 分 布 に 就 て 一 
群 医 公 衛生 
水 野 夫 
The distribution of the hookworm 
in Gumma Prefecture, specially on 
that of Anchylostoma duodenale 
and Necator americanus. 


Tetsuo Mizuno 
町 村 は 多 虫 に 関す る 訴 虫 を 行わ ぐり し 個所 を 選べ り 。 
検査 方 法 ほ 飽和 食塩 水 法 な り 。 
( 爾 町 村 の 検便 時 , 被 検便 者 を 無 作 偏 に 選ぶ 方 針 な れ 
ど , か ひる 事 を 行う 事 能 わざ る 町 村 に 於 て は 止む を 得 ず 
に 特定 の 部 落 を 選定 せり )。 


(2) 群馬 於 ける マビ = 多 アメ 多 の 分 
原則 と し て 検便 の 結果 発見 せ し 釣 虫 卵 陽性 者 の 便 を 贅 


- 
| 
| 
| 
: 
3 
. 


し 少く と る 10 日 後に その 仔 数 を り 。 


郡 | ツ ビ = 種 | ネ カ ト ー ル |、 
名 | 町 村 名 | の のみ 種 の み ダネ 種 の 者 
1 3 
| 田村 78.9 | 5.3 | 9-15.8 
| | 
| 名 久田 村 00.0 0 
| 太田 村 91.3 0 8.7 
郡 | | 19 
| 東 291 90.5 91 9,5 0 
| 
| 清里 村 | | 2 54.8 | 5-27.3 
| | 
| 町 | 54.2 | 4-16.7 | 7-29.2 
| | | | 
郡 10 9 
4 | 8 
| 
郡 | 1 | 15 
下川 51 4.8 | 1-4 
| 上川 | 33.0| | 
| 
| 北橋 | 27.3|-5-40.9 | 2 31.8 
礁 
| 16: 
| 町 | 69.6| 517.4 5-13.0 
| 波川 村 95.8 | 0 | 4.20?) 
野 | 中 里村 |- 100.0 - 0 0 
郡 
| 上 野村 100.0| 0 0 
8 
| | 8 | 10 
| 多 和 村 34.8 | 
上 村 _32.0 | 32.0 | 36.0 
| 
1 17 4 
| 額 部 村 77.3 18.2 
| 戸村 20.0 | 55.0| 5_25.0 
郡 | 20 20 20 


( 泰 中 (? ) と ぁ る は 嘱 定 困難 な 仔 虫 を 含む も の な り ) 
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結び (1) 群馬 於 て は 多 一 般 に 山間 
地 に て 多 , 平地 に 於 て は 大 な り 。 

(2) 群馬 懸 に 於 て は 山 聞 地 に 於 て は , 一 般 に 「 ツ マビ = 
」 を 平地 に 於 て は ヅ ビ = 虫 アメ 多 を 共に 見 


242. 虫 アレ ルギー 


東京 慈恵 医大 林内 科 
松本 晋三 , 井 男 , 久 次 , 伊藤 宏 


Hookworm allergy. 


Shinzo Matsumoto, Kunio Imawari, 


Kujiro Hanzawa, Hiroshi Ito 


最近 アレ ルギー に 関す る 実験 多く, その 特異 性 
は 追求 され て いる 。 虫 の 人 体 寄生 に 際 し て 生 ず 
る 各 変 化 及 び 各 臓器 に 及ぼ す 影 響 を , アレ ルギー の 面 よ 
り 解 明 し ょ うと し て 動物 実験 を 行 つ た 。 

実験 方 渋 , 動物 は 海 疾 を 用 い , 第 1 の 感 作法 と し て , 
アル コー , ー テ ルル 液 ( 1g に エタ ノー ル 
3cc, エー テル 3cc) の 千 倍 稀釈 液 を 1cc, 連日 7 日 間 
経 日 投 県 し た 。 第 2 の 感 作 法 と し て , 多 政 乳剤 ( 多 虫 1 
g に 食塩 水 6cc の 濾液 の 加 難 除 蛋 白 液 ) を 0.3 cc 隔 日 
に 3 回 腹 腔 内 注射 を 行 つ た 。 次 に 感 作 終了 後 2 週 に て 皮 
内 反 應 (0.1 cc 皮 内 注射 24 時 間 後 判 定 ), 沈降 反 應 (320 
倍 迄 ), 腸管 反 原 (Schultz Dale の 変 法 ) を 試み , 各 臓 
は ヘマ トキ シリ ン , エ オ デン を し , 血 , 尿 中 の 
離 アミ ノ 酸 は に paper chromatography の 一 次 展開 に 
て 測定 し て , 対照 例 と 比較 し た 。 
実験 成績 並 に 結論 赤血球 , 白血球 数 , 血色 素 , 血液 
像 の 変動 を 感 作 前 , 感 作 直後 , 1 週 後 , 2 週 後 を 比較 し 
た 結果 感 作 液 感 作 方 法 の 如何 を 問わ ず , 赤血球 数 及び 血 
色素 (ザー リ ) は 多少 と も 減少 の 傾向 を 示す が , 白血球 は 
一 定 の 変化 を 認め な い 。 これ は 遇 副 の 場合 と 同様 で あ 
る 。 血液 像 は 各 例 と も , 感 作 終了 後 か ら 2 週 に か け て 好 
酸 球 の 軽度 の 増加 , 洲 巴 球 に 感 作 直 後 よ り 増加 を 示し て 
いる 。 皮 内 反 座 は アル ュー ル , エー テル 抽出 液 に ょ る 感 
作例 で は 原液 より 40 倍 稀 釈 迄 陰性 で ある が , 所 剤 感 作 
例 で は 20~40 倍 記 陽 性 で あぁ ある 。 腸管 反 礎 は 前 者 の 感 作 
例 で は 陰性 で , 後者 で は 陽性 で ある 。 沈降 反 座 は アル コ 
ー ル , エー テル 抽出 液 感 作例 に 於 て , 原液 ょ り 40 倍 千 
陽性 で ある が , は 160 又は 320 倍 和 性 で ある 。 以 
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の 実 結果 より する と , 血 因 子 は アル ュー ル , 
ー テ ル 可 沙 性 の 1 種 の 脂肪 駿 と 云わ れ て いる が , 抗原 性 
物質 と は 別個 の も の と 推定 され , 虫 の 場合 と 同様 で あ 
る の で 現在 検討 中 で あぁ る 。 血 湾 , 尿 中 に は フェ ニー» を, 
アラ ニン , トリ プ ト フ ァ ン , チロ ヂ デン, チ ス チン を 検出 
し た が , 対 昭 例 と 差異 は な い 。 更 に 釣 虫 症 の 際 に millon 
反 應 が 陽 隆 に 出 , その 本 態 が P-Oxyphenyl derivate 及 
び イ ンド ー こと よる と われ て いる が , この アミ ノ 
酸 の 結果 より 見 る と , 多少 の 疑問 が あぁ る 。 臓 器 組 織 所 見 
と し て は , 小腸 に 出血 , 円 形 細胞 浸潤 を 見 る が , これ 
は に は 感 作 液 , 感 作 方 法 , 或 は アナ フィ ラキ シー ショ ッ ク 
の 有無 に ょ り 異 る と 思わ れる の で , 詳細 は 第 2 報 に ゆ づ 


243. 人 多 と アイ イット ー フ 


岐阜 医大 寄生 
下 


Isotope (Ps;,) and canine hookworms. 
Tetsuo Morishita 


Ps2 5/smc を 生理 的 食塩 水 で 液 量 を 8.2 cc と し 
て 疫 化 直後 の 犬 多 仔 虫 (Rhabditis 型 ) を 30°C の 濃度 で 
Pszs を 含む 液 中 に 41 時 間 飼 育 完全 に 感染 仔 虫 と な つた 
も の を 生理 的 食塩 水 で 5 回 遠心 沈 滅 法 に 依り 洗 導 し た 。 
この 仔 虫 を マッ ウス に 経 日 及び 経 上 軒 感染 し て 48 時 間 後 解 
し て マッ ス の 各回 を ① 胸 ② 腹 そ の 他 の 器官 と 
し て 過 塩 素 で 次 化し magnesia-mixture を 
mg PD; と し て 求め た 。 

Geiger counter に 依っ つて Radioactive Ray を 測定 し 

実 給 が 初め て で 槍 任 を 爆発 その 他 で 失い 測定 し 得 た の 
は 次 の 如き 数 値 で ある 。 


244. 各種 駆虫 に よる 集 園 
後 の 虫 体 及 び の 排出 経過 


予 研 寄 生 
小宮 義孝 , 横川 , 佐藤 
佐野 基 人 , 木 畑 江 , 小島 邦子 


The general aspect of discharging 
hookworm body and ova after the 
administration of various anthelmintics. 
Yoshitaka Komiya, Muneo Yokogawa, 
Sumiko Sato, Motohito Sano, 
Michie Kihata, Kuniko Kojima 


の に 際 し て , 剤 服用 後 の 体 排 出 の 
特に 期間 及び 虫 体 排出 と も 関 駐 し て 上 服 工 後 の 屋 内 排卵 数 
の 動 描 の 有無 及び その 期間 を 確か ある 事 は , 原虫 効果 判 
定 の た め の 後 検便 実施 の 適当 な 時 期 を 定め , 又 叉 出 貝 体 
を 基 と し て 種々 推論 を 準 め る 場合 に 必要 で ある 。 私 た ち 
は 現在 市 販 され て いる 虫 虫 剤 の 中 , 四 塩 化 テ テテ レン 
(テト レン ), アス カリ ドー ル ( 新 ネ マ トー ルル, アス キス ) 
ヘ へ キ シール , レゾ ル シ ン (ホモ トニ = ニン ), チモール 等 を 香 
独 に 叉 , 四 塩 化 エ チレン, アス カリ ドー ル を 俳 合 使用 し 
て 集 図 原虫 を 行っ つた 際 , 特に この 点 に つい て 実験 を 試み 
た の で , こ ょ に その 成績 を 報告 する 。 

1) 各 虫 剤 と も , 大 体 5 日 間 排 総数 
90 2 久 前後 が 服 華 24 時 間 ま で に 排出 され , 撤 栓 者 の 約 80 
2 以上 が それ まで に 排 貝 を 完了 し , 残余 の 者 も 2 日 後に 
は 殆ど 排 虫 を 終っ て いる 。 な お 私 た ちの 例 で は , 何れ か 
と いう と アス カリ ドー と , へ キシ ー ル レゾ ど ビル シン を 用 い 
た 場合 に , 排 居 する 傾向 が ぁ つ た 。 

2) 排卵 飽和 食塩 水 浮遊 法 を も つて 5 日後 
1, 2, 3, 4 週間 後 ( 一 部 3 週間 後 ) の 排便 こつ き 検 
査 し た 。 多 少 と も 各 松 査 時 に 検出 卵 数 の 変化 が 認め らら れ 
る 例 が 殆ど で , 変化 の 傾向 及び 変化 の 比率 は 各 例 様々 で 


あつ た 。 し か し 浮 滋 法 の 検出 度 に は 相当 の ふれ が ある ろ る こ 


| 実験 終了 時 に | 仔 忠 洗 浴 最 後 
於 ける 実験 に た | 液 を 皮膚 に た 滴 


虫 の 1/s | 全 虫 の s 
分 | 基 を 経 周 感染 | 量 を 経口 感染 


| 同 前 の ① の 部 し た マウ ス の し た マウ ス の 
体 の 大 化 休 量 | の 部 分 ① の 部 分 ① の 部 分 
Radioactive Ray 46259/3 sec. 506/3 sec. 209/3 sec. 1059/3 sec. | 489/3 sec. 
| | 
Radioactive Ray/sec. | 15390 139 40 | 328 | 133 


normal Radioactive Ray 
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と が 予想 され て お り , これ ら の 変化 は , その ふれ の 範囲 
に 入る 程度 の 変化 で は な いか と 思わ れ た 。 


245. 多 貝 症 治 療 の 新 構想 


大 阪 医大 内 科 
岩 田 


A New idea in the treatment 
of anchylostomiasis. 
Shigeo Iwata 


さき こ 私 は 4 ブロ ー ム 1 ナフトール (4BI1N) に 
康 除 作用 ある を 見 出し , 之 を 新 釣 虫 叉 除 剤 と し て 報告 し 
た 。 本 学会 で も 敬 室 中 村 等 が , 更に 本 剤 並 に 1 プロ ー ム 
2 ナフトール (1B2N) の 同様 作用 , 副作用 並 に 臨床 的 
雇用 と その 効果 に つい て 報告 し て いる 。 

現在 剤 は , チモール , ナフタリン, へ ノ 
ボ ヂ 油 , 4 塩化 培 素 , 4 塩化 エチ レン , へ キシ ー ル レゾ 
ル シ ン で ある が , 主として 用 いら れ て いる の は , 4 褒 化 
エチレン, チモール, へ ノボ ヂ 洒 剤 で ある 。 併 し その 
型 , チモール は , 4 塩化 エチ チレン, へ ノ 
剤 油性 液 で , 前 者 は 局所 刺 圭 作用 が 強い た め , ヵ カプ セ 
ル に 入れ , 後者 は 球 型 に 被 色 し て 用 いて いる 。 は 服用 
が 或 程 度 困 難 な 事 が あり , 又 乏 等 の 副作用 が 相当 強い 。 
億 し この プロ ョ ロー ム ナ フト ー ル は , その 剤 型 を 自由 に か を 
る 事 が 出来 , 注射 以外 , 散剤 , 丸 剤 , 錠剤 , 乳剤 何 ん で 
も よい 。 に の ま ゝ 服用 出来 る 事 は , 新 多 剤 
の 最大 の 利点 で , 如何 な る 年 齢 の も の で も 服用 させ る こ 
と が 可能 で ある 。 次 で 本 剤 の 利点 は , 腸管 か ら の 吸 履 が 
極め あて 悪く , 副作用 が 殆ど な い 事 で ある 。 従 つて 従来 の 
治 療 の 重要 で あり , し か も 非常 に 不快 な を 来 
す 。 上 肉 下剤 の 投 県 を , 不 必要 と する の で は な いか 。 即ち 
私 は 今 迄 の 多 虫 症 治 療 剤 に 代え る に , プロ ー ム ナ フ ト ー 
を以て し , 然 も 便通 さえ あれ ば , 下剤 を 興 な く 
と も よい と 結論 に 到 た 。 今 の ょ うに , 服薬 
前 に 必ず し も ゃ も アルコール, 酒 脂 類 の 所 取 を 制限 し な く て 
も よい 。 勿論 剤 投 時 , 或 は 腸管 内 容 が 
で あつ た 方 が よい の で , 前 下剤 を 用 いる か , 或 は 軽い 食 
事 こ し て , 2~3 時 間 編 食 し て 本 剤 を 用 い た 方 が よい 。 
或 は 本 剤 を 1 日 3 回 分 服 し て 食前 に 内 服 き させ て も よい 。 
以上 が 私 が を が いて いる 釣 虫 症 苔 療 の 新 構想 の 大 要 で , 
本 剤 の 量 , 投 柚 期 間 等 に 関し て は , 更に 報告 する つも り 
で ある 。 


246. 十 二 指 デ に 依る 多 
駆除 に て 


佐 爺 市 西田 病院 内 科 
並 河 
Treatment of hookworm disease 
by duodenal sonde. 
Hiroshi Nabika 


十二指腸 ダンデ を 直接 十二指腸 上 部 に 挿入 し 介し 
て 貝 剤 を 注入 し , 其 の 選 虫 作用 の 増強 と 共に 副作用 の 
軽 厳 を 計ら ん と す 。 

実験 方 法 虫 前 夜 編 食 , 硫 20 g を 大 量 の 
水 と 共に 服用 せしめ , 食 ,「 参 式 デ 」 を 
型 の 如く 挿入 し て , テト レン 原液 3 cc を 注入 , 「 ゾ ン デ 」 
を 其 の 位 と し て 1 時 間 後 更に 硫 麻 15 g 重 曹 3g を 約 300. 
cc の 水 に 深 し て 注入 し た 後 「 ゲ ン デ 」 を 抜 去 す る 。 此 の 
方 法 を I 同 又 は 2 日 達 続 2 回 行い , 原虫 効果 の 判定 は , 
実施 後 1 検便 を 行い , 3 週間 後 虫 卵 陰性 と な 
つた る も の を 完全 と た 。 前 後 の は 総 て 笑 
尾上 式 集 法 に 依り 実施 し た 。 

副作用 テト レン 液 注 入 後 軽 き 悪心 , 頭重 , 
内 異臭 等 を 訴え た も の も 有る が , 何れ も 軽 徴 で , 患者 は 
殆 ん ど 全 部 外来 で 有 つ た に る も 拘わら ず , 実施 後 
何れ も 歩行 帰宅 し 得る 程 で あつ た 。 泌 に 反し て 内 服 法 に 
依る 場合 こ に は 中 に 強 き 副作用 を 現 わ し , 歩行 し 得 ざ る に 
至 つ た も の も 有 つ た 。「 テ トレ ン 」 に 依る 副作用 は 第 1 固 
の 下 後 何 れ も 軽 快 消失 する を と し た 。 

成績 本 渉 に 依り 訴 虫 を 実施 し た も の は 計 128 名 で あ 
つた が , 其 の 内 所 定 の 検便 を 行い 民 虫 効果 を 判定 し 得 た 
も の に , 1 回 式 の も の 5 名 , 2 回 式 の も の 61 名 で , 完 : 
全 は それ ぞ れ 4 名 (80 2), 48 名 (78.68 で . 

「 十 二 指 腸 ン デ 」 に 依る 虫 成績 は 完全 原虫 
府 約 80 で 1 回 式 と 2 回 式 と の 聞こ に 殆 ん ど 効 果 の 差 を 
認め られ な か つた が , 泌 は 1 回 式 の 例 数 僅か に 5 例 に 3 
ぎ な か つた の で 両者 の 比較 と は 適当 で な か つた と 思わ れ 
る 。 叉 虫 後 検便 を 3 週間 後 迄 完遂 し 得 な か つた も の は. 
内 , 1 週間 目 又 は 2 週間 目 に 虫 卵 陰性 で 有 つ た も の を 党 
全 と と 効果 は 更に 上 昇 す る 。 3 週間 
虫 卵 陽性 で 有 つ た が , 1 ヵ月 後 の 検便 に 於 て 虫 卵 陰性 と 
な つた 1 例 を 経験 し て 居る の で , 釣 由 原 除 成績 の 判定 に 
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は 3 週間 の 検便 の みな ら ず , それ 以後 の 排卵 駄 態 を 調べ 
ろ こ と る も 必要 で あろ うと 思 わ れる 。 


247. 多 保有 の 集 入院 
に 関す る 研究 


日 本 寄生 虫 病 研 究 所 
, 越 枝 , 太田 垣 , 戸川 


Studies on the anthelmintic 
treatment of hookworm in 
mass received in hospital. 
Fusa Kaji, Kazue Ochi, 
Hiromasa Ootagaki, Satoru Togawa 


近 来 中 國 地 方 に ける 多 の 感染 , 農村 
人 に 於 て は 平均 約 30.0 内 外 で あぁ る が , 最も の 
地方 は 50.0 を 越え る 部 落 も 稀 れ で な い 。 依っ つて 小 中 
高等 学校 等 の 生徒 に ける 本 の 自然 増加 せる 
其 態 に ちる 事 は 現実 の 事実 で ある 。 余 等 は 先 年 来 , 学校 
生徒 , 会 旋 , 町 村民 の 入院 集 園 度 虫 を 実施 する 機会 を 得 
次 の 事実 を 知る を 得 た 。 

虫 の に 当 つ て は , 往々 1 回 に て 完全 の 困難 
な る 事 あ り 殊 に 幼 見 に 於 て は , その 例 多 し 然るに 集 園 入 
有 院 し て 原 除 する に 前 処置 の 当 を 得 た る と , 又 好 まざる 薬 
剤 も 多 人 数 こ て 一 率 に 服 工 の 含め 個人 の 感情 が 抑制 され 
良く 其 の 目的 を 達する 事 を 得 た 。 こ れ よ り 見 る を 今後 集 
園 は 励行 され る べき も の と 思考 する 。 

集 園 に 当り 工 の 選択 に 留意 き は 勿論 で あ 
る が , 年 少 者 及び 老年 者 虚 有 者 に 対し て は 細心 の 注意 を 
べき で ある 。 


248. 東洋 毛 線 虫 の 大 さ に 
関す る 統計 学 考 に て 


停 研 臨床 研究 部 
田 中 司 


On a statistical observation for eggs 
of Trichostrongylus orientalis. 
Seiji Tanaka 


成 書 に 記載 せる 寄生 虫 卵 の 大 き さ は 各 著 者 に 依っ て 記 
載 方 法 , 測定 値 を 異 に し 或 る 程度 の 統一 が 必要 で は な い 
か と 考え る 。 

穫 者 は こ ょ に 大 き さ が か な り 不 定 で ある 東洋 毛 様 線 虫 
就 て の 成績 を 報告 し , この 基礎 的 で あり 上 等 
れ て いた 領域 に 一 考 人 を 試み て 見 た 。 

10 名 の 東洋 毛 線 虫 有 者 の を 飽和 食塩 水 浮 
法 で 探 し , 1 人 100, 延べ 1000 に て , 長径 長 さ ) 
及び 短 径 (中 ) を Erma 測 微 計 で 測定 し 統計 学 的 に 処理 
し た 。 そ の 成績 は 次 の 如く で ある 。 

1) 各個 人 に 依っ つて 長径 及び 短 径 の 最大 値 , 最小 値 , 
平均 値 を 異 に する 。 

2) 長径 及び 短 径 の 最大 値 , 最小 値 

112.4 gz~68.9 g 
短 64.8 un~34.6 gp 
3) 長径 及び 短 径 の 平均 値 ( 代 表 値 ) 
中 央 値 (Md) 長径 94.26 短 47.80 
最 頻 値 (Mo) 長径 94.20z 短 47.52g 
算術 下 均 値 (x) 
長径 94.29x (標準 誤差 ) (S.Ex) 0.23 
短 47.94x (標準 誤差 ) (S.Ex) 0.13 


保有 者 の 集 成績 


| 

男 有 無 | | | 
小 学 校 85 92 | 177 | 162 15 967 937| 1,904 | 10 18 
. 学 91 | 102 | 193 | 165 | 36 
高 等 学 校 43 | 108 | 151 | 132 19 | 1,108| 1,127| 2,235| 18 23 
某 会 翠 14 8 22 19 3 253 210| 463| 21 8 
12 6 18 18 2%4| 320| 614| 34 5 
計 256 | 328 584 512 72 | 4,330| 4,176 | 8,506 15 96 


B 
る 


4) 長径 と 短 径 の 相関 係数 (r) 
r =—0.2802 
で 負 の 不 完全 相関 を 示す 。 又 その 下 - 分 布 を 用 いて の 相 
関 比 の 有意 性 , 回 帰 関係 の 直線 性 を 検定 せる に 
N=1000 k=1l rx=0.1914 
より 相関 比 F=24.65 関係 の 直線 性 F =14.56 
で 有意 性 及び 不 帰 無 仮 謎 を 実証 し た 。 
5) 長径 (x) と 短 径 (y) と の 回 帰 方 程 式 
x ニー0.4683y 十 116.64 
y= 一 0.1676x 十 63. 74 
今後 寄生 虫 卵 の 大 き さ は , 穫 者 の 成績 か ら も 明らか で 
ぁ る 様 に , 標本 数 の 増加 に 伴い 或 る 程度 の 最大 値 , 最小 
値 , 平均 値 に 多少 の 変 移 を 来たす と 思う が , 長径 ( 長 さ ) 
及び 短 径 ( 幅 ) を それ ぞ れ 
max~min x S.Ex 
と 統一 記載 する こと を 提唱 し た い 。 
穫 は その 他 の 生 に も 推し 広め ょ うと を てい 


Qo 


249. 東部 アマ ア に な ける 
Haemonchus similis の 


地理 的 分 布 に つい て 


Distribution of Haemonchus 
similis in the Far East. 


Otoshiro Isshiki 


反 に 寄生 する Haemonchus contortus (Rud.) は 
ュ コス そ モ ポ リタ ン の 線 虫 で ある が , これ に 上 類 似 し た HF.si- 
milis Travassos, 1914 の 存在 は あま り 知 られ て いな い 。 
Travassos(1914) が プラ ジル の 和牛 か ら 本 種 を 発見 原 記 
載 し て 以来 約 18 年 間 , 他 図 に お ける 報告 例 が 無 か つ た 


氏 名 | 年 代 | 地 名 | 
. 色 1933 南 生 
Dikmans |1934 米 フ ョ ダ 和牛 
Almeida |1935 和牛 
1939 北 支 , 満 洲 和牛 , 山羊 
米 國 フ ョ ッ リッ ダ , ルイ シ 
Shorb ? アナ , テキ サス 諸 州 > | 和牛 
ポル トリ ゴ コ 
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が , Bhalerao (1932) は イン ド 導 牛 か ら 見 出し , 東洋 に 
お ける 第 1 例 と し た 。 そ の 後 の 報 告 例 を 一 括 す る と 次 の 
で ある 。 

その 後 余 は 次 の よう な 諸 地 か ら , 本 種 を 見 出し て い 


る 。 


19371945 | 朝鮮 (中 ・ 西 ・ 北 部 ) 朝鮮 和牛 
1949 | 丸 州 ( 対 馬 ) 4 


), 中 國 ( 山 


4 近 ( 京 都 ) 


4 


以上 従来 の 知見 並び と その後 の 知見 に 従 を ば 東部 アジ 
了 ア に お ける 本 種 の 分 布 範囲 は , 中 國 北 部 ( 蒙 夏 , 北 支 ), 
中 國 東 北部 ( 満 洲 ), 朝鮮 ( 南 ・ 中 ・ 西 ・ 北 の 各部 ), 日 本 ( 九 
州 ・ 中 國 ・ 四 國 ・ 近 畿 ), 琉球 列島 (奄美 大 島 , 沖縄 本 島 ) の 
諸 地 域 に 豆 り , その 分 布 範 囲 が 広い 。 


250. 八丈 小島 に 抄 け る マレ イ 


長崎 大 風土 病 研究 所 
北村 , 片 峰 大 助 , 田村 


Clinical studies on the filariasis 
malayi in Hachij6-Koshima Island. 


Seiichi Kitamura, Daisuke Katamine; 
Yuji Tamura 


マレ イ 症 に 関す る 記載 は 少く の 臨床 像 , 本 態 
に 就 い て も 不明 の 点 が 少く な い 。 信 丈 小 島 の マレ イィ イ 糸 其 
症 の 臨床 的 観 行い バン クロ フト と の 比較 
研究 を 行 つ た 。 八丈 小島 に 於 ける 症 「 クタ 」 と 称す る 
初発 「 み つれ る 」 と 熱発 作 及 び 続発 
する 皮 病 で , これ ら の 発生 部 位 は 四肢 に 限ら れ 
軽度 の と も な つた 限局 性 , 紅 の で 


悪 , 発熱 等 の 身 症 を 欠 ぎ 後遺 を さ ず 退 する 


の が 常 で ある 。 「 バ ク 」 発 作 を 数 回 経験 し て いる うぅ うち に 甘 
様 を 起す 様 に な り 皮 病 に 移行 する 。 こ の 初発 
和 バ 」 は マレ イ 症 に 特有 の に 思わ れる 。 


) 
~ 
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皮 病 患者 に 全 例 「 み つれ る 」 有 丹毒 様 発作 を 経験 し て 居り 
『 バタ 」 よ り 直 人 皮 病 を 起す こと は な い 。「 バタ クタ 」, 「 
つれ る 」 発作 は 何れ も 夏 か ら 秋 に か け て 最も 多く 誘因 と 
し て は 総 て 肉体 労 , 疲労 は 食 外傷 と の 関係 は 
する が み つれ る 」 庄 発作 は が 外傷 後に 起 
つて いる 。 

血液 像 に 於 て 特有 の 傾向 は 好 往 球 と 洲 巴 球 の 増 多 が 見 
られ る こと で ある が ベク 発 作 に 於 て は 特に 強い 
好 夷 球 増 多 症 が 見 られ る 。 

「 み つれ る 発作 か ら 病 の 発生 過程 に は 外傷 
に よる 球菌 感染 と の 関係 が 濃厚 で あぁ る が , 「 バ タク 」 初 発症 
その 症 和 誘因 な どか ら 見 て 貝 体 性 は アレ ルギー 
性 を 思わ し ら る も の が ある 。 但 皮 病 性 変化 も 四肢 に 限ら 
れ し か も その 程度 が バン クロ フト 未 其 虫 症 の 場合 に 比 し 
軽度 の 感 が ある 。 


251. 各種 に よる フイ ラリ ア 
仔 の 書 間 に つい て 


鹿 大 医 佐藤 内 科 
佐藤 八 米沢 藤 士 , 柚木 一 雄 
尾 義 人 , 松山 隆 , 


On the Inducement to diurnal 
blood of mikrofilaria by means 
of several medicines. 


Hachiro Sato, Toshi Yonezawa 
Kazuo Yunoki, Yoshihito Otsuji, 
Kunitaka Matsuyama, Toru Kijima 


私 共に 仔 貝 の 定期 出現 性 並び こえ スペ パト = ン の 作用 機構 
の 探求 に 資す る た め に , 各種 剤 こ に よる 間 へ の 
謗 発 を 試み た 。 . 

スパ トニ = ニン に 著 明 な 仔 虫 誘発 作用 の ある 事 は , 長大 北 
村 教 授 等 の 成績 と 一 致し た が , コン ム = ン の 診 発 作用 は 
極 く で あぁ つた 。 

人 告 へ トラ ザン に も スパ トニ = ニン に 劣ら ぬ 著 明 な 誘発 作用 
を 認め , 後 1 分 より 血 に 仔 が 出現 し , 
分 で 最高 に 達し 以後 た 。 え チ ブ ナー ル に な 
誘発 作用 ある 事 は 今 を の 諸家 の 成績 と 一 致し た 。 

基 他 マフ アル ゾー ル , エメ チン , 硫 規 , 塩 規 , 赤 外 感 
光 色 素 剤 ネ キ オシ アン コール 等 の 原虫 或いは フイ ラリ ア 治 
療 剤 に も 前 逃 の スペ パト ニン, へ トラ ザン , スチ プチ ナー ル 


に は 劣る が 肥 い 誘発 作用 を 認め た 。 

更に 極 く 微 器 で は あつ た が , ボス ミン , オビ ソー ト , 
レス タ ミ ン , アト ロビ ピン に る も 誘発 作用 を 認め た 。 然 し な 
が ら バ ン サ イン , イミ ダリ ン , 慢性 マラ リア の 
発 に 用 いら れる セラフ アラ ンチ ン に は 全然 誘発 作用 を み と 


め な か つた 。 

即ち え ペ パト ニン , へ トラ ザン 及び 古来 フィ ラリ ア 治 療 
に 用 いら れ た え チ プ ブナ ー ル , マフ アル ゾー ル , 硫 規 , 塩 
規 , エメ ぇ チン, 等 に 誘発 作用 の 認め られ た 事 は 興味 深い 
も の と 思わ れる 。 


252. に 等 生 す る セタ リア 区 
に 関す る 研究 第 2 報 分 類 学 的 考 祭 
研 寄生 
林 滋 生 佐藤 孝 
Studies on the classification of filariid 


parasites (genus Setaria) of cattles. 
Shigeo Hayashi, Koji Sato 


和牛 を 本 来 の 宿主 と し て , その 腹 腕 に 寄生 する セタ リア 


属 に は , 細山 等 の 脳 に 迷 入 し て , を 
起す も の が あり , 次 導 上 の 大 き な 問 題 に と な つて いる が , 
その 分 類 , 種 名 に つい て 混乱 し た と ころ が ある の で , こ 
の 1 年 余り の 聞こ 東京 都 芝浦 属 場 に て , 和牛 568 頭 よ り 控 
集 し た 1244 セタ リア の 標本 に つい て , 展 熊 
上 , 生態 上 の 考察 を 加え た 。 そ の 結果 , 従来 の いわ ゆる 
Setaria digitata (von Linstow, 1906) & Setaria labia 
to-papiilosa (Alessandrini, 1838) と は , 分 類 の 目標 に 


され た 尾 結 節 の 形態 , 輪 の 側 の 体 の 計測 


値 等 に お いて 夫々 , 個体 変異 が 大 きく て 喜 に 移行 する さ 
ま が う か ヾ われ , 形態 上 か ら 列 種 と する 根拠 が な いこ と 
を 知 つ た 。 ま た 生 態 上 か ら も 後者 は , 前 者 の 老 就 型 が 多 
く 探 集 さ れる 時 期 に 見 出さ れる も の で , 前 者 の 老 熟 型 に 
は 後者 と 形態 的 に 区 別 し に くい 移行 型 が 多数 ある 。 又 逆 
に 後者 の 効 若 虫 は 見 出す こと が 出来 な か つた 。 人 和 俗 後 者 の 
雄 虫 が 如何 に し て を も 見 出す こと が 出来 な い 等 の 点 か ら , 
この 2 者 は 同一 の 種 と 見 條 す べき で ある と いう 結論 に 達 
し た 。 その 種 名 に は Baylis (1936) の 提案 し た 如く , 
Setaria cervi (Rud., 1819) と する の が 刻 当 で ある こと 
を 提 る 。 
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253. 細山 腰 の 
学 研究 
第 1 報 皮 内 反 雇 に 就 い て 


石原 吊 , 市 川 , 尾形 藤 治 


Vermicidal test ageinst Setarias spp. 
parasitic in cattle with° Supatonin 
(piperazin component) for prevention 
of Jumber paralysis of sheep and goat. 


Tadao Ishihara, Osamu Ichikawa, 
Toji Ogata 


抗原 の 製法 岡部 氏 の 方 法 を 若干 改良 し て , 指 
を 重 湯 煎 で 後 末 と し Coca 氏 液 を 100 量 加 
て 24 時 間 氷 室 で 抽出 し た 後 遠 心 分 離し 上 濾 液 を 原液 と 
し た 。 別に 指 を 含水 , 水深 性 白 , アル 
カ ヵ カリ 性 蛋白 phosphatide の 各 fraction に 区 分 し 各々 


に 就 い て 比較 し た 。 
実験 方 法 抗原 (10-2?) を Coca 氏 液 で 0.1 cc 
を 尾根 部 又は 腹壁 に 皮 内 注射 し , 判定 は 丘疹 の 記 径 が 


15 mm 以上 で 限界 明瞭 な も の を 陽性 と し た 。 
成績 

1) 判定 時 間 15 分 で 陽性 を 示し た 22 例 は 全 例 5 分 
後 よ り 強 く 反 克 し た が 1 時間 後に は 判定 不能 と な つた 。 
陰性 例 40 例 で は 25 例 が 5 分 後 よ り 有 い の で 15 分 で 判 
た 。 

2) 稀釈 度 に し た を 人 く 感染 し な 
い 帆 羊 は 10-: で は 陰性 で あつ た が 10-$ で は 陽性 例 が 認 
め ら れ た の で 10=! を 標 准 と し て 使用 し た 。 

3) 原液 の 100°C 1 時 間 加 熱 に よ ょ る 変化 並 に pH 8.9 
と pH 7.2 で は 明 上 を 認め な い 。 

4) ヒア ル ロ ニ ダーゼ を 2 加え た 10-5 と 原液 の 
10-4 を 28 例 に 就 い て 比較 し た 結果 10-5 で を 大 用 可能 
で あつ な だ 。 

5) 上 の 吸血 を 阻止 し た 山羊 は 18 例 中 17 例 陰 性 で 
あぁ つた が 普通 に 飼 育 し た 山羊 は 当 歳 で は 21 例 中 3 例 , 
夏 を 経過 し た 山羊 で は 26 例 中 12 例 が 陽性 で あつ た 。 

仔 貝 を 接種 し た 山羊 は 11 例 中 8 例 は 接種 後 26~46 日 で 
陽 填 し , 3 例 は 37-57 日 を 経過 し て も 陰性 で あつ た 。 
本 反 應 の 陽 精 に 要する 日 数 は 本 症 の 潜伏 期 よ り 長 時 日 を 


必要 と し 早期 診断 に は 應 用 困難 で あぁ る 。 

7) _ 腰 磨 自然 感染 例 で は 7 例 中 6 例 が 陽性 で 陰性 休 
も 1 月 後に は 陽 縛 し た 。・ 

8) 体 浸出 液 と 含水 , 水 性 白 , アル リ 
性 看 白 と の 間 に は 著 明 な 差異 を 認め な か つ た が 含水 商 
素 , 水深 白 が 最も 強く 反 し phosphatide が 
で あつ た 。 

9) 本 症 に 於 ける 皮 内 反 座 の 組織 アレ ルギー 像 に つい 
て 検討 中 で あぁ る が 軽度 の 抗 元 抗体 反 座 の 特徴 と し て の 
売 . 出血 , 水腫 , 好 酸 球 並 に 形質 細胞 浸潤 な ど が 認め ら 
れ た が 類 繊維 素性 膨 化 に 芝 し いこ と を 知り 得 た 。 


254. . 有 虫 第 3 虫 の 
二 感染 (第 2 報 ) 


丸大 寄生 
池 正 


On the secondary infection by the 
third stage larvae of Gnathostoma 
spinigerum Owen, 1836. (Report ID) 


Tadashi Kikuchi 


カム ル チ イ か ら と り 出 し た 有 の 第 3 期 
を , アメ リカ ザリガニ =, クサ ガメ , コイ , フナ に 直接 あ 
る い は 間接 に 興 え て 次 の 様 な 結果 を 得 た 。 

サリ ガー= は に 4 匹 の 中 全部 に 陽性 で あつ た 。 第 1, 2, 

号 に は 供 食 後 夫々 75 日 , 143 日 , 202 日 で 剤 格 し て , 筋 
肉 内 に 被 紅 し て いる 幼虫 を 見 出し た 。 第 4 号 は 49 日 で 
. 筋肉 内 に し な 幼虫 を 見 し た 。 

クタ サ ガメ に は 6 匹 の 幼虫 を 興 え て . 1274 日 後に 筋肉 内 
に た 4 見 出し た 。 

ュ イ は 6 匹 の 中 5 匹 に 陽性 で あつ た 。 第 4 号 に は 5 克 
の を , 6 日 後に 筋肉 内 に 3 肝臓 内 に 
人 工 胃 液 か ら 1 匹見 出し た 。 第 5 号 は 前 記 ュ イ 第 4 号 の 
筋肉 内 か ら 得 た 3 を , 91 日 後に 内 臓 か ら 3 
を 見 出し た 。 第 号 5 幼 を 興 え て , 46 
日後 に 筋 内 に 1 内 臓 か ら 2 見 た 。 

フナ は 3 匹 の 中 全部 に 陽性 で あつ た 。 第 1 号 は , カム 
ル チ ィ イィ か ら と り 出 し た 第 3 期 を コイ に て , 6 日 
後に て 得 た 1 , 58 日 後に 内 臓 か ら 
1 の て いな い 幼 を 見 出し た 。 第 2 号 は 前 記 の 
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クサ ガメ か ら 得 た 3 匹 を , 破っ つて 興 え , 66 日 
後に 肝 に し て いる 2 見 出し た 。 第 3 号 
は = か ら 得 た 1 を て , 55 日 後に 内 
内 に こい な い 1 見 出し た 。 

実験 的 に 感染 させ て 得 た その 大 及び 体腔 
液 の 色 や , 腸管 の 色 は , ヵ カム ル チ ィ に 寄生 し て いた 時 
と , 殆 と ん ど 差 を 認め な か つた 。 

ュ イ 及び フナ に 於 て も よく 感染 する こと が 分 つた が か が, 
これ は 予防 上 注意 すべ き 点 と 老 え る 。 

(第 1 報 に 第 5 回 日 本 寄生 虫 学 会 九州 部 会 で 発表 し た ) 


255. 有 3 期 虫 の 
微細 構造 に 関す る 研究 
第 1 報 食 首 
丸大 寄生 虫 森 田 


The histological structure of the larva 
of gnathostoma spinigerum Owen, 
1836, Report I. On the Esophagus. 


Takashi Morita 


有 第 3 期 の 食道 は 梶 棒 な し , 前 方 が 
細く , 後方 に 行く に 従っ つて 大 きく な り , 幅 に は 後 端 に 近い 
と ころ が 最も 広く な つて いる が , 組織 学 的 に は , Spirur- 
oidea の 特長 で ある 前 後 2 部分, 怒 ち , 前 方 の 筋 性 部 と 
後方 の 腺 性 部 と に わか た れ , 両者 の 境界 は あき ら か で , 
その 間 に , 狭 容 , 乃至 , 膨大 は 認め られ な い 。 食道 内 腔 
うす い 角 で お われ , 切 形 は , は じ め は , お 
し つぶ され た 三角 形 , つい で , 3 放線 和 的 と な り , 1 膝 枝 
は 腹 側 , 他 の 2 有 は 聞こ に 向う 。 そ の た め , 食道 実 
質 は 全長 を 通じ て , 背 野 , 及び , 左右 の 亜 腹 野 に わか た 
れ て いる 。 3 

筋 性 部 は 短 か く , 長 さ ," 約 0.18mm, 食道 内 腔 壁 か ら 
食道 外 膜 に むか つて 放線 然 に 走る 通常 筋 繊維 と , 腔 枝 達 
心 端 か ら こる 1 乃至 数 條 繊維 より な 
る 。 腺 性 部 は 長 さ , 約 1.09mm, 食道 の 大 部 分 を し め , 
食道 より な る が , 前 者 は 筋 性 部 の で あ 
り , 後者 は さら に , 腺 及び , 左右 の わか 
れ , いずれ る も , 多核 性 で , 腺 の 分 枝 が 極め て 著しく , ジ 
ンチ チュ ー ム を な し , 左右 に 連絡 する が , 背 
腺 は あぁ あきら か に 境 さ れ , 最初 背部 の 大 部 分 を し め , 後 


方 に 行く に つれ て 小さ く な り , 腺 性 部 の ほ ゞ 中 央 で , 遂 
に 消失 する 。 背 腺 内 容 は , エ オ ジン に 染まる 微細 題 粒 其 
物質 と 小 質 よ りな り , 腹 腺 内 容 は , へ マ トキ 
シリ ン に 粗大 物質 で ある が , 後 端 部 で は , 
小 質 が 多く な り , と り わ け , 核 の が し 
い 。 い ずれ る を も, 固有 の 分 泌 管 を 有 し , 各 腺 の ほ ヾ 中 央 部 
を 前 方 に 向 か つ て 走り , 中 に 好 酸 性 粘液 様 物質 を いれ て 
いる が , 腺 性 部 前 か ら , 約 35 々 後方 で , 背 腺 , や ゝ 
お くれ 及 び 左 腹 腺 細い 排 に より , 食道 内 
に 開い て いる 。 

食道 の 後 端 で 腸 と の 境界 に は , 3 葉 よ りな る 食道 弄 が 
ぁ つ て . 食 道 腕 に 沿う て 模 駄 に の びている が , 主 に 通常 
より な り . 基部 に は , 7.21Xx6.18z の 円 形 核 が あ 
り , 胞 形 質 物質 と 好 酸 性 粗大 りな る 。 
道内 腔 に に お いて も, 3 放線 性 質 を 失わ な い 。 
食道 外 膜 は 食道 の 外面 を お ゝ う , うす い 平 等 な 繊維 肝 
で , ワン ・ ギ ー ソ ツン 染色 で 赤色 , マイ ゲル ト 皆 色 で 紫色 
に 染まり , 後方 で は , 一 部 は 食道 実質 と 食道 弁 と 境界 を 
な し , 一 部 は さら に 後方 に の び て , 腸 の 外側 を お ヽ ゝ うぅ 。 


256. 野鳥 に な ける 有 
幼 の 自然 (第 2 報 ) 
丸大 寄生 
崎 一 長尾 正 業 
Natural infection of wild-fowls 
with encysted larvae of Gnat- 
hostoma spinigerum Owen. 


Ichiro Miyazaki, Masanari Nagao 
昭和 27 年 4 月 か ら 28 年 3 月 まで の 間 に し ら べ た 成績 


は 次 の と お り で ある 。 岡上 郡 で は マイ サギ 6 
6 ( 幼 寄生 数 ユー22), ア ォ サギ 3 3 (1~18) , 


シラ サギ 1 (8), カイ タッ プリ 16 12 ヵ 


ササ ギ 18 8 イナ 12 中 2 1) に 
陽性 , バン 18 フク ロッ ウツ 3 シギ 5 
ミ 2 陰性 で あつ た 。 ま た 佐賀 賀 市 外 で と ら 
えた サギ 7 し ら べ て 全部 に 陽性 , 寄生 数 は 
3~11 で あつ た 。 

さら に 興味 ふか い の は 海 郡 の ゴイ サギ 13 
を し ら べ て 4 に 1~6 を 証明 し た こと 


. 
| | 
| 
2 
. 


庫 市 外 の デイ サギ 3 し ら べ て 全部 に を 見 
出し , し か も それ ぞ れ の 寄生 数 が 8 , 
達し た こと で ある 。 マイ サギ は ふつ う 留鳥 と みな され て 
いる の で , 捕 拉 季 附 近 て 感染 し た も の と みて よい で あろ 
う 。 これら 新しい 陽性 地 の カ ムル チ ィ を 調査 すれ ば , お 
そら くさく 幼 虫 が 証明 され る と 思う 。 兵 庫 落 意 野市 か ら 宮 崎 
腹 野 に ょ つて 人 体 口 虫 症 の 1 例 が 報告 され て いる 事実 
は , 之 を 裏書 する も の で は ある まい か (臨床 と 研究 , 28 
(10) : 790792, 昭 26) 。 一 方 , 本 虫 の 分 布 を 知る の に 
デイ サギ や カイ ッ マッ プリ を し ら べ る の を も 1 つの よい 方 法 で 
ぁ る 。 - 


ノ シシ に け る . ド レ ヒス 


九 寄生 
宮崎 一 , 石井 洋一 , 磯部 有 


257. 


Natural infection of wild-boars with 


Gnathostoma doloresi Tubangui. 


Ichiro Miyazaki, Yoichi Ishii, 
Chikanori Isobe 


本 虫 は フィ リッ ピン の 豚 か ら 発 見 され た が , 日 本 で も 
宮崎 に ょ つて , や は り 豚 か ら 見 出さ れ た の が 最初 で あ 
る 。 と ころ が 豚 を し ら べ て みて も, 寄生 放 は きわ め て 低 
い 。 そ そこで イノ シシ 6 頭 (熊本 宮崎 産 3, 鹿 
兄 島 懸 産 1 ) を し ら べ て , 全 例 に 寄生 を 認め た ( 訪 岡 医 
誌 , 42(4): 72, 昭 26)。 さら に 石井 は 宮崎 懸 族 10 頭 を 
し ら べ て , 生後 1 月 (推定 ) の 4 頭 を の ぞ き , の こり の 全 
部 に 証明 し た (医学 研究 , 22 (4) 467, 昭 27)。 怒 ち 本 来 
の 終 宿主 は イノ シシ で ある と いう 見当 が つい た の で , わ 
れ わ れ は 昭和 27 年 末 か ら 28 年 3 月 に と にかけ て , 九州 の み 
な ら ず , 本 州 の も の を も 調査 し て , 次 の 成績 を えた 。 

九州 で は 熊本 頭 , 同 人 8 頭 , 
同 及び 八代 郡 各 1 頭 , 宮崎 諸 頭 
大 分 南海 部 郡 頭 , 同 大 野 郡 頭 , 合計 20 頭 
を し ら べ て , 熊本 1 を の ぞ き , の こり の 
19 頭 に 寄 生 を 証明 し た 。 これ ら に 寄生 し て いた 虫 の 数 
は 最少 1 最多 64 あぁ つ た 。 
本 州 で は 大 阪 府 豊能 郡 雷 を 7 頭 し ら べ て 4 頭 に 証明 , 


23, 25 の 多き に 


115 


また 兵庫 上 辺 郡 頭 と 岐阜 1 頭 を し ら べ て , い 
ずれ に を も 証明 する こと が で きた 。 こ れ ら 6 頭 に お ける 審 
生 数 は 1~6 匹 で あぁ つた 。 

九州 で は , ご く い イ ノシ シ を 除き , ほとん ど 
部 が この 虫 を も つて お り , 本 州 で も , 九州 ほど に 高く は 
な いよ う で ある が , か な り の 府 に 証明 する こと が で き 
た 。 や は り 本 来 の 終 宿 主 は イノ シシ で あつ て , 日 本 に は 
相当 広く 分 布 し て いる よう で ある 。 豚 に 寄生 する こと 
は , 少な く と る 日 本 で は , まれ な も の と いつ て よい 。 

(この 成績 の 中 で , 大 分 叔 の は 並河 注 氏 , 大 阪 府 と 兵 
庫 懸 の は 吉田 利雄 , 春名 寛 , 坂口 驚 の 3 氏 が 調査 され た 
も の で , こま に 報告 させ て いた ヾ いた こと を 深謝 する ) 


258. 九頭竜 水系 調査 
I 検便 成績 
前 田 衛門 , 利雄 , 小原 
Parasitological studies of Kuzu- 
ryu River District. I. Results 


of stool examination. 


Kaemon Maeda, Toshio Tsujikawa, 


Yasushi Hori, Yasushi Obara 


1953 年 8 月 より 1953 年 3 月 迄 に 実施 し た 礼 井 懸 下 寄 
生 調査 の 結果 か ら 九 水系 地域 の 成績 を 
報 す る 。 最上 流 大野 郡 石 徴 白 村 , 下 穴 馬 村 , 西谷 村 , 今 
立 郡上 池田 村 , 南條 郡 王子 保 村 , 大 野 及 び 武 生保 健 所 管 
内 , 中 流 大 野 郡 小山 村 , 北郷 村 , 吉田 郡 下 志 比 村 , 腔 
山 , 朝日 , 鯖江 保健 所 管内 , 下流 六 井 市 , 坂井 郡 新 保 
村 , 訪 井 及び 金津 恒 健 所 管内 に わた る 8096 名 を 対象 と 
し た 。 検査 術 式 は 映 虫 卵 に 対し て は MGL 潜 及 び AM 
S III 用 , 原虫 に 対し て は MGL に 依っ つた 。 

成績 は 第 1 表 の 運 り で あぁ つた 。 


< 
; 


2215 


メニ ー ル 


小原 西 長 


Pinworn incidence in Fukui Prefecture. 


4.8 | 149 3.6 308 3.8 
1 0.02 5 


| 陽性 数 陽性 数 | 
線 合 陽 性 |1932 |87.2 | 1524 | 88.9 3248 | 77.9 | 6704 | 82.8 
則 虫 陽 性 | 1894 | 85.5 | 1497 | 87.2 | 3064 | 73.5 | 6452 | 79.7 
短 虫 | 1497 | 67.6 | 1222 | 71.3 | 1764 | 42.3 | 4483 | 55.4 
映 | 胃 虫 | 1372 | 61.9 | 1135 | 66.2 | 2218 | 53.2 | 4725 | 58.4 
釣 虫 | 180 | 8.1 95 | 48 | | 92 
線 7 | 0.3 | 0 0 
| 7| 0.3 |] 81| 0.5 27 | 0.6 42 | 0.5 
横 川 4 | 0.2 1| 0.05| 12| 0:3 
小 3 | 0.2 17 | 0.4 
広 頭 條 1 | 0.04 1 | 0.02 2 | 0.02 
原 虫 陽 性 | 44 18.7 | 402 |23.5 | 987 | 23.7 | 1803 | 22.3 
49 | 2.9 | 122 | 2.9 | 208 | 2.6 
大腸 ー | 204 | 9.2 | 21 | 12.3 | 551 | 13.2 | 966 | 11.9 
| テア テア メー. | 164 | | 168 | 9:8 | 487 
| 12 0.7 21 0.5 49 | 0.6 
類 | ラム プリ ア 虫 | 77 | 3.5 82 
| | 
| | 


を 行 つ た の で , 其 の 効果 で は な いか と 思わ れる 。 


Yasushi Obara, Yoshio Nishihata 


本 調査 は 九頭竜 水系 の 西谷 村 , 下 穴 馬 村 , 下 志 比 村 , 


新屋 村 及 び 上 池田 村 の 小学 校 の 3 年 以下 の 学 章 (年 齢 6 
7, 8 歳 ) 729 名 並 に 学 の 135 名 合計 864 名 に 
就 い て 1952 年 9 月 より 1953 年 3 月 の 聞こ 行っ つた 。 検査 
方 法 は , 本 研究 所 に 於 て 考案 し た スコ ュ ッ チ テ ー プ 潜 に 

以上 の 如く , 学 章 に 於 て は 約 70 祈 , 幼 見 は 約 67 祈 の 
陽性 事 を 得 た 。 = 

大 野 郡 下 穴 馬 村 1 は 山間 部 農村 , 同 II は 久山 部 落 で あ 
る 。 吉 田 郡 下 志 村 の 陽 約 23 ある が これ 
は 検査 3 週間 前 に アス キス を 上 用 し て 貝 卵 陽 隆 者 の 出 


成績 

地 別 対象 検 数 陽性 数 | 
大 郡 西谷 村 学 56| 41| 73.2 
今立 郡上 池田 村 | ? | 146| 107| 73.3 
大 郡 下 馬 村 (I) | 108| 54 50.0 
2 91| 26 83.5 
坂井 新 保 村 | 109| 76| 72.3 
合 計 | 510 | 354 | 69.4 
吉田 郡 下 志 比 村 | 学 章 | 219| 72| 32.9 
大 野 郡 西谷 | | 14 47 | 41,2 
坂井 郡 村 | 21| 14| 66.7 

| | | | 
合計 135 | 61 45.2 
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260. Echinostoma hortense Asada, 
1926. の 第 二 中 間 和 宿主 の 追加 


岡本 病院 
岡本 ニー 三 


A contribution to the second in- 
termediate host of Echinostoma 
hortense Asade, 1926. 
Fuhimi Okamoto 


私 は 昭和 13 年 7 月 以来 近郊 そ ノア ラガ イ 」 を 
第 1 中 間 和 宿主 と する 「 ェ キノ スト マ 」 科 吸虫 に 就 て 攻 究 を 
すゝ め 本 吸虫 が 洲 田 順 一 博士 の 同定 を 類 わ し て Echino- 
stona horteuse Asada, 1926 で あぁ る 事 を 知り , 更に 中 
間 宿主 に 関し て 追究 を 努め た 処 , 今度 実 駿 的 第 2 中 間 宿 
主として 鯛 を 追加 する 事 が 出来 た の で 報告 する 。 

本 の 第 1 中 間 宿主 「 そ ノア ラガ イ 」 で 寄生 する 
「 チ ェ ル カリ ア 」 を 淡水 魚 ( 鯛 ) 数 尾 と 「 ビ ー ヵ ー」 内 で 共 棲 
実 な し , 3 日間 以上 経過 後 , の 葉 及 び 内 臓 
管 周囲 たと, 「『 メ ヌメ ヌ タ チェル カリ ア 」 形 成 を 確認 し , 更に 後 , 
全 日 以上 経過 に 於 て に 興 食 せしめ て , 14 日 経過 
後 , 白 削 小腸 ( ) 上 部 s (十二指腸 部 ) に 於 て 
成虫 に 発育 し て 居る の を 確認 する 事 が 出来 た 。 成虫 は 頭 
団 28 本 で , その 大 さ は 新鮮 本 本 で は , 貝 体 4.5081.2 
88 mm, 0.147~0.202 mm, 0.138~0.138 
mm, 腹 吸盤 0.4600.497 mm, 卵 0.184~0.166 m 
m, 0.230~0.119 mm, 前 0.607~0.460 m 
m, 後 0.6620.552 mm, 0.119~0.029 mm で 
あつ た 。 

浅田 順一 氏 の 文献 に こ は 第 中 間 宿 主 と な る も の は ,『「 ト ノ 
サマ ガエル 」「 ヒ キ ガ エル 」「 ツ ッ ツチ ガ エル 」「 食 用 上 遇 」 等 の 
鉛 昧 と , 山 板 魚 , 蝶 器 の 幼生 で ある と , 平野 一 二 氏 は 食 
用 森 氏 は 日 光山 板 魚 の で 実験 し て 成虫 
を 得 た と 報告 せら れ た 。 

今日 迄 第 2 中 間 宿 主 と し て , 古賀 元 は E:. 

cinetorchis に 於 て 追加 せら れ , 宮田 氏 が 腸 に 
E. cinetorchis の Cyste を 発見 せら れ て 居る が , 私 は 
昭和 27 年 8 月 , 以上 の 実験 成績 より 鯛 が E. horteuse, 
Asada, 1926 の 第 2 中 間 宿 主として 成立 する こと を 人 道 加 
する 。 


261. 埼玉 産 Parachordodes 
属 ヘ リガ ネム シ 1 種 に つい て 


東京 学 大 生物 
| 


On a species of the genus Parac- 
hordodes from Saitama Pref. 


Iwao Inoue 


従来 本 邦 か ら 記 載 さ れ た Parachordodes に は P. les 
ci HeiNzg 35 が あり , これ に 近い も の と し て は 満 洲 
疾 P. orientalis FUKUr et IxNoug /40 が ある 。. 以 下 の 
材料 に 埼玉 大 須 甲 鉄 遇 氏 の 御 提 供 に ょ る も の で (3 8, 
9 1), 次 の 如き 結果 を 得 た 。 

(1) 測定 ( 後 体 部 欠損 の 8 1 を 除く )。 8 : 体長 160~ 
239mm, 最大 体 幅 0.7~2.9mm, 9 : 体長 240mm, 最 
大 体 幅 1.2 mm。 体 は 前 方 に 向 つ て 細 ま り , 前 端 は 円 く 
終る 。(2) 体 色 。 淡 褐 色 , 淡 黄 褐色 , 褐色 等 。 前 端 部 
(0.6mm 下 ) は 白色 和牛 透明 , “Halsring は な い 。 排 
出 孔 民 辺 は 3 9 共に 黒褐色 に 彩色 さる 。(3) クチ クラ 。 
6 ? 共 大 小 2 種 の “ Areole ” (以下 A. と 略す ) あり 。 
8 : 大 A. は , 時 に 2 個 並 立 , 小形 A. ょ り 色 
で ある 。 体長 軸 こ 対し て 要 ね 横 の 方 向 に 長い 不 規則 長 多 
角形 ( 角 は 円 い ), 通常 中 央 に 江 い タビ レ を 有 す (長径 37 
~54g, 高 さ 約 中央 に (以下 Pk. 
と 路 す ) 開口 す 。 各 Pk. に は 通常 1 題 粒 あり 。A. の 表 
面 に 部 に は 細毛 粒 球 を 認め あず 。 2 を 除い た 
個体 で は 大 形 A. の 70 2 前後 は 表面 的 の ヒビ (通常 ジ 
グ ダ ザ グ 秩 ) が あり , 一 見 2 個 の A. の 合 落 し た 如き 観 を 
時 する 。 小形 A. は 角 の 円 い 不 規則 多角 形 で , その 表面 
及び 周辺 部 に は 細毛 ・ 束 粒 等 を 認め ず (長径 
高 さ 約 14) 。 に は 所 々 Pk. 開 , 多く の Pk. に 
は 1 指 和 起 を 有 す 。 : 大 形 A. は 小形 A. に 比 し 
か に を する の み で ある 。 大 形 A. の 形 の と 同 
じ (長径 53 gm, 高 さ 3 々 前後 )。 但し Pk. の 多く は 
1 指 秩 突起 を 有 し て いる 。 小形 A. も 8 の も の と 同様 。 
間 溝 に は Pk. が 所 々 開口 する こと $8 同様 だ が , 指 湊 突 
起 を も つも の は 少 い 。(4) $ 尾 叉 。 尾 葉 の 基 幅 と 長 さ の 
比 は 1.21.5 で , メン グリ し た あ り 。 排 
出 孔 両 の 剛毛 列 は 比較 的 短く , 同 孔 後 の 近 
で 終る 。 

本 種 は 新種 と 思わ れる が , 何れ 動物 学 雑誌 に 投稿 の 予 
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定 , 前 回 井 玉 夫 と 京都 に 於 て 発表 し Gordius 
ょ GG. japonicus と 命名 , 東京 学 論 大 研 報 3 に 印刷 中 。 
附 記 : Paragordionus kawamaurai YamaGUTI 43 は 大 
形 A. が 2~5 集 り , 群 を な し て いる が , 各 群 が 1 大 形 
A. の と ヒビ に よる 部 分 の 集 り と みる こと が 許さ れ ょ ば , 
本 種 に 非常 に 近い Parachordodes と な ろう 3。 但 し Par- 
ag. kawamurai Y. で は 聞 濡 に 指 央 突 起 及 び Pk. が な い 
故 (全く 別種 と 老 え られ る が ) も し この 存在 が 明白 に な 
れ ば 上 種 Parachordodes'kawamaurai (YamaAGUTI) 
に され る で あろ う 。 


262. 集 に 発生 し た 海 
肝 に い て 
野 計 , 所 金 松 , 尾形 藤 治 


On the Fascioliasis spontaneously 
occured in guinea pig. 


Hakaru Ueno, Kanematsu Fukusho 
Toji Ogata 


家畜 特に 牛 の 肝 が 現在 我 に 於 ける 寄生 虫 病 
の 内 重要 な 疾病 と し て 取 挙 げ ら れ て いる 折 柄 , 我々 は 九 
州 場 に て 昭和 26 年 9 月 頃 よ り 人 育 中 の 
海 次 々 に し た 。 の 原因 を 臨床 症 学 的 , 
病理 解 章 , 病理 組織 学 的 に 調査 し た 所 海 妖 の 肝 蜂 症 で 然 
か る も 性 連 球 菌 , 或 と の 混合 感染 で ある 
事 が 判明 し た 。 取扱 つた 総数 は 24 例 で 其 の 中 臨床 症 其 
に ょ つて 頻 死 期 に 殺 処 分 し た も の 7 例 , 鑑 死 直後 の も の 
17 例 で 此 等 の 肝 反 於 ける 諸 変 化 と ほ 
似 し た 所 見 で ある が 若干 の 異 つ た 知見 を 得 た の で 報告 す 

臨床 症 初期 に 著しい 変化 は 無く 末期 に な る と 
量 は 著 明 で 腹部 は 特に 柔軟 で 重症 に な る と 起立 不能 と な 
る , 区 便 松 査 で は 肝 姫 卵 は 陰性 で あぁ つ た 。 

病理 解剖 学 的 所 見 : 腹水 の 増量 は 24 例 中 14 例題 
閉 で 6 例 は 殆ど 無く 他 の 4 例 な 少量 で 何れ も 血 様 で あつ 
た 。 寄生 部 位 , 肝 病変 は に 肝 , 壊死 , 
瘍 , 夫 血 , 出血 を 主 と す る も の が 高度 な も の で は 全 葉 に 
る 肝 実 質 の 壊死 及び の 形成 で 被 こ は 黄 褐色 を 

を する 。 其 の 他 の 臓器 に て は の 腫 表 在 


腺 の 形成 で 1 例 に で は に 肝 の 迷 入 に ょ る 
も の と 推察 され る 病変 が あつ た 。 此 等 の 病理 組織 検査 成 
績 の 詳細 は 省略 する が 何れ も 肝 蜂 寄生 性 の 病変 を 認め 
た 。 寄生 肝 は 24 例 中 15 例 た 認め 最も 多く 妥 に 見 
得 た も の は 5 隻 , 少 い も の は 1 隻 で 最大 1.4x0.5 cm, 
最小 0.6x0.3 cm で ぁ つ た 。 寄生 部 位 は 胆管 が 最も 多 
く 親 膜 面 に 在 る も の 3 例 (3 令 ), 実質 は 1 例 (1 隻 ) で あぁ 

細菌 培養 成績 : 血液 下 及び 肝 片 ブ プイ ョ ン 
は 24 例 中 実質 臓器 並び に 腹水 より 溶血 性 連 球 菌 を 分 離 
し た も の 8 例 , を 分 離し た も の 3 例 , 大 腸 
属 1 例 , 死後 時 間 経過 で 雑 著 が 混入 し た も の 4 例 , 陰性 
の を も の 8 例 で 病変 の 高度 な も の は 殆ど 此 等 細菌 の 混合 感 
染 が あつ た 。 

以上 の 事 か ら 海 症 の に 於 て 細菌 と の 
感染 が 見 られ し く 症 し 病変 と し て は 
性 変化 が 強く 高い 。 寄生 肝 は 分 な 発育 が 
難 で 虫 卵 を 突出 する 迄 に は 至ら な いも の が 多い 。 


263. 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に 
つい て 第 2 報 


京都 府立 医大 医 動物 
杉 原 弘 人 


On the species problem of Baulimus 
striatulus japonicus in Japan. (II) 


Hirohito Sugihara 


日 本 メタ = シ の 種別 を 明 する た め に 日 本 各地 
考 即 ち 広 島 , 岡山 , 兵庫 , 京都 , 滋賀 , 群馬 , 宮城 , 秋 
田 で 探 集 し た も の に つい て , 螺 脈 の 有無 を 栓 する に , 広 
島 , 岡山 に は の 不明 も の , 螺 全然 な いも 
の を 認め た が , 他 の 地方 すべ て 有 明 上 ある 。 こ 
の 測定 結果 は 1952 年 の 第 4 回 日 本 衛生 動物 学会 で 発表 
し た 。 次 に 更に 種別 を 明瞭 に こす る た め に , 1951 年 B. 


Hubendick が Lymnaeidae で 行 つ た よう に , 上 螺 頂 より 


螺 層 に 至る 角度 の 増加 と 螺 層 の 幅 の 増加 の 関係 を 日 本 各 
地 マメ ぇ = シ に つい て 行っ つた 。 こ の 測定 法 は 螺 よ 
り 180 度 づ 螺 に つ て 回 し , 螺 より に 至る 
距離 , 即ち 螺 訂 の 幅 を 180 度 よ り 180 度 角 度 の 増加 する 
ご と ょ と に 1440 度 又 は 1800 度 ま で 測定 する 。 測 定数 は 広島 
35 個 , 岡山 個 , 兵庫 1 個 , 京都 個 , 滋賀 
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疾 20 個 , 宮城 突 10 個 , 秋田 話 15 個 で あぁ る 。 測定 結果 
は 180 度 , 360 度 ま で は 各地 も 螺 幅 は を 見 
な い が , 岡山 , 秋田 540 よ り 他 よ り 幅 が 大 き 
く な る 。 , 広島 1440 度 と 1620 の 間 , 岡山 , 
賀 , 京都 , 宮城 穴 & 1260 度 と 1440 度 の 間 , 兵庫 , 秋田 
1080 度 と 1260 度 の 間 で に 螺 の 幅 が 増加 する 。 
次 に 螺 の の 対数 , 横 還 こ 180 度 ご と の 角度 を 
と る と 螺 訂 の 幅 と 角度 の 関係 は 直線 で 示さ れ , 螺 訂 の 幅 
の 増加 は 岡山 最大 で 滋賀 最少 で ある 。 の 有 
無 と の 幅 の は 殆 ん ど 見 な い 。 に 広島 宮城 
歯 を 測定 する に 歯 式 は 共に 2 1 二 2 で 
あぁ る 。 中 歯 の 型 は 宮城 3 3 型 が 
一 番 多 く 見 られ , 3 十 12 3 型 , 3 +3 
型 も 見 る 。 広 島 螺 明 も の , 螺 不明 
な も の 共に 3 十 3 キ 1 十 3+3 型 が 一 番 多 く , 3 十 4 二 
1 3 二 3 型 を 螺 不明 な も の に 見 る 。 広島 螺 脈 
の 全然 な いも の で は 3 十 3 二 1 二 3 二 3 型 の も の が 少な 
3 十 4 二 型 が 
。 歯 理 の 測定 は 日 本 各地 導 の 材料 を 控 集 し 更に 詳細 

に 行う 予定 で ある 。 


264. 條 虫 ( 称 レツ) の 


濃厚 害 生 せる 一 部 落 に つい て 


奈良 学 大 岩 田 正 俊 
鳥取 上 度 


On the densely parasited 
village of tapeworm. 
Seishun Iwata. Wataru Horii 


鳥取 大 山 * の 村 に 於 て 「 ガ タレ 」 と いつ 
て , 無 鍋 條 虫 の 寄生 者 の 多い 村 が ある 。 こ の 村 の 人 日 は 
3200 で , その 中 で を も 特に ここ の 審 生 者 の 多い 部 落 が あつ 
て 人 唱 は 520 で あぁ る 。 寄生 牽 は 正確 に 知る こと は 出来 な 
い が , 25 30 と 想定 され る 。 この 部 落 の 河原 に 和 
必殺 場 が あぁ つて , 必殺 を 職業 と する 「 タ タキ モッ ト 」 と 称 
する 家 が 4 戸 あつ て , 生 牛 , 選 牛 の 別 な く 解 体 さ れ , そ 
の 附近 で は 解体 後生 肉 を 食べ る あり , 特に 殺 直 
後 体 涙 の 未だ 冷え な い の を 好み , 肉 の みな ら ず 内 臓 の 小 
, 心臓 , ( 特 こ 第 3 胃 好む ), , 肝 た し な 

, これ ら の 生食 が 條 貝 の 原因 と な る こと は 知 つ て いて 

, その 美 さか ら や め ら れ 現 ある 。 し て 部 落 

で は 無 が 10 年 も 生 に を れ ば , 自然 に 
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消滅 する と 称し て を り , 何等 苦痛 と せ ず 医師 の 手当 も 民 
の 療法 も 施さ な い 。 

部 落 民 に は 頭痛 持ち が 多く (これ は 條 虫 と は 必ず し ゃ 
は な い が ), その た めそ モー ト 散 を 1 日 に 10 位 飲む 
牧 償 の 者 が 少な く な く , この モー ト 散 (カフ ェ イ ン 主 剤 ) 
中 者 が 少く な い 。 そ の た 不 , 頭痛 , 心 , 
の 周囲 が 黒ずん だ 紫色 を 性 中 し て 不 整 
, 胸 内 苦 不眠 , 四肢 冷却 , 麻 を て い 

部 落 で に 無 鍋 條 虫 を 「 ガ が タレ 」 又 は 「 ガ 」 と 称 を る が , こ 
れ は 部 落 の 陰 語 で あぁ つて, 「『 ガ タレ 」 と は 「 ガ が 」( 條 虫 ) が 垂 
れる 意 ら し い 。 そ し て 片 節 が 切断 し て 出る の を 「 ガ 」 と い 
つて を り , 『「 ガ 」 は 貝 の 意 ら し い 。 

この 様 に 無 多 條 虫 寄生 者 の 多い 村 が ある こと に は . 附 近 
で され て いる に その 多い で あろ うと 考え ら 
れ , 河原 に 於 ける これ ら の 生物 学 的 現象 の 研究 は 興味 が 
ある こと ょ 思 れる 。 


265. Cysticercus fasciolaris 


市 衛生 研究 所 
宮 田 徳 


The morphological studies on the 
abnormal bodies of Cysticercus 
fascioralis, parasitic in rat. 
Itoku Miyata 


Cyst. fasciolaris の に て は 既に 多く の 報告 が 
ぁ あり , 最近 に も 山下 (1949) が 種々 の 形態 , 又 R. 
Dollfus (1951) も polycephalous Cyst に 就 て 報告 し 
た 。 併 し 片 節 の 発育 塁 然 に 就 て は 未だ 記載 せら れ て いな 
いよ うに 思わ れる 。 私 は 昭和 27 年 10. 月 10 日 , 匠 戸 に 
於 て 捕 潤 の 中 Rattas nor. norvegicus 8, 体長 20 cm 
の 葉 に 僅 に 一 端 を 以 て 比較 的 大 な る 4 個 の 
Cyst を 認め た 。Cyst 内 の 幼虫 は 頭 部 の 構造 , 特に 吸 般 
や 鍋 の 形態 か ら Cysticercus fasciolaris と 同定 すべ きも 
の と 思わ れる が , それ 等 の 中 , 虫 体 の 末 部 片 節 が 側 方 に 
耕 其 に 発育 伸展 する の を 認め た の で , それ に 就 て 報告 す 
る 。 

第 1 Cyst に は 2 個 の 虫 体 が ぁ つ た 。 1 個 は 各 部 を 備 
えた 完全 虫 体 で 長 さ 約 15 cm, 末 部 第 8 片 節 が 僅 に 側 方 


は 
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こ 突 出す る 程度 で 殆ど 正常 体 で あぁ つ た 。 他 の 貝 体 は 前 体 
部 が 切断 し 頭 部 を 欠き , 体 前 年 の 片 節 は 若干 膨 出 する 等 
の 僅 に 異 舌 を 認 む る の み で ある が , 其 の 後 体 部 の 片 節 を 
見 る と 50 余 個 の 片 節 が 何れ も 不 規 則 に 両側 に 伸長 し , 
長短 種々 に し て 枝 肢 を 時 し , 全く 育 で ある 
こと を 示し て いた 。 片 節 は 曹 節 状 な る あり 或 は 20 節 余 
も 数 うる 1cm に 達する 長 形 な る も の 等 多種 多様 型 を 示 

し て いる 。 の 節 の 内 部 構造 に て は 未だ 精査 
し て いな い の で 何 も 申 上 げ ら れ な い 。 

第 2 Cyst 内 幼虫 は 完全 で 唯 末 節 部 の 第 4, 7 及び 9 
片 節 等 が 各 側 方 に 突出 せる を 認め 得る が 他 の 片 節 は 金 く 
正常 に 見 られ た 。 

第 3 Cyst 内 幼 も る 貝 体 1 個 あ り 部 第 8 片 

節 こ と 於 て 僅 に 側 方 に 膨 出 する を 認 む る の み で あつ た 。 

第 4 Cyst 内 幼虫 は 前 体 部 は 人 多く 正常 で ある が 後 体 約 
80 節 の 聞こ 於 て 短 肢 長短 種々 の 発 育 を 示し , 
その 長き も の は 2~3 mm に 達し , 3 一 4 片 節 に ま で 発 
育 伸長 する を 認め た 。 

以上 の 如く に 生 発育 する Cysticercus fasciola- 
ris の 節 の 発育 体 を 認め た の で 報告 す る と 共 
に 標 品 の 供覧 を し た 。 之 等 異 舌 発育 に 関す る 発現 機構 や 
頻度 等 に 就 て は 目下 実験 中 で あぁ る の で 後 報 し た いと 思っ 


て いる 。 
266. 寄生 忠 卵 の 外 的 條 件 に 
対す る 抵抗 
1) 多 低 に 対す る 
山梨 医 研 


Resistance of hookworm 
eggs in low temperature. 
Toshihiko Iijima, Yukio Hosaka 


を 多 期 野外 に し た 場合 虫 卵 の 生存 , 発育 


力 は 度 の 影 受け る か を する こと を 主 有 と し 
て 本 実 給 を 行 つ た 。 

実験 方 法 は 径 10 cm の シャ ー レー に 届 紙 を 入れ 水道 
水 で て し 上 に (Ancylostoma と 思わ れる 
も の ) を 含有 もせ る 2~3 gms を 置き 所 定 の 
庫 に 一 定時 間 放 置 し , 後 25°C に 保つ た 移し 8 
日 間 に わ た り 毎 日 1 回 宛 継 続 的 に 観察 を 行い 実験 終了 後 
算出 し た 。 本 実 は 法 に 依ら ず 中 の 
の 生死 及び 発育 の 観 に 処理 効果 を 判定 し 
た 。 鑑 別に 当 つ て は (①⑪) 細胞 質 中 の 題 粒 の 発生 , (2) 変 
色 (3 卵細胞 の 破壊 (4) 収縮 等 を 規準 と し た 。 ey 
別 法 の 結果 と 従来 の 角 化 法 の 結果 と の 比較 は 改め て 
予定 で ある ) 対象 は 25°C に 保つ た 。 

本 実験 の 結果 は 別表 に 示す と お り で ある が これ に 依る 
と , 0°C 以上 で は 邊 理 時 間 24 時 間 こ わた つて を も その 大 
年 は 生存 が 認め られ , これ ら は 25°C に 移行 し 培養 を 行 
う と 何れ も 速 に 発育 を 開始 し , 第 2~3 日 よ り 
も を 始め これ ら は 5~6 日 に し て に 感染 仔 虫 に 
発育 する 。 一 に 至り 濃度 の 影響 発現 する 。 3 時 
間 で は 41.65 過 は 生存 し て いる が , 12 時 
間 で 死滅 に 上 し , 24 時 間 で 96 の 死滅 を 
見 る 。 生存 卵 に つい て を 発育 極め て 悪く , 24 時 間 処 理 
で は の 認め られ た も の は 662 卵 か に 1 で あぁ つ 
た 。 ーー10°C 処理 で は 2 時 間 で 99 訪 に 達し , 5 時 間 以 
上 で に は 100 示す 。 こ の 場合 総 て は 縮 
し これ は 25°C に 移行 し て も 解け る こと が な か つた 。 
以上 を 要約 する に 一 3°C で 始め て 影 絡 認 め らら れ 一 5°C 
で は 12 時 間 以 上 , 一 10°C で は 2 時 間 以 上 で 虫 卵 の 大 
部 分 は 正常 な 発育 能力 を 失う 。 山梨 如き 多 期 一 
ー10°C の 低 渡 の 日 は 珍 ら し く な く , 野外 に 放置 され た 
虫 卵 は この の 影 受け 相当 死滅 する こと が 推測 さ 
れる 。 


表 及 び 処 理 時 間 と 卵 死 滅 
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267. の 非 固 有 和 に 於 け 
る 発育 に 関す る 実験 的 研究 第 6 報 


阪 大 研 佐古 田 新 


Experimentat studies on the 

development of hookworms in 

unsuitable hosts. (Report VI) 
Arata Sakoda 


余 は 首 題 に 関す る 種々 の 実 論 結果 に 就 い て 発表 し て 来 
た が , 今回 は 固有 宿主 た る 人 の 赤血球 及び 非 固 有 和 宿主 と 
し て の 犬 の 赤血球 を 夫々 家 東 の 静脈 内 に 頻 回 注入 し , 之 
に 人 多 虫 (ダビ =) 完 就 仔 虫 を 経 日 投 県 し た 場合 に 就 い て 
実 し た 。 

その 方 法 と し て は , 人 及び 仔犬 より 探 取 し た 血液 より 
夫々 赤血球 を 分 離し , を 生理 的 食塩 水 こ と ょ る 2 億 稀釈 
液 と し て 注射 用 と し た 。 投 前 約 1 週間 家 更 居 
殺 に 至る 迄 毎日 Pro. kg 3~5 cc の 前 記 赤血球 を 家 更 
耳 静 脈 内 に 注入 し , 仔 虫 投 県 後 第 13, 15, 18, 20, 及 
び 23 日 目 に 家 属 殺 , 各 臓 器 よ り 仔 を 検索 す 
る と 共に 家 の を 観察 し た 。 人 家 の 投 
数 は 夫々 約 3,000 ある 。 

その 成績 を 要約 する と , 各 臓 器 よ り の 発見 仔 虫 数 は , 
通常 経過 日 数 に 平行 し て 減少 し , それ が 当然 で ある が , 
従来 も 間々 見 られ た 様 に 必ず し ゃ 然 ら ちず, 家 束 の 個体 差 
と 考え る べき 例 も あぁ つた 。 又 臓器 中 気管 より 検出 され る 
仔 貝 が 最も 多い の が 常 で あり , この 事 は 先 人 の 記載 に も 
見 られ る 所 で ある が , 投 興 仔 虫 数 こ 比 し て は 僅少 で あ 
る 。 て 小腸 及び 小腸 内 容 よ り は 仔 を 得 ら れ 
な か つた 。 然し な が ら , 検出 仔 虫 数 を 見 る に , 人 血 赤 血 
球 注射 (A 群 ) は 対照 (C ) よ り 多 く , 大 
射 群 (B 群 ) は 更に A 群 よ り も 多 か つ た 。 

仔 虫 の 発育 に 関し て は , B 群 より 検出 し た 仔 貝 に 体長 
の 増大 せる も の を 認め , 発育 の 点 で も BB 群 >A 群 >C 群 
の 傾向 が 見 られ た が , 全 例 を 通じ て 口 杏 原 基 を 形成 せる 
も の な く 著 し い 発 育 は 認め られ な か つた 。 此 の 事 は 釣 虫 
の 寄生 臓器 た る 小腸 より 仔 を 得 ら れ な か つた こと 
し て 意義 ある こと で あろ う 3 。 

家 束 の を 観る に , 体重 の 増加 は 順 発育 の 障 
は あら れ な か つた 。 所 見 で は :A 群 に 軽 
筑 血 の 招来 が あり , BB 群 で は を 認め な か つた が , A・ 
B 群 共に リン ペ 球 減少 ・ 位 好 酸 球 増 多 の 像 が 見 られ , 肝 
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機能 障 陽 性 ・ の 肥大 を 認め た 。 

以上 り (①) 家 人 血 赤 血球 或 は 犬 血 赤 球 を 回 
静脈 内 注入 する も , 経 日 投 し た 人 (ダビ =) 
虫 を 完全 に 発育 せしめ ある こと は 困難 で あぁ る 。 然し (2) 談 
仔 貝 の 生存 発育 に 対し て 犬 赤血球 の 方 が 人 赤血球 より 有 
効 に 作用 する の で は な か ろう か 。 又 (3) 仔 虫 の 発育 と 小 
腸 内 生存 の 條 件 が 一 致す る も の で は な か ろう か , と 考 を 
る の で ある 。 


268. 動物 用 アス ぇ キス に ょ る 


上 野 計 尾形 藤 治 


Anthelmintic efficiency of ““ As- 
kis” (Ascaridol for veterinary〉> 
for Ascaris suilla in pig. 


Hakaru Ueno, Toji Ogata 


動物 用 アス キス は 10 アス カリ ドー ル に 32 の 
化 剤 を 添 如 し た も の で ある 。 試験 に 用 いた 仔 豚 は 生後 
2~3 ヵ月 で 体重 14 kg~47 kg 迄 の も の で 豚 に 
感染 し て いた 3 頭 を 除き 他 の 7 頭 を 実験 的 に 感染 せしめ 
た も の を 使用 し た 。 投 薬 方 法 と し て は 前 処置 と し て 投 新 
前 日 の 午後 及び 投 桂 当 日 の 朝 は 飼 育 を 中 止 し , 体重 の 順 
に No.1 っ No.5 第 1 和 , No.6 No. 10 を 第 2 
群 と し , 第 1 群 に は 1 球 0.3 g 入り の 動物 用 アス キス を 
6 球 ( 実 量 1.8 g), 第 2 群 に は 8 球 ( 実 量 2.4 g ) を 投 林 
し , 2~3 時 間 後 , 1 頭 下 15 g の を 大 量 の 水 に 
解 し て 興 朝 更に 前 日 と 同 量 の 投 反 し 4 時間 後 
に フェ リン の 少量 を た 。 

実験 結果 。 投 薬 後 第 1 日 上 月 より 第 2 日 目 以 内 に 最も 多 
数 の 幅 虫 が 排出 され その 前 後 は 少く , 第 4 日 目 及 び 第 5 
日 目 に 各々 1 隻 宛 排出 され た 例 が あり , 総数 61 pe 
えた 。 10 日 目 に 集 法 及 び E.P.G 測定 に ょ 
No.2, 4 を 除き 他 は 総 て 陰性 で 検 時 に ph gr 
内 に 形態 の 稽 * 崩壊 し た 死滅 成虫 を 1 食 , No.2 で は 3 
No.4 で は 4 隻 , No. 10 に 2 隻 の 残存 虫 体 を 認め 

。 動 物体 に 及ぼ す 影 響 と し て は 投 後 1 週間 に 責 り 臨 
に , 解剖 時 に は 病理 学 的 変化 に 就 て 観察 し た が 前 者 の 臣 
床 症 和 鉄 で は No.2, 6, 7 に 於 て 軽度 の 食欲 不振 及び 元 
気 を 認め た が 数 日 中 に し た 。 後 者 の 所 見 に 
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動物 用 アス キス に よる 豚 試験 


投 経過 別 の 数 


総 排 


球 数 | 実 量 | 


| 
| 6 球 1.8g | 


第 1 日 


| 
| 
| 
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於 て は 閉 明 な 病 的 変化 を 見 出し 得 な か つた 。 以 上 の 実 答 
成績 より 排 100 で 完 は 70 で あり 題 
閉 な 副作用 は 認め らら れず , 従 つて 約 15 kg 乃至 20 kg の 
豚 に 6 球 , 20 kg 乃至 40 kg の も の で は 8 球 の 2 日 連続 
投 県 が 適当 と 思わ れる 。 


269. 豚 関す る 補 


家畜 衛生 試験 場 
石井 進 , 笹原 二郎 , 橋本 和典 


Suplemental study on 
ascaris of swine. 


Susumu Ishii, Jiro Sasahara 
Kazunori Hashimoto, Mitsuzo Munakata, 
Sumio Hirasawa, Takao Nagai 


昭和 27 年 4 月 より 同年 11 月 迄 の 聞こ に 9 回 に 豆 り 購入 
され た 総数 298 頭 の 豚 た 就 て 豚 興 虫 寄生 の 実態 を 調査 し 
て 若干 の 知見 を 得 た 。 

豚 は 島 及び 長野 北 安 の 2 ヵ所 で 生 
され , 生後 約 6 ヵ月 , 平均 体重 は 67.1 kg で て ぁ あつ て 入 豚 
当日 或 は 日 に 検査 に ょ つて 卵 を 検出 し 約 5~7 
日 目 に を 殺し 寄生 実態 を 各種 の 観 祭 点 か ら 

298 頭 の 内 100 頭 原 に 於 て 剤 を 投 県 し た 
輝 等 は 除外 し た 。 


OO or OO © 


以上 の 結果 

1. 検査 頭数 198 頭 中 寄生 122 頭 で 
あぁ つっ つて, 等 の 1 頭 当 り 平均 寄生 数 は 5.90 隻 で ぁ つ 
た 。 豚 の 61.4 豚 は 62.0 で あぁ つ て 
雄 の 豚 於 ける 生 は 大 差 な か つた 。 

2. 体 豚 120 頭 の 内 の 共 は , 80 
(67.2 22) 次 いで 虫 の 寄生 が 29 (23.8 雄 
の み が 7 頭 (5.7 22) で あぁ る 。 他 に 4 頭 に 性 別 不 明 の 銅 由 
が 寄生 し て いた 。 

即ち 62.2: 8 37.8 で つた 。 

4.。 部 位 は 十二指腸 (37.2 ), (26.4 
腸 (23.0 22) の 3 ヵ所 に 集中 し て お り , 以下 爵 腸 (3.9 2) 
結腸 (4.7 22), 胆 胆管 (3.5 2), (1.4 
食道 (0.3 及 び 直 腸 (3.5 の 順 で あぁ る が 胃 寄生 す 
る 190 内 , 約 50 の 96 は 検出 時 に 死 し て い 
た の は 注目 され る 。 

5.。 の 平均 体長 は 26.6 cm, , 雄 の 体 
長 は 18.3 cm で ある が , 胃 及 び 結 腸 に 寄生 す る 銅 虫 は 
他 部 位 寄生 貞 息 と 比 し て 雌雄 共 長 大 で あぁ つた 。 

6. 寄生 頻度 か ら 見 る と , 1 令 寄 生 が 最も 多く 20.3 
で あぁ つて, 次 に 2 寄生 が 16.2 あり , 5 下 
の 寄生 を する と 67.5 10 下 は 81.4 22 で あ 

人 告 , E.P.G 中 の 検出 卵 数 と 寄生 雌 虫 数 , 成熟 度 , 性 比 
等 の 相関 に 就 い て は 目下 松 討 中 で ある 。 


14kg | | 1 0 | 胃 1 
第 | | 0o| 2| 0 | 20 | 9182 
| | | | 
21.5 | | L1000| 0| 2| 31| 1 | 
| | | | 
|12,600| 0 | 1 9 | | 23 | go0 
! | | 
27kg | 8 2.4g | 80| 0o| 0o| 0 | 1 
31 2 800| 1 1 5 0 
= 36 y 0 0 | 2 0 1 
2 3 0 の ’ 
は 


予 研 寄 生 
石井 幸一 柳沢 十 四 男 
Structure of the female repro- 
ductive organ of pig ascaris. 
Keiichi Ishii, Toshio Yanagisawa 


上 銅 虫 卵 形成 過程 の 細胞 化学 的 研究 の 第 一 歩 と し て , 雌 
性 生殖 器 全 般 に わた つて その 村 造 を 観察 し た 。 従来 の 文 
職 に 明記 し て いな い 知 見 中 , 主 な る も の は 

1) 卵 還 ほ 中 間 部 か ら 卵 原 細胞 間 物 質 
の 分 化し た も の と し て 出現 し 卵 集 前 征 部 に は 存在 し な 
い 。 核 を 有 し な い 非 細胞 性 物質 より な り 下 部 で て は 1 本 の 
で ある が 上 部 で は 分 上 た な す 。2) 
は 核 を 有する 1 層 の 細胞 より な り , 各 細 胞 内 に は 終 走 す 
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る が み ら れ る 。 3) 卵 後 年 より ま で は 上 上 組 
織 の 外部 は 一 層 の 輸 走 筋 細胞 層 で お ゝ われ , 各 筋 細胞 の 
周囲 は 厚い 非 細胞 性 物質 ょ り われ て いる 。 維 
は に 近づく に つて 発達 し て いる 。 4 子宮 は 
端 除い て すべ て 分 細 胞 の 形態 を 示し , 分 
び 分 細胞 数 種 の 型 が み ら れ , タン ペク と 
の 関係 が 予想 され る 。 5) _ 各 組織 を 構成 する 細胞 は ほ と 
ん どす べ て 多 仁 で あぁ る 。 6) 生殖 その 組織 の 基 
本 的 構成 か ら 2 つの 部 分 に 大 別 す る こと が で きる 。 す な 
わ ち 上 その 外 間 の 基底 膜 の 2 層 りな り , 
息 受 精 子 宮 及 び は 大 型 の 上 友 細 胞 , その 外 
周 の 基底 膜 及び 最 下 層 の 輸 走 筋 細 胞 3 麻 の 層 より な る 。 
7) _ 生殖器 各部 位 と 卵 形成 の 時 期 と は 個体 疾 る も ぁ り 必 し 
も 一 定 し て いな い が , 相互 の 位置 的 関係 は ほ ゞ 確 め る こ 
と が で きた 。 


員 へ の お 願い 


1。 昭和 28 年 度 総 会 の 決議 に 基き , 本 年 か ら 会 費 年 額 800 円 と なり まし た の で 人 道 加 分 400 円 を 至 委 学 会 
事務 所 拓 み 下 さい 。 紫 の 際 の 方 も 一 挙 に 込ま れる 願い し ます 。 

2。 会 員 各 位 へ の 御 連 絡 の 際 , 住所 不明 の 劉 戻 さき れる 郵便 物 が 例年 数 通 を 算 し , 各位 へ ゃ 御 迷 惑 を か け て 
居り ます 。 住所 変更 , 退会 層 等 の 御 通知 は 速 か 々 に 願い ます 。 又 会員 名 簿 を 御 務 覧 の 上 , 御 知 合 の 方 で 若 し 佳 
所 等 に 間違い を 発見 され まし た ら 御 手数 で 学会 事務 所 郊 御 通知 下さ る 様 願い ます 。 

3. 度 編 集 の 申 合 せ た に ょ り 寄生 学 に 関す る 各位 の 業績 目 を 近 速報 する 事 と な り ま し た 。 
就き まし て は 各位 の 原著 報 文 等 1 部 当 学 会 事務 所 和 宛 御 寄進 糞 き まし て その 有 目 鉄 を 到着 順に 作成 し , 本 誌 の 各 
号 に 掲載 し た いと 存じ ます 。 叉 上 糞 き まし た 原著 報 は 永く 学会 事務 所 に 保管 し て 各位 の 縦覧 の 便 に 供し た い 
と 存じ ます 。 昭和 28 年 (1953) の 分 か らち 始め る 予定 で あり ます が , 上 記 の 主 紀 を お 波 取 り の 上 御 協 力 下 さる 
様 願い ます 。 何 その 際 掲 載 誌 名 , 伏 号 真 発行 年 月 等 が 別 黄 に 明記 な きも ゃ もの は , 目録 作成 の 関係 上 特に 明記 下 
さる 様 願い ます 。( 小 宮 記 ) 


= 
0 


稿 規 


投稿 は 原著 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 題 

日 本 の 下 に 欧文 訳 を 附 す る 事 。 

原稿 は 新 か な づか い に ょ よる 國 語 常 体 (で あぁ ある, あつ 
… 式 ) の 横 組 み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 

則 と する 。 促音 ・ 手 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ツ 」 の 

よう に 小さ く 記 す , 動植物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 

する 化合 物 , 工 品 名 は か た か な で 書く 。 

に は ュ マ と 丸 ( 。 ) を 主として 用 い , その 

他 必 要 に て ュ ロン , セミコロン, ダッ シュ を 使 

つて も いい 。 

数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記 する に は コ ジン ジ や を また は 

黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5, 8 図 4s- 

cans, Filana へ マト キシ リン , アセ トカ カー ミン, ポ 

ンプ ・ コ ッ ツク , 用 語 ・ 文 体 

数 字 , 

4) 25cm 5.3 kg 23.5°C pH 6.0 
(潮位 に は 点 を 打 た ぬ ) 

rr) 5 9 人 第 5 表 和 28 年 7 月 

へ へ) 一 上 て 数 十 人 

ィ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 。 

r) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 

3, を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ で 縮小 

する こと 。 

へ) 1 つの は 原則 と し て a. b.….c。 な ど と こま 

か く 分 け ぬ こと 。 

=) 図版 中 の 図 の 番号 に 本 内 の 図 か ら の 続き 番 

脚 は 通し 番号 を 

付け る 。 

本 文中 の 閉 者 名 に は 必ず 年 号 を 括 に 入れ て 

記す る こと , ょ 著者 , (年 号 ), 標題 , 誌 名 

文献 に は 必ず 表題 を も 附 記 する こと 。 

小 活字 を や 特殊 活字 (ゴシック , イタ リッ ク な ど ) を 

使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 ィ ン キ で 明記 する こと , 文 

イタ リッ ク で 組む か 

b ら , 原稿 に その 語 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 ィ ン 学 で 

関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

に ま 図 ・ 表 ・ 脚 許 を 入れ る べき 本 廊 中 の 場所 

に に ン キ で 脚 5 の ょ うぅ に 

示し , また 図 ・ 表 ・ は 「p. 25: 

入れ る 」 の ょ うぅ うに する 。 

。 表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 


第 5 表 標 本 枚数 に ょ る 卵 検出 


で ある 。 * ゃ 3」 の よう に 


11. 原稿 は 400 字 詩 原稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 掲載 料 1000 
円 と する 。 但 し, 表 は 5 枚 以 内 と し て 右 の 制限 内 に 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 。 
(超過 頁 は 1 印刷 概算 時 ) 
同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 
篇 を 除い て 他 は 超過 頁 と 見 仔 す 。 

12。 100 部 を と し て 別に 実費 を 申 受け る 。 

13.。 原稿 は 原則 と し て 到着 順に 掲載 する も , その 
載 順 序 , 体裁 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。・ 

14。 な お 論文 の 書き 方 に つい て は 冨田 軍 二 著 ( 朝 倉 書店 ) 
『 科 学 論 廊 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 


編 集 後 記 


か ね て 懸案 と な つて いた 「 和 寄生 虫 学 雑誌 」 が よう や く 
発刊 の は こび ぴ びと な つた こと は 同 民 に た えな い 。 た だ 芸 は 
ば 創刊 号 と も 云う べき 本 号 が 第 2 巻 1 号 と な つて いる の 
は , さき に 尾形 藤 治 博士 等 の 刊行 し た 「 寄 生 貝 学 雑誌 」 を 
常任 幹事 会 で 相談 の 結果 その まま 継承 する こと に な つた 
か ら で あ る 。「 和 寄生 躍 学 雑誌 」 第 1 巻 な 一 昨年 刊行 され 
た の で あぁ ある が 1 号 だ け で 終っ て いる 。 そ の 継続 と い ぅ こ 
と で 第 2 巻 1 号 と し た わけ で ある 。 こ の 点 価 卒 了 承 さ れ 

な に ほ 本 「 寄 生 虫 学 雑誌 」 第 1 巻 (但し 1 号 で 終り ) の 
残部 は 尾形 二 士 か ら 寄 生 虫 学会 が 譲り うぅ うけ て 保存 し て あ 
る か ら , 御 希 望 の 方 は 申込 み を 願い た い 。 

本 誌 は 以後 年 4 回 (但し 本 年 度 は 3 回) 継続 出版 の 見 
込み で あぁ る 。 本 号 は 学会 抄 鉄 で 一 杯 に な つた が , 次 号 か 
ら は 原著 が 掲載 され る 予定 こと な つて いる 。 原著 掲載 希望 
者 は 別 欄 「 投 稿 規定 」 就 読 の 上 寄稿 され た い 。 

な お ぉ 本誌 の 発刊 編集 その 他 に 当 つ て , 東京 寄生 貝 予防 
協会 國井 長 次 郎 氏 は 献身 的 な 勢力 を し て 下さ り , 又 状 来 
と も し て 下さ る 予定 で ある 。 こ こ に 編集 委員 一 同 厚 く 御 
肪 申 上 げ る 。 な お 編集 校正 その 他 の 労 を と られ た 予 研 伊 
二 郎 氏 , 佐藤 氏 そ の 他 に を 表す る 。 (小宮 記 ) 


昭和 28 年 9 月 25 日 
昭和 28 年 10 月 1 日 発行 
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東京 都 品 川 上 大 崎 3 丁目 300 番地 
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( 國 立 予防 衛生 研究 所 肉 ) 
電話 大 崎 (49) 8111-8118 
振替 口座 東京 1451 


検査 枚数 陰性 陽性 同 信頼 限 5 


76.4>m>64.2 
89.0>m>78.4 
93.1>m>83.6 


1 校 43 104 70.7 
3 枚 合 計 22 125 85.0 
6 枚 合 計 12 132 89.7 
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